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かみ ゝ わら ず 帳 卵 の 陰 転 
り ・ 更に と の 人 台 の の の 和 合 た もそ 陰 転 率 は 
\ も の ゝ 家族 に 比 し て 低い と と を 認め た 。 
実 は 虫 体 の Santonin 抵抗 性 の 問題 を 論 ず 
自主 側 の 要因 の 存在 を も 考え 
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合 に 駆虫 困難 な と ーー 
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基子 誠 和孝 の 吉 
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る 場 
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= 6 月 28 日 受領 ) 


究 を 行 つ て , Santonin 抵抗 性 と の 関連 を 追求 し て みた 。 

2. Santonin 抵抗 性 を 有する や も の の 臨床 交 所 見 

と の 研究 は 妥 和 29 年 6 月 

(1) 検査 対象 : 

埼玉 県 春日 部 女子 高校 生徒 44 名 。 そ の 内 訳 は A 群 15 名 
( 約 1 ヶ ケ月 ご と に 連続 4 回 の Santonin 0.1 内 服 に ょ り 上 名 
虫 卵 の 陰 転 しない 者 ), B 群 18 名 (1 回 の Santonin 0。1 
内 服 で 簡単 に 環 虫 卵 の 陰 転 し た 者 ),C 群 16 名 (6 ヶ 月間 
に 数 回 の 検便 で 常に 下 卵 陰性 の 顕 虫 非 寄生 者 ) で 

(2) 自覚 症状 の 問診 

上 記 3 群 に つい て 問診 表 で 次 の 事項 を 聴取 し 
だ 。 年 含 , 身長 , 体重 , 家庭 の 職業 , 一 回 の 主食 の 摂取 
量 , 1 日 の 動物 性 副食 品 の 摂取 回 数 , 食 伏 。 嗜好 ( 酸 
味 。 甘味, 六 味 ,。 塩味 ), 腫 眠 時 間 及 びそ の 良否 , 全身 症 
状 (無気力 , 疲れ 易い , 冷え 性 ), 神 経 系 症状 ( 岐 時 , 耳 
鳴 , 頭痛 ), 栓 寺沢 0 息切れ ), 呼 吸 器 症状 ( 風 
雅 , 上 気道 炎 , 気管 災 に な り 易 い ), 消化 器 症 状 ( 胸 や 
け , げ つぶ ぷ , 胃痛 , 李 便通 回 数 と 性 状 , 便 泌 。 下 
痢 ), 運動 器 の 症状 ( 下 股 の 供 怠 感 , 脱力 感 , 有 腸 筋 痛 ), 
既往 症 。 

(3⑧) 臨床 的 検査 : 

上 記 の 人 達 を 対象 ( 

つた 。 
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血圧 画 。 虹 ( 腕 関 飾 部 正中 動脈 , 標準 水銀 血圧 計 ), 血 
色素 量 g/dI ( 耳 条 採血 , 塩酸 へ マ チン 法 ), 血清 午 白 分 
禄 (静脈 血 , 斎藤 , 1952, Roe, Kahn 1926) 血清 Mg 
量 呈 加 (静脈 血 , 斎藤 1952。 IKunkel, Pearson, Schwei- 
gert, 1947) 血清 7-Globulin 定量 g/dl (静脈 血 , 硫酸 
亜鉛 に よる 混濁 法 , Kunkel 1947) 

Vitamin Bi 代謝 と 焦 性 世 花 酸 代謝 を みる た め に 血 中 
Vitamin B, 定量 7/dl (Thiochrom 法 , 松井 , 1953) 
及び 血 中 焦 性 科 菊 酸 定量 (Friedemann & Haugen 改良 
法 , 清水 , 1950) を 行 つ た 。 

肝 機 能 を 知る 為 に 次 の 四 種 の 血清 反応 を 行 つ た 。 ThyY- 
mol 潤 濁 反応 及び 竣 状 反応 (Maclagan 1949) , Cepha- 
iin-Cholestero1 末 状 反応 (Hanger, 1989), 硫酸 亜鉛 油 
濁 反 応 (Kunkel, 1947) 。 

(4) 検査 成績 : 

上 記 の 検査 成績 を まとめ て みる と 次 の よう に な る 。 

a) 層 境 条件 : と の 種 の 研究 で 生活 欄 境 の 差 が 一 応 
前 提 条 件 と し て 検討 され ね ば な ら な い 。 で そ と で 表 1 に よ 
つて 家庭 の 状況 た みる と 大 体 同じ 程度 に 農業, 商工 業 , 
俸給 生活 者 を 含ん で いる 8 群 は 同一 環境 条件 に よる 成績 
と 考え て よい 。 双対 象 生徒 の 年 信 は 2 年 及び 8 年 生 て 満 
16-18 歳 で 略 同一 年 令 で ある 。 

b) 栄養 状態 : 体重 Ckg) / 身長 Gm)* を 栄養 指数 
と 考え て 3 群 を 比較 し て みる と 3 群 共 略 同一 値 で 魚 虫 寄 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 4 巻 ・ 第 4 号 


生 に よ つ て 栄養 障 則 を 起き な いと と が わか つた 。 

双 毎 回 の 食事 の 米飯 摂取 量 か ら 食 然 の 程度 を みる と 3 
群 共 略 同一 値 で , 顕 虫 寄生 に よる 食 稚 元 進 叉 減退 は な い 
よう で ある 。 と の 際 肉 , 魚 , 鶏卵 等 の 動物 重 白 摂取 回 数 
( 1 日 平均 ) を し ちら べ て みる と や は り 3 群 共 特別 な 差 は 
み ら れ な か つた 。 

c) 嗜好 調査 : これ は 主観 が 大 きく 左右 する も の な 
の で 結果 も 区 々 となり, 特に 虫 寄生 に よる 嗜好 の 変化 
は 考え られ な か つた 。 

d) 睡眠 時 間 : 子弟 を 高校 に 通学 させ る よう な 家庭 
で は 一 応 生活 に 余裕 が ある と 考え られ る の で 強制 的 な 睡 
眠 不 足 は な いと 考え て , 睡眠 時 間 を みる と 表 1 の よう に 
3 群 で 睡眠 時 間 の 差 は な か つた 。 し レ し か し よく 夢見る, 
寝 付 き が 悪い , 寝 " め の と き の 身 体 異 和 等 を 睡眠 不良 と 
考え て 分 類 し て みる と 表 1 の よう に A 群 肥 ち Santonin 
抵抗 性 を 有する 人 達 で は 睡眠 障 旭 が 北 分 出 易い ょ うな 傾 
向 が 考え られ る 。 (危険 率 27 2, 無相 関 検定 法 , 佐藤 
1949) 。 

e) 一 般 症状 : 疲れ 易い と 言う 主訴 も , 足 の 備 意 感 
も 表 2 に みる よう に A 群 に だ け 多 く 認 め ら れ た 。 疲れ 易 
い 方 の 危険 率 は 17 多 , 足 の 供 騙 感 は 2 多 で あつ て San- 
tonin 抵抗 性 を 有する 人 達 ご で は と うし た 一 般 症 状 が 出 易 
いも の と 考え る 。 

f) 神経 系 症状 : 敗 時 , 頭痛 を 起す こと の ある 者 を 
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表 1 環 境 栄 養 ・ 睡眠 
検 環 境 年 体重 主 摂 睡 眠 
“ スス 商 月 BY 身長 * ー 恒 
玉生 に (m) 回 () or 人 析 
ご 7 7 7 5 
A 15 3 5 7 16 一 18 2.2 0.04 2.0 0.17 4 0.53 り 7 
B 13 3 4 6 16 一 18 み .1 _0.04 se _0.01 7.8 0.53 8 
16 ? 8 5 人 ee BOY : 和訳 と 外 -・ 0.38 7.8 0.52 9 7 
誌 A ニ サン トニ ン 抵 抗 群 B = 容易 に 駆虫 出来 た 群 C= 非 感染 者 
表 2 自 覚 症 状 
検 借 二 息 風 き 9 で 
疲 足 頭 睦 動 胃 用 功 圧 mm 皇 
査 れ 用 の 尽 痛 時 本 功 邪 易 痛 痛 g 
人 感 れ 引 い 
員 。 キー 一 キー キー エー +ー- 長 最低 
8 し ビ “ 2 
A 15 5 10 5 8 5 5 10 上 4k、 10 5 103 38 埋 -68_ 
間組 2 11 4 9 6 9 3 10 5 8 5 8 18 2 27 
16 2 14 3 13 2 2 14 7 9 | 揚 110 68 69 52 





誕 A BC 区 分 表 1 と 同様 
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し ら べ て みる と 表 2 に みる よう に と の 症状 は 急 虫 寄生 と 
は 無関係 で あつ た 。 


循 飛 器 症状 : 動 怪 又は 息切れ を 起す こと と が ある 
ら べ る と 表 2 に みよ る うに A 群 に 出 易い 
と 。 即ち Santonin 抵抗 性 の ある 者 で は 
: 何 等 か の 影響 を 受け て いる 傾向 が ある (危険 率 
17 多 , 無相 関 検定 法 )。 そ と で 血圧 の 変動 を 測定 し て み 
と 表 2 に みる よう に A 群 で は 最高 血圧 及び 最低 血圧 の 低 
下 の 傾向 かみ られ た (危険 率 25 多 平均 値 一 様 性 検定 , 増 
山 , 1947)。 

h) 呼吸 器 症状 : 風邪 引き , 気管 支 衝 . くし や み が 
出 易い 等 の 症状 で は 表 2 の よう に 3 群 に 差 を みな い 。 

i) 消化 器 症状 : 胃痛 又は 腹痛 に つい て し ら べ て み 
ao よう に 4A 群 に 多く 出 易 い 傾向 が 一 応 考 えら れ 

る (危険 率 182, 無相 関 検定 法 ) 。 石 崎 (1954) の 報告 
et あら Sa ーー い 
で 再 確認 を する と と が 出来 た 。 便 通 の 回 数 及び 性 状 に 関 
し て は 全部 の 人 達 が 毎日 便所 に 行き 特に 下痢 又は 便 泌 の 
傾向 も る み ら れ な か つた 。 

j) 血色 素 量 及び 血清 息 白 量 : 虫 寄生 は 招 血 の 原 
に な る か みか 否 か を し ら べ て みる と , 表 38 に みる よう に 3 


g) 
も の に つい て し 
と と が 認め と られ た 


循環 系? 


に や ィ ン 
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血 中 Ca 量 の 低下 (松田 , 1954) を 来たす と 言わ れ , 丸 
血 中 Mg 量 は 免疫 と 密接 な 関係 が ある と 言わ れる (Bo 
dausky, 1949) の で これ を 測定 し て みる と , 表 3 に みる 
ょ うに 3 群 共 正常 入 囲 に あつ て 差異 を 認め な か つた 。 

1) 血清 蛋白 分 禄 : Tiselius 装置 で 血清 蛋白 分 禄 を 
し ら べ て みる と 8 群 共 血 清 息 白 総量 は 等 し く , 又 Alub- 

min 量 , Globulin 量 も 正常 値 で ある の に Globulin 分 
六 内 に 特異 な 変動 が みみ られ た 。 表 4 に みる よう に 顕 由 
寄生 群 (4, B) で は 7-Globulin が 著 増し , g-Globulin。 
ヶ Globulin が 減少 し て いる (危険 率 , 252, 平均 値 の 一 
様 性 検定 。 増山 1947) 。 し か し 今 迄 の 成績 では A 群 だ け 
と 症状 が 表れ て いた の に 7-Globulin だ け は 4A, B 両 群 
即ち 句 虫 寄生 の 事実 だ け で 増加 し て いて , A, B 間 に は 
差 が み られ な か つた 。 

と の と と に 関し て 更に 深く 考え て みる た め に , 別に 
Kunkel の 硫酸 亜 負 混 濁 法 で 7-Globulin を 測定 レ し て 必 
る と A>B>C の 順に 7-Globulin が 増加 し て いる (危険 
率 約 25, 平均 値 の 一 様 性 検定 )。 

m) 血 中 Vitamin Bi 量 及 び 血 中 焦 性 衛 硫 酸 量 : 臨 
床 症状 の 項 で 証明 し た よう に 4A 群 に 多い 症候 群 を 整理 レ 
て みる と 所 詩 脚 気 症候 群 に 近い も の で ある 。 とれ が 果 レ し 












































(3) 


群 共に 正常 値 を 示し 全く 遥 血 を 認め な い 。 又 血 清和 慣 白 量 て 昭 虫 自身 の 寄生 の 為 に 起 つ た も の か が 問題 と な る 。 そ 

も 3 群 共 正常 値 で ある 。 魚 虫 寄生 と 遥 血 は 無関係 で ある と で 血 中 の Vitamin Bi 及び 焦 性 世 共 酸 量 を 測 つ て みる 

と 思わ れる 。 と 表 8 の よう に Vitamin Bi 量 も 正常 値 で , 焦 性 久 菊 酸 

k) 相 清 Ca 量 及 び Mg 量 の 変化 : 顕 虫 寄生 は 往々 量 も 1 mW 人 加 以 下 で あつ た 。 焦 性 六 敬 酸 量 は 少し 高い よ 2. 
表 3 各 液 成 分 

ーー 和 量 色 乗 量 血 清 Ca 量 血 済 Mg 量 血 中 V.Bi 血 中 集 性 世 殴 酸 
本 お E 光 CI mg/qIl mg/q1 7/qI mg/di 

2 2 2 2 

4 51 oo G5 。 104 027 CO 30 76 ⑲ 7.8 /om GO 0880 
全 、。 14.8 ] se (3) 9.7 0.97 (6⑥) 3.2 osgz (2 7.0 a」 Q⑩ 0.87 oo。 (1⑪) 

_C 14 7 so (14 10.7 0.21 《⑭ 3.1 ss ⑨③ 6.0 。」 0 0.97 oo4 (1) 

計 A, B,C 区 分 は 表 1 と 同様 ( ) 内 は 検査 人 員 
表 4 血 清 蛋 白 分 禄 (Tiselius 法 ) 
箇 RY WE 7-Globulin 
ーー g/ql 
多 Aibumin g-Globulin 2-Globulin 7-Globulin (Kunkel 法 ) 
則 4S Rec に さい 4 
2 2 2 2 太 * * 

人 8.1 0.18 55.4 9.8 (5) 6.6 2 8 (5) 10.3 2.8 ⑤) 29.8 2。 ⑤) 1.16 joos 0② 
B 7.8o1s 54.9 ozg ⑮) 5.0 』 0⑮) 8.6 5.5 ⑤ 31.5 ss 2 ⑮ 1.15 no4 0⑲ 
C 8.0。s 56.2js 2 ⑤ 12.6 。p ⑤⑮ 11.2 。。 ⑮ 19.9joz 2 0⑤ 1.06 oo。 2 

計 A, BC 区 分 表 1 と 同様 ( ) 内 は 検査 人 員 
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表 5 肝 臓 機能 検査 
ゴ Tkymol 潤 濁 反応 Thymol 奈 状 反応 Chephalin-Cholesterol 硫酸 弓 濁 反 応 
負 平均 値 正常 病 的 平均 値 正常 病 的 平均 値 正常 病 的 平均 値 正常 病 的 
A 14 1.68 ] 人 名 12 人 2 人 0.430756 12 人 2 人 2.50] 人 5 6 人 8 人 8.07 610 人 4 人 
電 1. る 。 : 寺 40 ュ 2 人 4 さま 松前 2 FN 
C 12 1.75 」。 2 Eo 括 1 を る に あま 





で ある が 安静 を 命じ た 訳 で は な く 他 の 生徒 と 同様 に 先生 
の 講義 を 受け させ な が らし ら べ た の で 種々 な 条件 が 考え 

られ る 。 し か し 兎 に 角 1 mg 岬 以下 で ある か ら 正 常 値 と 考 
えて 良い で あろ う 。 

n) 肝臓 機能 検査 : Thymol 潤 濁 反応 , 礎 状 反応 , 
Cephalin-Cholesterol 束 状 反応 , 硫酸 亜 欠 潤 濁 反 応 等 
の 成績 を 整理 する と 表 5 の よう に な つた 。 

之 を みる と Thymol の 両 反応 は A, B, C 間 に 何 等 の 
差 が か みとめ られ な い が Cephalin-Cholesterol 球状 反応 
及び 硫酸 亜鉛 濁 濁 反 応 で は 鮮 虫 の 居る A 和 群 又 は 居 た が 簡 
単に 陰 転 し た B 群 に 高い 値 を 示し て いる よう に みえ る 。 
し か し 個体 差 が 多く 標準 偏差 も 大 きい の で 推計 学 的 に 
討 出来 な い 。 そ と で 考え 方 を か えて 個々 の 成績 を 正常 値 
と 病 的 値 こ わけ て みる と 矢 張り A 群 に 病 的 値 を 示す 人 の 
割合 が み 多 く な る 。 そ と で これ か ら 直 ち に 肝 機 能 を 云々 出 
来 な い が , 上 記 4 反応 が 何れ も 血清 息 白 と くに 7-Glo- 
bulin の 量 的 及び 質 的 変動 に 関係 あり , Thymol 反応 が 
2-Globulin 脂性 息 白 。 Cephalin-Cholesterol 反応 が 
Albumin の 減少 に 関係 する 事 を 考え て , 又 Tiselius 装 
置 で の 7-Globulin の 増加 の 事実 も 考え 合せ て , 肝 機 能 
の 何等 か の 変化 を 認め た い 。 

o) 小 括 : 上 記 検 査 成績 を 通 覧 する と Santonin を 
繰返し 投与 し て も 虫 卵 が 陰 転 し な い 群 (A) で は , 顕 委 
の 寄生 し て いな い 群 (C) 及び 顕 虫 が 寄生 し て いた が 一 
回 の 駆虫 で 陰 転 し で し まつ て 現在 いな い 群 CB) に 比べ 
て 明らか に 種々 の 症状 が 認め られ た 。 と れ を 理解 し 易い 
よう 侍 述 べ て 見 る と , 魚 虫 直接 の 原因 と 思わ れる 胃 , 腹 
痛 の 外 に 疲れ 易く , 足 が だ る い , 動 翌 や 息切れ を する こ 
と が ある 。 又 有 睡 眠 障害 が あつ て , 血圧 も 低下 し て いる , 
と いう と と に な る 。 と の 症状 は 脚気 症候 群 或 は 神経 性 循 
環 衰 弱 に 似 て いる 。 と こと ろ が 血 中 の Vitamin Bi 欠乏 は 
認め られ な いか ら , と れ は 顕 虫 に よる 症状 と 考え られ る 。 

血液 検査 では 招 血 も な く , Ca 量 の 低下 も な く , Mg 
量 も 増加 し な か つた が , 血清 者 白 分 謀 で 7-Globalin の 


(4) 


増加 が 認め られ た 。 又 , C 群 即ち 顕 虫 の 寄生 し な い 人 達 
の 7-Globulin 値 は 全く 正常 値 で ある の に , 一 度 遇 虫 が 
寄生 し て Santonin で 駆虫 し た も の で は な ( ほ 7-Globulin 
の 増加 が 残 つ て いる 。 と れ は 7-Globulin が 免疫 現象 と 
密接 な 関係 の ある 為 と 思わ れる 。 

肝臓 機能 検査 で も 同様 に A 群 に 若干 の 変化 が みとめ ら 
れ , 直ちに 肝 機 能 障 得 を 云々 する わけ に は いか な い が 
Cephalin-Cholesterol 反応 , 硫酸 亜鉛 反応 が 7-Globulin 
の 増加 と よく 似 た 成績 を し めし た と と は 注目 に あたい す 

と れ は 要約 する と Santonin 抵抗 性 を 示す 人 達 で は 
下 症 と し て の 症状 が 発現 し て いて , 肝臓 だ け に 止ま きら ず 
何等 か の 障 旭 を 受け て いる の で は な いか と 一 応 疑 つて みみ 
る と と が 出来 る 。 

3. Santonin 服用 者 尿 中 アル カリ 呈 色 物質 の 定量 

Santonin 抵抗 性 を 有する 人 達 を 臨床 的 に 検査 し て 若 
干 の 症状 を 認め た が , と れ ら の 人 達 の Santonin に 対す 
る 反応 が 正常 人 と の 間 に 果 し て どれ だ け の 差 が ある か と 
言う 問題 が 起 る 。 そ と で Santonin 代謝 を し ら べ る べき 
で ある が , と れ は な ほ 未 知 問 題 を 含み , 困難 な の で 尿 中 
排 潤 だ け に つい て く らち べ て みた 。 Kuchenmeister (1851) 
以来 Santonin の 薬理 作用 機転 に 関し て は 2 説 が あつ 
て , Santonin 自体 に も 作用 力 が あり , 吸収 され 肝臓 で 
変化 を 受け て 再 排 湯 さ れ た Santonin 誘導 体 に も 作用 力 
が ある と する Neumann (1883), Lewin (1883) 以来 
の 説 に 対し て 我国 で は Santonin 自体 の 有効 性 を 否定 
し , 吸収 され 再 排 注 さ れ た 物質 だ けが 効く (白根, 1989 : 
高 亀 浅田, 1928, 1926 : 加藤 , 1928) と 言う 説 が 定説 
に な つて いた 。 

し か し 小林 , 坂東 等 (1951, 1952) の 研究 に よ つ て 
Santonin 自体 の 有効 性 が 確認 され , Santonin は 吸収 
され て も その 位 の 形 で 腸管 内 に 排 港 され る と と が 判明 し 
て みる と , 腸 内 に 於 ける Santonin の 作用 の 量 的 な 追及 
と いう 事 は 難 か し い 研 究 に な つて 来る 。 し か し 私 達 の 集 
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滞 検診 で は 腸 内 の Santonin の 態度 を 追求 する と と は 不 
可能 で ある の で 問 接 的 で は ある が Santonin の 尿 中 排 浴 
量 と Santonin 抵抗 性 と の 関係 を し ちら べ て みる と と に し 
た 。 

と の 場合 厳密 に 言え ば Santonin 及び その 半導体 の 尿 
中 排 湯 に お いて は アル カリ で 紅色 に 呈 色 反応 を 有する 物 
質 と Santonin 自体 の よう に と の 反応 の な い 物 質 に 分 け 
て 分 析 す べき で ある が , 両 物質 が 量 的 に 密接 な 関係 を も 
つも の と 仮定 し て アル カリ 呈 色 物質 だ け を 測定 し た 。 
Santonin を 服用 させ 尿 中 アル カリ 呈 色 物質 を 測定 する 
方 法 は 守 中 (1926), 石川 て 1926), 北本 (1939), Kmnip- 
ping 層 Naunyn-Schmiedberg (1931) な ど に よ ょ つて 従 
来 肝臓 の 解毒 機能 検査 に 使用 きれ て いた 。 石崎 (1955) 
は と の 方 法 を 使用 する に 当 つ て 光電 比 色 計 を 使用 する 方 
法 を 案 出 し た の で , その 方 法 に よ つ た 。 

(1) 検査 方 法 

検査 時 日 は 前 章 の 臨床 検査 より 5 ヶ月 後 の 11 月 中 旬 に 
行 つ た 。 前 章 で 述べ た 3 群 (A, B, C) の 人 達 に 自宅 で 午 
前 6 時 頃 朝 食 を と ら せ , 8 時 まで に 登校 , 室内 授業 を 受 
けさ せ た 代 で 検査 し た 。 朝食 後 4 時 間 を 経た 午前 10 時 
Santonin 0.05g を 帆 服 させ 。 以後 1 時 間 , 3 時間, 4 時 
間 40 分 6 時 間 80 分 , の 4 回 採尿 し て 尿 量 を 測定 し 10cc の 
尿 を 試験 管 に と り 1% HzSO』 1 cc を 加え 酸性 と し て 保 
存 し た 。 尿 を 酸性 に する と 尿 中 Santonin 呈 色 物質 は 安 
定 と な る (村田 1953) 。 と の 尿 を 持ち 帰り 研究 室 に お い 
て 1N NaOH 1cc を 加え 紅色 に 発色 させ て 直ちに 光電 
比 色 計 に か け び 波 長 550 m で 発色 色調 を 測定 し た 。 と の 
アル カ り 発色 は 約 20 秒 で 最大 値 と な り , すぐ 人 裾 色 する の 
で 最大 値 を 読め る よう に 手 早 に 操作 し た 。 
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と の 場合 石崎 (1955) に よれ ば アル カリ 量 色 質物 の 量 
は 笑 釈 度 (n) の 逆数 (-) で 表 さ れる が と 色調 目盛 ⑲ 
の 逆 対 数 (antilog a) と は 直線 的 に 比例 する の で (antilog 
ョ 一 1) を 以 つ て アル カ り 呈 色 物質 の 量 の 指標 と し た (私 
達 の 目的 に は 被 検 者 同志 の 相対 量 を 知れ ば よい ) 。 

毎回 の 標準 尿 量 を 100cc と する と 実測 色調 の 逆 対数 
antilog a と 稀釈 度 n か ら , 標準 尿 の 色調 逆 対数 x は 
メー (antilog ョ 1) か ら 求 め ら れる 。 

(2) 検査 成績 

此 の 検査 は A 群 12 名 , B 群 12 名 , C 群 14 名 に つい て 行 
つた 。 同 時 直接 塗 抹 法 と 飽和 食塩 水 浮 渡 法 を 併用 し て 検 
便 し た 結果 , A 群 の 半数 (6 名 ) は 了 虫 卵 が 自然 に 陰 転 し 
て 居 た 。 又 C 群 の 2 名 , B 群 の 5 名 が 陽 転 有 邑 ち 上 虫 が 寄 
生 し て いた 。 

そ と で ぐ で 名 群 , 顕 虫 寄生 の 有無 に より 区 別して 平均 排 浴 
量 (色調 の 対数 ) を 求め て みる と 表 6 の よう に な つた 。 

Santonin 抵抗 性 を 示し , Santonin 投与 か ら 既 に 8 
ケ月 以上 を 経た 現在 (昭和 29 年 11 月 ) な ほ 虫 卵 陽性 で あ 
る 者 即ち A 群 6 例 の 平均 排 浴 曲 線 と , 始め か ら 下 卵 陰性 
の C 群 12 名 の 平均 排 浴 曲 線 を 比較 し て みる と , ( 横 軸 時 
間 , 縦 軸 色 調 対数 ) と し て 図 1 の よう に と A 群 虫 卵 陽性 者 
の 平均 排 浴 曲 線 と C 群 の それ と は 最初 の 1 時 間 値 , 3 時 
間 値 が 著しく 相違 し て いる 。 し か し 4 時 間 40 分 値 以 後 は 
両者 共 全く 差 が な い 。 

と の Santonin 排 浴 曲 線 の 差異 推計 学 的 に 検定 する 
た め に 1 時間 値 と 3 時 間 値 か ら 弧 合 的 な ベク トル 量 を 考 
え , と の ベク トル 量 を 標本 平均 経過 の 比較 の 検定 ( 高 
橋 , 土肥 1951) で し ちら べ て みる と E。 二 6.56 (F*es (0.01) 
ー6.86) で と の 券 は 1 以下 の 危険 率 で 有意 と な つた 。 























表 6 尿 中 Santonin 呈 色 物質 排 港 試験 
に 壮 ・ 1 時 間 値 3 時 間 値 4 時間 45 分 値 6 時 間 30 分 値 
NM 0.129 7008 0.287 004 1.065 00 0.646 50 
に 
OS 96 0.002 0.676 0.002 
> … 拓 0.080 。oos 寺 0.876 oo 0300。 
. 
家人 0.065 。oos 0:200 ooef 0.944 oee 0.78 Go 
(+) 2 0.234 1.348 1.958 0.567 
C 
(ー-) 。 12 0.046 。oos 0.735 ooos 1.075 oooz 0.753 ooon 





証 上 記 の 数 値 は 毎回 100cc に 稀釈 し た 尿 中 の Santonin 星 色 物質 の 色調 より 計算 で 求め た 比較 値 (波長 
550 mx) A, B, C 区 分 表 1 と 同様 11 月 検査 時 の 検便 成績 ( 十 ) 喝 罰 陽 性 , (一 ) 忠 卵 陰 條 
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と と ろ が 同じ A 群 (Santonin 抵抗 郡 ) で も 現在 了 
卵 が 自然 に 陰 転 し て し まつ た 6 名 で の 平均 排 浴 曲 線 は 
図 1 に 見 る よう に た C 群 の それ と 全 ^ 同 ー で ある 。 

同じ サン トニ ン 抵 抗 性 を 示し た 者 で も 責 虫 が 居 ら な く 
な れ ば 正常 排 浴 曲 線 を 示す と 言う 事実 は 顕 虫 寄生 に よる 
生体 の 障 各 を 考え て よい と 思う 。 す な わ ち その 障 得 の た 
め に サン トニ ン 代 謝 が 変化 し て Santonin 抵抗 性 の 原因 
の 一 つと な つて いる と 考え て いい よう で ある 。 

同じ 顕 虫 寄生 で も Santonin の 一 回 投与 で 簡単 に 駆 東 
出来 た B 群 で は と の 検査 を し た 11 月 現在 5 名 が 再び 虫 卵 
陽性 と な つて いた の で 虫 卵 陰性 者 と 陽性 者 を 別に し て 平 
均 排 港 曲 線 を 画 い て みる と 図 2 の 様 に 両者 共に C 群 ( 
虫 に か ゝ ら な い 群 ) と 殆ど 同一 の 排 浴 曲 線 を 示し た 。 即 
ち 環 虫 が 寄生 し て も 排 浴 曲 線 の 変ら な い 群 は San- 
tonin が よく 効い た 群 で ある 。 と の 事実 は , 図 1 の 結果 
を 裏 か ら 証 明 す る も の で あつ て , Santomnin 抵抗 性 の 存 
在 と Santonin 呈 色 物質 排 港 型式 の 変化 と が 密接 な 関係 


が ある と と を 立証 する も の で ある 。 
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ご は Santonin 呈 色 物質 排 浴 様 式 の 変化 の 意味 付 
Pr うす る か と いえ ば , 既に 廊 献 で も 知 つ て いる 様 に 
と の 反応 と 肝臓 解 寺 機 能 と 相関 関係 が ある か ら 肝 臓 機能 
に 一 部 関係 し た も の と 思わ れる 。 し か し 決定 的 な と と は 
腸 液 内 の Santonin 及び その 呈 色 物質 の 定量 的 , 時 間 的 
な 分 析 を 持た な けれ ば な ら な い の で と ゝ で は Santonin 
抵抗 性 を 示す 者 で は Santonin 呈 色 物質 の 排 港 型式 が 最 
初 の 3 時 間 値 まで は 正常 と 違 つ て いる と と を 指摘 する に 
止め る 。 

4. 総括 と 結論 

埼玉 県 春日 部 女子 高校 で 行 つ た Santonin 0.1 頓 服 に 
よる 顕 虫 駆除 前 後 8 回 を 通じ て 便 内 虫 卵 の 陰 転 し な か つ 
た 15 名 の 生徒 (A 群 ) を 中 心して , 対象 と し て 全然 
虫 の 寄生 し て いな い 者 16 名 (C 群 ) 及び 1 回 の 駆虫 で 貝 
卵 の 陰 転 し た 者 18 名 (B 群 ) を 選び , 問診 に より 生活 環 
境 , 食事 , 栄養 , 睡眠 時 間 , 自覚 症状 , 既 住 症 等 を し ら 
べ , 同時 に 血圧 測定 , 血液 成分 の 分 析 を 行 つ た 。 

Me その 成績 を 検討 し て みる と : 私 達 の 研究 対象 

, 商工 , 月 給 取 り を 同じ 比率 に 含み 環境 に よる 差 は 
な い 。 又 顕 虫 寄生 に よる 栄養 の 低下 , 食 答 の 変化 も 認め 
られ な い 。 し か し Santonin 抵抗 性 を 有する 人 達 で は 疲 
れ 易 い , 足 の 供 応 感 , 動 怪 , 息切れ , 胃痛 , 腹痛 , 腫 眠 
障 旭 が 対象 に 比 し て 起り 易く , 最高 血圧 も 策 低 下 ( 脈 圧 
は 正常 ) の 傾向 が ある 。 

し か し 血液 の 検査 で は 血色 素 量 , 血清 Ca 量 , 血清 Mg 
量 , 血 中 Vitamin Bi 量 , 血 中 焦 性 衛 六 酸 量 い づれ も 正 
常 値 の 範囲 内 に あり , 症状 か ら 推 祭 され る Vitamin Bi 
欠乏 症 は 認め られ な か つた 。 

血清 蛋白 量 も 正常 値 の 範囲 内 に ある が , 和 蛋白 分 形 に 於 
て や も Albumin 量 正 常 。Globulin 正常 で ある が ge-Glo. 
bulin 量 , 8-Globulin 量 が 減少 し 7-Globulin 量 が 増加 す 
る 傾向 が み ら れ た 。 之 に 関連 し て 肝 機 能 検査 で も San- 
tonin 抵抗 郡 (A 群 ) に Cephalin-Cholesterol 反応 
硫酸 亜鉛 反応 が 高く 出 易 い 等 の 変化 が み ら れ た 。 

あ 生 須 か ら 考 えら れる と と は Santonin 抵抗 性 を 有 

る 人 達 に は 自律 神経 系 と くに 循環 器 系 の 不安 定 症状 と 
選 わ れる 私 が 出現 し や すく 。 條 と 関 休 の ある Mo- 
bulin が 増加 し , と れ に 関係 し た 肝 機 能 を 表す 反応 が 陽 
性 に 出 て いる 。 

(2) 監 床 的 検査 の 約 6 ヶ月 後に 同じ 人 達 を 対象 に し 
て Santonin 0.05g を 頓服 させ 尿 中 の アル カリ 旦 色 物 質 
を 光電 比 色 計 を 使 つ て 排 港 量 を 定量 し て みた 。 と の 時 は - 
Santonin 抵抗 性 を 有する A 群 で も 半数 が 息 卵 陰 転 し 。 













か し 。。 と っ NM 


ass (の 


世 れ h Sr 


本 。 ーー 呈 


へ ふし 


NL 











昭和 30 年 12 月 (1955)] 


B 群 で は 5 名 が 再 感染 し 始め か ら 東 卵 陰 性 で あつ た C 群 
で る 2 名 が 了 虫 卵 陽 転 (感染 ) し て いた 。 そ と で 衝 群 を 更 
に 分 け て 結果 を まとめ て みる と Santonin 抵抗 性 を 有 す 
る 群 で な 休息 卵 陽性 の 者 の アル カ リ り 呈 色 物質 排 港 型式 は 
正常 群 (C 群 昌 卵 陰性 者 ) と 違 つ て いる 。 即 ち 1 時 間 値 
は 高く , 3 時 間 値 は 低い 。 そ れ 以 後 は 両者 会 く 同 一 値 で 
あつ た 。 と の 変化 は Santonin 抵抗 性 を 有する 群 に 特有 
で あつ て 1 回 の 駆虫 で 簡単 に 駆虫 出来 る 群 CB) で は 虫 
卵 の 有無 に 拘ら ず 正 常 群 (て C 群 ) と 全く 同一 の 排 港 型式 
を 示し て いる 。 婦 Santonin 抵抗 性 を 有する 群 で も 検査 
時 現在 虫 卵 除 転 し て いる 者 の 排 港 型 式 は 正常 群 (C 群 ) 
と 全く 同一 で あつ た 。 

と の 成績 か ら 考 える と アル カリ 呈 色 物質 の 排 港 型式 の 
変化 (Santonin 代謝 の 変化 ) は 顕 虫 寄 生 と 関係 が あり , 
し か も る Santonin 抵抗 性 を 示す 人 達 に 特有 で ある 。 言い 
か えれ ば 顕 虫 寄生 に よ つ て 何等 か の 影響 を 受け た 人 達 が 
Santonin 抵抗 性 を 示し , 影響 を 受け な い 人 達 は 簡単 に 
駆 上 出来 る と 考え て も よい と 思う 。 

上 記 の 結果 を 統 合 し て 結論 を 述べ る と , Santonin 抵 
抗 性 を 示し た 人 達 は 臨床 的 に も 顕 虫 に 起因 し た と 思 れ る 
症状 が あり , 免疫 と 関係 の ある 7-Globulin が 増加 し , 
肝 機 能 に も 若干 変化 が あり , Santonin を 服用 させ て 尿 
中 アル カ リ 呈 色 物質 の 排 港 型式 を 追求 する と 初期 に 特異 
な 排 港 の 変化 が ある 。 

稿 を 終る c 了 臨み 絶大 な 好意 と 御 援助 を 賜 わ つ た 東京 
大 学 伝 研 教授 北本 治 先 生 及び 春日 部 女子 高校 長 福 宿 光 
雄 先 生 , 鈴木 湊 益 先 生 , 山本 ちか え 先 生 に 深 計 する 。 
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SummmarY 


As we reported previously, ascariasis is often 
resistant against santonin administration. Here 
we made several clinical studies on the following 
cases: (A) 15 of positive for ascaris ova after 4 
treatments of santonin,(B) 13 of negative for ova 
-after 1 st treatment of 計 and ( じ ) 16 of always 
negative for ova and the results obtained were as 
follows. Weariness, Ianguid of legs, palpitation 
and stomachache occured more frequently among 
the group (A) than (B) and (C), but among the 
group (A) blood pressure was seen to be lower 
than normal. Haemoglobin content in blood, 
calcium and magnecium content in sera, vitamnin 
Band pyruvic acid in blood in all groups were 
within normal variation。 Among the group (A), 
protein content in sera and the ratio of albumin 
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and globulin were found to be normal, but gc- 
globulin content was found rather increased、 
whereas that of / が -globulin was found decreased.。 
Connected with this, the liver function test with 
Cephalin-cholesterol focculation and zink-sulphate 
flocculation were inclined to positive ammong the 
group (A). 

Six monthes after this test, we made the exa- 
minstion for ascariS ova in feces, and the results 
were 2S follows、 Six of the group (A) were still 
positive for ova, but 6 of the group (A) were 
negative for ova, also 5 of the group (B) and 2 
of the group ( じ ) were turned to be positive for 
Ova ag3in. 

To those people were given santonin (0.05 g) 
preparation oraly. Alkali-sensitive substances in 
thejr urin, taken in 1 3", 4"40/, 6"30/ hours, 
were tested photoelectrometrically. In 3 hour's 
urin only in those Still positive for ova (group 4), 
the decrease of santonin-substances WaS rec- 
ognized.。 Whereas no difference of the amount of 
santonin-substances between negative for ova 
(group AA) and those of all in the group Band C. 
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無菌 的 腔 トリ コモ ー ナ ス の 角 化 鶏卵 内 接種 実験 


TI. バラ フラ イシュー テオ ング に よる 果 故 


衝 。 津 


鉄 在 


慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 忠 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 30 年 8 月 8 日 受領 ) 


1837 年 DonGe に よ ょ つて Trichomonas vaginalis 
(以下 略し て T.v. と 称す ) が 発見 され て か ら , 数 多く の 
研究 が な され , 特に 近年 抗生 物質 に 関す る 研究 が 著しく 
進歩 し て か ら は , 無菌 的 . v. が 比較 的 容易 に 得 ら れる 
様 に な つた 為 , 形態 的 , 生理 的 , 生化 学 的 の 研究 業 積 は 
増加 し て いる 。 し か し 現在 に て も T.yv. の 本 態 の 把 撮 は 
十分 で な く 多 く の 問 題 が 残さ れ て いる 。 特 に T.v. の in 
vivo に 於 ける 実験 は 陰性 報告 が 多く , わ づ か に マウ ス 
並 に 鋼 化 鶏卵 に 接種 し て 成功 し て いる に 過ぎ な い 。 マ ウ 
ス に 於 て は Schnitzeri" 岩井 の 如く 膜 瘍 の 形成 し た 例 
も ある が , Inoki and Hamada* の 如く 若 有 洗 条 赤血球 
を , 山県 氏 中 の 如く ムチ ン を 持つ て 前 処置 し た マウ ス に 
接種 し た 様 な , マウ ス に ある 負荷 を か けた 場合 に 陽性 幸 
告 が 多い 。 曇 化 鶏 卵 を 用 ひ た 場合 は , McNutt and Trus- 
sell" 以来 山県 民 足 , 浜田 氏 ?", 森下 氏 り , 等 に よ つ て 報 
告 さ れ て いる が , 鋳 黄 斉 の 場合 に は 増殖 可能 の 様 で ある 

, 他 の 部 分 で は その 成績 が あま り 一 致し て いな い 。 著 
者 2 が 第 1 報 " 1 遇 化 鶏卵 に 於 て は 接種 部 位 の 
新陳代謝 活動 が T.v. の 生存 増殖 に 影響 する の で は な い 
か と 考 へ 一 方 in vitro に た 於 て 浅見 ?? は 〒.v. の 
無菌 的 倍 養 に は 嫌 気 的 状態 が 一 つの 要素 と し て 必要 で あ 
ら る と 述べ て いる の に 基き , 処 化 罰 の 各部 に 相 .y。 を 接 
種 後 ラテ フィ ンコ ユー ティ ング を 行う 事 に より , 外界 か ら 
の 酸素 を 断ち 比較 的 嫌気 的 状態 を 作り , 〒.v. の 生存 及 
増殖 状態 を 観察 する 実験 を 行 つ た が 。 と ゝ に 結果 を 
の で 報告 する 。 

実験 材料 及び 方 法 

(1) 〒. v. 株 , 実験 に 用 ひ た T.v. 株 は , 当 教 室 に て 
7e/szef 名 の zz: Experimental inoculation of bac- 
teria-free 7c の 022S の の g7 の 72S into developing 
chicken embryos. II. The growth of the tricho- 
monad in the eggs coated by para 抽 n. (Depart- 


ment of Parasitology, School of Medicine, Keio 
University, Tokyo, Japan.) 








トリ コモ ー ナ ス 腔 炎 の 愚者 の 白 帯 下 中 より 得 た も の を , 


* ニ = ニシ リン, スト レプ トマ イシ ン を 用 ひ て 随 件 細菌 より 
分 離し た 株 で , 第 1 報 に 引続き 同じ 株 を 使用 し た 。 継 代 
に 用 ひ た 培 地 は 浅見 の チ ス テイ ン ブ イ ヨン 血清 培地 で 。 
之 に 継 代 時 に ペニシリン Per cc 4000 単 位 を 加 へ た も の 
で あり ,。 随時 チオ グリ コレ ー ト 培地 に より 無菌 的 状態 を 
検査 し た 。 使 用 時 の 継 代数 は 45 代 以上 で 安定 し た 株 で あ 

(2) 舟 化 鶏卵 , 実験 に 用 ひ た 鶏 卵 は 一 定 し た 業者 よ 
り 購 入 し た 白色 レグ ホー ン 受 精 卵 で , 之 を 36O の 温湯 。 
70 多 アル コー ル に て 清 拭 の 後 , 収納 箱 と 横 位 に 固定 し た 。 
双 解 卵 器 は 38.5C に 保ち , 双 和 湿度 を 保つ た め に 
卵 器 底 に 大 型 シ ャ ー レ に 水 を 盛 つ た も の を 放置 し た 。 収 
納 箱 を 通 卵 器 に 入れ た 人 後 4 日 目 に 光 を 通し て 受精 卵 ・ 不 
受精 卵 を 区 別 し , 受精 卵 と 確認 せろ も の ゝ み を 実験 に 

レ た 。 な ほ 固 定 し た 卵 は 1 日 1 回 横転 し 発育 鶏 貴 が 卵 
衣 に 固着 する の を 防止 し た 。 実験 に 用 ひ た 部 位 は 晒 尿 具 
上 , 茸 尿 膜 腔 内 , 羊 膜 腔 内 , 卵黄 井内 で 他 の 部 分 に は 行 
さなか つた 。 

3) 接種 方 法 T.v. の 充分 増殖 せる 時 期 の も の を 
用 ひ , 無菌 生理 的 食塩 水 に 2 回 洗 敬 し た 。 虫 体 数 は 血球 
計算 板 に で 算定 し た が 第 1 報 同様 虫 体 数 を 一 定 と する 試 
み は 行 は な か つた 。 と の T.v. 懸 濁 液 を ガラ ス 製 注射 器 
に て 0.1cc づ つ 和 部位 に 注入 し た 。 芋 入 方 法 は 前 実験 と 
全く 同様 で 林 尿 膜 上 は Goodpusture の 法 を 用 ひ , 給 尿 
膜 腔 内 。 羊 膜 膜 内 は Brunet の 法 。 卵黄 診 に は Cox の 
法 を 用 ひ た 。 以 上 の 操作 は 何れ も 無菌 的 に 行 つた 。 

(4) パラ フィ ンコ ー テ ィング 。 融点 60?C の バラ テラフィ 
ン を あら か じ め 融 解 し て 置き , 接種 が 終了 し た る 卵 に 
き 毛 筆 と て 答 交 く ペ ラン ot も 価 踊 した. 手間 の 誤記 
う が つ た 気 室 部 の 卵殻 上 の 小 孔 は 本 操作 前 に 更に 融点 の 
高い パラ フィ ン に て 義 じ て お いた 。 

( ぅ 5) 接種 後 の 処置 及 検 索 方 泌 パラ フィ ンコ ー テ ィ 
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ング を 終了 し た 接種 卵 は 再び 収納 箱 こ 入れ 38.5C の 前 
と 同じ 骨 卵 器 に 横 位 に お さめ た 。 そ の 人 後 毎日 パラ フィ ン 
の 着脱 を 検査 し , ダー 部 に 体液 の 噴出 せる も の は 細 商 感 
染 の 可能 性 ある 為 之 を 除外 し た 。 接種 卵 は 一 定 日 後に 之 
を 無菌 的 に 解 卵 し , 解 卵 に 卵 内 の 各 膜 の 融解 せる も の 
は 之 騙 除 外し , 残り に つい て 前 実験 同様 直接 鏡 験 し た 。 直 
接 鏡 験 で T.v. の 有無 に か > っ は ら ず , 体液 又は 膜 の 洗 漢 
液 は 無菌 的 に チ ス テイ ン ブ イ ヨン ・ 血 清 培地 に うつ し 
37 で, 72 時間 の 培養 を 行 ひ 之 を 鐘 験 し た 。 
実験 成績 

(1) 獲 尿 膜 上 。 解 卵 し て 検査 する と 凶 尿 膜 は 前 実験 
と 異な た り 肥厚 は 見 られ な か つた 。 し か し 接種 液 は 認め ら 
れ な みか つた の で 無菌 生理 的 食塩 水 に て 洗 敬 し , その 洗 藻 
液 を 角 察 に 用 ひ た 。 

Re 
鏡 検 で は 21 個 陽性 で あつ た 。 同 時 に 検査 し た 難 尿 膜 腔 内 
で は T.v Free で あつ た 。 (第 1 表 ) 

(2?) 葉 尿 膜 腔 内 。 接種 卵 は 50 個 で , 直接 鏡 検 に て 14 
個 陽性 ご , 培養 鏡 検 で は 32 個 陽性 で あつ た 。 特 に 接種 後 
18 日 以 化 の る の で も 陽性 例 が あつ た 。 同時 に 検査 し た 羊 
膜 腔 内 , 印 黄 衣 内 に . v. は 全 例 陰性 で あつ た 。 (第 2 表 ) 

(3) 羊 膜 腔 内 。 接種 卵 は 19 個 で , 直接 鏡 検 に て 4 
個 , 培養 鏡 検 に て 7 個 陽 性 で あつ た 。 同 時 に 検査 し た 損 尿 


第 1 表 業 雄 有 譜 上 技 竹 





卵 接種 B に ー 和 日 に 本 Y. 鏡 検 





於 ける 接種 虫 体 数 於 ける > 

数 笛 化 日 数 角 化 日 数 直接 培養 
13 11 156 メ 10 15 2 8 
3 13 56 メ 10* 24 0 0 
10 14 91 x10* 20 0 3 
6 20 1 6 
6 14 152x10* 27 0 1 
162x10* 25 0 3 


12 16 





第 2 表 * 芋 尿 膜 腔 内 接種 





卵 。 接種 日 に ーー TLv. 錠 検 





於 ける 接種 虫 体 数 於 ける 
数 野 化 日 数 笛 化 日 数 直接 培養 
15 21 5 9 
ev - 失 102x10 me ys: 
9 。 14 91x10 20 区 2 電 
っ 152x10 電 GS 
27 1 
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第 3 表 羊 膜 礎 内 接種 








卵 接種 日 に 解 卵 日 に TT.v. 鏡 検 

於 ける 接種 昌 体 数 共 け る 一 一 一 
数 野 化 日 数 鍵 化 日 数 直接 培養 
Sh 122x10 23 二 ら こっ 


10 14 96 メ 10* 23 1 3 


第 4 表 外 黄 大 内 接種 


卵 接種 日 角 日 に や 鐘 検 

共 る 閉 答 体 散 . 共 が る ーーーーー 

数 野 化 日 数 日 曹 失地 養 
6 9 

5 71x10 - 間 き 、 

6 17 本 

15 14 5 11 

5 1x10 

18 Le 18 5 10 

3 162x10・ 18 3 

2 8s 


12 8 72x10* 20 
膜 腔 内 に T.v. は 全 例 陰性 で あつ た 。 (第 3 表 ) 

3 卵黄 宴 内 。 接種 卵 Y1 個 で , 直接 鏡 検 で 17 個 陽 

, 辻 養 鏡 検 に て 45 個 陽性 で あつ た 。 の 
の 羊 膜 腔 内 に T.v. は 全 例 陰性 で あつ た 。 (第 4 
表 ) 

以上 の 実験 の 他 に 各部 位 に つき 継 代 実験 を 行 つた が , 
葉 尿 膜 上 及び 羊 膜 腔 内 に 継 代 は 困難 で あつ た 。 欠 尿 膜 腔 
内 に は 5 日 目 毎 の 継 代 で 5 代 迄 , 卵黄 裏 内 で 5 日 目 毎 の 
継 代 で 同様 5 代 迄 継 代 し た が , いづ れ も 5 代 目 に 於 て 
T.v. が 生存 し て いた 。 6 代目 以降 は 実験 の 都合 で 中 止 


1 みあ = 
デ / こ OO 


総括 及び 考 投 
v. を 骨 化 鶏卵 の 各部 に 接種 し , 更に パラ フィ ンコ 
ー テ ィング を 本 つた が 。 :. v 引 
(1) 茸 尿 膜 上 に て は 50 個 中 21 個 培養 陽性 で は あつ た 
te の Ran 
, 双 培 養 鏡 検 で 21 例 陽性 で は ある が 接種 日 以後 の 日 
Pe だ nm co 
後 25, 11 日 後 02, 18 日 後 172 と 6 日 目 迄 の 陽性 率 と 
と れ 以 後 の 陽性 率 と 比較 し て 後者 の 陽性 率 は 著しく 低く 
な つて いる 。 双 14 日 目 卵 を 使用 し て 行 つ た 実験 で , 同じ 
6 日 後に 解 卵 し た 2 つの グル ー プ が ある が , 一 方 で は 
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体 数 に 比例 し た 陽性 率 を 考 へ る と, T.v. は 生存 し て い * 
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た の み で , 新 な 増殖 は し て いな い 様 に 考 へ られ る 。 第 1 
報 に 述べ た 如く に 単純 接種 の 場合 に 39 個 中 接種 後 2 日 目 
に 8 個 の み の 陽 性 で あつ た 事 に 比較 する と その 生存 期間 
は 著しく 延長 し て いる 。 と れ は パラ フィ ンコ ー テ ィング 
を 施す 為 , 酸素 の 供給 が な く , 叉 卵 が 死亡 する 為 角 尿 膜 
上 に 接種 され た 虫 体 と 同時 に 注入 され た 若干 の 水分 が 吸 
収 さ れる 事 な く 残置 する の が その 原因 で あら うと 推察 さ 
れる 。 

(2) 獲 尿 膜 内 に て は 50 個 中 32 個 培養 鏡 検 陽性 で あ 
り , 直接 鏡 検 に て も 14 個 の 陽性 卵 を 見 て いる 。 茸 尿 膜 上 
と 同様 に 之 を 接種 後 の 解 卵 日 迄 の 日 数 で 陽性 率 を 見 る 
と , 6 日 目 67 狐 ,10 日 目 60 多 ,12 日 目 78 多 , 18 日 目 332%2 
と 大 体 一 定 の 数 値 を 示し て いる 。 特に 18 日 目 の も の で 838 
多 の 陽性 率 と 直接 鏡 検 に て も 1 例 の 陽性 例 の ある 事 は , 
接種 時 の 残存 せる 〒.v. の み で な く , 新 な 増殖 が 起 っ て 
いる 事 を 示し て いる も の と 思 は れる 。 パ ラフ ィ ン コ ー テ 
ィング を 施行 し な Meat 
る T.v. を 85 個 中 4 個 の み に 見 た 事 と 比較 する と , ラ 
oe 
し 難い 本 部 位 に 増殖 が 可能 に な つた と 思 は れ , 本 実験 中 
特に 注目 され る 。 解 卵 時 に 於 て 上 尿 膜 腔 液 は まわ づか の 混 
濁 を 示す 外 特 に 所 見 が な か つた 。 又 他 の 部 位 に T.v. を 
認め な か つた 事 は 膜 の 破損 の な か つた 事 を 示し て いる 。 

(3) 羊 膜 腔 に て は 解 卵 時 に 膜 の 破損 が 多く , 例 数 が 
少く 確実 に 確認 し 得 た の は 19 例 に 過ぎ な か つた 。 此 の 有 障 
の 破損 は 他 の 部 位 に (特に 猿 尿 膜 腔 ) 接種 し た 場合 に 羊 
膜 の 破損 は 極 く 少 か つた と と か らし て 一 応 肥 胎 の 死亡 に 
よ ょ る 変化 と 思 は れる が , T.v. 接種 に よる 何等 か の 不明 
の 原因 が ある の か も 知れ な い 。 T. v. の 陽性 率 は 10 日 目 
で 44 多 , 9 日 目 で 30% を 示し て いる 。 直接 鏡 検 に て も 3 
例 陽性 例 か あり, 10 日 目 で 44 多 の 陽性 率 を 示す 事 は 残置 
の み で は な くわ ず か な 増殖 は ある の で は な いか と 思 は れ 
る 。 全 例 平均 の 陽性 率 は 88% で あり , パラ フィ ンコ ー テ 
ィング を 行 は な か つた 場合 の 312 と 比較 する と 大 差 は 見 
られ な い 。 

(4) 卵黄 胡 の 場合 に は Y1 個 中 45 個 陽性 で あり 陽性 素 
を 見 る と 4 日 目 100, 9 日 目 78 多 10 日 目 21, 12 晶 
目 78 め , 18 日 目 55% を 示し て いる 。10 日 目 の 陽性 率 の 低 
い の は , 接種 に 8 日 目 卵 を 使用 し た 時 で あり , 12 目 日 の 
も の は 5 日 卵 と 8 日 卵 を 使用 し て ある が 5 日 卵 の み に て 
は 100 多 , 8 日 卵 の み に て は 69 多 の 陽性 率 を 示し て い 
る 。 直接 鏡 検 に て も 17 例 の 陽性 が あり 13 日 目 こ て も な お 
55 多 の 陽性 率 を 示す 事 は , 明 に 増殖 し て いる 事 を 示し て 
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いる 。 パ ラフ ィ ン ユ コー ティ ング を 行 つ た 事 は や ゝ 単純 接 
種 に 比較 し て 増殖 率 を あげ て は いる が 特 閉 し く は 思 は 
れ な い 。 し か し 単純 接種 の 場合 も 同様 で あつ た が 卵黄 舞 
内 接種 の 場合 に は 8 日 目 卵 と 5 日 目 卵 の 陽性 素 の 差 ,。 す 
な は ち 鋼 化 日 数 に より T.v. は 著しく 増殖 する 時 期 と 増 
殖 せ ぬ 時 期 と が ある 事 は 明か で ある 。 

以上 で パラ フィ ンコ ー テ ィング を 行 つ た 場合 に , 通常 
の 接種 と の 比較 で は , 新 に 名 尿 膜 腔 内 に も 増殖 する 
と , T.v. の 生存 が 各部 位 共著 し く 延長 し て いる 事 が 注 
目 さ れる 。 龍 尿 膜 腔 内 の 増殖 へ の 変化 は 種々 の 原因 が 考 
へ られ る が , や は り 第 一 に 考 へ られ る の は パラ フィ ンコ 
ー テ ィング に よ ょ つて 酸素 の 供給 が た > ょ れ た 為 で は な いか 
と いう 事 で ある 。 比較 的 外界 と の 影響 の 多い 本 部 位 に 。 
普通 の 接種 に 比較 し て と の 様 な 変化 が ある 事 は , 内 部 に 
位置 する 卵黄 襲 , 羊 膜 腔 に 於 ける 変化 が 閉 明 で な い 事 と 
佐 せ 考 へ る と , と の 考 へ 方 は ある 程度 正しい と 推 祭 され 
る 。 給 尿 膜 上 の 〒.v. の 生存 期間 の 延長 も 前 述 の 如く 鶏 
胎 死 亡 の た め 接 種 液 が 残存 する の に も よる か も 知れ な い 
が 。 接種 液 は 主として 生理 的 食塩 水 な る 事 を 考 へ れ ば ぱ 。 
や は り パ ラフ ィ ン コ ー テ ィング に よる 酸素 の 供給 が た > ゝ 
れ た 事 が 主 な る 原因 で ある 事 が 推 宗 さ れる 。 Beardmore 
等 は 遇 化 鶏卵 に Treponema pallidum (Reiter 
0 を 接種 し , 其 の 後 低温 又は パラ フィ ンコ ー テ ィ ン 

に よる 後 処置 を 行 ひ Treponema の 増殖 の 態度 を 見 た 
Fr、 レ た が , T. pallidum は 有 ト リコ モー ナス と 同じ 
く 嫌気 的 生物 で ある 点 で 興味 深い 。 そ れ に よる と 接種 後 
放置 せる も の 及 低温 処理 を し た も の が 増殖 率 0 な る に 
か ゝ はら ず 。 パラ フィ ンコ ー テ ィング を 行 つ た も の は 
100 旬 の 増殖 率 を 示し て いる 。 と れ に よ つ て も パラ フィ 
ンコ ー テ ィング は 鶏卵 内 の 状態 を 閉 明 に 変化 させ る 事 が 
うか ゞ は れる 。 卵黄 衣 内 , 壮 膜 腔 内 に は 普通 の 接種 と 比 
較 し て 成 積 は 左 程 の 変化 は な い が , や は り 生 存 期間 は 延 
長 し て いる 。 次 に 接種 日 の 相 異 に よる 変化 で ある が , 本 
実験 は 大 体 前 実験 に よ つ て 最良 の 結果 が 得 ら れ た 日 を 中 
心 と し て 接種 し た が , 接種 直後 パラ フィ ンコ ー テ ィング 
を 行 つ た と し て も や は り 接 種 日 に より 成 積 が 左右 され る 
の が 明か な 事 は 卵黄 論 の 場合 に 特に 著しい 。 す な は ち 略 
同数 の T.v. を 接種 し て 5 日 目 の も の は 12 日 後 100% の 
F.v. 陽性 を 示し , 8 日 卵 で は や は り 12 日 後に 67 % の 
エ . v. 陽性 率 を 示す 如く で ある 。 こ と れ は や は り 粘 度 , pH 
息 白 量 等 の 多く の 複雑 な 原因 に よる も の と 思 は れる 。 

結 論 

(1) 角 化 鶏卵 に 無菌 的 〒.Y. を 接種 し , 接種 直 後に 
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パラ フィ ンコ ー テ ィング を 行 ひ , 其 の 後 の T.v. の 生 


存 , 増殖 状態 検査 し た 。 


(2) T.v. が 上 黄 尿 膜 腔 内 , 羊 膜 腔 内 , 卵黄 衰 内 て 増 


殖 の 傾向 を 示す 点 は 単純 接種 実験 の 成 積 と 変ら ない が , 

磐 尿 膜 腔 内 で は 前 実験 に 比べ 著しく 陽性 率 が 増加 し た 。 
(3) 上 尿 膜 上 に は 比較 的 長 時 日 生存 は する が 増殖 は 

し な い 。 も 

(4) 単純 接種 に 比較 し て 増殖 の 傾向 が 強く な り , 生 

存 期 間 が 延長 する の は , 接種 後 パ ラフ ィ ン コ ー テ ィング 


に より 酸素 の 供給 が 断 た れ , 災 気 的 飛 境 が 生成 され , 本 
原虫 の 生活 条件 が 満足 きれ る か ら で は な いか と 思 は れ 
る 。 


(本 論文 の 要旨 は 昭和 28 年 11 月 12 日 第 33 回 慶応 医 
学 総会 に 発表 し た 。) 

終り に 臨み 御 指導 , 御 校 開 を いた ゞ いた 松林 教授 , 浅 
見 助教 授 に 心から の 御礼 を 申 上 げ ま す 。 
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SummmmarY 


Bacteria-free 7 アゲ co22077S の の g724774S WaS in0o- 
culated into developing chicken embryos which 
were coated by para 抽 n just after the implantation 
of the protozoa. The survival and growth of the 
trichomonads were observed by direct smear and 
cultural examnination, cornparing with the result 
of the author's previous experimnent which was 
made after routine method without any treatrment 
on embryos. Multiplication of the trichomonad 
occured in chorio-allantoic cavity, ammnionic cavity 
and yolk sac. On chorio-allantoic membrane, the 
organism Survived longer in this experiment than 
in the previous exDerirment. It seemed, however, 
no mnultiplication occured. Marked difference of 
the result between the present and the previous 
experirmment was observed in the case of chorio- 
allantoic cavity inoculation : thirty two of 岳 ty 
embryos were positive in the present exDerirmnent, 
while only four of thirty five embryos were DOSi- 
tive in the previous inoculation experiment with- 
out para 抽 n-coating. 

In general, the trichomonads multiplied more 
actively and survived longer in every site of inO- 
culation as compared with the previous inocula- 
tion. It seems that the anaerobic condition in 
the eggs caused by para 抽 n-coating favours the 
SurVival Of 7 の 22072S の の 572277S。 
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放射 性 物質 Cobalt-60 妥 射 に よる 上 虫 卵 殺 滅 に 関す る 研究 *1L. 


洪 見 散 三 " 小 林 昭 
* ま 鹿 応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 * 旨 % 国 立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 30 年 8 月 13 日 受領 ) 


レン 


934 年 Curie-Joliot 夫妻 に よ つ て 人 工 放射 性 元素 が 
され , 同年 E.Fermi が 中 性 子 を 照射 する と 0 
て 多数 の 元素 に つき 人 工 放射 性 同位 体 を つり , さら 
同じ じ 年 に E. O. Lawrence が サイ クロ トロ ン に よ つ 2 
い 放射 能 を 有する 人 工 放射 性 元素 を つく る と と に 成功 し 
て か ら , と れ ら 放射 性 同位 元素 (radioactive isotope) 
の 利用 に よる 学問 の 進歩 は 実に めざまし く 。 た と えば 
radioactive indicator を 用 いて の 複雑 な 生体 代謝 機構 
の 解明 , 化学 分 析 さ ら に 悪性 腫瘍 の 治療 等 , その 応用 方 
* 面 
一 方 , こと れ ら 放射 性 物質 の 放出 する 7 線 を 用 いて する 
微生物 体 殺 滅 え の 試み も 既に 1920 年 頃 よ りみ られ て お 
り , た と えば 沢田 ・ 大 木 (1924) は ラジ ウム の 7 線 央 身 
は 魚 齋 卵 に 対し , その 少量 で は 発育 促進 的 に 大 量 で は 発 
育 障 厨 乃 至 は 破壊 的 に 作用 する と と を 述べ て いる 。 が, 
と くに 今 次 大 戦 以後 。 米国 に あつ て は 国民 に 墓 延 し て い 
る ( 約 2522) と いわ れ て いる trichinosis の 防 過 の た め 
うそ の 実用 を めざし た 研究 が 行わ れ て いる 。 すなわち 
oss か ら 大 量 に 製 成 され る radioactive isotope 
(Co, ssCs97 等 ) を 用 い 。 食肉 内 の trichina larvae 
負 減 の 実験 と その 大 幅 な 実際 計画 が 活 深 に 展開 され つ ゝ 


) る の 。o 


多岐 こす わた 5 で を いる 。 





trichinosis は わが 国 に あつ て は 殆 ん ど 皆無 の 状態 
ちる が , こ と れ に 代 つ て 顕 虫 及び 釣 虫 の 淫 介 が 甚だ 高 率 に 
みみ られ る 。 とりわけ 上 普 虫 の 主要 な 感染 ルー ト の 一 つ は 野 
業 を 介し レ し て の それ と 考え られ て いる 。 も し か ゝ る radio- 
active isotope を 用 いて 食品 に 附 着 す る 寄生 昌 卵 を 容易 


ezzo 24s27* キ 4 ん 7 の 右 の Zy の S/2*※ キ ZS ん yoZ の 
Sgo**・ Observations on the ovicidal effects of 
irradiation with cobalt-60 on the development of 
scg77s 7 の Z2co2 の es ova. 1 (**Department of Para- 
sitology, School of Medicine, Keio University. 
**※* ま Division of Parasitology, National Institute of 
Health of Japan.) 

* 本 研究 は 厚生 科学 研究 費 の 補助 に よ つ た 。 記し て 

許す 。 


と す : 将来 isotope の 大 量 入手 が 可 
と その 公衆 衛生 的 意義 は 大 きい 。 

= お 基 あ は 本 お け る か ゝ る 実現 性 を 顧 虐 レ つ 
時 あ が か Yan 


te 
材料 及び 実験 方 法 


上 材料 は 各回 と き 
貝 体 の 個体 差 を 小さ くす 
(下部 5m) を よく 
いて "用 


し WE の 納 時 和 了 


だ * 和 NB 2 


ce 
の の カ より 本 
人 度 の 高い 殺 名 限界 線 
7 5 ゝ めで ある 。 但 し, 
量 を 要する で あら うと と 
れ ら 理 有 期 以外 の 族 に 対す る ? 
は 別 の 機会 に ゆ づ る 。 


3 ※ フ て Cc みる み 要 が 


Ws され る っ が 


CC 
さ は いづ れ も 40 curie) を 用 いた 。 一 

ょ り 販 身 され る 7 全 は 時 間 区 比 側 し 。 
乗 に 反比例 る と と カ や か つて いる の で 。 実験 
2 


1+ す る と と に よ つ ~ 


oc 


に 


人 本 source か ら 一 叶 


| 
| 
| 
汗 


下 卵 に 対 3 する 0 
と され る た め , 上 康誠 1 
宮 , 小林 ) に 極め て 薄く (1 画 以 下 ) 塗布 する か 
ミン 液 に 30 分 間 浸 漬 重 白 膜 除去 後 , 燕 溢水 洗 洛 
を 3$ 回 く も し Nch co リエ 
袋 に 入れ , 前 後に 薄く 圧 平 


げ 均 等 で て る ご と が 必要 
ホル マリ ン 加 寒天 平板 ( 小 


( 13 ) 
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これ を 被 照射 材料 と し た 。 ホ ル マ リ ン 加 寒天 平板 は メタ 
アク リー ル 酸 樹脂 に よる 底 の 平坦 な 特製 シャ ー レ に 1 易 
ホル マリ ン 水 を メ ヂ ウム と し , 5 下 の 厚 み に 寒 天 を 混入 , 
凝固 させ た も の で あり , 容器 と し て 何れ も 有機 ガラ テス を 
用 いた 理由 は , 無機 ガラ テス より も ゃ 7? 線 の self-absorption, 
secondary irradiation の 程度 が 小さ いと いう と と に ゃ 
と づく も の で ある 。 こ と れ ら の 材料 は source に 対し て 一 
- 定 距離 。 垂直 方 向 に 正しく 設置 され た 。 た ゞ し と の 場 
合 , 材料 を source に 極め て 接近 させ る と き は source 
自身 が か な り 大 き な 容 量 を 有する た め , 点 中 心 と 見 艇 す 
と と に 無理 を 来 し ,。 し た が つて 照射 され る 線量 も 照射 面 
上 部 分 的 に 不 均一 と な り , その た め 算 出さ れる 線量 の 精 
度 も わる く な る と と が 考え られ た の で , 本 実験 に お ける 
ー 連 の 成績 は すべ て source より 5cm 以 上 の 距離 に は 
- な し て 実施 し 。 えら れ た も の で ある 。 

4。 照射 後 の 虫 卵 培養 

賠 射 を 完了 し た 上 虫 卵 は 対照 卵 と と も に 実験 室 に も ち 来 
その まい OO て (ペリ 
チレ ン 製 小袋 に 入れ た も の で は ホル マリ ン 加 寒天 平板 に 
NPCeNWANKOMeaeteo 
観察 し た 。 

実験 成績 

1。 仔 虫 形成 阻止 線量 
環 虫 単細胞 期 卵 に cobalt-60 に よる 7 線 照 射 を 行い , 


第 1 表 照射 線量 と 
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感染 可能 段階 た る 仔 下 期 形成 を 完全 に 阻止 する 線量 を 
求め る た め , ま づ 1.8 万 レン トゲ ン (r と 略記 す ) か ら 
104.7 + に わた る 各種 線 太 を 有 肌 し た 。 

実験 は 便宜 上 104.7 万 ェ ー 8.5 万 r (照射 時 間 60.6 
hr.) と 17.8 万 rー 1.8 万 r (照射 時 間 14.8 hr.) の 2 群 
に 分 け て 実施 し た 。 第 1 表 は 各線 量 被 昌 卵 の 培養 経過 に 
と も な つて 形成 され る 仔 虫 期 卵 の 比率 を 示し た も の で あ 
る 。 と の 結果 に よれ ば , 仔 虫 形成 完全 阻止 線量 は 培養 1 
週末 の 観察 で は 4.3 万 * 以上 と な つて いる が 。, 2 週末 で 
は 15.3 万 r 以上 , 8 て 8 週末 で は 11.0 万 r 以上 , 16 週 末 
で は 15.3 万 r 以上 と な つて お り , 仔 虫 形成 阻止 の 限界 線 
量 は ほ ゞ 11.0 万 + か ら 15.38 万 r の 間 に あ る も の と 考え ら 
れる 。 

また 各線 量 照射 卵 に つい て 培養 日 数 に と も な う 仔 下期 
卵 の 比率 を みる と , 1 週末 と 2 週末 と の 間 に は 著しい 開 
き が み ら れ て いる に も ゃ 拘ら ちず, 2 週末 と 3 週 以後 の 比率 
の 間 に は さしたる 著しい 差 は みとめ られ な い 。 

以上 の 諸点 を 考え る と , 10 万 以下 の 比較 的 少 線量 照 
射 卵 に あつ て は , 被 嘆 の 程度 に 応じ て 遅延 を 示し つ ゝ も 
約 2 週末 まで は 発育 を し めし , 以後 は ほ ゞ 均 斎 に その 式 
育 を 停止 し た も の と 考え られ る 。 

と の と と は 赤 。 各 週 末 に お ける 仔 虫 形成 50 阻止 線 
量 を 求め , こと れ の 動揺 を 比較 し て みる と , 2 週末 6.8 万 
r。 18 日 目 5.7 万 r (た ゞ さ し と れ は 別 の 材料 で の 観察 ), 


他 束 期 四 形 成 率 


仔 下期 百 分 比 (観察 罰 数 各 100 ュ ) 





No. 概算 線量 線 源 あ ら の 思 射 時 間 
- (レン トゲ ン ) 距離 (cm) (hr) 
1 104.7 x10* 5.0 60.6 
2 65.9x10* 6.3 ヶ 
3 45.3x10* 7.6 ヶ 
4 33.8x10* 8.8 ヶ 
5 22.0x10* 10.9 ヶ 
6 17.8x40* 6.0 14.8 
7 15.310* 13.1 60.6 
8 11.0x10* 15.4 ヶ 
9 10.0x10* 8.0 14.8 
10 8.5x10* 17.6 60.6 
11 6.410* 10.0 14.8 
12 4.3x10* 12.2 ヶ 
13 3*2x10* 14.1 ヶ 
14 2.3x10! 16.6 ヶ 
15 1.8x10* 19.0 ヶ 
16 0 ア 0 
17 0 5 0 


1 週 2 ァ ヶ 3 ヶ 4 ヶ 8 ヶ 16 ヶ 
0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 が 0 

My 0 0 0 0 0 
0 5 0 0 0 1 
0 20 20 23 ゲ ィ 12 
0 21 20 8 18 2 
0 57 59 49 9 64 
0 81 79 72 24 82 
3 83 85 81 と 72 
3 83 93 89 グ 81 
4 93 87 89 リル 83 

10 99 99 99 100 99 
6 97 96 94 


| @ 
| 


| 


| 
| 
| 
| 
















| 


名 忌 回 > 間 答 和仁 9% 


_ 燃 落 高 















紀 和 30 年 12 月 (1955)〕 





4 週末 5.6 万 r, 16 週末 5.5 万 r と 第 2 週 以後 は 16 週 末 
まで 僅か に 短縮 の 傾向 を 示す の み に と ゞ さま つて いる と と 
こよ ょ つて も 裏付け らち られ, と れ ら の と と か ら さ ら に ヒ 。 7 線 
に よる 斑 虫 卵 仔 虫 形成 阻止 限界 線量 は 培養 2 て 3 週 の 結 
果 よ り 求 め て よい よう 考え られ る 。 

そ と で 理論 的 に 仔 虫 形成 完全 阻止 限界 線量 と 全く 卵 革 
肥 に 障 則 を 与え な いと 考え られ る 限界 線量 及び 50 多 仔 下 
形成 線量 と を 求め る た め , 材料 を 改め 7,500 r か ら 8.8 
万 r まで の 比較 的 少 線量 範囲 (照射 時 間 19.5 一 15.0 hr.) 
に お ける 被 明 効 果 を 各線 量 間 の 幅 を 小さ く と つて 詳細 に 
観察 し , 培養 18 日 目 に お ける 結果 に 基づき , これ より 所 
要 線 量 を 求め た 。 「 

人 eo 
する と 第 1 図 の 如く 8 字 曲 線 と な つた 。 と こと ろ で 夫 物 等 
(と よる 所 主 致死 曲線 は すべ て 黒 積 正規 曲線 を な す と と が 
知ら れ て いる の で , 7 線 の 作用 も 恐らく 同一 で あら うと 
の 想定 の も と に y 軸 の 百分比 の 値 を (Y-m)// ニ { に て あ 
ら わ され る t に あて は め , と れ と x と の 関係 を 求め て 
る と 第 2 図 の 如く 直線 関係 を 示す と と が わか つた 。 と 
ゝ に m は y の 母 平均 。 の は 母 分 散 を あら わす 。 と の と 
と は 7 線 の 仔 貝 形成 阻止 作用 こ お い て も 昌 積 正規 曲線 が 
成立 する と と を 証明 する も の で あり , こと れ よ り FS を も 
と め て みる と Fs 三 60.84*> 18.51 三 F は (0.05) と な 
)。 回 帰 式 が 成立 する と と が 証明 され た 。 そ と で 導き 出 
され た 回 帰 式 t ニー4.18 十 0.716 x より 仔 虫 形成 完全 阻 
止 限界 線量 の 理論 値 を 求め る と 11.4 万 r と な り , PR 
成 50 阻 目線 量 は 5.8 万 r で また 全く 発育 抑制 を 示さ 
る 線量 限界 値 は 1200 r と 推定 され る 。 

と れ ら の 照射 実験 で 仔 虫 を 形成 し た も の に つい て は マ 
ウス に よる 試食 感染 試験 の 結果 , 何れ も 感染 能力 を 有 す 
る と と が 確認 され た 。 た ゞ し , と れ ら の 仔 虫 が さら 成 
熟し , 生 将 能 力 を 有する 成 号 に まで 達し うる か 否 か に つ 
いて は 不明 で ある 。 

2。 発育 異常 卵 

こ ゝ に 発育 異常 卵 と は 卵細胞 の 各 作 割 球 の 大 さき の 著 し 
く 異 る も の , 豚 や 器官 形成 の 程度 が 部 分 的 に 正常 と 異 る 
も の を いう 。 (第 8 図 1 て 3 参照 ) 

元 来 双 線 や ラチ ウム に よる 7 線 照 射 が 細胞 分 裂 機構 に 
障害 を 与え , 分 裂 異 常 や 時 型 の 招来 を みる と と に つい て 
は よく 知ら れ て いる 事実 で ある が , 寄生 虫 卵 の それ に つ 
いて は 河合 (1927) の 簡 語 と な びな る 種 の 
化学 薬品 作用 時 に お ける 魚 虫 卵 の それ に つい て の 和泉 
1954), 柳沢 (1955) 等 二 , 三 の 報 告 を みる に 過ぎ な 






第 1 図 各種 照射 線量 と 仔 虫 形成 阻 正 率 
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'。 も つと も 正常 虫 卵 の 普通 培養 時 に あつ て る ゃ 稀 に 数 
WO か 2 る の 発育 異常 卵 の 出現 を 見 る と と が ある 。 第 
2 表 は cobalt-60 の 各線 量 披 眼 卵 の 培養 経過 こと も な つ 
て 生ずる と れ ら 発育 異常 卵 の 対生 卵 百分比 を 示し た も の 
で ある 。 すなわち 卵 割 の 行わ れ う る 65。9 万 ェ か ら 10 万 r 
前 後 ま で の 被 時 卵 に あつ て は , 異常 発育 卵 は 培養 日 数 を 
かさ ね 発育 の すゝ ># む につれて その 比率 も 増加 し て お り 。 
と くに 11 万 r 以上 の 被 曲 卵 で は 4 週末 に は その 殆 ん ど 人 金 
部 が 発育 異常 像 を 示し て いる 。 と れ 比 し ,10 万 r 以 下 
の 比較 的 少 線量 照射 卵 に あつ て は , 線量 の 程度 に こし た が 
つて その 出現 率 も 急激 に 低下 し て お り , 4 週 後 の 結果 を 
みる と 6.4 万 r-87.2 多 , 4.3 万 r-15.3 多 , 3.2 万 rー- 
9.1 多 。 2.3 万 rー 1.8 万 r- 4.8 と な つて いる 。 な 
お , 寺 皮 卵 に つい て は 河合 (1927) が その 種々 な 時 期 と 
ヌ 線 を 照射 し て その 影響 を 詳細 に 観察 し 報告 行 つて い 
る が , 人 



































第 2 表 照射 線量 と 異常 発育 卵 出 現 率 








No 概算 線量 線 源 か あら の 照射 時 間 
3 (レン トゲ ン ) 距離 (cm) (hr) 
1 104.7 X10* 5.0 60.6 
2 65.9x10* 6.3 4 
3 45.3x10* 7.6 2 
4 33.8 メ 10!* 8.8 ヶ 
A に 22.0x10* 10.9 2 
6 15.3 メ 10! 13.1 ヶ 
4 11.0x101 15.4 ヶ 
8 8.5 メ 10* 17 .6 ケ 
9 0 と 0 
10 378 XP 6.0 14.8 
11 10.0x10* 8.0 2 
12 6.4>10* 10.0 を 
13 4.3X10* 12.2 ク 
ma 14 3.2x10* 14.1 ヶ 
15 2.3x10* 16.6 し 
16 1.8 メ 10! 19.0 ヶ 
17 0 の 0 
1 


AR 





た ちの 顕 昌 卵 で の 実験 の それ と よく 一 致し 興味 深い 。 

38. Y 線 照射 に よる 卵 の 変性 

と ゝ に だ 変性 虫 卵 と し て 分 類 し た の は 柳沢 (1955) の 
分 類 に し た が つて 比較 的 変性 度 高く 不可 逆 的 な る の と 
考え られ て いる 6 種 , すなわち (1 ) 粒 形成 (第 4 図 
ーー1), (②) 細胞 透明 化 一 8) 細胞 質 周辺 に 透明 帯 の 出現 
する も ゃ もの, や ) 細胞 質 全 体 に わた り 透明 化す る も の (第 
4 図 一 2), (3 ) 細胞 内 空洞 形成 (第 4 図 一 83), (4) 
細胞 質 外 胞 形成 (大 型 単 胸 を 形成 し 転位 の み られ る や 
の , 小型 胸 3 コ 以 上 形成 の も の ) (5) 高度 姜 縮 , ( 6 ) 





( 16 ) 





異 常 発育 卵 百 分 比 








1 週 2 ヶ 3 ヶ 4 ヶ 
0 0 0 0 
22.7 84.9 87 .6 98.4 
64.3 97 .6 90.7 100.0 
80.4 92.3 93.6 100.0 
96.0 95.6 100.0 100.0 
82.8 98.0 100.0 100.0 
92.9 100.0 99.0 100.0 
65.0 82.0 73.0 91 .2 
0.3 0.7 0 0 
69.8 98.9 100.0 100.0 
14.0 83.2 74.4 72.3 
9.2 38.6 32.5 37.2 
1.0 15.3 14.3 15.3 
3.0 11.8 5.6 9.1 
1.0 11.5 2.1 4.3 
0 プ 。 う 4.3 4.3 
1.0 1.0 2.0 0 
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細胞 質 月 壊 等 を 意味 し , 他 の 可逆 的 と 考え られ る 諸 変性 
像 は 凡 て 正常 卵 と 見 箇 し た 。 

以上 の 人 各 変 性 像 は 変性 に 陥る 直前 の 卵細胞 の 発育 程度 
に よ ょ つて 自 づ か ら 規 定 され て いる が 如 き 傾 向 が か み ら れ 
た 。 た と えば (2-a), (4), (5) 等 は 主として 単細胞 
期 卵 に み ら れ た 像 で あり , (2-b) ,』 ( 3 ) 等 は 主として 桑 
概 後 期 卵 に み ら れ た 変性 像 で あり , (1), (6) 等 は 不 
定 で あつ た 。 た ゞ し と れ と 変性 卵 の 示す 末期 的 (培養 16 
週末 ) な 像 は (て 1) を 主 と し 。 つ いで (2-b), ( 3 ) の 形 
像 を 現 わ し た も の で あつ た 。 第 8 表 は 104.7 万 r か ら 


〔 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 4 巻 ・ 第 4 号 












1.2 
率 を 
11 万 
量 役 


て は 
て い 


















人 


こつ 


VM NN OO 





昭和 30 年 12 月 (1955)〕 


第 4 図 各 種 変性 卵 





第 3 表 照射 線量 と 変性 卵 出 現 率 


概算 線量 





秦 人 性 卵 百分比 (観察 卵 粗 各 100=) 











No 線 源 あ か ら の 照射 時 間 
(レン トゲ ン ) 距離 (cm) (hr) 1 週 2 ヶ 3 ヶ FN 8 ヶ 16 ヶ 
1 104.7x10* 5.0 60.6 56 57 49 63 63(45) 100(100) 
2 65.9x10* 6.3 ヶ 5 回 9 24 46(44) 100(100) 
3 45.3x10* 7.6 ヶ 0 4 5 9 69(69) 100(100) 対 
4 33.8x10* 8.8 ク 3(1) 3 1 11 63(63) 100(100) 記 
胡 ご る 22.0x10* 10.9 ヶ 0 3 1 8 89(89) 100(100) ! 5 
6 15.3x10* 13.1 ク 0 0 1 1 98(97) 100(100) 
7 11 .0x10* 15.4 ヶ 0 0 2(⑪1 1 93(80) 99(⑲⑨1) 
還 8.5x10* 17.6 ヶ 0 0 26 31 72(38) 98(85) 
9 0 デ 0 0 0 0 1(1) 0 1 
10 17.8x10* 6.0 14.8 1①) 6(6) 1⑪ 2(② ノ 100 (98) 
11 10.0x10* 8.0 ヶ 0 3(1) 21(4) 16(④ ノ 88 (51) 
12 6.4x10* 10.0 ヶ 0 5(②) 17(2) 22(3) ノ 36(19) 
13 4.3x10* 12.2 ク さま G) 2G) 7( 吉 全 / 18(8) 
晴 稚 3.2x10* 14.1 ヶ 0 33③) 8(④ 11①⑪ ノ 28 (11) 
15 2.3x19: 16.6 ヶ 1(1) 3(②⑫) 53) 8(2 ノ 19(7) 
16 1.8x101 19.0 ヶ 0 (は) 7 人 0) の 17 (6) 
17 0 だ 0 1 0 また -) 人 よ ま 、 6(5) 





( 証 ) ( ) 内 の 数 値 は 上 灯 形成 卵 の 比率 を し めす 。 


1.8 万 r に 到 る 各 7 線量 照射 に こち と づく 変性 卵 出 現 の 比 


率 を 培養 経 過 に し た が つて あら わし た も の で ある が , 
11 万 r ェ 以上 の 高 線量 被 蝶 群 A と 10 万 r 以下 の 比較 的 少 線 
量 被 野 群 B と で は , 変性 卵 出 現 の 様相 が 著しく 異 つ て い 
る と と が わか る 。 即ち, 11 万 * 以上 の 線量 照射 群 に お い 
て は 培養 後 16 週 に お いて 殆 ん ど 100% の 変性 卵 比 を 示し 
て いる の に た 。10 万 r 以 下 の それ で は と の 比 は 潮 次 低減 


( 17 ) 





し , 2.3 万 r 以下 で は 大 約 20 以 下 に 止ま る に いた る 。 
な お 変性 の 形態 像 か ら み れ ば 上 粒 形成 像 は 11 万 r 以上 の 
比較 的 高 線量 射 群 の 殆 ん ど 全部 を 占め て いる 。 と れ に 
対し て 透明 化 。 空洞 形成 等 の 変性 像 は 専ら 10 万 * 以下 の 
比較 的 低 線量 照射 群 に 限ら ち れ て いる 。 

お まず ま ザ 
cobalt-60 照射 に よる 顕 虫 卵 殺 滅 実 験 を 行い 。 下記 の 
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結果 を 得 た 。 

(1) cobalt-60 照射 に よる 顕 由 単 細胞 期 卵 の 仔 虫 形 
成 完全 阻止 限界 線量 は 11.0X10' レン トゲ ン か ら 15.8※ 
10' レン トゲ ン の 間 で , これ を 理論 的 に 推定 する と 11.4 
X10* レン トゲ ン と な つた 。 また 50 多 仔 下 形成 阻止 線量 
は 5.8X10* レン トゲ ン で 発育 抑制 の 全く み ら れ ざる 限 
界 線 量 は 1200 レ ント ゲン と 推定 され た 。 

(2) cobalt-60 照 射 に よ つ て 発育 異常 卵 の 出現 が 甚 
だ 高 率 に 有色 み ら れ た 。 と く 人 11.0X10* レン トゲ ン 以 上 の 
披 蝶 卵 で は 1 ヶ月 後に は 殆 ん ど 全部 が 発育 暴 常 像 を 示し 
た 。10.0X10* レン トゲ ン 以 下 の 線 量 で は 線量 の 程度 に 
応じ て その 率 は 著 減 を し めし た 。 

(3) cobalt-60 照射 時 に お ける 卵 の 長期 養 (16 周 
未 ) に よる 未 期 的 な 変性 像 は 題 粒 形成 。 細胞 全体 に わた 
る 湖 明 化 , 細胞 内 空洞 形成 の 三 者 が 主要 な も の で も つ 
た 。 と の うち , 上 粒 形成 は 11.0X10' レン トゲ ン 以 上 の 
比較 的 高 線量 照射 群 罰 の 殆 ん ど 全部 を 占め , と の 他 低 線 
量 照射 群 (10.0X10* レン トゲ ン 以 下 ) 卵 の 変性 の 一 部 
を 担う 最も 主要 な 変性 像 で あつ た 。 こ と れ に 対し て 透明 
先 。 空洞 形成 又は 両者 合 俳 等 の 変性 像 の 出現 は 10.0 10' 
レン トゲ ン 以 下 の 比 較 的 低 線量 照射 群 の 卵 に 限ら れ て い 
た 。 培養 16 週 末 に お ける 変性 卵 出 現 率 は 11.0X10* レン 
トゲ ン 以 上 の 高 線量 照射 群 で は 99~ 1002 を 示し , 10.0 
X10* レン トゲ ン 以 下 の 低 線量 央 射 群 で は 線量 に 応じ て 
その 率 も 十 数 欠か ら 数 十 史 まで の 種々 の 値 を し めし た 。 

稿 を 終る に あたり 御 指導 , 校 開 を 賜 つ た 小宮 義孝 部 長 , 
松林 久吉 教授 に 対し 深 甚 な る 謝意 を 表す る 。 ま た 7 線 照 
射 に 際 し て 種々 御 助 言 と 御 便宜 を 与え られ た 石崎 達 博 
士 , 東大 及び 慶 大 医学 部 放射 線 科 の 諸 先 生 に 譜 謝 する 。 
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SummarY 


The treatment of foods with radioactive isotope 
to preserve foods by killing micro-organiSsmmSs has 
been studied in foreign countries for these several 
years. In Japan, it is one of the most important 
problem to control ascaris infection by killing 
the embryonated eggs attached on vegetables. 
The authors tried to determine the doses of 
gamma ray which prevents ascariS GggSs to deve- 
jop to larval stage. 

The unsegmented 4scg7s 7 の 77C0776S ggS WeTG 
exposed to gamma radiation from 40 curie cobalt- 
60. After the irradiation, the eggs were remnoved 
to formalin-agar medium and incubated at 27"C 
for several weeks. During the period, the deve- 
jopment of eggs were recorded. The results of 
the irradiation were as follows : 

No eggs exposed to gamma ray doses of 153.000r 
or more were able to develop to the larval stage. 
The complete inhibitory doses of embryonation 
statistically estimated was 114.000r and the ab- 
solutely ineffective doses was 1200r. In general, 
when the unsegmented eggs were irradiated with 
relatively small doses, the development delayed 
roughly in proportion to the doses. 

By the irradiation, abnormal development of 
eggs were seen in high percentages. Especially, 
when the eggs were exposed to the doses more 
than 110,000 r, almost all of them showed abnor- 
mal feature one month after the exDoSure。 

It has been observed that the relatively strong 
application of 'gamma ray caused the granular 
degeneration of the cells. By the irradiation of 
rather small doses of gamma ray (jess than 
100,000r), cytolysis and vacuole formation of eggs 
were the degenerative features most frequently 
met with。. 
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低温 に お ける ネオ ヂ デ ク ロ ン お よび 二 硫 化 炭 素 の 


咽 虫 卵 殺 小 試 験 と を その 効果 列 定 に つい て 


久 津 


見 暑 電 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 30 年 8 月 19 日 受領 ) 


化学 薬品 に よる 顕 下 卵 殺 減 試験 は , 二 硫 化 談 素 や 草子 
油 な ど に よ つ て 行わ れ て いる が , 今 ま で の 殺 卵 試験 報告 
を 見 る と , 効果 効 定 の 方 法 に つい て の 記載 は 柳沢 ・ 熊 田 
(1954) 以外 に 見 当ら な い 。 筆者 は ネオ ヂ ク ロン 及び 二 
硫化 談 素 に よる 鯛 ・ 釣 息 卵 殺 滅 試験 ( 久 津 見 ・ 大 手 1955) 
を 行 つ を の で ある が , その 際 , 「 従 来 正常 単細胞 卵 と す 
で に 死滅 し た 卵 と を 形態 的 に 区 別 す る と と は 困難 と さ 
れ , 染色 その 他 の 方 法 が 考案 され て いる が 未だ 確定 的 な 
方 法 は 見 当ら な い 」 旨 を の べ , その 野外 試験 に 際 し て は 
すべ て の 息 卵 が 仔 貝 包 蔵 卵 と 脂肪 球 変性 卵 の 2 種 に 分 れ 
る まで , 即ち 生死 不明 の 変性 卵 が 変性 最終 過程 の 脂 肪 球 
変性 卵 に 退化 する に 至る まで の 70~-90 日 間 の 培養 を 行 
い ,。 か ゝ る 退化 卵 の 百分率 を 以 て 殺 卵 率 と し た 。 

本 報 は 前 報 に 引続き ネオ ヂ ク ロン と 二 室 化 炭 素 を 用 
い , 実験 室 的 に 低温 に お ける 顕 虫 卵 の 殺 滅 試験 を 行い , 
培養 期間 中 に 現れ る 変性 卵 数 と , それ の 見 出さ れ な く な 
る 日 数 を 追求 し 。 併せ て 其他 の 虫 卵 の それ と の 関係 を 調 
べた 結果 で ある 。 な お , と の 判定 方 法 に 基く と と ろ の 殺 
卵 試験 成績 を も 併記 し た 。 


試験 材料 と 方 法 

1) 供 試薬 品 

ネオ ヂ ク ロン (明治 薬品 工業 製 ) は 前 報 と 同じ 1 ポン 
ド 場 入 を 用 い , 二 硫化 炭素 は 日 本 曹達 株 式 会 社 供 試 品 
(乳化 剤 75% 含 有 ) を 使 つた 。 但 し 後述 試験 成績 の 項 で 
の 二 硫 化 炭 素 の 倍率 は , 純粋 二 硫化 炭素 の て れ に 携 算 表 
示 し た 。 

2) 試験 材料 

数 日 間 に 別々 に 集め られ た 人 必 尿 を 1 : 4 に まぜ , と 
の 中 に 豚 虫 子宮 下部 2 cm 内 の 成熟 豚 虫 受精 卵 を 入れ 
記 Zzz/7 を の 7 が sg Ovocidal e 左 ects of Neo-Gjku- 
ron and carbon disulfde on the ascaris egg at 


jow immersed temperature, (Division Of para- 
sitology, National Institute of Health, Tokyo) 





て 充分 携 拝 し, 句 虫 卵 含 有 尿 尿 を 作 つ た 。 と れ を 直径 17 
cm。 深 さ 26cm の ガラ スシ リン ダー に 27 づ ゝ 入れ ,。 前 記 
の 薬剤 を り zso, リリ so, oooo, 00o, 容量 加え 。 2 例 は 水 を 
加え た 対照 と し , 各 例 と も 内 容 を 充分 まぜ 合わ せ , 全部 
で 10 コ を 氷室 に 置い た 。 作用 期間 は 各 1, 23, 3, 4 週 
間 で , 取出 す 尿 は 1 回 50cc で 合計 200cc と し ,。 そ の 量 
は 全体 の o と し た , 作用 温度 は 自記 温度 計 で 記録 し 。 
最低 1 C, 最高 10C で 24 時 間 の うち 1C<38C に 8 時 
間 , 3 で 〇 か ら 10 で へ 上 昇 す る の に 18 時 間 , 10C か ら 38 で 
へ 下降 する の に 3$ 時間 で , 全 期 間 中 この 形 を 続け た 。 

3) 上 卵 の 培養 と 欠 察 

薬剤 の 授 触 が 済ん だ あと 殿 尿 を 携 拝 し な が ら 取 出し , 
多量 の 水道 で 数 回 自然 沈 激 し て 出来 る だ け 薬 液 を 除き 。 
最後 に 遠 沈 し て 沈 溶 を 素 焼 皿 に の せ 27C~28'C で 培養 し 
た 。 培養 虫 卵 の 形態 的 観察 は 3 て 10 日 間隔 で 80 日 間 に 11 
12 回 行い , 各 例 100 コ の 虫 卵 に つい て 発育 と 退化 を 調 
べた 。 

虫 卵 の 分 類 は 正常 卵 と し て , (1) 単細胞 卵 , (2) 
分 裂 卵 , (3 ) 仔 貝 期 卵 , 異常 卵 と し て は , (4) 粒 
変性 卵 以 外 変 性 卵 , (5) 題 粒 変性 卵 , と に 分 けた 。 
(5 ) の 昧 粒 変性 卵 と は , 卵細胞 が 粗大 な 油 滴 状 物 に な 
つた も の , 或いは 油 滴 状 物 が 卵 内 部 に 満た され た も の で 
あつ て , 前 報 の 「 脂 肪 球 変性 卵 」 と 同一 物 で ある 。 (4 
) の 変性 卵 は , 単細胞 の ま ょ ゝ で, 細胞 外 に 胞 形成 , 細胞 
転位 , 細胞 の 一 部 透明 化 , 細胞 収縮 , 細胞 崩壊 な どの 異 
常 卵 を 含有 し て いる 。 し か し て 以上 の 各種 束 卵 の うち , 
生 卵 た る と と が 明らか に 判定 し うる の は , 自発 運動 を 行 
う 仔 虫 期 卵 , 次 いで や > 低い 程度 で 上 記 (1) (2) 
( 3 ) の 正常 卵 で あり , 確実 に 死 卵 と 判定 し うる の は 目下 
の 段階 ご は (5) の 素 粒 変性 卵 の み で ある 。 以 上 と 異 つ 
て (4 ) の 変性 卵 は , 恐らく その 大 部 分 は 時 日 の 経過 に 
より (5) と な る も の の 如く で ある が , 死滅 に 至る と と 
な く 正 常 の 発育 を えつ づけ る も の も 少く と も その 一 部 に は 


( 19 ) 
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試験 成績 


第 1 表 培養 日 数 別 (4) 群 変性 卵 数 の 変化 ( 多 ) と 消失 日 


存在 する も の の よう で ある 。 そ と で 本 報 で は 生 卵 を (3 ) 
仔 貝 期 卵 に , 死 卵 を 5) 上 粒 変性 卵 に 一 応 限定 し て , 
長期 培養 に より すべ て の 虫 卵 が と の 何れ か に 到達 し た 

合 の 死滅 卵 数 を も つて 殺 卵 率 と し て 表し た 。 


1。 凡 て の 虫 卵 が 仔 虫 期 卵 と 題 粒 変性 卵 と の み に な る 
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日 数 

(4) の 変性 卵 に は 各種 の 変性 像 が ある と と を 前 に 述 
べた が , とれ を ひと まとめ に し て 各 例 に 現れ る 変性 卵 と 
し , その 数 を 培養 日 数 毎 に 求め , 最後 に それ が 消失 する 
日 を 調べ た 。 

表 1 に 示す 如く , 全 例 を 殺 卵 率 の 高低 順に な ら ベ , 













































を 塔 養 上 数 人 二 の LR 
” 数 20H 、90 ヶ 40 ヶ 50 ヶ 60 ヶ 70 ヶ 80 ヶ み 玉 平 均 gn モー 半 
34 23 1 0 0 40 40 100 
。 20 0 0 0 50 50 100 
A 59 26 5 0 0 50 46 日 40 422 月 100 
36 20 0 0 40 40 100 
51 36 3 0 0 50 40 100 
60 26 12 0 0 0 50 50 98 
57 30 0 0 50 50 94 
0 9 0 0 本 P 93 
16 15 1 0 40 40 88 
26 sl 2 4 0 0 70 60 83 
19 13 6 10 0 0 60 60 82 
44 38 44 41 3 0 70 60 75 
37 23 5 0 50 40 75 
EE た 和室: BE 王 0 0 70 58 70 52 昌 67 
寺 >… 3 2 2 0 60 50 67 
22 12 1 1 0 40 40 61 
間 和 8 婦 39 39 7 0 80 80 48 
本 本 ーー 各 9 。 14 2 0 80 70 29 
10 5 5 0 0 0 50 30 2 
隊 1 3 0 1 0 0 50 58H 20 36 昌 16 
4 3 2 6 1 0 60 20 1 
7 6 4 1 0 50 40 10 
3 いこ 夫 2 0 0 0 60 20 4 
1 0 0 0 0 0 0 20 20 3 
0 2 1 0 0 0 40 20 2 
0 22 0 0 0 0 0 40 40 1 
16 0 0 0 0 0 0 30 30 1 
二 -@ 0 0 0 0 0 1 
7 り 0 0 0 0 30 30 1 
1 0 0 り 0 0 20 20 0 
1 0 0 0 0 20 20 0 
0 0 1 0 20 20 0 





| 








統 K 








昭和 30 年 12 月 (1955) 〕 


100 易 殺 卵 群 と 4 以下 殺 卵 群 を 別に し , その 間 を 20% 
科 隔 に 区 切 つた 。 全 例 と は 二 硫 化 譜 素 と ネオ ヂ ク ロン の 
各 稀釈 , 各 作 用 日 数 の 試験 例 の すべ て で ある が , 変性 卵 
の 出現 数 と 変性 像 は 各 殺 卵 率 別に も , 以下 述べ る 事項 に 
関し て も , 二 種 の 薬品 で は 概ね 似 た 傾向 を 示し た の で , 
両者 を 一 様 に し て 取扱 つた 。 

各 例 に 現れ る 変性 卵 雪 は , 培養 20 こ 90 日 で は ABC 群 
で は 全 息 卵 数 の 20 て 30 多 が 最も 多く , 10~50% に 互 つて 
現れ , D 群 の 半数 と Ep 群 で は 概ね 10%% 以 下 で あり , 培養 
日 数 と と も に 減少 する 。 その 消失 日 を 調べ る と , 4A 群 
( 殺 卵 率 100%) で は 各 例 と も 50 日 に 至 つて 消失 し , B 
群 ( 同 99 こ 82%) で は 大 部 乃 50 日 , 全く 消失 する に は 70 
日 , C 群 ( 同 Y9~61 ) は 40~Y0 日 , D 群 る 略 々 同様 
で , と れ ら の 平均 数 は A 群 46 日 , B 群 53 日 , C 群 58 日 , 
D 群 58 日 , 也 群 30 日 で あつ た 。 但 し 48 多 殺 卵 率 1 例 は 概 
当 す る 随 級 が な く 省 略し た 。 
以上 の 変性 卵 消失 日 数 は , 変性 卵 数 が 全 卵 数 の 1 多 及 
びそ れ 以 下 の 時 消失 と 見 散 し た と き の 日 数 で , 使 宜 上 5 
欠 及 びそ れ 以 下 に な つた と き と れ を 無視 する と , 31 例 中 
18 例 は 上 記 の 日 数 より 1020 日 早く 消失 し た と と に な 
る 。 平均 値 で A 群 32 日, B 群 52 日 , C 群 52 日 , D 群 36 
日 。 了 E 群 24 日 と な る 。 

次 に (1) 単細胞 卵 と (2) 分 裂 卵 の 消失 日 を みる 
と , 分裂 卵 は B >D 群 40 て 50 日 , 也 群 8040 日 , 単細胞 
雅 は A 群 50 日 。 B~ 台 群 60 日 で ある 。 以 上 と 変性 卵 の 消 
失 日 を 比較 する と , 表 2 に 示す 如く 作 裂 卵 が 最も 早く 消 
失 し 。 単 細胞 卵 が と れ に 次 ぎ , 最後 に 変性 卵 が 消失 す 
る 。 伊 裂 卵 の 消失 の あと 単細胞 卵 が 消失 す る 例 は , B~ 
D 群 15 例 中 11 例 (78 多 ), 平行 し て 消失 する も の 4 例 (27 
'), 更 に 単細胞 卵 より 変 性 卵 が お くれ て 消失 する 例 は ,。 
A<D 群 21 例 中 9 例 (48%), 平行 する も の 9 例 (43%) 
と な つて いる 。 表 群 で は と の 関係 は 明か で な い 。 
以上 に より (4) の 変性 卵 の 消失 と 同時 に , 凡 て の 下 
紋 は 仔 貝 期 卵 と 題 粒 変性 卵 と の み に な る と と が 明らか な 
つた 。 

2。 培養 日 数 20~70 日 間 に お ける 仮定 殺 卵 率 の 誤差 入 
囲 
虫 卵 の 生死 判定 に 当 つ て 明らか に 死滅 と 認め た も の は 
顎 粒 変性 卵 の み で ある と と は , 前 述 の 通り で ある が , こと 
ゝ で は 培養 20~70 日 に 至 つて も 信 死 し な い 単 細胞 卵 と , 
変性 卵 , それ に 題 粒 変性 卵 を すべ て 死滅 と 仮定 し て , そ 
の 合計 を 衝 時 期 に お ける 仮定 殺 卵 率 と し た 。 い まこ と れ を 
尋 定 し た 最終 結果 殺 卵 率 と 比較 し , 仮定 殺 卵 率 が 上 廻 つ 
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表 2 判定 に 不 必要 な 虫 卵 の 消失 日 比較 


 (⑫) 分 肌 罰 。 (1) 単 紹 胞 罰 (4) 徐 作 罰 











50 40 

50 50 

A 40 50 
40 40 

40 50 

40 50 50 

50 50 50 

40 50 50 

B 30 40 40 
50 60 70 

40 50 60 

40 60 70 

40 50 50 

C 50 60 70 
60 50 60 

40 50 40 

60 70 80 

40 50 80 

50 50 50 

D 50 60 50 
50 50 60 

50 50 50 

60 60 60 

40 60 20 

30 20 40 

40 40 40 

40 30 30 

E 30 20 20 
30 30 30 

40 30 20 

40 30 20 

30 20 20 


卵 数 1 それ 以下 を 消失 と 見 優 す 


B 一 D: (1) が (②) と 同時 消失 4 例 27 
(2) ょ り 遅 延 消 失 11 例 73 多 
A 一 D: (④ が (1) と 同時 消失 9 例 43 
(1) ょ り 遅 延 消失 9 例 人 8 


た 殺 卵 率 を 示し た と き に ( 十 ) の 誤差 と し 。 下 廻 つた と 
き (一 ) の 誤差 と し て , 各 時 期 に お ける 誤差 を まとめ て 
表 8 に 示し た 。 表 に よる と C 群 ( 殺 卵 率 61<75 多 ) が 培 
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美 各 期 を 通じ て 最も 誤差 が 大 きく , B, D 群 が これ より 
策 少 く , A, 群 の 誤差 は か な り 小 さい と と を 示し て い 
る 。 と れ を まとめ て 図 1 に 示し , 培養 日 数 ( 横 軸 ) と 誤 
差 (22, 縦 軸 ) と の 関係 を 見 る と , 最終 結果 殺 卵 率 が 
1002 (A 群 ), 4 以下 て E 群 ) の 場合 に は , 仮定 殺 卵 


符 最終 結果 帝 『 久 応 に 対す る 仮定 導 界 率 の 貞 差 





20 日 30 ヶ 40 ヶ 50 ヶ 60 ヶ 20 ヶ 
100 伯 0ae を 。 
100 馬 電 に 
A 100 Sr 利他 計 kx 地 
100 
還 
ーー 
94  +6 +5 0 
4 イキ 
まい を か の 
4 3 きま ユ 4 +2 0 
82 馬 0 半 ・ っ m 大 が 90e 肖 > 但 


75 十 17 十 23、 士 14 -12 = 0 
75 十 ] 一 全 一 本 ーー2 0 


C 67 ー19 一 8 一 15 一 10 -13 -1 
67 士 8 一 』。 一 12 ーー19 0 
61 ー1 一 18 一 21 一 11 0 
48 状 3 w る 8 cms6。 一 1 


29 キ 1] =-5 -3 -5 -5 -2 
22 填 8 十 5 --2 3 0 0 
16 


D すま 。 干 8- 1 十 2 -Z -5 
11 ー1  -2 5 一 4  -1 0 
10 呈 9 6  ー2 3 0 
3 十 26 0 9 生 5 ち 0 
3 十 13 0 きっ m ま ュー クーーー デ タク 
2 ー2 士 。 一 4 一 2 っ 士 エ 二 1 
1 ー1 0 まま すま 
1 0 一 1 0 0 0 
1 ーー ミュ 0 一 1. 守 1 0 0 
1 十 21 0 0 0 
0 士 18 0 ロー キー 守 ま すめ 0 
0 ギ 8 1 0 0 0 


0 十 1 0 ご キ 4 0 
仮定 殺 卵 率 が 最終 結果 より 高い と き ( 十 ), 低い 場 
合 ( 一 ) を 示す 。 
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図 1 最終 結果 殺 卵 率 に 対す る 仮定 殺 卵 率 の 誤差 
ACE は 殺 卵 率 に よる 和 群 別 を 示す 


15 
14 
は 
12 











20 ロ 30 40 50 60 70 
培養 日 数 


率 は 培養 90 日 以降 0 日 まで 概ね 平均 1 前 後 の 誤 開 範囲 
を も つて いる 。B 群 ,。 D 群 に お いて は 。 同じ く 培 養 80 日 


以降 , 概ね 平均 5 多 以 下 の 誤差 が あり , 日 数 が 増す に つ . 


れ て 誤差 は 小さ く な る 。 

C 群 ( 殺 卵 率 61ー75%) の み は , 培養 80 日 まで 平均 11 
て 15 多 の 誤差 が あり , 60 日 5 多 , 70 日 1 多 と 低下 する 
これ は 拓 半 初期 に お いて 仮定 義 を 設定 し て $。 それ 
が 最終 結果 と 平均 1 以下 の 誤差 に お いて 使い 得る の 
は , 完全 な 殺 卵 作用 の あつ た 群 か , 或いは 全く 効果 の な 
か つ : PR られ る と と を 示し て いる 。 そ の 他 の 場 
合 に は 5 多 前 後 , 或 は 10 以 上 に 及ぶ 誤差 が 伴い , 培 養 
Seededeo2aoara 和 ーー 
慮 する 必要 が ある 。 

38。 和 殺 卵 効果 

era 

る 殺 卵 成績 は 表 4 に 示し た 。 ネ オ ヂ クロ ン は 。 250 倍 
ーー 2 meter 


完全 に は 殺 卵 し な か つた 。 500 倍 で は 1 >4 週間 で 29 
2, 6722, 52, 612% の 殺 卵 率 で あり , 1000 倍 に な る と - 
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表 4 最終 結果 殺 卵 率 ( 博 養 7080 日 目 ) 多 











効果 が 認め られ る が , 2000 倍 で は 対照 と 全く 差 が な い 。 

二 硫 化 炭 素 で は 250 倍 で 1 4 週間 と も 100 多 の 殺 罰 
率 で , 500 倍 で は 1 て 3 週 で 8222 1002 で あり , 4 週 で 
882 を 示 し た 。 1000 倍 で は 2 ~ 4 週間 で 222, 752%, 67 
22 と 稽 々 増加 する が 完全 に 殺 卵 し 得 な い 。 対 照 の 各 例 は 
1 ~ 6 多 が 死滅 し た が , 作用 日 敷 と は 関係 が な い 。 

考 穴 

殺 卵 剤 作用 後 の 培 養 日 数 が 短い 場合 そ と に 現れ る 単 
細胞 卵 , 分 裂 卵 , 変性 卵 は 必ず し も 生死 が 明か で な い 。 
分 裂 卵 は 一 応 仔 虫 期 に 達する と し て も る も, 単細胞 卵 と 変性 
卵 の 生死 は 長期 培養 に よら ね ば 予測 し 得 な い 。 著者 は 前 
報 て で そ の 生死 の 定め 方 と , 殺 卵 率 決定 に 要する 培養 日 数 
を 報告 し た が , 本 報 で は , その 日 数 が 殺 卵 剤 の 効果 の 強 
弱 に よ つ て 異 る と と を 明か に し た 。 完 全 殺 卵 群 (100) 
と 無効 知 (4 以下 ) で は 平均 46 日 , 30 日 で 変性 卵 が 消 
失 し , 直ちに 判定 が 可能 に な る 。 一 方 薬剤 の 作用 が 有効 
み 無 効か 判定 の 下 し 難い 場合 (61-752 殺 卵 率 ) で は , 
平均 58 日 (大 約 60 日 ) の 培養 が 必要 で ある と と を 認め た 。 
今 の と と 2 変性 卵 の 生死 は ,。 それ が 此 粒 変性 卵 に 至 つて 
確認 ミ れ ね ば な ら ず , その た め に 長期 間 培 養 が 必要 な こ 
と は , 柳沢 (1954) が 培養 16 週 で も 変性 卵 が 残る と いう 
報告 や , 児玉 (1954) の 化学 薬剤 処理 後 の 効果 判定 に 60 
日 の 培養 を 行 つた 報告 か ら も 明か で ある 。 本 報 の 結果 か 
ら も , 炎 粒 変性 卵 の み を 死 卵 と する 判定 方 法 に 従う な ら 
ば , 60 日 以上 の 長期 培養 が 確実 な 方 法 で ある と と が 確 め 
られ た 。 

し か し 本 報 の 結果 か ら , 判定 に 要する 人 培養 日 数 は 殺 卵 
効果 の 強弱 に よ つ て 異 り , か つ 完 全 殺 卵 群 と 無効 群 の そ 
れ は 他 に くら べ て か な り 短 いと と が 分 つた の で ,。 一 定 の 
培養 日 に お ける 殺 卵 効果 の 判定 を 次 の 如く 試み た 。 即 ち 
或 程度 培 養 し て な お 単細胞 卵 な る も の と ,。 変性 卵 と は , 
と も に 明記 され ず に 死滅 と 見 人 多 し て 扱わ れ て きた の で 
今回 この 二 者 と 頼 粒 変性 卵 を まとめ て 死滅 卵 と 仮定 し 。 








生 二 提 「 拓 o 和 に ニニ 硫化 炭 素 対 有 

g へ ヽ 、 碗 短 

用 昌 へ 、 250X 500x 1000x 2000x 250x 500x 1000x 2000x A B 

1 週間 48 「 3 100 82 2 1 便 nntt 地 2 5 夫 3 
2 ヶ 83 67 4 1 100 98 22 1 0 0 
本 94 75 11 1 100 100 75 0 1 
4 ヶ 93 61 10 1 100 88 67 0 6 1 

誕 訂 : 尿 =1:4 作用 温度 1 一 10?C 
効果 は ずつ と 落ち て 10<162% と な り , 対照 に 比べ て や > ゝ > 仮定 殺 卵 率 を 設定 し 培養 20 こ 70 日 間 に わ た つて , 最終 結 


果 と どの 程度 の 誤差 が ある か を 調べ た 。 そ の 結果 , 仮定 
殺 卵 率 は 完全 殺 卵 群 と 無効 群 の み に お いて 全 期 間 平 均 1 
2 前後 の 誤差 で 有効 な と と が 認め られ , 馬 養 80 日 以降 
な ら ば 長期 培養 法 に 代 つ て 効果 判定 に 役立つ と と が 分 つ 
た 。 但 し, 様々 な 殺 卵 率 が 得 ら れる と 推定 され る よう な 
試験 例 の すべ て に 互 つて , 詳細 な 結果 を 求め る 場合 に は , 
本 報 の 結果 に も 明らか な 如く 誤差 が 大 きい の で 長期 培養 
法 に よら ね ば な ら な いと とも, 同時 に 認め られ た 。 と の 
事実 は 変性 卵 の 取扱 い は 債 重 を 要 し , 将来 さら に その 詳 
細 な 盆 類 を 行 つ て 生死 が 明か に され な けれ ば な ら な いと 
と を 示し て いる 。 


最後 に 殺 卵 効果 に つい て みる と 。 ネ オ ヂ クロ ン の 9250: 


倍 , 500 で は 作用 日 数 と 共に 或 種 度 効果 が 上 つて ゆく 
が , 今 ま で の 高温 下 の 試験 成績 より 劣り , 1000 倍 以下 で 
は 急 に 効果 が 落ち 4 週間 作用 で も 殺 卵 作用 は 見 られ な 
い 。 一般 に 殺 卵 剤 の 効力 は 作用 温度 の 高低 に より 動 授 す 
る と と は 既に 認め られ , 予 研 の 柳沢 (1954) は 最近 の 試 
験 で , 実験 的 に 温度 を 10C 上 下す る と に ょ つて 有効 限 界 
濃度 は 倍数 稀 駅 の 一 段階 , 歌い は それ 以上 ずれ る と 報告 
し て いる 。 と の 報告 と 著者 の 前 報 (平均 気温 15 で ) の 試 
験 成績 か ら 考 え , 上 述 結果 は 低温 と いう 作用 条件 に 基く 
も の で は な いか と 推定 され る 。 二 硬化 炭素 は 前 報 と 異 り 
乳化 剤 を 含む 製品 を 使 つ た が , こと れ は 同 条 件 で 行わ れ た 
試験 (児玉 , 1954, 柳沢 1955) と 概ね 一 致し て いた 。 
但し 前 報 の 野外 試験 は 約 1 ヶ月 貯溜 され た 人 殿 尿 中 人 
融 虫 卵 に つい て 行わ れ (今回 は 豚 釧 虫 卵 で ある ), 対照 
が 4 週間 後 20% 近 く 死 減 し て いた と を 考慮 する 必要 が あ 
り , 更に 乳化 剤 , 温度 差 こ つい て の 分 析 は 今後 の 問題 と 
し て 残さ れ て いる 。 
要 約 

ネオ ヂ ク ロン 及び 二 確 化 炭素 に より 顕 虫 卵 殺 卵 試験 を 
行い , 作用 後生 死 判定 の た め 培 養 を 行 つた 。 培養 日 数 と 


共に , 分 裂 卵 , 単細胞 卵 , 変性 卵 の 順に 消失 し , 最終 的 5 
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に は 仔 虫 期 卵 と 題 粒 変性 卵 と の みみ が 残り 。 前 者 を 生 人 卵 , 
後者 を 死 卵 と し て 効果 判定 を し た 。 最 終結 果 殺 卵 率 は 変 
性 卵 の 消失 と 同時 に 求め られ , それ と 要する 日 数 は 殺 卵 
効果 の 大 小 に よ つ て 差 が あり , 完全 殺 卵 群 及 び 無効 群 が 
最も 短く 平均 46 日 , 30 日 で , 他 の 最も 長い 場合 は 80 日 を 
要 し た 。 

次 に 単細胞 卵 , 変性 卵 , 上 粒 変性 卵 を 死滅 卵 と 仮定 し 
て 仮定 殺 卵 率 を 設定 する と, 完全 殺 卵 群 と 無効 群 の それ 
の み は , 培養 80 日 以降 な れ ば 概ね 平均 1 前 後 の 誤 差 で 
最終 結果 に 等 し く , 長期 培養 法 に 代 つて 効果 判定 に 役 立 
つ 。 肌 卵 効 果 が 不 完全 な 例 ( 殺 卵 率 10982) で は , 仮 
、 定 殺 卵 率 の 誤差 は 5 前 後 , 或 は 102 以 上 に も 及ぶ の で 
。 その 適用 は 考 忠 を 要する 。 

低温 (て 1?<107C) に お ける ネオ ヂ ク ロン の 殺 卵 効果 
は , 250 倍 4 週間 で 90 前 後 , 500 倍 で は 4 週間 で 60~ 
70, 1000 倍 で は 1 ~ 4 週 と も 10~16%2 で , 2000 倍 で は 
対照 と 差 が な い 。 二 硫化 炭素 は 75% の 乳化 剤 合 有 品 を 使 
い 。 純粋 二 硫化 炭素 を 基準 に し て , 250 倍 1 4 週 と も 
100 多 , 500 倍 で は 1 ~ 4 週 で ご ほ ゞ 100% に 近く な り 。 
1000 倍 で は 4 週 で 70 前後, 2000 倍 で は 対照 と 差 が な 
いい 。 

稿 を 終る lc 臨み 御 指導 と 御 校 半 下 さ つ た 部 長 小宮 義 
孝博 士 , 及び 石崎 博士 に 深く 感謝 致し ます 。 
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SummmarY 


Ovocidal effects of carbon disulfide and Neo- 
Gikuron on the ascaris ova were Studied at the 
Iow immersion temperature (1-10"C)、 

Eggs immersed in reagents, were cultured for 
70-80 days and classfied as follows : mono cell, 
division, arvae, slight degeneration and degen2- 
ration stages.。 After the cultivation for the above 
mentioned days eggs observed were either deve- 
joped up to the ]arvae (alive) or turned to the 
vacuolation (dead) stages. In order to judge the 
fimal ovocidal effects of the reagents the period 
required for culture was 30-40 days in A-group 
(ovocidal ratio 100 ダ ) and E-group (less than 4 ), 
60 days in other groups. Providsd that mono 
cell, slight degeneration and vacuolation eggSs 
were presumed to be dead, the ovocidal ratio 
above mentioned in A- and E-group were Sarne 
to that obtained after culture for 30 days within 
the error of 1 多め . On the contrary, no Such coim- 
cidence were recognized in B-D group (98-10%) 
from the results obtained from these procedure。 

The ovocidal effects were as follows : with 1: 
250 diluted Neo-Gikuron for 4 weeks a few Iarvae 
were recognized, with carbon disulfide jn 1:250 
dilution for 2 week ova were compeletly killed, 
and a few larvae were recognized in 1 :500 dilu- 
tion for 4 weeks. 
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昭和 29 年 4 月 , 第 28 回 日 本 寄生 虫 学会 総合 に 於 いて 愛 
媛 県 下 「 も くず 蟹 」 の 肺 吸虫 被 栓 幼虫 寄生 状況 と 就 いて 
発表 し た が 其 の 後 引続き 蟹 を 調査 し て 得 た 成績 を 報告 す 
る 。 

1. 検査 方 法 並び に 材料 

昭和 29 年 10 月 上 旬 よ り 同 年 11 月 上 旬 の 間 , 愛媛 県 東 宇 

和 郡 内 豚 川 上 流 流域 に 於 いて 無傷 で 捕獲 し た 「 も くず 
蟹 ] を 前 報告 ? や 同様 の 検査 方 法 に 依り 調査 し た 。 

2. 検査 成績 """ 

検査 蟹 数 は 48 匹 で 其 の 中 , 被 斉 幼 虫 の 寄生 を 認め た 蟹 
は 41 匹 , 即ち 寄生 率 は 95.3 タ で あっ た 。 1 匹 の 蟹 で 被 要 
幼虫 が 最多 寄生 し て いた も の は 332 個 , 最少 は 1 個 で あ 


愛媛 県 下 「 も くず 」 堆 の 肺 吸 東 被 栓 幼 更 
寄生 状況 に 就 い て (第 二 報 ) 


ー, . 課 


山口 県 立 医 科大 学 病理 学 教室 (指導 細川 修治 教授 ) 
(昭和 30 年 8 月 19 日 受領 ) 


幼 昌 の み 寄 生 し て いた 蟹 は 28 匹 , 幼 弱 型 被 論 幼 の ろ 寄 
生 の 蟹 は 1 匹 で , 普通 の 成熟 型 。 未 熱 型 被 栓 幼虫 の み 寄 
生 の 蟹 は 認め な か つた 。 検出 せる 被 裏 幼 虫 は 1181 個 で 
あり , 其 の 分 類 は 次 の 如く で ある 。 赤 釧 粒 を 含む 成 熱 
型 被 裏 幼虫 は 814 個 , 普通 の 成熟 型 被 要 幼 虫 は 230 個 , 
未 熱 型 は 34 個 , 幼 弱 型 は 53 個 ., で あつ た 。 

(1) 蟹 の 大 き さ と 被 要 幼 虫 の 寄生 率 と の 関係 は 41 
50 画 大 の 蟹 は 検査 数 1 匹 で 被 寄生 蟹 数 は 1 匹 100.0 
%),51<60 中 大 の 蟹 は 検査 数 5 匹 に 対し て 和 被 寄生 無 数 は 
5 匹 (100.0 %),61<70 画 大 の 蟹 は 検査 数 19 匹 と 対し 被 
寄生 蟹 数 18 匹 (94.74 多 ),71 て 80mm 大 の 蟹 は 検査 数 15 匹 
に 対し 被 寄生 角 数 15 匹 (100.0 多 ),8190 忠 大 の 無 は 検 


人 「+ 胡 生ま あき さ 人 
































つた 。 検 査 蟹 数 に 対す る 一 匹 平均 寄生 数 は 26.3 個 で あ 
つた 。 被 寄生 角 と 寄生 被 糧 幼虫 と の 関係 は 赤色 上 粒 を 含 
# 成 熟 型 。 普通 の 成熟 型 。 未熟 型 , 幼 弱 型 被 奏 幼虫 等 の 
混合 寄生 の あつ た 蟹 は 17 匹 , 赤色 上 粒 を 含む 成熟 型 被 


z 太 yo 7g&gAgs 太 ・ On the distribution of Para- 
gOnimus metacercaria in 万 zocef7 7Z カ の CS in 
Ehime Prefecture。 (Report 2) (Department of 
Pathology, Yamaguchi Medical Schooi) 








( 25 ) 





2 こつ ち 99 5 ae 間 aa 
生生 検 査 数 | 寄 生 数 | 陰 性 数 | 寄生 率 (%) 
TX* | 生生 く きこ に PR の 
4 れ 一 50mm 1 18 9 ー ュ 178 9 0 100.0 12 00.0 
| 8 0 重 、. 旧 Ss 8 0 
kei 5 5 3 0 300. る 
8 5 8 4 8 1 $ 80.0 
61 一 70mm 18 2 78 5 94.7418 80.0 
71 80 mm 15 本 に 15 (8 本 0 100.0 は の 
紀 8 肖 MRPP 2 CN /8 66.67 
< 3 人 9 0 At 6 1 位 6 66.67 1S o 











査 数 3 匹 に 対し 被 寄生 蟹 数 2 匹 (66.67 多 ) で あつ た 。 
(第 1 表 参 照 ) 

(2) 角 の 大 き さ と 和 被 斉 幼虫 の 寄生 数 と の 関係 は 31 
50mm 大 の 蟹 は 被 糧 幼 1 10 個 寄生 の も の が 1 匹 , 51> 
60mm 大 の 蟹 は 1 10 個 寄生 が 5 匹 , 61<70 画 大 の 角 は 1 
て 10 個 寄生 の 艦 が 11 匹 , 1150 個 寄生 の も の は 8 匹 , 51 
ー 100 個 寄生 は 2 匹 で あつ た 。Y180 咽 大 の 角 で は 1 > 
10 個 寄生 が 10 匹 ,11<50 個 寄生 が 4 匹 , 51 100 個 寄生 
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が 1 匹 で あり , 100 個 以上 寄生 し て いた 和解 は 2 匹 で あつ 
た 。 81<90 画 大 の 蟹 は 1 一 10 個 寄生 が 2 匹 で あつ た 。 


(第 2 ー 表 参照 ) 


(3) 「 も くず 援 」 体 内 に 於 ける 被 要 幼虫 分 布 状況 は 


検査 角 48 匹 (中 2 匹 除 性 ) の 中 で 鯉 に 寄生 し 


て いた 稼が 


最も 多く 41 匹 95.85 多 ), 次 いで 体 関節 部 25 匹 (58.14 
め ), 足 関節 部 24 匹 (55.81 ), 足 筋肉 17 匹 (39.58 ), 


体 筋 肉 12 匹 (27.91 め ), 肝 寄生 は 3 匹 (6.982), 心 寄生 


は 1 匹 (2.882) で あり , 商 其 の 他 の 臓器 で は 消化 器 寄 


生 が 3 匹 (6.98) で あつ た 。 


(第 3 表 上 段 参 照 ) 


次 に 検査 蟹 数 に 対す る 被 糧 幼虫 の 一 忠平 均 寄 生 数 は 錠 
12.58 個 , 体 関節 部 46 個 , 足 関節 部 3.14 個 , 体 筋肉 1.81 
個 , 足 筋肉 3.6 個 , 肝 0.42 個 , 消化 器 0.12 個 , 心 0.02 個 
で あつ た 。 (第 3 表 下 段 参 照 ) 

(4) 検出 し た 被 裏 幼 虫 の 中 , 赤色 眠 粒 を 含む 
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虫 の 蟹 体内 分 布 は や は り 鉛 寄生 が 最も 多く 80 匹 (69.77 
22), 次 いで 体 関節 部 25 匹 (58.14 %), 足 関節 部 24 匹 
(55.81 2), 足 筋肉 17 匹 89.53 狐 ), 体 筋肉 12 匹 (27.91 
%%) 肝 と 消化 器 は 3 匹 (6.98), 心 1 匹 (2.838%) で あ 
つた 。 (第 4 表 上 段 参照 

無 1 匹 平均 寄生 数 は 人 鯉 8.91 個 , 体 関節 部 は 3.35 個 , 足 
筋肉 2.49 個 , 足 関節 部 2.87 個 , 体 筋肉 1.26 個 , 肝 0.42 


* 個 , 消化 器 0.12 個 , 心 は 0.02 個 ご あつ た 。 (第 4 表 下 段 


参照 ) 

(5) 普通 の 成熟 型 被 裏 幼虫 の 蟹 体内 分 布 は 鯉 寄生 が 
14 匹 (32.56 %), 足 筋肉 8 匹 (18.6 め ), 体 関節 部 7 匹 
(16.28 め ), 足 関節 部 6 匹 (18.95 2), 体 筋肉 5 匹 (1 
・68 ) で あつ た 。 (第 5 表 上 段 参照 ) 

1 匹 平均 寄生 数 は 触 2.4 個 , 体 関節 部 0.98 個 , 足 筋肉 


邊 概 幼 0.98 個 , 足 関節 部 0.58 個 , 体 筋肉 は 0.47 個 で あつ た 。 商 


第 2 表 の きる と 害 生 数 を の 半 係 ( 検 本 禁 数 一 移 下 
























































nsa 加 | 
ー、 寄生 数 0 | 1-10 個 11 一 50 個 51 一 100 個 100 個 以 上 
1 大 機 Pi od 」 に 
41 50mm 0 < 1 ュ 18 - 計 夫 0 0 | り 
ーー ーー 2 ーー ーー ーーーーー 1 
51 一 60 mm 0 に な | 0 0 | 0 
が Eee デー- 人 | 隊 和 の 
61 一 70 mm 3 4 m 18 2 8 2 18 | 0 
菩 To Mi kc Ei ae デー 
f$ 10 る 3 人 本寺 | る 1 
2 アァ 00mm り | 101。 6 | 4 18 1 1 1 生 家 2 15 1 
2 か ー と この 軍 Ss ンス 2 | 
81 90 mm | > る 生計 で 品 0 0 | 0 
策 3 表 総 Metacercaria の 蟹 体内 分 布 (検査 蟹 48 匹 中 の 2 匹 陰性 ) 
3 提 9 5 の 0 の CO ユー 
鯉 | 体 関節 部 | 足 関節 部 足 筋 肉 体 航 央 肖 化 器 肝 ! 心 
8 に な ちっ トー | ーーー ト ーー ドー 
役 害 生 人 の 検査 数 | | | | 
に 対す る 吾 分 率 (%) 95.95 | 5814 | 5581 。 39.58 | 27.91 | 6.95 | 6.98 | 59 
丘 | PRN ゲ で 5 人 
7s 外 815 814 812 | 」。 /810 8 2 as2| 。7s 0 
枝 寄 生 擬 数 1 9051 HGHEAE 1 癌 公 918 3 3181| 1191 
下 3 
CNS の | 
寄生 Metacercaria $ 294| a117| 886! $ る 105 $ 48 る 全 る 9 @ 0 
< 541 Le242198 {9 81 135 sm 50 “8 (83 5 15 2 18 1 9| + を 1 
1 | PF が 
8 8 2 8 8 0 
検査 創 数 ic 対す る | | | | 
Metacercaria の 一 12.58 ド いま 4. 中 ・72a.14 加 3.6 em 1120.1s て 070. We 0.02 1 。 
忠平 均 寄生 数 5.74| 1.88 1.14 1.16| 0.7 0 0 0.21 0.02 
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第 4 表 赤色 上 粒 を 含む Metacercaria の 蟹 体内 分 布 (検査 蟹 氏 匹 (中 2 現 陰 性) ) 

































































上 段 さ ※ あこ 
鯉 体 関節 部 」 了 委 部 是 筋 内 体 逢 内 肝 | 消化 器 い 
ーー か er rrRT- ーーー ee 
梓 寄 生 援 の 検査 手 数 | 
に 生 す る 生命 に 天 58.14 55.81 | 39.53 | 27.91 | 6.98 6.98 | 2.33 
817 815 814 | 812 810 | 8 2 8 2| 。7s 0 
彼 寄 生 八 数 90 1913 2 (90 41930 17 18 lp9| 85 も 全 す 析 も か 
_ 下 段 
を ME K MA 2et 科 に と: 
本 信 aoi 8 202 8 91 8 63 7$73 8 35 8 9 1 る す ト 人 
総数 3 18181 wt 才 |et 07194 4 1939 816 9 5 (5 2| * (8 1 
| し 本 科 
検査 蟹 数 に 対す る $ | 時 2 9 | 9 9 | 9 9 
Metacercaria の 一 | 8.91 3.35 9 37 ゃ 2.49 1.26 0.42 の 12 0.07p. 021 。 
中 平均 寄生 数 4.21 1.23 0.91 6 0 4 0.21 0.0』| 0.02 
第 5 表 普通 の Metacercaria の 蟹 体 内 分 布 (検査 蟹 数 43 匹 (中 2 匹 陰性 )) 
上 段 
2 了 の 宇和 ーー PnPP の PS 
、 争 是 乱 肉体 関 節 部 | 中 開 節 痢 体 箇 内 | 肝 | 心 | の 険 器 
梓 害 租 の 検査 杉 3 す 
c 和 する 百分率 ( 旬 )| 時 18.6 16.28 | 13.95 1 11.63 | 0 0 0 
きき 8 683| 8 中 | 5 
ド 友 
寄生 ee $ 59 $ 27 る 2 1] $19 | る 10 
ー ト 者 生れ て る 散 3 し - 柚 朗 まれ ッ ー | な 19 - 民 2 930 | o | 9 | 9 
検査 蟹 数 に 対す る "| る 0.63、 。。 7s0.5 すう 本 を 
koieeet6 の 人 0180m( 説 3 1 癌 が ・ 案 2 
本 平和 6 妊 全 半 。 co 2 科 ex ドキ も DD 
肝 , 心 等 其 の 他 の 臓器 に は 認め な か つた 。 (第 5 表 下 段 寄生 数 は 少 い 。 前 報告 り ゆで は 61 て 70 画 大 の 蟹 が 最高 寄生 
参照 ) 雪 を 示し た 。 此 の 場合 に 於 いて も 蟹 の 大 小 と 寄生 率 と の 
3. 総括 並び に 考 捧 関係 の 場合 と し て 二 の お 人 き な 開 き は 朗 
第 一 報 の 場合 は 豚 川 上 流 の 高瀬 川 に 限局 し て いた が 本 め ら れず ぞ , や は り 61<80 画 大 の 角 に 於 い て 最高 寄生 粗 を 


調査 は 豚 川 上 流 で も 愛媛 県 東宇和 郡 全般 に 理 つて 捕獲 し 
た 「 も くず 無 」 48 匹 に 就 いて 行 つ っ た も の で ある 。 

(1) 蟹 の 大 小 と 寄生 率 と の 関係 は 7180 中 大 の 角 が 
例 数 も 多く , 寄生 率 も 100.0% の 高 率 を 示し て いる 疾 , 
本 調査 に 於 いて は Y1 一 80m 大 の 蟹 が 最高 寄生 率 を 示し て 
いる 。 要約 すれ ば 前 報告 "の 場合 , 最高 奇 生 率 を 示し た 


衝 は 6165m 大 の 舞 本 調査 の Y1 一 60 時 大 の 租 と は 大 き 
さ に 於 いて 大 な る 開き は 無く , 豚 川 上 流 に 於 いて 最高 寄 
生 率 を 示し て いる 解 は 6180 叫 大 の 熊 で ある と 考え られ 
る 。 

(2) 蟹 の 大 小 と 寄生 数 と の 関係 は 7180 叫 大 の 蟹 が 
最高 寄生 数 を 示し , 次 いで 61<70 忠 大 の 解 で ある 。 他 は 


( 27 ) 


認め た 。 双 最 寄生 数 を と 示す 蟹 を 頂点 に 大 小 共 

て いる 点 は 三浦 (1952) "の 高 和 県 の 調査 と 同 議 ご ある が 
頂点 に 当る 角 の 大 き さ は 三浦 の 場合 は 41 て 45 画 大 の 蟹 で 
あつ た が 私 の 場合 は 61-80 画 大 の 蟹 で 可 成り 差 が ある と 
考え られ る 。 

(3) 被 可 幼虫 の 寄生 率 は 第 一 報 で は 97.122, 本 調査 
で は 95.38 多 で 可 成 り 高 率 を 示し て いる が 一 応 豚 川 上 流 に 
於 ける 寄生 率 は 952 以 上 と 考え , 1952 年 に 同 流域 に 於 け 
る 愛媛 県 衛生 研究 所 の 調査 ? に 依る 75.0 多 より 上 麺 つ て 
いる 。 援 1 匹 に 於 ひる 被 井 幼虫 の 最多 寄生 数 は , 332 個 
で 前 報告 "の 3.8 倍 強 で あり , 検査 蟹 数 に 対す る 一 忠平 
均 寄生 数 は 26.3 個 , 即ち 前 報告 の 2 倍 強 と な つて いる 。 


に 減少 し 
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此 の 差 は 同一 河川 で も 捕獲 地区 の 差 に よる も の と 思わ れ 
る 。 被 寄生 熊 を みる と 前 報告 ? で は 各 型 被 要 幼 虫 混合 寄 
生 角 が 最も 多 か つ た が 本 調査 に 於 いて は 赤色 眠 粒 を 含む 
成熟 型 被 本 幼虫 の み 寄生 し て 居 た 蟹 が 最も 多く み ら れ 
た 。 以下 各 型 混合 寄生 蟹 , 幼 弱 型 の み 寄 生 無 の 順 で 普通 
の 成熟 型 , 未熟 型 被 論 幼 虫 の み 寄生 の 解 は 認め な か つた 。 

(4) 寄生 被 要 幼 虫 は 総数 1181 個 で あつ た 。 そ の 中 , 
赤色 上 頸 粒 を 含む 成熟 型 被 可 幼 虫 は , 814 個 (Y2), 普 通 
の 成 熱 型 280 個 (20.3)), 幼 弱 型 53 個 (4.7 ), 未熟 型 84 
個 (3 2) で あつ た 。 本 調査 は 前 報告 ? と 異 り 幼 弱 型 の 
方 が 未熟 型 よ り 多 く 認 め ら れ た 。 山口 県 に 於 ける 内 野 
(1954) の 調査 "で 未熟 型 。 効 弱 型 で は 平等 に 赤色 色素 
を 有する ゃ も の を 認め た の み で 上 粒 は な いと 報告 し て いる 
が , 前 報告 , 本 調査 共に 同様 な 結果 を 認め た 。 

(5) 寄生 部 位 に 就 いて は 角 に 寄生 し て 居 た 蟹 が 最も 
多く 95.352, 次 いで 体 関 節 部 58.142, 足 関節 部 55. 
81 多 , 足 筋 肉 39.53 多 , 体 筋 肉 は 27.91, 消化 器 と 肝 
は 夫々 6.98。 心 2.38 多 の 順 で あつ た 。 前 報告 ? で は 消 
化 器 に は 認め な か つた が 本 調査 に 於 いて は 認め られ た 。 
双 , 三浦 (1952) の 調査 『 で は 消化 器 に 寄生 し て いた 蟹 
は 最も 少な か つた が 私 の 調査 で は 心 よ りゃ 消化 器 に 寄生 

て いた 蟹 が 策 多 か つた 。 次 に 検査 無数 に 対す る 一 匹 平 
均 寄生 敷 は 角 に , 12.58 個 で 以下 , 体 関節 部 , 足 筋肉 , 
足 関節 部 , 体 筋肉 , 肝 , 消化 器 , 心 の 順 で あつ た 。 足 筋 
肉 及 び 肝 は 足 関節 部 並び 消化 器 に 比 し て 被 裏 幼虫 寄生 数 
が 比較 的 多 か つた 。 

(6) 赤色 上 粒 を 含む 被 杏 幼 東 の 寄生 部 位 に 就 いて に 
鯉 に 寄生 し て いた 蟹 が や は り 最も 多く 69.77 狐 , 体 関節 
部 58.14 多 。 足 関節 部 55.8122, 足 筋 肉 39.53 狐 。 体 筋 
肉 27.912, 肝 並 びに 消化 器 6.98%, 心 2.3% の 順 で あ 
つた 。 一 史 平 均 寄生 数 は 鯉 が 8.91 個 , 以下 , 体 関節 部 , 
足 筋肉 , 足 関節 部 , 体 筋肉 , 肝 , 消化 器 , 心 の 順 で あつ 
た 。 此 の 場合 で も 足 筋肉 は 足 関節 部 より 被 寄生 蟹 数 は 少 
い が 寄 生 被 要 幼 虫 数 は 多 か つ た 。 

(7) 普通 の 成熟 型 被 誤 幼虫 は 角 に 寄生 し て 居 た 角 が 
最も 多く 32.56 易 , 足 筋肉 18.6 狐 , 体 関節 部 16.28 多 , 
足 関節 部 18.95 名 , 体 筋 肉 11.68 タ で あつ た 。 一 匹 平 均 
寄生 数 は 鉛 が 2.4 個 , 以下 , 体 関 節 部 , 足 筋肉 足 関節 
部 。 体 筋 内 。 の 順 で あつ た 。 寄 生 数 か ら みる て 体 関節 部 
の 方 が 足 筋肉 より 多い 。 其 の 他 の 部 位 に は 全く 認め な か 
つた 。 


以上 の 事 か ら 赤 色 上 粒 を 含む 成 熱 型 被 要 功 虫 の 方 が 普 












通 の 成熟 型 。 未熟 型 。 幼 弱 型 被 誤 幼虫 の 何れ より ゃ 寄生 
数 も 多く , 広範 囲 に 分 布 し て いる 事 は 前 報告 "同様 で あ 
や っ o 

(8) 検出 し た 被 幼 虫 の 種類 は 総 べ て 「 ウ ェ ス テル 
マン 肺 吸 虫 ]」 で あつ た "?。 

4. 結 論 

1) 肺 吸虫 被 井 効 昌 の 寄生 率 並び に 寄生 数 は 蟹 の 大 小 
と 関係 が あつ た 。 

2) 愛媛 県 豚 川 上 流 (特に 東宇和 郡 ) の 「 も くず 蟹 」 
に 於 ける 肺 吸虫 被 裏 幼虫 の 寄生 率 は 95.3@ で あつ た 。 

3) 被 誠 幼 虫 の 無体 内 分 布 は 鯉 に 寄生 し て いた 蟹 が 最 
も 多く 次 いで 体 関節 部 , 足 関節 部 , 足 筋肉 。 体 筋肉 , 消 
化 器 , 肝 , 心 の 順 で あり , 寄生 被 窒 幼虫 は 鯉 に 最も 多く 
次 いで 体 関節 部 , 足 筋肉 , 足 関節 部 , 体 筋肉 , 肝 , 消化 
器 。 心 の 順 で あつ た 。 

4) 被 本 幼虫 の 中 , 赤色 類 粒 を 含む 成熟 型 被 栓 幼虫 が 
最も 多く , 広 簡 囲 に 分 布 し て いた 。 

5) 愛媛 県 東宇和 郡 内 の 豚 川 上 流 流域 に 於 ける 「 も く 
ず 角 」 に 寄生 し て いる 被 要 幼虫 は 総 て 「 ウ ェ ス テル マン 
肺 骸 虫 ]」 で あつ た 。 


本 研究 は 文部 省 科 学研 究 費 の 補助 に 依る ゃ 。 即ち 細川 
修治 教授 の 担当 課題 「 肺 吸虫 の 研究 」 の 分 担 研 究 で ある 。 
本 調査 に 当り 愛媛 県 予防 課 , 愛媛 県 衛生 研究 所 の 山岡 技 
師 , 愛媛 県 野村 保健 所 各位 の 御 援助 C 謝 意 を 表す る 。 作 
本 研究 要旨 は 第 24 回 日 本 寄生 虫 学 会 総会 に 発表 し た 。 
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SummmmarY 


1. On upper stream of the HIJI in HIGASHTI- 
UWAGUN, EHIME Prefecture, from October to 
November, 1954, I investigated on distribbtion of 
Paragonimus metacercariae in 43 healthy 万 の - 
ce 7 の カ の の CS。 And then 1 obtaied the result 
of 95.3 parasitizing in them。. 

2. On relation among the size of crabs, Dara- 
Sitizing percentage, and numbers : they weae 71- 
80 mm in size showed the highest percentage and 
nunmnber of DarasitiSmn. 

3。 In parasitized crabs, there were a great 
number of crabs which only the mature meta- 


347 


cercarial containing redish granula parasitized. 

4. And further more, the total number of in- 
vestigated metabercariae were 1131, in which, 
metacercariae containing redish granula were the- 
most numerous. AA crab, the most numerouS. 
parasitized, harbored 332 metacercariae. 

5. On parasitized region, parasitism in gills. 
were the most numerouS, in SucceSsion, body joint 
region, foot joint region, foot muscjes, body mus- 
cles, digestive organ, Iiver and heart. IMetacer<- 
cariae in foot muscles and liver rmore nurmerOUS. 
than it in foot joint region and digestive Organ.- 

6. All of metacercariae investigated in this. 
time, were Paragonimus Westermanii。 
































虫 誠 変 性 に 


柳 沢 十 
(昭和 30 年 8 月 


従来 虫 卵 殺 減 の 立場 か ら 化学 薬品 或 は 物理 的 要因 に 対 
する 下 卵 の 抵抗 性 の 研究 が 多数 報告 され て 来 た 。 (森下 
(1949)?。 し か し 之 等 多く の 研究 は 虫 卵 を 各種 殺 卵 因子 
に 接し た 後 , 之 が 培養 を 行 ひ , 虫 卵 の 仔 虫 形成 と 去る 観 
. 点 より その 効果 を 検討 し た も の で あつ た 。 下 卵 変性 の 機 
あて 行人 は れ 。 去 の 款 各 科 な る 至誠 
が 虫 卵 に 起 生 され た か に 関し て は 殆ど 報告 され て 居 な 

い 。Brown 1927*") は 寄生 貝 ( 卵 ) の 野外 に 
訟 ける 発育 状況 を 観察 し 其 の 時 虫 卵 の 各種 発育 段階 と 共 
を 退化 昌 卵 と 云う 項目 を 設け て , 卵細胞 内 容 の 燥 粒 化 , 空 
胞 , 透明 , 等 を 示す 貝 卵 を 分 類 呼称 し た 。 叉 小 県 (1923" ) 
は 下 卵 の 生死 鑑別 を 形態 学 的 に 見 る 為 変性 形態 を 空 胞 形 
成 , 溶解 , 収縮 , 陥没 等 に 分 け 顕 虫 卵 の 変性 形態 を 区 別 
し て 居る 。 面 し 年 ら 之 等 の 形態 学 的 名 称 の み で は 虫 卵 の 
変性 を 満足 に 表現 し > く ,。 変 性 形態 の 移行 
及び 変性 程度 の 軽重 も 又 論 ぜ ら れ て 居 は い 。 

今回 は , で Pe る 研究 の 第 一 報 と し て , 殿 
尿 中 に 於 て 句 了 虫 卵 殺 減 試験 を 種々 の 化学 薬品 で 行 ひ 其 の 
際 出 現し た 各種 変性 虫 卵 の 形態 を 記載 分 類 し あ は せ て 形 
態 の 移行 及び 変性 の 程度 を 観 た の で 此処 に 報告 する 次 第 
で ある 。 

材料 と 方 法 

本 研究 に 用 ひ た 材料 は 顕 虫 重 感染 者 尿 中 の 単細胞 成熟 
卵 で ある 。 又 用 ひ た 薬 剤 は 二 硫 化 炭 素 , 草子 油 ,。 ネオ ヂ 
クロ ン , 亜 硝酸 ソー ダ で ある 。 

先 づ 殿 : 尿 三 1 : 5, 又は 殿 : 水 三 1 : 5 に 混合 し て 
尿 尿 , 尿 水 混合 液 を 調製 する 。 二 硫化 炭素 , 草子 油 は 其 
の 四 倍 量 の エマ ル ゲ ン と 混和 し , 上 記 尿 尿 液 で 各種 濃度 
に 稀釈 し 三角 ユル ベン (容量 100cc) に 薬剤 一 尿 尿 作用 
os/o 2 の 2g7S の の 6. Studies on denaturated asca- 
ris eggs. Morphological observation on the dena- 


turated 4sc2zZs 7/z24 の Z2cO2 の es ova treated with 
chemicals. (Department of Parasitology。 Natio- 
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〔 寄 生 束 学 雑誌 


関す る 研究 


(1) 化学 薬品 に よる 変性 虫 卵 の 形態 に 就 て 


四 男 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


25 日 受領 ) 


こす 
AYAWeopedemo ト fo 
硝酸 ツー ダ は 殿 尿 混合 液 を 用 ひ ず 尿 水 混合 液 を 用 ひ 之 を 
塩酸 に て 濃度 0.1 有 と な る 様 6 し 理生 
混合 し て 作用 系 中 の 亜 硝酸 量 0.42 を 250 倍 液 と し て 
ひ た ・ 央 
浸漬 条件 は 10C, 30'C で 3 日 , 7 日 間 で ある 。 一 定 温 
度 一 定期 間 浸漬 後 そ の 10cc を 作用 系 より 尿 コ ツ プ に 採り 
水 を 加 へ て 携 拝 後 放置 し 一 時 間 経過 後に 上 澄 液 を 取り 更 
に 之 に 水 を 加 へ て 上 記 の 操作 を 三 回 繰返し 後 遼 心 沈 激 に 
て 2 回 水洗 後 残 済 を 瓦 培養 法 に し 28'C て 培養 レ し た 。 培養 
後 0, 1, 2, 4, 8, 12, 16 週 目 に 100 ヶ 以上 の 正 卵 
の 発育 変性 状況 (2) を 観察 し 記載 し 其 の 2 を 検討 し た 。 
猫 虫 卵 観 察 に 当 つ て は 4080 守 次 亜 塩素 酸 ウ ソー ダ 液 を 
用 ひ 和 蛋白 膜 除去 由 卵 に よ つ て 観察 し た 結果 で ある 。 

角 察 結果 

1. 曹 細胞 虫 卵 の 変性 

i) 変性 像 の 種類 と 名 称 

上 記 化 学 薬品 処理 虫 卵 を 正常 単細胞 虫 卵 『1 一 1 ) と 
比較 し て 形態 異常 と 認め られ た も の と 名 称 を 附 ヒ 其 の 形 
態 的 特徴 を 附 記す れ ば 下記 の 如く で ある 。 

8&) 粒 化 

卵細胞 内 に 経 約 4 ヵ の 頼 粒 が 多数 出現 する 。 紫 の 様 な 
昌 卵 細胞質 に 於 て は 色調 の 暗色 化 が 認め られ た 。 (1 一 
2, 3) 

b) 姜 縮 

卵細胞 は 全体 と し て 収縮 し , 其 の 初期 に 於 て は 正常 卵 
細胞 で 認め られ る 卵殻 密着 部 が 遊離 する 。 (1 一 4) 

c) 転 位 

卵細胞 は 棒 円 形 卵 帝 の 一 極 に 偏 位 する 。 新 る 変性 像 に 
は 姜 縮 及び 下記 の 胞 形 成 の 変性 像 が 伴 ふ 場 合 が 多い 
(そま) 。 

d 胸 形成 
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卵細胞 が 半月 形 部 に 透明 な 胞 状 体 を 形成 する 。 胸 状 体 
は 更に 之 を 大 型 単 胸 (1 一 6 ) 小型 単 胸 (1 一 8 ), 小型 
複 胸 (1 一 ? ), に 区 別 し 得る 。 小 型 単 胸 形 成 卵 は 培養 結 
果 よ り 見 て 其 の 一 部 は 発生 し 仔 虫 を 形成 する も の も あつ 
た 。 大 型 単 胸 は , 半月 形 部 の 一 側 に 形成 され る の が 通常 
で ある が 時 に 両 半月 形 部 に 夫々 ー ケ 大 型 の 胸 が 形成 され 
細胞 実質 が 中 央 に 局 平 状 に 圧縮 され る 場合 も あつ た 。 

e) 透 明 化 

卵細胞 質 の 一 部 に 左 明 部 が 現 は れる 。 民 明 化 は 更に 之 
を 二 つ に 分 類 出来 た 。 即 ち , 細胞 質 の 不定 位 に 形成 出現 
する 不定 位 透 明 化 (1 一 9 ) と , 細胞 質 の 周縁 部 に 同心 
円 状 に 観察 され る 周縁 透明 化 (1 一 10) の 二 種 で ある 。 
導 よ 子 宮内 より の 摘出 虫 卵 で 卵殻 形成 後 時 間 の 経つ て 居 な 
い 若 い 虫 卵 で 前 者 と 紛 ら は し き 場 合 が ある が 之 等 は 虫 卵 
培養 後 分 裂 直 前 迄 に は 細胞 質 の 透明 部 と 有色 部 と が 混合 
され て 均一 化し た 細胞 質 と な つて 占 ふ 。 従 つて 長期 培養 
に より 生 常 下 卵 細胞 質 に 透明 帯 か 残存 する 事 は な い 。 又 
周縁 透明 化 の 初期 に 於 て は 透明 部 が 細く 細胞 質 の 周縁 に 
形成 され る 為 と 卵殻 接着 部 に 間隙 を 形成 し た か の 如く 観 
祭 さ れ 鞭 縮 の 初期 と 区 別 す る の が 困難 な 場合 も ある 。 

f) 変 形 
卵細胞 が 正常 の 球形 で は いも の で ある (1 一 14, 16) 
双 細 胞 が 卵殻 内 に 充満 し 両極 の 半月 形 部 が 消失 し た 虫 卵 
が 負 察 され た (1 一 16) 。 新 る 虫 卵 は 無 半 月 形 部 昌 卵 と 
し て 作 類 し た 。 但 し 子宮 内 摘出 虫 卵 で 卵殻 形成 後 問 も な 
い 若 い 東 卵 で は 卵細胞 が 卵 毅 の 全 内 側 に 密着 し て いる の 
で 上 記 無 半月 形 部 虫 卵 と の 区 別 は 困難 で ある 。 

g) 卵 夫 品 離 
正常 卵 に 於 て は 卵殻 膜 は 卵 毅 の 最 内 側 に 密着 する 内 
面 波状 を 呈 せ る 膜 で ある が , 変性 虫 卵 に 於 て 該 卵殻 膜 が 
卵 毅 ょ り 一 部 訓 苑 し た も の が 観察 され た 。 (1 一 15) 。 
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h) 崩 壊 

卵細胞 朋 壊 し て 卵細胞 内 容 の 微小 頸 粒 は プラ ウン 運動 
を 示し て いる 。 新 る 変性 像 は 上 記 透 明 化 , 胞 形 成 。 無 半 
月 形 部 変形 虫 卵 等 に 於 て も 夫々 の 変性 像 に 相 拝 つて 観察 
され る 。 

以上 は 変性 形態 の 主要 な 像 を 列挙 説明 し た も の で ある 
が 上 記 a 一 h に 到 る 変性 像 は 必ず し ゃ 単独 に 出現 する の 
み で は な く , 二 者 時 に は 三 者 の 並 合 し た 像 も 多く 観察 き 
れ た 。 即 ち 粒 化 一 姜 縮 (1 一 3 ), 姜 縮 転 位 (1 一 5), 
変形 一 透明 化 (1 一 14) 等 で ある 。 

i) 変性 像 の 相互 関係 

上 記 変 性 像 と 変性 の 強弱 と の 関係 。 引い て は 変性 像 相 
互 の 移行 関係 を 知る 為 に 次 の 三 つ の 観点 より 培養 虫 卵 系 
育 変 性 多 (数 値 ) を 検討 し た 。 1 . 同一 薬品 ・ 同 一 浸漬 条 
件 ・ 同 一 培養 期間 に 於 ける 変性 像 と 薬品 濃度 と の 関係 。 
2. 同一 薬品 ・ 同 一 浸漬 時 間 ・ 同 一 濃度 ・ 同 一 培養 基 間 
に 於 ける 浸 貫 温度 と 変性 像 の 関係 。 3 . 同一 薬剤 ・ 局 一 
浸漬 条件 ・ 同 一 濃度 に 於 ける 培 養 中 の 多種 変性 像 の 出現 
率 の 変化 。 即 ち 第 一 は 薬品 濃度 の 高い 方 に , 第 二 は 混 漬 
温度 の 高い 方 と 強度 の 変性 像 が 出現 する 事 , 第 三 は 培養 
初期 に 出現 する 像 は 後期 の それ より も 軽度 の 変性 像 で あ 
る 事 を 前 提 と し た る の で ある 。 

以上 の 観点 より 強度 の 変性 像 と 認め らち れる も の は 姜 縮 
転位 , 大 胞 形 成 , 上 粒 化 , 崩壊 で , 之 に 続い て 週 緑 部 諾 
明 化 で ある 。 軽度 の あの と し て 初期 葵 縮 , 小 単 胞 形成 等 
で ある , 之 等 二 群 の 中 間 に 不 定位 透明 化 , 複 小 胞 形 成 が 
ある 。 変形 ( 無 半月 形 を 含む ) は 其 の 出現 が 散発 的 で あ 
り , 其 の 出現 率 も 低く 移行 及び 濃度 , 浸 潰 温度 と 明確 な 
関係 は 認め られ な か つた 。 

更に 判明 し た 変性 像 の 移行 形式 を 示せ ば 下記 の 如く で 


宏実 
の や っ o 








人 人 weORE 2k 電 。 

ーーーー… 閉 縮 

不 確 実 ? 
姜 縮 初 | BN っ 分裂 発育 っ 上 粒 化 

ーーーー" 著 縮 一 て て | (区 は 直接 lc)| 一 崩 壊 
不定 位 透 明 化 」 ニ 一 一 一 … 大 胞 形 成一 

大 部 は 後 の 

ーーーーー… 変化 不明 

周 縁 透明 化 一 一 一 一 透明 部 増大 一 - 


位 

























2. 多 細 胞 ( 分 裂 ) 虫 卵 の 変性 

薬剤 の 作用 が 種々 の 原因 に 依 つ て 発生 中 の 貝 卵 に 種々 
の 形態 変化 を 六 す 場合 が ある 。 即 ち 顕 虫 卵 の 二 細 胞 期 よ 
り 仔 貝 期 に 至る 期間 の 変性 像 を 以下 に 述べ よう 。 

a) 分 裂 異 党 

分 裂 異 常 と は 分 割 球 の 不 等 な る 場合 で 其 の 発生 初期 に 
於 て は 割 球 が 充分 大 きい 為 其 の 不 等 を 明瞭 に 認識 する 事 
が 出来 る (2 一 1 , 2, 3, 4 )。 し か し 発生 後期 に 於 て 
は 銀 割 球 は 微小 と な り 各 割 球 間 の 大 小 を 区 別 する 事 は 困 
難 で ある 。 し か し 分 裂 速度 の 豚 に 於 ける 部 分 的 相 暴 は , 
用 全 体 の 形態 の 異常 と 云 ふ 点 に 於 て 正常 の 豚 と 区 別 す る 
事 が 出来 た (2 一 5, 6, Y, 8) 。 即ち 異常 分 裂 は 発 
生 初期 に 於 いて は 分 割 球 の 不 等 , 発生 後期 に 於 て は 豚 全 
態 の 形態 の 異常 と し て 之 を 認め 得 た 。 猫 , 有 形 態 の 異常 
は 所 調 桑 実 期 後期 の 前 後に 比較 的 多く 出現 し た 。 其 の 
後 の 昭 射 及 び 仔 虫 期 の 豚 の 異常 形態 (2 一 6, Y, 8) 
は , 比較 的 少 い 。 豚 に 於 ける 分 裂 速度 の 部 分 的 相 上 異 は 当 
然 発育 段階 の 二 段階 に また が る 肛 の 出現 を 遍 し た 。 ( 2 
ーー4, 8) 。 初期 分 裂 期 一 桑 実 期 , 桑 実 期 一 昭 時 期 等 が 
認め られ た 。 

b) 食 割 球 及 び 朋 の 変性 

分 裂 虫 卵 の 変性 に 分 割 球 自 身 の 変性 が 屋 々 認め られ 
た て (8 一 1, 2, 3) 。 女 割 球 の 胡 明 化 , 粒 化 , 胞 形 
成 等 が み で ある 。 透明 化 は , 一 般 に 分 割 面 に 近い 部 分 に 
現 は れる 事 が 多い 。 単細胞 変性 の 胞 形成 後 細胞 内 容 が 胞 
内 に 移行 レニ 細胞 期 の 一 分 割 球 の 透 明 化 と 区 別 し 難い 場 
合 も あつ た (3 一 1) 。 穫 実 期 以 後 の 腔 に 於 て 腔 内 容 こ 
替 胸 状 構造 が 現 は れ た (3 一 4) 。 又 桑 実 期 腔 に 見 られ 
る 一 極 の 光 訂 部 が 異状 に 増大 し 遂に 豚 全 体 が 透明 化す る 
場合 も あつ た 。 之 等 を 有 礎 の 変性 と 呼称 し た 。 前 者 の 空 胞 
構造 は 時 間 の 経過 と 共に 豚 内 に 増大 分 割 球 は 互 に 遊離 送 
に 豚 は 透明 無 構造 に 迄 変性 する (8 一 5) 。 猫 之 等 割 球 
及び 豚 の 変性 は , 前 項 異 常 分 裂 と 併行 し て 起 生 する 場合 
が 非常 に 多 か つた 。 

検 対 

今回 の 試験 に 用 し た 薬剤 は 亜 硝酸 ウソ ー ダ , 草子 油 ( ア 
リー ルス ルフ ォ ・ イ ソチ アニ ツ ド ), 二 硫化 炭素 , ネオ ヂ 


クロ ン ( パ ラ ヂ ク ロ ・ ベ ン ソ ー ル 。 ブ ロム エチ レン , トリ 
クロ ル エ チレ ン 等 ) で あつ て 直接 に は 化学 的 に 夫々 関係 
の 無い も の で ある 。 従 つて 各 薬 剤 の 虫 卵 変性 誘起 の 機構 
は 夫々 特有 な 形式 に 依る も の と 考 へ られ る 。 し か し 銀 察 
に 依 つ て 得 た 結果 は 上 記 変 性 形態 の 項目 に よ つ て 判明 す 
る 如く 数 種 の 変性 形態 に 依り 虫 卵 変性 の 状況 を 充分 表現 


( 32 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 4 巻 ・ 第 4 号 


出来 得 た の で ある 。 従 つ て 魏 様 な 虫 卵 変性 形態 の 各種 
薬品 に 依る 類似 性 は 用 ひ た 薬 品 の 作用 機転 の 類似 性 を 

語る る の で な く , 変性 の 末期 に 於 ける 形態 的 変性 の 類 
似 性 を 現 は し て 居る も の と 考 へ られ る 。 本 実験 に 用 ひ た 
薬剤 以外 の 二 , 三 の 薬 剤 に 就 て 行 つた 変性 卵 の 観察 に 於 
て も 上 記 変 性 形態 の 類似 性 が 充分 証明 され た 。 ち な み に 
用 ひ た 薬 品 は 次 の も ちの で あつ た 。 マ デ ロ ン ー 100 (エチ 
ー ル クサ ンタ ー ト ) マデ ロン ーー 200 (チチ オグ リコ ー ル 
酸 曹 達 ) オ ボ ト ラン (パラ クロ ロ ・ フ ェ ニ ー ル ・ ペ パラ ク 
ロロ ベン ゼニ ー ル ・ サ ルフ ォ ネ イト ) DTN ( ヂ チ ニ トロ ・ 
へ キシ ー ル ・ フ ェ ノ ー ル ) で ある 。 更に Co に よる 7 線 
の 殺 卵 作用 を 検 し た 小林 等 (1955") の 研究 結果 に 於 て 
も 顕 虫 卵 変性 形態 の 類似 性 を 認め る 事 が 出来 た 。 猫 , 此 
処 で 云う 変性 形態 の 類似 性 は , 観察 の 項 で 掲げ た 数 種 の 
変性 形態 に よ つ て 各種 化学 薬品 に よる 変性 形態 を 充分 表 
現し 得る と 云う 事 で あつ て , その 出現 率 迄 が 薬品 に よ つ 
て 同じ て ある と 云う 意味 で は な い 。 事実 周縁 部 透明 化 は 
二 硫 化 談 素 に 異常 分 裂 は 草子 油 等 に 於 て 比較 的 高 率 に 出 
現 観察 され た 。 

異常 分 裂 は , 草子 油 に 於 て 非常 に 高 率 に 出現 する 事 
は , 既に 国井 等 ( 昭 29? ) が 報告 し て いる が 今回 の 場合 
に 於 て も その 臨界 濃度 附近 に 高 率 に 見 られ た 。 之 と 同じ 
現象 が ナトリウム ・ ア ザイ ド (NaNs) に 於 て も 見 られ て 
いる 。 し か し 同じ く チ トク ロー ム ょ 系 の 抗 代謝 物質 で ある 
シア ンカ リ に 於 て は それ 程 に 高 率 に は , 異常 分 裂 が 見 ら 
れ な か つた ( 末 発 表 ) 。 両 れ に し て も 新 る 異常 分 裂 の 高 率 
出現 が 草子 油 . アザ イド に 見 られ る 事 は 之 等 の 薬剤 が 他 
の 薬剤 と その 変性 機構 が 異 る も る の で あら うと 思 は れる 。 
唯 単に 異常 分 裂 が 変性 の 二 次 的 現象 と し て 軽度 の 変性 即 
ち 単細胞 期 に 受け た 軽度 の 変性 が 多 細胞 期 に 出現 し た と 
の み に は 受け と れ な いも の で あつ て 若 レ 二 次 的 変性 と す 
れ ば 他 の 薬剤 の 有効 濃度 の 限界 附近 に 於 て 同様 に 多く 出 
現し 得る 訳 け で ある 。 此処 に 草子 油 の 変性 機構 の 特異 性 
が 認め られ る 。 一 方 コル ヒ チ ン , 尿素 等 が 所 調 分 移 毒 
*mitotic poison” と し て 休止 期 細胞 に 認 む 可 き 変化 を 
示さ ず 分 有 裂 中 の 細胞 に の み 作 用 し て 之 を 阻止 せしめ る 事 
が 知ら れ て 居る (1952?)。 草子 油 処 理 に 依る 貝 卵 の 変性 
が 休止 期 の 即ち 単細胞 期 に 於 て 前 述 の 変性 形態 が 認め ら 
れる 事 よ り 所 調 mitotic poison と は 云 へ は い が 5000 倍 
と 云う 様 な 低 濃度 に 於 て 異状 分 裂 が 多数 出現 する 事 は , 
分 裂 毒 的 な 作用 機構 か 多分 に 含ま れ て いる 事 を 推察 出来 
得る で あら う 。 従 つて 筆者 の 多 細 胞 虫 卵 の 変性 は , 和泉 
氏 ? の 云う 単細胞 変性 の 二 次 的 な 現象 と し て は 勿論 の 事 
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所 調 mitotic poison と し て の 現象 も 共に 含ま れる も の 
で ある 。 

異常 分 裂 は , 分 裂 初 期 よ り 和 桑 実 期 後期 迄 に 多数 出現 し 
昭 待 , 仔 虫 期 の 豚 の 異常 形態 は 比較 的 少 い 。 斑 虫 卵 発生 
段階 の 桑 実 期 後期 は , 発生 学 上 の 紹 豚 期 に 既に あり 此 の 
期 は 細胞 の 増殖 の み で な く 細 胞 の 位置 の 移動 や 機能 の 分 
化 が 初 まる 時 で あつ て 之 が 為 に 異常 分 玖 の 過程 も 叱 の 期 
以上 に 進み 難い も る の で あら うと 考 へ られ る 。 

- 著 明 は 変性 形態 の 一 つ で ある 胞 形 成 の 胸 の 物質 は 従来 
脂肪 球 と 考 へ て 居 た 向き も 多 か つ た が 筆者 が Sudan III 
染色 を 施し た 結果 胞 状 物質 は 全く Sudan III に 染色 さき 
れず 細胞 実質 (有色 部 ) 内 に Sudan III 可 染物 質 が 多く 
認め られ た 。 魚 虫 卵 の 熱処理 に 依り 卵細胞 より 分 り し た 
滴 状 物質 は , 明らか に Sudan III に より 濃 染 され , 強 
く 虫 卵 を 圧する と 此 の 可 染 物質 が 卵 毅 内 で 移動 し 且つ 互 
に 癒合 し て より 大 き な 滴 を な す 事 が 観察 され る 。 従 つて 
楽 剤 に 依り 形成 され た 胞 状 物質 と 温熱 処 に 依り 形成 され 
た 滴 状 物質 と で は 全く 異 る 物質 と 考 へ られ る 。 此 の 胸 状 
物質 は , 現在 透明 質 と 考 へ て いる 。 附図 (1 一 11) は , 透 
明 化 で ある が 此 の 透明 部 が 池 次 増大 し 細胞 の 実質 と 分 り 
し て 来 て 。 (1 一 12), (1 一 13) の 如く 胞 形成 と 同様 な 変 
性 形態 を 取る に 到 る の で ある 。 

胞 形 成虫 卵 中 , 小 単 胞 形 成 (1 一 8 ) の みみ 見 られ る 下 
卵 は , 見 ら か に 一 部 発生 が 可能 で あつ て 充分 正常 な 仔 虫 
を 形成 する 。 此 の 形態 は 従 つ て 一 部 正常 虫 卵 に も 出現 す 
る 場合 も あり 双 変 性 形態 の 軽度 の も の で 可逆 的 変性 の 場 
合 と も 考 へ られ る 。 前 者 の 場合 は , 第 二 次 極 体 有 又は その 
残 体 と 推 祭 され る 。 

次 に 変形 虫 卵 の 内 , 無 半 月 部 虫 卵 に 就 いて 述べ る 。 正 
常 の 顕 東 卵 形成 に 於 て , 卵殻 形成 完了 直後 迄 は , 卵細胞 
は 卵殻 と 密着 し 半月 形 部 を 有 し な い 。 久 殻 形成 後 両極 に 
於 て 卵細胞 は , 卵 尊 より 分 り し て 球形 と な る の で ある 。 
従 つて 無 半月 形 部 束 卵 の 成因 を 二 つ 考 へ る 事 が 出来 る 。 
ー つ は , 上 記 末 成熟 卵 が 子宮 下部 に 混入 し て 居り 之 が 正 
常 虫 卵 の 薬剤 処理 変性 卵 と 混入 し て 来 た 場合 , 一 つ は 単 
細胞 が 変性 に より その 形態 が 破壊 され て 卵殻 内 に 充満 し 
た 場合 で ある 。 し か る ゃ 此 の 変性 卵 の 出現 頻度 は 非常 に 
く 且つ 散発 的 な る 為 に その 成因 は 現在 の 処 決定 し 菩 わ る 
状態 で ある 。 

上 記 変 性 形態 の 外 に 卵細胞 の 色調 の 変化 が 起 る 。 細 胞 
質 変性 に 依り 其 の 分 散 相 粒 子 の 変化 は , 届 折 率 の 変化 を 
准 す る も の で あつ て 融 虫 卵 に 於 て は 変性 の 形態 的 変化 の 
未だ 生 ぜ ざる 内 に 細胞 質 は 其 の 色調 が 暗色 化す る の が 認 
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め ら れる 。 形態 変化 に 先行 する 卵細胞 の 屈折 率 の 変化 
は , 下 卵 の 変性 程度 を 知る 為 に 要 重 な 特徴 を は な す も の 
で ある が 虫 卵 々 殻 除去 に よる 裸 の 卵細胞 が 得 ら れ 和 ぬ 為 に 
細胞 質 の 届 折 率 測定 は 未だ 不能 で ある 。 

次 に 変性 形態 と 変性 の 程度 即ち 虫 卵生 死 の 第 別 の 問題 
で ある が , 如何 な る 変性 形態 が 不可 逆 的 形態 で ある か を 
決定 する 事 が 今後 残さ れ た 所 で ある 。 両 し 年 ら 現 在 上 記 
変性 形態 の 中 で 頼 粒 変性 , 強度 の 葵 縮 及 び 之 に 伴う 転位 
等 は 明 に 死 卵 と 認め られ る 。 現在 細胞 質 変性 と 細胞 質 凝 
個 の 関係 , 即ち 細胞 質 の 不可 逆 的 凝固 と 変性 形態 と の 関 
係 を 検討 中 で ある 。 

摘 要 

硫化 炭 素 , 草子 油 , 亜 硝酸 ソーダ, ネオ ヂ ク ロン の 
実験 室 尿 尿 内 融 虫 卵 殺 滅 効果 を 検 し , 其 の 際 出 現し た 
卵 の 細胞 の 各種 変性 像 の 分 類 , 形態 移行 を 観察 整理 し た 。 

1) 単細胞 虫 卵 の 変性 は , 天 粒 化 , 姜 縮 , 転位 , 胞 
形成 。 透明 化 , 変形 , 崩壊 に 分 類 さ れ , 之 等 変性 形態 は 
単独 或 は 二 種 以 上 の 変性 像 が 相 伴う 場合 も 多い 。 上 記 変 
性 形態 と 変性 程度 と の 関係 を 検 し , 壮 縮 , 大 胸 形 成 , 昭 
粒 化 , 崩壊 等 は 変性 の 強度 の 場合 に 見 られ , 之 に 続き 週 
緑 部 透明 化 更に 不定 位 透 明 化 複 小 胞 形 成 が 中 程度 変性 像 
と し て 認め られ た 。 最も 軽度 の 変性 と し て は , 姜 縮 初 
期 , 小 単 胞 形 成 等 が ある 。 之 等 変性 像 の 移行 形式 は , 一 
般 に 変性 軽度 の も の か ら 変 性 の 強い 像 へ と 移行 し た 。 

2) 多 細胞 分 裂 虫 卵 の 変性 は , 之 を 二 群 に 分 類 し 異常 
分 裂 卵 と 分 割 球 ・ 腔 の 変性 卵 と に 分 けた 。 異常 分 裂 卵 は 
分 割 球 の 不 等 , 豚 全 形 の 異 党 に より て 正常 卵 と 区 別 し , 
分 割 款 に 於 ける 変性 は 概ね 単細胞 変性 形態 に 準じ て 分 類 
レ , 豚 の 変性 は 主 に 桑 実 期 以 後 の 腔 に 於 ける 透明 化 , 胞 


状 構造 の 出現 等 が 見 られ た 。 


3) 上記 変性 形態 は 薬剤 の 種類 に 殆ど 関係 な く 出現 
し , 化学 薬品 に 依る 息 卵 変性 形態 は 筆者 の 提出 し た 変性 


像 で 充分 表現 出来 得 た 。 し か し 薬剤 に より 多少 の 変性 像 


出現 率 に 変化 は 認め られ た 。 
4) 草子 油 に 依る 異常 分 裂 像 の 高 率 出現 , 異状 分 裂 虫 


卵 , 小 単 胞 形成 , 大 胸 形 成 卵 の 胞 物 質 , 無 半 月 形 変形 虫 
等 に 関し て 検討 され た 。 


稿 を 終る に 臨み 本 研究 に 対し 重要 な る 御 教示 を 賜 つ 
た 予 研 寄生 虫 部 々 長 小 宮 博 士 C 裏 心 より 感謝 の 意 を 表 
し ます 。 猫 お 本 研究 の 為 種々 擬 助 を 糞 い た 熊田 三 由 君 
に お 礼 申 し 上 げ ま す 。 
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Morphology and its relations of degenerated 
ascaris eggs with chemicals (carbon disulphite, 
mustard oil, sodium nitrite and Neo-Gikuron) were 
Studied. 

1) Denaturated eggs at mono-cell stage, were 
morphologically classified as follows : ' Granula- 
tion shrinking ', defHlexion "bubbling *,' hy- 
alination "cytolysis ”′ and deformation of egg 
cell and "stripped shell-membrane'. Two or 
more of these degenerating figures were found 
on 3a egg frequently。 And they were grouped 
roughly according to the degree of denaturation 
as follows : shrinking, large bubbling, granula- 
tion and cytolysis were the most denatured 
fgures. Hyalination and small poly-bubbling 
were mioderate ones and slightjy shrinking and 
smal1 mono-bubbling were the slightest. Trans- 
formation among these figures was, in general, 
from mmore slightly denatured ones to more 
SeTiOUuS。 

2) Denaturation of multicellular embryo was 
cljassifed as follows : a) abnormal cleavage and 
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b) denaturation of blastmeres and embryo. the 
former was characterjzed as unequality of each 
blastmere and abnormal form of embryo。 The 
]atter, as denaturation of each blastmere, which 
had resembrance to that of mono-cellular eggS。 
and of embryo, in the case of which hyalination。 
granulation and bubbling were observed. 

3) Above-mentioned denaturated figureS Were 
able to employed enough to express the denatura- 
ted eggs with various chermicals. 

4) Abnormal cleavage caused by mustard oil, 
Small mono-bubbling, bubble substance and no 
semicircular sjpace in deformation were discussed、 


写真 説明 
( 忠 卵 は アン チ フ ォ ル ミン に て 和 履 白 膜 除去 ) 


1。 単細胞 変性 虫 卵 
ー1. 正常 単細胞 虫 卵 
ー2. 顕 粒 化 
ー3. 初期 粒 化 及 び 著 縮 
ー4. 姜 縮 及び 一 部 不定 位 透明 化 
ー5. 転位 及び 凌 縮 
ー6. 大 型 単 胞 形成 
ー7. 小型 複 胞 形 成 
ー8. 小型 単 胞 形 応 
ー9. 不定 位 透 明 化 
ー10. 周縁 部 透明 化 
ー11. 12. 13. 透明 化 よ ょ り 大 胞 形 成 へ の 移行 
ー14. 変形 及び 不定 位 透明 化 
ー15. 卵殻 膜 の 勾 離 
ー16. 無 半月 形 変形 虫 卵 
2. 多 細 胞 分 裂 異常 虫 卵 
ー1. 2. 3. 分 割 球 不 等 (分 割 初期 ) 
ー4. 上 部 分 割 球 は 二 細胞 期 分 割 球 。 下部 豚 は 径 
実 其 
ー5. 左 の 異常 形態 桑 実 期 
ー6. 照射 期 の 異常 肛 , 一 部 透明 光 輝 部 多 し 
ー7. 照射 期 の 異常 豚 
ー8. 一 部 仔 虫 期 , 一 部 昭 昧 期 の 異常 腔 
3. 分 割 球 及び 胸 の 変性 
ー1. 2. 分 割 球 透 明 化 
ー3. 胞 形成 
ー4. 桑 実 期 後期 の 肛 中 に 於 ける 胞 状 構造 の 出現 
ー5. 腕 細 胞 の 分 離 透明 化 
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宮城 県 に お ける 肝 吸 昌 の 分 布 * 


鈴木 


宮 域 県 衛生 研究 所 


了 司 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 旦 部 


(昭和 30 年 8 月 25 日 受領 ) 


宮城 県 は 本 邦 に お いて や, 岡山 県 児島 地 方 , 秋田 県 
能代 川 , 八郎 汐 附 近 , 関東 地方 と り わ け 霞 ヶ 浦 , 北浦 附 
近 一 帯 , 富山 県 の 一 部 , 滋賀 県 静 琶 湖畔 , 愛知 県 , 財 阜 県 
の 洪 尾 平野 地方 , 広島 県 の 一 部 , 佐賀 県 筑後 川 流域 地方 
な ど と 共に 有数 の 肝 吸 虫 浸 淫 地 と し て 知ら れ , 特に 北上 
川 水 系 を 中 心 と し た 県 の 北部 地方 一 帯 は 肝 吸 虫 症 の 肉 患 
者 が 多発 し , 特に 柳津 町 黄 牛 は 本 邦 の 肝 吸 虫 の 歴 更 の 上 
か ら も 忘れ る と と の 出来 な い 地 で ある 。 然し 。 県 下 一 般 
の 分 布 は 保健 所 に お いて 肝 吸 息 卵 保 有 者 が 報告 され る 以 
外 不 明 で あつ た の で , 宮城 県 の 肝 吸 下 感染 の 予防 対策 を 
講ず る 為 の 一 賢 料 と し て 県 内 の 肝 吸 虫 の 分 布 を 昭和 28 年 
来 調査 し て いる の で と ゝ 現在 まで の 知見 を 報告 する 。 

材料 及び 検査 方 法 

現在 まで に 調査 を 実施 し た 町 村 は 18 ヶ 町 村 で , 略図 に 
示さ れる よう に 必ず し ゃ 県 内 会 般 に 上 旦 つ て いな い が 。 い 
ずれ も と れ ら の 町 村 の 内 より 1 乃至 3 部 落 を 選定 し , 
(と の 部 落 の 選定 は , 部 落 の 戸数 , 人 口 , 位 置 な ど ば に より 
決定 し た も の で , と の 部 落 の 感染 事 が 直ちに その 町 村 の 
感染 率 を 表す と いう と と は 危険 で ある と と は いう まで も 
な い ), その 部 落 の 全 住民 に 尿 の 呈 出 を も と め , 一 方 同じ 
部 落 の 全 飼 育 猫 に 洗 賜 を 行 つ て 訂 を 採取 し て 検査 に 供 
し , 人 及び 猫 の 両者 より 肝 骸 虫 の 分 布 を 考察 し た 。 然し , 
尿 の 呈 出 素 の 極め て 悪い 地区 も あり , 全 住民 及び 全 飼 育 
猫 の 尿 を 集め る と と は 不可 能 で あつ た 。 
検査 の 方 法 は 直 普 塗 潜 に よる 標本 2 枚 , 飽和 食塩 水 に 
よる 浮遊 法 標本 1 枚 , 稀 塩 酸 ・ エ ー テ ル に よる 集 卵 法 標 
本 2 枚 の 鏡 検 を 最低 規準 と し , 検査 に 時 間 的 余 中 の あつ 
た 2, 3 の 町 村 は 更に 標本 数 を 増加 し た 。 但し, 筆 南 に お 
ける 住民 の 訂 は 稀 塩 酸 ・ テ エー テル 集 卵 法 の み を 省略 し た 。 





Woz777 Sszz を 7. On the distributiom of liver-fHuke, 

Cgzog7c 太 s sdmexs7S (Cobbold, 1875) Looss, 1907. jn 

Miyagi Prefecture. (Miyagi Prefectural Health 

Laboratory : Division of Parasitology, National 

Institute of Health) 

* 本 報告 の 一 部 は 第 一 回 東日本 衛生 動物 学会 (1954) 
多い て 報告 し た 。 
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第 1 図 調査 地区 名 と その 位置 
岩手 懸 
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党 章 清 
大 計 。 杖 生 の 
南 卿 人 @ 入 場 





薦 島 沙 

・ 検査 成績 及び 考察 

第 2 図 及び 第 3 図 は 各地 の 住民 と 飼育 猫 の 虫 卵 鏡 検 に 
よる 肝 吸 虫 感染 率 を 90%% の 信頼 限界 の 市 で 示し , こと れ を 
飼育 猫 の 感染 率 の 高低 順に よ ょ つて 配列 し た も の で , と れ 
に よ ょ つて 肝 吸 下 が 県 内 一 般 に 広く 族 布 し て いる と と が 人 区 
る 。 ま ず , 第 3 図 の 住民 の 感染 素 に つい て 考察 する と 。 
最も 高い 感染 率 を 示し た の は 玉 沢 で 84.0 多 で , 橋 浦 27.1 
, 南郷 17.4 を が これ に つ ゞ いて いずれ や ゃ 平均 値 よ り 高 
い 。 又 豊 里 , 桃生 。 大 塩 , 大 員 及 び 宝 江 の 5 地 区 は 平均 
分 布 を 示し , 金 ケ 瀬 , 筆 南 , 岩沼 , 生出 及び 送 隈 は 平均 仁 
より 低い 感染 率 を 示し , と の 内 金 ケ 瀬 , 筆 南 , 人 逢 隈 及び 
岩沼 で は 肝 吸 虫 感染 者 を 検出 する と と は 出来 な か つた 。 
と れ ら の と と より 肝 有 吸虫 感 染 者 の 一 般 に 多い の は 県 北 地 
方 で ある と と は 今 ま で に 云わ れ て いた 通り で ある が 。, 第 
8 図 の 飼育 獲 の 感染 素 は これ と 異 り 。 87.0 多 の 桃生 を 始 








第 2 図 住民 の 感染 率 
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第 3 図 飼育 猫 の 感 菜 率 
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横線 は 感染 率 を 90 の 信頼 幅 で 
表し た も の で 縦 の 線 は 平均 値 を 示 
す 。 但 し と の 平均 値 に は 筆 責 の 感 
染 率 を 含ん で いな い 。 地区 名 は 飼 
育 猫 の も の と 同じ 。 


め , 玉 沢 , 南郷 , 進 隈 及び 橋 浦 の 5 地区 は いずれ も 平均 
値 よ り 高い 感染 率 を 示し , 大 塩 , 大 吐 , 豊里 及び 岩沼 
の 感染 率 は 平均 用 布 と 見 艇 され , 宝 江 , 金 ケ ヶ 瀬 , 生出 及 
び 筆 南 は 平均 値 よ り 低く , 住民 の 感染 率 と 必ず し ゃ 一 致 
せ ず , 途 隈 , 金 ケ 瀬 , 岩沼 な どの 県 南 地方 に 分 布 を みた 
と と は 現在 まで と の 地方 に は 肝 吸 虫 が 分 布 し て いな い 
云 われ て お り , 特に 傍 隈 の 場合 , 住民 の 感染 率 は 全く 
られ な い の に も 拘ら ず , 飼育 猫 で は か な り 濃 厚 な 感染 率 
を 示し て いる と と は 保 虫 宿主 と し て の 飼育 猫 が , 少く と 
や 終 宿主 と し て の 人 間 よ りゃ 一層 淡 水 魚 を 生食 し 易い と 
いう と と か ら , 肝 吸 虫 が 自然 で くり 返し て いる 生活 飛 。 
つま り , その 地方 の 肝 吸 虫 の 分 布 を 調査 する 際 , 飼育 猫 
で 調べ た 方 が , 人 間 に お いて 調べ る より も その 地方 の 感 
染 状 況 を 把 握 し 易い と と に な る 訳 で , 今 ま で 人 間 に お い 
て みて いた 肝 吸 虫 感染 率 は 必ず し ゃ 肝 吸 昌 の 正しい 分 布 
を 表示 する も の で な く , 人 を 終 宿主 と し て の 分 布 で ある 
と と が いえ よう 。 

勿論 , 飼育 猫 より も 更に 自然 に 肝 吸 虫 感染 を うけ 易い 
保 虫 宿 主 に よれ ば , 更に その 分 布 は 正確 と な る し , 淡水 
魚の メタ ツェ ルカ リア の 寄生 状態 を 調査 し 得 れ ば 最も 分 


(ヤヤ 


1 
) 
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布 は 明か に な る と と は いう まで も な い 。 

小宮 (1985) に よる と , 肝 吸 虫 は 中 国 で は 北 , 中 , 南 
区 に ひと し く 慕 延 し て いる が , 南 と り わ り 広 東 地 方 で 
は 人 間 の 肝 吸 虫 感染 者 が お び ぴた ヾ し く 多 い が , 中 放 と り 


( 38 ) 


横線 は 感染 率 を 90 の 信頼 幅 で 表し た も の で 


縦 の 線 は 平均 値 を 示す 。 


わび 揚子江 デル タ 地 帯 で は 中 国人 の 感染 者 が 少く 1>2 
2, 北 で は 人 体感 染 例 を 殆 ん ど み る と と の 出来 な いと 
と , 駐 中 国人 と 邦人 と の 感染 率 の 差 な どの 原因 と し て 淡 
水 魚 生食 の 風習 の 差 を 挙 け て いる が , 第 一 , 第 二 中 間 宿 
主 が 存在 し て お り , し か や ゃ 保 虫 宿主 が 存在 する な ら ば 肝 
吸虫 は 生活 環 を 繰り 返す と と が 出来 , 子孫 筑 栄 を 維持 し 
て いる 訳 で , 進 隈 の 場合 は と の 例 に 相当 する も の と 考え 
られ る 。 

次 に , 住民 及び 飼育 猫 共 に 感染 率 の 高 か つ た の は 玉 沢 
(伊豆 沼 , 長沼 ), 南郷 (名 鱗 沼 ), 橋 浦 (大 沼 ) な ど で あ 
る が , と れ ら は いずれ や 括 孤 内 に 示し た 沼 を 控え た 地域 
で あり , その 漁獲 高 も 多く , と の 附近 の 住民 の 内 に は と 
れ ら の 沼 より の 漁獲 に よ つ て 生計 を た て ゝ ょ いる も の も あ 
り , 従 つ て 生食 する 機会 る 他 地区 に 較べ て 多い 。 

と の よう に と , 第 一 , 第 二 中 間 宿 主 が 近く に 存在 し , し 
か か も その 第 二 中 間 宿 主として の 淡水 魚 を 手 に 入れ 易い 
ば か り で な く , その 上 生食 する 習慣 が 存在 し て 始め て 
「 感 染 ] が 成立 する 訳 で ある 。 

玉 沢 に 関し て は 小宮 (1955) が 別に 記載 し て いる が , 
橋 浦 は 新しい 浸 淫 地 と し て と の 調査 の 際 知ら れ た も の で 
他 の 二村 に 較べ て 淡水 魚 を 生食 する 風習 が 著しく 多い と 
と が 分 つた 。 

又 , 大 員 は 住 時 に は か な り の 感染 率 を 示し ,。 そ の 村内 
に ある 鹿 飼 沼 は 漁獲 禁止 令 が 出 た 穏 で ある が , 現在 で は 
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干 沢 が 非常 に 進捗 し て 淡水 魚の 入手 の 機会 が 少く な り , 
更に 過去 の 流行 地 は 肝 吸 虫 に つい て の 衛生 皿 想 が か な り 
発達 し て 生食 の 風習 を 打破 し つ ゝ ょ ある と と な ど に より , 
次 第 に 減少 し つ > あ る も の と 推定 され る 。 同様 な と と は 
前 に 記し た 黄 牛 を 近く に 控え た 豊里 や 桃生 に つい て も 云 
える 。 

岩沼 は 途 隈 と 阿武 隈 川 を は さん で 対岸 に あり , 両者 は 
本 来 差 まな い 筐 で ある が , 講 成 家 許 に 全く 差 が あつ て 進 
隈 は 農家 が 大 部 分 を 占め て いる の に 反し , 岩沼 は 勤労 階 
級 が 多く , 生活 型 の 相 異 が 風習 な ど と 共に この 原因 を な 

て いる も の と 考え られ る 。 

大 塩 は 上 記 の 地区 に 較べ て 淡水 魚の 棲息 する 河川 。 沼 
に 欠け る た め に 感染 の 機会 は 比較 的 少く , 宝 江 は 飼育 猪 
の 感染 率 の 低い こと と か ら 食 布 は 稀 薄 ご ある が 住民 で は 淡 
水 魚の 生食 の 風習 が 他 の 県 北 地方 と 同様 に 多少 残存 し て 
いる も の と 考え られ る 。 金 ヶ 瀬 , 生出 , 筆 南 な ど は 宝 江 
と 同じ く 飼 育 釘 た 感染 率 が 低く 肝 吸 虫 の 分 布 が 少 い 地区 
で ある が , 更に 食 生 活 の 相 異 が これ に 加わ つて 住民 に 殆 
ん ど 感 染 率 が 見 られ な い 。 と の と と は 生出 で , 住民 , 飼 
育 猫 共に 各 一 例 ずつ 肝 吸 虫 寄生 を 見 出し た が と れ は 同一 
家庭 に 属す る も る の で あり , と の 家人 が 川 釣 を 好み , 各地 
で 釣 を し て 自分 も 食し , 猫 に も 与え て いた と と より 感染 
し た も の で , 一 般 に は と れ ら 地区 で は 淡水 魚 を 殆 ん ど 食 
し な いも の と 考え られ る 。 

県 北 地方 と 県 南 地方 と で 淡水 魚 に 対す る 食 生 活 の 相 暴 
が 以上 の と と か ら 云 える が , と の 原因 の 一 つと し て 県 南 
地方 で は 淡水 魚 を 入手 し に くい と は いう まで も な い が 
海産 魚 を 比較 的 手 に 入れ 易い 地勢 に あり , 一 方 県 北 地方 
で は 海産 魚の 手 に 入れ に くい と と に 加え て , 淡水 魚 を 入 
手 す る 機会 の 多い と と な ど に より , 県 北 地 方 の 住民 で 淡 
水 魚の 生食 が 一 層 増 加 し た の で は な いか と 推定 し て い 


や o 


第 1 表 各地 の 感染 率 と 淡水 魚 生 食 の 関係 























て | 感 』 に 
淡水 ~ - 条 率 高 中 低 
魚の 主食 ~ 本 5 > に と 
玉 沢 (N) | 大 塩 (N)| 宝 江 (N) 
有 南 部 (N) 
橋 浦 (N) 
| 塗 隈 (S) | 大 貫 (N)| 筆 浦 (S) 
無 桃 生 (N) | 豊里 (N) | 金 ヶ 瀬 (S) 
岩 沼 (S) | 生 田 (S) 
N: 県 北 地方 、S: 県 南 地方 
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と れ ら の と と を 第 1 表 に 表示 し た が , と の 表 の 内 , 習 
慣 の な いと いう と と の 中 に は 衛生 思想 の 向上 に よ つ て 風 
習 の 破れ た と と や 上 記 の 原因 が 含ま れ て いる が , 食 生活 
に つい て は 更 と 調査 の 必要 が ある と 思う 。 

と の よ ょ うに 宮城 県 に お いて も 肝 吸 虫 は マメ タニ シー 鯉 
科 の 淡水 魚 一 イヌ , ネコ 及び 人 間 そ の 他 一 マメ タニ シ と 
いう 生活 叶 を た ど つ て 増殖 を 続け て いる 訳 で , 地区 に よ 
つて 生食 の 習慣 の な く な つた と と な ど に よ ょ つて その 地区 
に 人 間 の 肝 吸 虫 感染 が 全く な いか , 又は 減少 し つ ゝ ある 
けれ どる 自然 界 で は 依然 と し て 存続 し て いる と いう と と 
が 出来 る 。 

要 約 

1) 宮城 県 内 の 18 ケ 町 村 を 選び , 住民 及び 飼育 猫 の 肝 
吸虫 の 分 布 を 検便 に よ つ て 調査 し た 。 

2) 住民 と 飼育 猫 と の 感染 率 は 必ず し も ゃ 一 致し な い 。 
と れ は 自然 界 で は 人 間 よ り 猫 の 方 が 感染 する 機会 多い 
か ら で 。 肝 吸虫 の 正しい 作 布 を 得る た め に は 人 間 ょ り 飼 
育 猫 の 感染 状況 を 調査 する 方 が より 正確 で ある 。 

3) 生魚 を 食し な い 習 慣 の 地 や 過去 に 流行 地 で あり 。 
肝 吸 虫 に 対す る 衛生 思想 の 発達 し て いる 地 に は その 住民 
の 感染 率 は 減少 し て いる 。 

4) 肝 吸 虫 の 感染 は 他 の 寄生 虫 と 同様 に 人 間 の 生活 型 
が 著 し い 影 響 を 与え る 。 

5) 宮城 県 の 肝 吸 虫 の 分 布 は 県 下 全般 と 理 り , 第 一 中 
間 宿 主 第 二 中 間 宿 主 一 保 虫 宿主 の 存在 が あつ て 生活 韻 
を くり 返し て いる 。 

稿 を 終る に 了 臨み 終始 御 懇 切な 御 指導 並び ic 御 校 開 を 
賜 つ た 宮城 県 衛生 研究 所 育 木 大 輔 所 長 , 東北 大 学 理学 部 
加藤 臣 奥 雄 教 授 並び ic 国立 予防 衛生 研究 所 小宮 義孝 部 
長 に 深 甚 な 謝意 を 捧げ る 。 
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SummrmarY 


Among the residents and cats in 13 districts in 
Miyagi Prefecture these incidence of clonorchis 
infection were investigated from October, 1953 to 
June, 1955. 

The incidence of those habouring C/ozoc/zs 





〔 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 4 巻 ・ 第 4 号 


Sz2@S7S wa2S higher among domestic cats than 
among those of residents and no coincidence was 
observed between the two. The incidence of clo- 
norchis infection among both was found all over 
Miyagi Prefecture. 

In order to catch the real aspect of the distri- 
bution of C/ozozc/zS se7S2S。 not only human 
clonorchiasis but the incidence of clonorchis in- 
fection among other animals, especially domestic 
cats should be surveyed. 

The incidence of human clonorchis infection 
was found relatively lower in percentage in the 
districts where the residents nave no taste for 
fish. Human clonorchis infection among the peo- 
ple in the area where it had prevailed previouSIy 
was now rarely seen, it would the results of the 
more Sa4nitary caring of one's health than ever. 
Thus, the infection is remarkably effected by the 
mode of life of the residents in the districtSs. 
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寄生 性 映 息 類 の 組織 化学 的 研究 
II. 豚 上 虫 及び 狗 虫 体 の 組織 化学 的 研究 


由 日 


正 


慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 30 年 9 月 6 日 受領) 


先 に 著者 は 日 本 住 血 吸虫 体 の 核酸 , グリ コー ゲン 及び 
フォ ス フ ァ ター ゼ ぞ の 分布 状態 を 組織 化学 的 に 検索 し , そ 
の 新陳代謝 につき 考 察 を 試み た が 引続き 腸管 内 に 寄生 す 
る 鍋 虫 及び 釣 虫 体 に つい て も , 前 回 と 同様 に その 分 布 状 
態 に つい て , 組織 化学 的 検索 を 行 つ た の で その 結果 を 報 
告 す る 。 

材料 及び 実験 方 法 

1. 豚 虫 体 の 組織 化学 的 検索 。 材料 は 層 殺 場 よ り 得 
た 新鮮 で 活発 な 虫 体 , 即ち 豚 腸 内 より 採 取 後 1 時 間 以 内 
の も の を 直ちに 夫々 の 固定 液 内 に 投入 し ,。 一 定時 間 固定 
し た も の を 用 いた 。 

核酸 の 組織 化学 的 検索 に あ た つ て は , 豚 腸 内 より 得 た 
由 体 を 縫合 糸 に て 結 茜 し つ ゝ 大 約 3 等 分 に 切断 後 , 上 直 ち 
(に カル ノア 氏 液 に て 12 妃 至 24 時 間 固 定 し , 次 いで 頭 部 よ 
り 尾 端 ま で 約 1 cm づつ に 切断 後 70 タ アル コー ル で 洗い , 

順次 アル コー ル で 脱水 レツ ェ デ ル 油 に 入れ , 脱 ア ルコ ー 
ル し 透明 に な つて か ら ペ パラフィン に 包 埋 し た 。 次 いで Y 
刀 至 10z の 切片 を 作製 し , 通 法 の 如く キシ ロー ル で 脱 パ 
ラフ ィ ン レ 100 多 アル コー ル を 通し た 後 。 切片 の 破損 を 
防止 する た め 稀 薄 な セロ イデ ヂ ン 液 で 切片 上 も を カバ ー し た 
後 順 火 ア ルコ ー ル に て 水 ま で 下げ 水洗 後 , メチ ー ル 緑 ・ 
ピロ ニン 染色 及び フォ イル ゲン 反応 を 実施 し た 。 フ ォ イ 
ル ゲ ン 反 応 の 場合 の 加水 分 解 は 1 N HC1 で 60'C10 分 間 
行 つ た 。 グ リコ ー ゲ ン の 検出 は Hotchkiss McManus 

氏 法 に 従 つ て 多糖 類 の 染色 を 行い , 嘩 液 消化 試験 を 行 つ 
て 陽性 を 示す 物質 を グリ コー ゲン と し た 。 即ち 上 述 同 様 
カル ノア 氏 液 で 12 乃至 24 時 間 固 定 後 , パラ フィ ン に 包 
埋 し Y 乃至 10 4 の 切片 を 作製 , 脱 パ ラフ ィ ン レ 100 多 
アル コー ル を 通し た 人 後 稀 薄 な セロ イチ ヂ ン 液 で カバ ー レ , 

順次 アル コー ル に て 水 ま で 下げ 水洗 後 , 過 ヨ ー ド 酸 液 に 
7gggs/ て g2gc2: Histochemical studies on 

parasitic helminths. JI. Histocbemical studies 

on pig 2ScariS and hookworms. (Department of 


Parasitology, School of Medicine, Keio University, 
Tokyo, Japan ) 





5 分 間 入 れ 組織 切片 を 酸化 させ た 後 , Schi 作 氏 試薬 を 


15 作 至 45 分 間 作 用 させ た 。 次 いで 亜硫酸 水 で 分 別 し 15 


分 間 水 洗 し た 後に 脱水 透明 に し て バル サム で 封入 し 鏡 検 
し た 。 一 方 論 液 消化 試験 は 人 骨 液 を 濾過 し 科 酸 緩衝 液 
で 中 7.0 に 調製 し た も の を 40'C で 1 時間 又は 87 で で 1 万 
到 3 時間 作 用 さ した 人 後 10 分 間 水 洗 し , 前 記 同 様 過 ヨー ド 
酸 及び Schif 氏 試薬 を 作用 させ た 後 亜硫酸 水 で 分別 
レ , 通 法 の 如く 脱水 透明 に し て か ら バ ル サ ム で 封入 鏡 検 
し た 。 

フォ ス フ ァ ター ゼ ( フ オス と 略 ) の 組織 化学 的 検索 は 。 
清水 ・ 有 菌 の 方 法 に 順 じ て 行 つ た 。 即 ち 固定 は 冷 ア セト 
ン 及 び 冷 80 多 アル コー ル 中 に 投入 し , 冷蔵 庫 に 12 刀 至 24 
時 間 置 いて お く 方 法 に よ つ た 。 以 後 谷 ア セト ン の も の は 
無水 硫酸 銅 に よ つ て 脱水 し た アセ トン 中 を 通し , ベン ゼ 
ン 中 に 1 時 間 (1 回 交換 ) 入れ て か ら 融 点 59O の バラ フ 
ィ ン に て 1.5 時 間 以 内 に 包 埋 し た 。80% ア ルコ ー ル 固定 
の も の は 順次 アル コー ル で 脱水 後 ベ ン ゼ ン で 透明 に し て 
みか ら 前 記 同 様 5?C の ペラ フィ ン に 包 埋 し た 。 次 いで 7 用 
至 10 4 の 切片 を 作製 し 通 法 の 如く キシ ロー ル で パラ フ 

ィ ン を 除き , 100 用 アル コー ル を 通し た 後 稀 薄 な セロ イ 
ヂ ン 液 を 切片 上 に 1 刀 至 2 滴 滴 下 し 拡散 させ た 後 空気 中 
でき LC ワ ナー 

, 予め 87 で C に 温め た 基質 混合 液 に 入れ 837 で の 負 卵 器 内 
ご 1 紀 E24 時 間 incubate し た 。 ア ルカ リ 性 フォ オス, 酸 
性 フラ オス の 何れ の 場合 に も 3.2 の oe-2-Glycerophos- 
phate を 基質 と し て 用 い , 前 者 で は 員 9 .1 刀 至 9 .4, 彼 
者 で は 忠 4 .7 刀 至 5.0 の 範囲 に ある 様 調製 し た 。 な を 基 
質 混合 液 か ら 基質 を 除い た 対照 液 及 び ア ルカ リ 性 フォ オ 
ス に 於 て は 基質 混合 液 に 
ンーM/1000) を , 酸性 フ オ ス に 於 て は Sodium fluoride 
(M/100<M/1000) を 混入 し た 対照 液 を 用 意 し , 夫々 両 
溶液 中 に 等 し い 時間 incubate し 両者 に 現 は れる 反応 を 
比較 検討 する 事 に より , フォ ス 活 性 を 録 察し た 。 
2。 釣 虫 体 の 組織 化学 的 検索 。 材 料 は 四 塩 化 テ エチ レン 
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PA 本 
東 体 を た 用 いた 。 核酸 及び グリ コー ゲン の 検索 に あ た つ 
RI 
時 間 固定 後 。 虫 体 を 二分 し 70 多 アル コー ル で 洗い 。 順次 
脱水 し ツェ デ ル 油 に 入れ 脱 ア ルコ ー ル 後 バ パラ フィ ン に 包 
埋 し た 。 7 妃 至 10 ヵ の 連続 切片 を 作製 し , 通 法 の 如く キ 
シロ ー ル で 脱 パ ラフ ィ ン 後 。 急 虫 の 場合 と 同様 に 核酸 
の 検索 の た め に は メチ ー ル 緑 ・ ピ ロニ ン 染 色 及 び フ ォ 
イル ゲン 反応 を , グリ コー ゲン の た め に は Hotchkiss 
McManus 氏 法 及び 大 液 消化 試験 を 行 つ た 。 フ オス の 検 
索 に あ た つ て は 採取 し た 下 体 を 直ちに 冷 ア セト ン 及 び 80 
多 ア ルコ ー ル に て 12 乃 到 24 時 間 固 定 し 顕 虫 の 場合 と 同様 
に 脱水 し た 後 ベ ン ゼ ン を 通し て パラ フィ ン に 包 埋 し 。 7 
作 至 10 の 連続 切片 を 作製 し 清水 ・ 有 菌 の 方 法 に 順 じ て 
冬 つ た 
実験 成績 

(一 ) 核酸 の 分 布 状態 

+。 豚 顕 虫 体 核酸 の 分 布 。 豚 顕 虫 体内 核酸 の 分 布 は 諸 
組織 に 於 て 日 本 住 血 吸虫 及び 釣 虫 体 と 比較 する に 全体 的 
に 粗 で あつ た が , た だ 子宮 壁 上 皮 細 胞 の DNA 及 び ERT 
A は 濃密 で あつ た 。 衝 部 位 に 於 ける 所 見 は 次 の 如く で あ 
る 。 

食道 の 横断 面 に つい て 録 察 する と 食道 壁 は 内 宙 層 , 中 
層 及 び 外 被 層 の 3 部 分 より 構成 され て いる 。 食道 膝 に 面 
する 内 被 層 は 同質 性 で RNNA 及 び DNA は 共に 認め られ 
な い , 又 食 道 周 時 を 取り まく 薄 層 で ある 外 被 層 に も 殆 ん 
ど 認 め ら れ な い 。 中層 部 に 於 て 食道 腔 壁 と 外 被 層 の 間 を 
車軸 状 に 走る 線維 の DNA 及 び RNA は 共に 極め て 粗 で 
あつ た が , 車軸 状 線維 問 を 滴 た す 基 礎 組 織 の RNNA は 策 
々 密 に 認め られ た (附図 T. 1) 。 

中 腸 壁 は 一 層 に 並ん だ 背 の 高い 焼 柱 形 上 皮 細 胞 か ら 形 
Sa 宅 に 面 し た 端 は 極め て 細密 
な 線 状 構造 て いて 条 線 層 と 呼ば れ て いる 。 又 と の 細 
NNN 
膜 で 覆 わ れ て いて , その 膜 は 基底 層 と 云 は れる が 。 と れ ら 
二 つ っ つの 層 に は DA 及び RNNA は 認め られ な か つた 。 条 
- 線 層 に 続く 上 皮 細 胞 の 細胞 質 の 部 分 は 構造 濃密 で 同質 性 
で 薄い 層 で 送 明 層 と 云 は れ て いる 。 編 は 円 形 妃 至 本 円 形 
で 基底 層 に 近く 容 在 し て いる 。 と の 細胞 質 の RNNA は 核 
周囲 部 に は 積 々 密 に 小 頸 粒状 と し て 認め られ る が 透明 層 


た 近づく に 従 つて 粗 に 認め られ る (附図 T, 2 ) 。 円 形 乃 至 
棒 円 形 の 核 は RTNA の 密 な 桜 小 体 1 個 を 有 し て 居り ,。D 
NNA は 策 々 密 に 認め られ , 特に 食道 に 近い 部 の 中 腸 上 皮 
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細胞 の 核 に 於 て は 密 な 様 で ある 。 叉 中 腸 上 皮 細 胞 内 に 出 
現す る 小 体内 に も DNA が 粗 で は ある が 認め られ た 。 

卵巣 部 に 於 て は 卵巣 の 始 端 部 即 ち 多数 の 核 が 散在 する 
豚 層 に は RTNA は 策 々 密 に , DA は 附図 T, 3 に 示す 
如く 濃密 に 認め られ る が , 軸 質 の 存在 する 車軸 状 卵 巣 部 
と な り 成 執 す る に 従 つ て 卵細胞 内 DNA 及 び RNA は 粗 
と な り , 軸 質 に は 殆 ん ど RNA が 認め られ な い 。 卵巣 壁 
連 珠 状 上 皮 細 胞 に も RNNA 及 び DNNA が 粗 で ある が 認め 
られ る , し か し DA は 比較 的 大 き な 連 珠 状 細 胞 内 に の 
み 認め られ る (附図 T, 3) 。 

宰 丸 内 精細 胞 は 円 形 乃 至 は 卵 円 形 で 附図 T, 4 に 示す 
如く RNA が 密 に 認め られ る 。 核 は 比較 的 大 きく 円 形 で 
細胞 質 の 中 央 に 存在 し て いて 核 膜 下 に 治 つ て DNA が 策 

々 密 に 認め られ る 。 桜 小 体 は 1 個 認め られ RNNA が 密 に 
認め られ る 。 氷 丸 壁 上 皮 細 胞 に は RTNA が 粗 に 認め られ 
る が DNA は 殆 ん ど 認 め ら れ な か つた 。 

受精 誤 内 に 多数 存在 する 精細 胞 に は RNA 及 び DNA 
が 共に 稽 ベ 密 に 認め られ る 。 又 卵細胞 に 於 て も RTNA 及 
Rs こ 認め られ る 。 受精 坦 長 上 皮 細 胞 の 
NA 及 び DNA も 共に 策 々 密 に 認め られ た 

子宮 壁 上 皮 科大 く DNA は 沿 に 認め ら 
れ , RTNA の 濃密 な 桜 小 体 が 10 数 個 も 認め られ る も の も 
ある 。 子宮 壁 上 皮 細 胞 内 RTNA は 濃密 に 認め られ る が 子 
宮 壁 外層 の 筋肉 層 に は RTNA は 殆 ん ど 認め らち れ な か つた 
(附図 1, 2 ) 。 又 子宮 内 の 卵細胞 及び 精細 胞 の DA 
及び RNA も 共に 策 々 密 に 認め られ る に 過ぎ な か つた 。 

体 壁 は 角 皮 上 層 , 角 皮 下層 及び 筋肉 層 の 3 部 より 形成 さ 
れ て いる 。 角 民族 と は 基 間 及び せ 昔 栓 能 め と ない 
が , 角 皮 下層 内 に は 策 々 密 に RNNA が 認め られ る , 双 桜 
は 横柄 円 形 で "麗人 硬 料 て ある が 抽 思 め られ た 。 し か し 筋 
肉 層 エ の 皮質 及び 髄質 中 に は 殆 ん ど RNA は 認め られ な か 
つた 。 生玉 区 半 
られ る が , DNA は 極め て 粗 に 認め られ る に 過ぎ な い 。 

体 線 に も RNA 及 び DNNA が 共に 粗 で は ある が 認め らち 
れる , 側線 基礎 組織 内 に は 数 個 乃至 10 数 個 の 核 が 認め ら 
れ DNNA が 小 粒 状 と し て 密 に 認め られ る, し か し 粗 な 
も の も 認め られ た 。 RA は 側線 全体 に 認め られ る が 極 
め て 粗 で , た だ 核 周 囲 部 に は 稽 々 密 に 認め られ た 。 育 腹 
両 線 の RNA は 粗 で あつ た が 側線 より は 積 々 密 に 認め ちら 
れ た 。 し レ しか し DA は 極め て 粗 に 認め られ た 。 食道 部 附 
近 の 側線 及び 背 腹 両 線 の DNA 及 び RNA は 積 々 密 で , 
側線 に 於 て は 柔 組織 及び 側 管 周囲 中 央 索 部 に RNA が 特 
に 策 < 密 に 認め られ る 。 
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2. 釣 息 体 核酸 の 分 布 。 釣 虫 体内 の 諸 構造 組織 に 於 け 
る RTNA 及 び DNA は 全体 的 に 観察 する に 頭 虫 体 より 密 
に 認め られ た 。 
食道 壁 に 於 ける RNNA の 分 布 は 虫 体 よ り 策 々 密 に 認 
め ち られ る (附図 1, 5 ) 。 外 被 層 及 び 内 被 層 に 於 て は 民 
TA 及び DNA は 共に 認め られ な か つた が , 中 層 部 に 於 
て は 外 被 層 に 接する 部 より 当 角 部 に 向 つ て RNA は 秘 に 
小 眠 粒 及び 不 規則 塊状 と し て 認め られ た 。 し か し 当 角 部 
組織 及び 食道 線 周囲 組織 に は 殆 ん ど 認 め ら れ な か つた 。 

中 腸 上 度 細 胞 の R NA は 比較 的 大 き な 類 粒 状 と し て 密 
に 認め られ た (附図 T, 6 )。 核 は 比較 的 大 き な 不正 醒 
円 形 で 策 々 中 央 部 に 存在 し, DNA は 小 粒 と し て 積 々 
密 に 認め られ た (附図 T, Y) 。 基底 層 及 び 条 線 層 に は 
RNA 及 び DNA は 共に 認め られ な か つた 。 騰 管 腔 内 に 
は 血球 が 認め られ DNA は 缶 に RNA は 粗 に 認め られ 
卵巣 部 に 於 ける RNNA 及 び DNA は 顕 虫 体 の も の と 比 
寺 す る と 極め て 密 で あつ た 。 即ち 卵巣 始 部 の 礎 層 部 に 於 
て は 附図 1, Y, 8 に 示す 如く RNNA 及 び DNNA は 共に 
濃密 に 認め られ , 連 珠 状 配列 部 に 到 る に 従 つ て 生々 粗 に 
認め られ RNA は 粗大 頸 粒状 と し て 認め られ る が や は り 
密 に 認め られ る 。 卵巣 壁 上 皮 細 胞 は 判然 と し な い が 極 め 


囚 丸 内 精細 胞 の RTNA 及 び DNA は 共に 濃密 に 認め らち 
れ , 精細 胞 は 車軸 状 に 排列 し て いて DN A は 壁 上 上 細胞 
に 接する 部 に 認め られ , RNNA は 軸 に 接する 部 に 濃密 に 
認め られ る (附図 1, 9 ) 。 畔 丸 壁 上 皮 細 胞 は 判然 と し 
な い が 。 RNA は 粗 に 認め られ る 。 

貯 精 胡 壁 上 皮 細 胞 の RTNA は 極め て 粗 に 認め られ る 。 
貯 精 糧 内 精子 細胞 の DNA は 濃密 に 認め られ る が , RT 
A は 粗 に 認め られ た 。 
モメ ント 腺 の 横断 面 は 半 円 形 で 内 に 射精 管 を 包ん で い 
5。 と の 射精 管 の 藤 は 比較 的 厚い が RNNA は 極め て 粗 で 
つた 。 セ メン ト 腺 の RNNA は 密 に 認め られ , RNNA の 
密 な 小 体 が 数 個 認 め ら れ た (附図 T, 10) 。 
受精 環 壁 上 皮 細 胞 の RNNA は 密 に , DNA は 粗 に 認め 
られ る 。 間 内 卵細胞 の RTNA は 蜜 に 認め られ 又 精 細胞 の 
DTNA は 濃密 に 認め られ る が , RNNA は 極め て 粗 に 認め 
られ た (附図 1, 8, 11) 。 

子宮 克 上 皮 細 胞 の RNN A は 顕 虫 の 場合 と は 反対 に 粗 に 
認め られ た 。 核 は 卵 円 形 で DNA は 粗 に 認め られ ,。 核 小 
体 は 1 個 で RNA は 蜜 に 認め られ た 。 子宮 内 卵細胞 の 
NNA は 密 に 認め られ る が 核 周囲 部 は 積 え 粗 に 認め られ た 


刻 WO 


( 43 ) 


36L 


(附図 T, 12) 。 叉 子宮 内 卵細胞 核 DNA も 粗 と 認め ら 
れ た が 精細 胞 の DNNA は 濃密 に 認め られ た 。 

排卵 管長 は 厚い 一 層 の 筋 線維 で 取 囲 まれ て いる 。 と の 
筋 層 の RTNA は 極め て 粗 に 認め られ る 。 壁 上 皮 細 胞 層 の 
RNA も や も 粗 で ある が 筋 層 より は 積 々 密 に 認め られ た 。 壁 
上 皮 細 胞 核 は 数 個 認 め ら れる が DNA は 極め て 粗 に 認め 
られ た 。 排卵 管内 卵細胞 の RNA は 密 に 認め られ る 。 
体 壁 は 角 皮 上 層 , 角 皮 下層 及び 筋 板 層 ( 往 質 層 , 皮質 層 ) 
に 大 別 出 来る 。 角 皮 上 層 に は RTNA 及び DNA は 共に 証 
め ら ちら れ な い が , 筋 板 層 及び 角 皮 下層 に は RA が 粗 と 認 
め ら れる , し か し 簡 質 層 に は 殆 ん ど 認め られ な い 。 

体 線 基礎 組織 内 に は RTNA が 密 に 認め られ る し か し 健 
線 排 洪 管 周囲 部 及び 柔 組織 内 に 訟 て は RNNA は 粗 で あつ 


頭 腺 及び 委 腺 の RNNA は 共に 濃密 に 認め られ , 小 頼 粒 
より 不 規則 塊状 と し て 認め られ る が , 腺 体 の 膨大 し た 部 
の 中 心 部 に 於 て は 策 々 粗 と な り , 小 頼 粒 と し て 認め られ 
る (附図 T, 6, 13) 。 核 は 極め て 大 きく DNA は 濃密 
に 認め られ る 。 

( 二 ) グリ コー ゲン の 分 布 状 態 。 

1。 豚 融 虫 体内 グリ コー ゲン の 分 布 。 豚 由 体 内 各 臓 
器 内 の グリ コー ゲン の 分 布 は 核酸 の 分 布 と は 反対 に 釣 良 
体 と 比較 する に 極め て 濃密 に 認め られ た 。 食道 部 に 於 て 
は 平板 部 基礎 組織 内 に 比較 的 密 に 認め られ る ( 有 附図, 
14) 。 中 腸 上 皮 細 胞 に は 粗大 上 粒 状 と し て 多量 に 認め ら 
れ , その 分 布 状態 は 上 皮 細 胞 の 外 方 半分 の 部 に 著しく 朗 
め ち られ , 特に 核 周 囲 の 原形 質 に 著 明 に 認め られ る , し か 
し て 透明 層 に 接する に 従 つて 粗 と な つて いる 。 基底 大 
及び 条 線 層 は 一 様 に 赤 染 する が , 央 液 消化 試験 に より 消 
化 さ れず グリ コー ゲン で は な い 様 で ある (附図 』, 16) 。 
又 鈴 木 ( 昭 . 18) の 成 積 の 如く 生殖 器 の 発 倍 せ る 部 の 中 
腸 部 の グリ コー ゲン の 分 布 は 上 部 中 腸 部 より や ゝ 粗 に 
め ら れる 。 久 巣 部 に は 極め て 多量 の グリ コー ゲン の 沈着 
が 認め られ る , 卵巣 の 始 端 部 即ち 多数 の 核 が 散在 する 豚 
層 部 に 於 て は 極め て 粗 に 認め られ る に 過ぎ な い が , 成 熱 
卵巣 部 に 於 て は 著 明 に 認め られ る (附図 』, 15) 。 その 
分 布 状態 は 車軸 状 卵 細胞 に 於 て 軸 に 接し た 部 に は 少く 小 
題 粒状 と し て 認め られ , 核 の 存在 する 部 に 至る に 従 つ て 
大 き な 粒 が 著 明 に 増加 し , 核 周 囲 部 に は 極め て 濃密 に 
認め られ る 。 面 し て 壁 上 度 細 胞 に 接する 部 は 積 々 粗 と 誠 
め ら れる 。 軸 質 は 車軸 状 に 並ぶ 卵 細 胸 と 明瞭 に 区 別 出 来 
る 。 車軸 状 卵 細胞 に 接する 軸 質 部 は 大 き な 題 粒 が 密 に 認 
め ら れる が , 中 心 部 は 小 燥 粒 が 粗 に 認め られ る た 過ぎ な 
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。 卵巣 壁 皮 細 胞 に も 粗大 数 粒 が 認め られ る が 特に 核 
et 認め られ る 。 基底 膜 に は 認め られ な か つた 
寧 丸 壁 上 皮 細 胞 に は 小 頸 粒状 と し て 粗 に 認め られ る が , 
精細 胞 に は 認め られ な か つた (附図 1, 16) 。 受精 大 壁 
上 皮 細 胞 に も 粗 に 認め られ , 受精 坦 内 卵細胞 に は 多量 の 
グリ コー ゲン の 沈着 を 認め られ る が , 精細 胞 に は 認め ら 
れ な か つた 。 子宮 壁 上 度 細 胞 内 に は 策 々 密 に 小 燥 粒 乃至 
な は 粗大 吾 尊 状 と し て 認め られ る 。 双 子宮 壁 上 上 細胞 周 囲 
の 筋肉 層 に も 粗大 上 粒 が 認め られ る 。 子宮 内 卵細胞 に は 
多量 認め られ 小 粒 より 不 規則 な 塊状 と し て 濃密 に 認め 
ち れ る (附図 』, 17) 。 し か し 卵殻 部 及び 卵 の 間隙 を 満 
た す 冶 液 様 物 質 も 赤 染 し て 認め ちら れる が , グリ コー ゲン 
で は な い 。 体 壁 角 皮 層 に は 認め られ な い が , 角 放 下層 に 
は 大 きか な 上 粒 が 密 に 認め られ る 。 筋 細胞 に も 多量 認め ら 
れ 特 に 簡 質 内 に は 極め て 多く , 大 き な 頼 粒 が 密 に 認め ら 
れ 一 般 に 均質 性 に 認め られ る (附図 , 14) 。 し か し 大 
質 内 に は 少く 微細 な 眠 粒 と し て 認め られ る に 過ぎ な い 。 
側線 に も 著 明 に グリ コー ゲン の 沈着 を 認め る , 側線 基礎 
組織 及び 和 柔 組織 部 に 小 天 粒 乃至 は 不 規則 塊状 と し て 閉 
明 に 認め られ る 。 し か し 側 管 周囲 中 央 索 組織 部 は 小 昧 
粒状 と し て 粗 に 認め られ る に 過ぎ な い 。 双 排 港 管 周囲 
中 央 索 組織 は 太い 網目 状 で と の 部 分 に は 小 頼 粒状 と し て 
粗 に 認め られ る (附図, 18) 。 背 腹 両 線 に も 密 に グ 
| PRSPoaee 直 eatow eK 
られ る 。 

2。 釣 虫 体内 グリ コー ゲン の 分 布 。 本 虫 で は 昭 虫 体 に 
比較 すれ ば 極め て 粗 で , 体 壁 及び 頭 腺 及び 委 腺 に 密 に 認 
め ら れる に 過ぎ な か つた (附図 1, 19) 。 食 道 部 筋肉 内 
の グリ コー ゲン は RNNA の 分 布 状 態 と は 反対 に , 三 久 状 
の 食道 有 村 を 形成 する 当 角 部 の 舌 端 か ら 放 射 状 に 線 状 構 
造 を 呈し て 策 々 密 に 認め られ , 外 被 層 に 接する に 従 つて 
粗 に 認め られ る 。 中 腸 上 度 細 胞 内 の グリ コー ゲン の 分 布 
は 極め て 少く , 微細 頼 粒 が 基底 部 に 近い 部 に 粗 に 認め ら 
れる に 過ぎ な か つた 。 面 し て 条 線 層 及 び 基 底層 に は 認め 
られ な か つた 。 卵巣 部 に 訟 て は 顕 虫 体 と は 異な り 極 め て 
粗 で , 般 図 』, 20 の 如く 小 粒 状 と し て 認め られ る に 過 
ぎ ず , 原始 卵巣 部 に 於 て は 殆 ん ど 認 め ら れ な か つた 。 
寧 丸 に 於 て は 鯛 虫 と 同様 に 認め られ な か つた (附図 』, 
19) 。 射精 管 を 第 セ モメ ント 腺 内 に は 小 上 粒 状 と し て 極 
め て 粗 に 認め られ た 。 双 射精 管長 に も 粗 に で は ある が 認 
め ら れ た 。 受精 要 壁 上 皮 細 胞 内 に は 極め て 粗 に 認め られ 
る 。 双 受精 朗 内 卵細胞 に も 粗 に 認め られ る が 精子 細胞 に 


な 認め られ な か つた 。 子宮 壁 上 皮 細 胞 に も 極め て 粗 に 認 
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め , 小 題 粒状 と し て 散在 する を 認め る 。 叉 子宮 内 卵細胞 
に も 粗 に 認め られ た 。 排卵 管 月 に も 粗 に で は ある が 認め 
られ , 特に 筋 層 に は 稽 々 大 き な 題 粒 の 沈着 が 認め られ 
た 。 排卵 管内 卵細胞 に も 子宮 内 の も の と 同様 に 粗 に 認め 
られ た 。 体 壁 の 角 皮 層 に は 全 く 認め られ な い が , 角度 
下層 及び 簡 質 層 内 に は 著 明 で 大 き な 頼 粒状 と し て 密 に 認 
め ら れる (附図 1, 19) 。 し か し 皮質 層 に 於 て は 極め て 
少く 筋肉 線維 問 に 微細 頼 粒 状 と し て 粗 に 認め られ た に 』 
ぎ な か つた 。 側 線 基礎 組織 内 に は 密 に 大 頼 粒 状 と し て 認 
め ら れ た が , 排 浴 管 周囲 部 は 粗 に 認め られ た 。 又 柔 組織 
内 も 稿 々 粗 で 粗大 頼 粒 状 と し て 認め られ る に 過ぎ な か つ 
た (附図, 20)。 背 腹 両 線 に も 粗 で ある が グリ コー ゲ 
ン の 沈着 認め られ た 。 頭 腺 及び 妥 腺 に は 生々 密 に 認め ら 
れ , 網状 に 赤 染 せる 部 に 粗大 頸 粒 が 稿 々 密 に 沈着 する を 
認め た (附図, 19) 。 

( 三 ) フォ ス の 分 布 状 能 

豚 上 虫 体内 フォ ス の 分 布 。 本 虫 体内 諸 臓器 に 訟 て フォ 
ス 反 応 は 中 腸 上 皮 細 胞 に 認め られ た 。 中 腸 上 皮 細 胞 の 諸 
構造 に お ける 酸性 フォ ス 反 応 は 基底 層 を 除く 細胞 質 に 強 
賜 性 を 呈し て 認め られ た (附図 』, 21)。 常 に 最も 陽性 度 
の 強い 部 は 条 線 層 及 び 透明 層 で , 条 線 層 に 於 て は 不 規 
則 に 排列 し た 太い 或いは 細い 様々 の 癒合 し た 黒色 線 状 体 

レ し て, 又は 時 色 無 構造 の 線 状 と し て 認め られ る 。 細胞 
質 内 に 於 て は 天 粒 状 と し て 認め られ , 透明 層 に 接する 部 
に 於 て は 陽性 度 強く 現 は れ 黒 色 無 構造 と し て 認め られ る 
場合 多い 。 又 核 周囲 部 に 於 て も 同様 強 陽性 と し て 現 は れ 
る 場合 も ある 。 し か し 基底 部 に 於 て は 陽性 度 低く 陰性 な 
る 場合 も 認め られ る 。 核 に 於 て は 核 膜 及び 核 小 体 に 強 陽 
性 反応 か 現 は れ , 核 質 全体 が 黒色 球状 態 と し て 認め られ 
る 。 し か し 中 腸 上 上 細胞 の 機能 が 稽 々 低下 し て いる と 思 
は れる 状態 に 於 て は フォ ス 活 性 は 同様 に 低下 する 。 即ち 
附図 』, 22 に 示す 如く Ringer-Dale 変 法 液 に より 24 時 
間 飼 養 し た 虫 体 に 於 て は 桜 及び 細胞 質 の 陽性 度 は 極め て 
低く な り 陰 性 な る 部 も 認め られ る 。 し か し 条 線 層 及 び 穫 
明 層 は 依然 と し て 強 陽性 を 呈し て 認め られ た 。 細胞 質 に 
於 て 透明 層 に 接する 部 は 陽性 度 強 くそ の 陽性 反応 は 条 線 
層 の 基底 部 より 起り 相 隣 接する 細胞 の 長 軸 に 沿 つて 基底 
部 に 向 つ て 走り 次 第 に 陽性 度 低下 し 消失 し て いる 。 陽性 
頼 粒 の 出現 も 極め て 少く 陰性 な る 部 が 多く 認め られ る 。 
アル カリ 性 フォ ス も 酸性 フォ ス と 殆 ん ど 同 様 に 認め られ 
た が 賜 性 度 は 低く 基底 部 に は 殆 ん ど 認 め ら ちら れ な か つた 。 
条 線 層 及 び 透 明 層 は 線 状 構 造 を 呈し て 認め らち れ た が , 洪 
明 層 及び 核 に 於 て は 陰性 な る 場合 も 認め られ た 。 し か レ し 
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細胞 質 に こ 於 て は 酸性 フォ ス の 場合 と 同様 に 頼 粒状 と し て 
や ゝ 強く 認め られ た 。 

2。 釣 虫 体内 フォ ス の 分 布 。 本 虫 体内 に 於 て も る 顕 虫 体 
と 同様 に 中 腸 上 皮 細 胞 に フォ ス 活 性 を 認め た 。 耐 し て 谷 
アセ トン で 固定 し た 虫 体 と 於 て は , 卵巣 及び 卵細胞 核 , 
角 皮 下層 及び 筋 板 層 等 に 類似 反応 を 認め られ た が , 対照 
の も の と 対比 する に と れ ら 部 位 の 反応 は フォ ス 活 性 に よ 
る も の で は な い 様 で ある 。 直接 に 犬 腸管 内 より 摘出 直 ち 
に 固定 し た 虫 体 の 中 腸 上 皮 細 胞 に 於 ける 酸性 フォ ス 反 応 
は , 台 虫 と 同様 に 条 線 層 に 強 腸 性 と し て 現 は れ 黒 色 無 
構造 線 状 と し て 認め られ る (附図 , 23) 。 細 胞 質 に 於 
条 線 層 に 接する 部 は 陽性 反応 強く 基底 層 に 向う に 従 
つて 翌 陽 性 と し て 認め られ る 。 し か し 陽性 度 は 極め て 弱 
く 全 く 陰 性 な る 場合 も 認め られ る 。 核 に も 陽性 反応 が 認 
め ら れ 核 膜 及び 核 内 に 眠 粒 状 と し て 認め られ る (附図 
1 , 24) 。 ア ルカ リ 性 フォ ス も 酸性 フォ ス と 同 嫌 に 条 線 
層 に 陽性 反応 認め られ た が , 陽性 度 は 低く 常に 陽性 反応 
を 認め る 部 は 条 線 層 舌 端 部 で , 細胞 質 に 接する 部 に 於 て 
は 府 陽 性 又は 陰性 な る 場合 も 認め られ た 。 又 細胞 質 及び 
核 に は 殆 ん どの 場合 認め 得 な た か つた (附図 W, 25) 。 四 
塩化 エチ ー レ ン に より 駆虫 し た 人 体 寄生 の も の に 於 て 
は , 酸性 フォ ス の 陽性 度 は 犬 釣 虫 と 殆 ん ど 同 程度 と 認め 
アル カリ 性 反応 は 陰性 乃至 は 極め て 弱 賜 性 で 
アル カリ 性 フォ ス 活 性 は 殆 ん ど 認 め ち れ な か つた 。 

考 投 

台 虫 体 は その 栄 状 素 を 消化 管 中 腸 上 皮 細 胞 よ り 吸 収 す 
る も の で あら うと 云う 推察 は 多く な され て いる 。 関根 
( 昭 , 14) は 上 虫 腸 上 皮 細 胞 を 形態 学 的 に 研究 し , 顕 虫 
腸 上 皮 細 胞 が 分 泌 及 び 吸 収 作用 を 営む や も の で ある と 考察 
し て いる 。 奴 村上 ・ 朝 隈 ( 昭 , 15) は 顕 虫 腸 内 容 物質 及 

び 腸 内 拉 の 性 質 に つい て 顕微 化学 的 検索 を 行い , 腸 上 度 
細胞 の 活動 状態 は 腸管 内 内 容 物 で ある 食物 が 存在 する 時 
に の み 認 め ら れる 事 よ り 。 消 化 明 収 作用 が 行 な は れ て い 
る も の で ある と 推論 し て いる 。 加 うる に Rogers (1947) 
及び 山尾 ( 妥 , 25) は 豚 昌 の 中 腸 上 皮 細 胞 に , 含水 炭 
素 及 び 種 々 の 物質 の 新陳代謝 に 関与 する フォ ス が 喘 乳 動 
物 の 腸 上 度 の 吸収 細胞 と 同様 に 認め られ た 事 に より 栄養 
素 の 吸収 作用 を 営む や も の で あら うと 推 倫 し て いる 。 関根 
( 昭 , 14) は 中 腸 上 皮 細 胞 を 細胞 の 上 部 より 数 えて , 
Stabchensaum, Pasmakappe。 和 ゎ 状 Mitochondria 群 
の 層 , 王 な る 小 球 群 の 層 , 密 な る 小 球 群 の 層 ( 核 を 含む ), 
間 質 性 物質 層 (線維 を 含む ), 基底 層 に 区 別して いる 。 私 
は この 氷 状 Mitochondria 及び 小 球 群 と フォ ス 陽 性 頼 粒 
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と の 関係 は 明確 に し 得 な つた が , 上 述 し た 如く 基底 層 を 
除く 中 腸 上 皮 細 胞 に フォ ス の 分 布 を 認め 得 た 。 又 Looss 

(1904) は 釣 虫 は 宿主 腸 粘膜 それ 自身 を 栄養 素 と し て い 
る と 推論 し て いる が , 釣 虫 体 に 於 て も 中 腸 上 皮 細 胞 に フ 
ォ ス 活性 を 認め 得 た 事 は , 釣 虫 も 句 虫 と 同様 に 中 腸 上 皮 
細胞 より 栄養 素 の 吸収 を 行う も の で あら う 事 は 容易 と 推 
察し 得る 。 

日 本 住 血 吸虫 体 に 於 ける グリ コー ゲン の 主 な 貯蔵 部 位 
は パレ ン ヒ ー ム で あつ た が , 顕 虫 及び 釣 虫 体 に 於 ける 主 

な 貯蔵 部 位 は 体 壁 組織 の 様 ご ある 。 下 体 諸 組織 の 如何 な 
る 部 に 出現 する グリ コー ゲン も や 消費 し 尽 さ れず に 残 貴 し 
た グリ コー ゲン で ある 故 , グリ コー ゲン の 供給 量 の 多少 
と 消費 量 の 多少 が グリ コー ゲン の 発現 分 布 に 影響 する と 
と は 考 へ られ る と と で ある 。 魚 虫 腸 上 友 細 胞 に 於 て は 負 
下 体 に 於 ける より ゃ 人造 に 多量 の グリ コー ゲン が 認め らち 
れ , フ ォ ス 活性 も 釣 邊 腸 上 皮 細 胞 よ り 強 度 に 認め られ 
た と と は , 顕 虫 体 は 宿主 の 腸 内 膝 に 遊 在 し て いて 専ら 腸 
内 容 物 を 摂取 し , それ を 消化 明 収 する に 反 し て , 鱗 体 
は 宿主 の 腸 粘膜 又は 血液 中 より その 栄養 素 の 大 部 分 を 吸 
収 し て いる 事 に よる も の で は な いで あら うか 。 即ち 魚 虫 
の 腸 壁 の 方 が 釣 虫 の 腸 壁 より も 一 層 よ り 活 湊 な 機能 を 賞 
必要 が ある よう に 見 える 。 

萌 腸 上 皮 細 胞 内 の グリ コー ゲン は , そ と か ら 他 の 諸 
器 宮 に 移行 し 利用 され る も の で , 云わ ば そ と が グリ ュ 
ー ゲ ン の 停留 所 と 見 箇 さる べき も の で ある (鈴木 昭 , 
14) 。 釣 虫 の 腸 上 皮 細 胞 内 の グリ コー ゲン も 同じ 意味 の 
も の で あら う 。 日 本 住 血 吸虫 に 於 て は 腸 上 皮 細 胞 中 に は 
ン は 認め らち れず, フォ ス の 活性 も 上 記 2 種 に 
比較 し て 造 に 弱い 。 と の と と は 本 吸虫 の 腸 壁 は 含水 炭素 
の 消化 吸収 に 対し て 重要 な 役割 を 果して いる も の で は な 
いと と を 示し て いる と 思わ れる 。 本 吸虫 で は グリ コー ゲ 
ン は 体 の パレ ン ヒ ー ム 中 に 多量 に 貯蔵 され て お り 然 外 
被 度 に フォ ス の 活性 度 も 強い と と か ら 含 水 炭 素 は 体 表 か 
ら 吸 収 さ れ , パレ ン ヒ ー ム 中 に 貯蔵 きれ る も の で ある ら 
し いと と は 第 一 報 に 記し た 通り で ある 。 

一 般 に 細胞 の 種類 を 問 は ず 和 蛋白 合成 の 盛ん な 部 分 に は 
RNA が 多量 に あつ て 細胞 増殖 や 新陳代謝 と 関係 する 和 属 
白 合成 に 関し て 重要 な 意義 を 持つ と 云 は れ て いる 。 第 1 
表 に 示す 如く , 日 本 住 血 吸 虫 体 の 卵巣 及び 卵細胞 の 民 TY 
A は 極め て 濃密 に 認め られ る が , グリ コー ゲン は 殆 ん ど 
認め られ な い 。 こ と れ に 反し て 名 虫 に 於 て は RNNA は 粗 に 
認め られ , グリ コー ゲン は 濃密 に 認め られ る 。 釣 虫 体 で 
は 両者 の 中 間 に 位 置 し て 認め られ る 。 祥 子宮 壁 皮 細 乃 
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D は DNA, R は RNA, 選 は 「 グ リュ コー ゲン !, 


の 民 TNA 及 び グ リコ ー ゲ ン の 分 布 は , 顕 虫 が 最も 密 で 次 
いで 銘 虫 , 日 本 住 箇 吸 虫 と 粗 と な つて いる が 衝 虫 体 の 
卵細胞 の 発育 状態 と 関連 し て 興味 ある 事 と 思 は れる 。 
午 ち 顕 虫 卵 で は 卵 細 移 の 発育 速度 は 極め て 除 々 で 糞便 
中 に 排 注 さ れる 時 に も 卵細胞 は まだ 作 箇 を 開始 し て 居 
ら ず 。 外界 で 仔 虫 が 形成 され る まで に 好適 な 要約 の も 
と に 置か れ て も 1 ヶ月 余 も 必要 と する 。 釣 下 卵 の 発育 
は 環 虫 卵 に 比較 する に 速 か で , 糞便 中 に 排 湯 さ れる 際 に 
は 卵細胞 は 4 ~ 8 個 に 分 死 し て 居り , 外界 に 出 た 後 は 好 
適 条 件 の 下 で は 24 万 至 36 時 間 後 に は 仔 虫 が 完成 され る 。 
と れ ら に 反し て 日 本 住 血 吸虫 に 於 て は , CPP 
は 極め て 速 か で 排 湯 さ れ た 卵 に は すでに 十分 に 発育 し た 
Morhsn と ohCmm み と 思 HenM 
, その 宿主 体内 で 全く 発育 を 開始 し な いも の ( 顕 虫 ) 
"esntiN は 甚だ 粗 で ある に 対し , 発育 を 開始 
し 或 る 程度 それ が 進行 する も の ( 釣 虫 ) で は RNNA が か 
: な り 密 と な り , 宿主 体内 で 卵 内 に 効 虫 を 完成 する も の 
(日 本 住 血 吸 虫 ) で は RNA が 甚だ 濃密 に 認め られ る 。 
一 方 グリ コー ゲン に 就 て みる と , 顕 虫 卵 は 外界 で 卵 内 
に 幼虫 を 完成 する まで に 長期 間 を 要 し , 幼虫 完成 後 も 卵 
: 殻 内 に 長く 生存 する も の で あり , 従 つ て 多量 の グリ コー 
ゲン を 母体 内 に ある 時 に 既に 用意 し て いる も の と 思わ 
- れ る 。 釣 虫 卵 で は 発育 が 速 か で あり , 外界 で 幼 息 完成 
後 は 卵 疲 より 脱出 し て 土 中 で 栄養 物 を 摂取 する と と が か 出 
来る た め に グリ コー ゲン の 貯蔵 顕 虫 卵 に 於 ける 程 多 
く は な い 。 日 本 住 血 吸虫 卵 は 組織 内 に 産み 出さ れ て , 
そ と で 幼虫 を 完成 する が , その 際 卵 内 か ら 有 毒物 質 が 組 
織 中 に 排出 され る と と が 古く か ら 信 じ ら れ て お り , 和牛 山 
( 昭 。 28) は それ を 実験 的 に 証明 し た し , 又 Lewert 及 
び Lee (1954) も 卵殻 内 幼 東 の 腺 体 中 に 存する Hotch- 
kiss 陽性 物質 が 卵殻 外 の 組織 中 に 浸出 し て いる と と を 
。 語 め , と の 卵殻 が 物質 を よく 透過 する と と を 明らか に し 
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P は フォ オス ・ の 略 。 


た 。 組 織 内 に 産出 され た 虫 卵 が そ と で 幼 昌 を 完成 する ま 
で に 必要 な 栄養 物質 も 恐らく 同様 に し て 周囲 の 組織 か ら 
卵 帝 を 通し て 吸収 され る も の と 考 へ て 類 へ な いで あら 
う 。 か くし て 虫 卵 に は グリ コー ゲン の 貯蔵 は 全く 認め ら 
れず , 既 述 し た 様 に RNNA が 濃密 に 存在 する と と の 意味 

も 明らか に 了解 され る 。 

子宮 壁 上 皮 細 胞 内 に , 虫 で は 特に 多量 の RNA 

グリ コー ゲン が 存在 する の は , 顕 虫 卵殻 の 外側 を 包む 
自 肛 の 材料 が と の 細 力 か ら 分 泌 さ れる の で 。 Sat 
細胞 機能 を 営む た め に それ ら の 物質 が 多量 に 存在 する の 

で あら う 。 

RODDomsa に っ 
られ た 事 は 両 腺 の 分 泌 機能 の 星 盛 な る 事 を 立証 する も 
と 思 は れる 。 

結 議 

1。 豚 融 虫 及 び 釣 虫 体 の フォ ス , グリ コー ゲン 及び 核 
酸 の 組織 化学 的 検索 を 行 つた 。 

2。 豚 遇 虫 及び 釣 虫 の 中 腸 上 皮 細 胞 の いづ れ に も 酸性 
フォ ス 及 び ア ルカ リ 性 フォ ス の 分 布 す る を 認め た 。 し か 
し 銘 下 中 腸 上 上 細胞 の フォ ス 活 性 は 顕 虫 体 よ り 弱 く , 駆 
虫薬 こよ り 採 取 し た 人 体 寄生 釣 虫 体 に 於 て は 。 アル カリ 
性 フォ ス 反 応 は 殆 ん ど 認 め 得 な か つた 。 

8。 グリ コー ゲン の 食 布 は 昭 虫 体 に 於 て は 体 壁 筋肉 
細胞 , 消化 管 及 び 雌 虫 生 殖 器 に 著しく 認め られ た が , 
釣 虫 体 に 於 て は 体 台 筋 内 細 胸 に は 策 々 密 に 認め られ た 
が 。 消 化 管 及び 生殖 器 に は 粗 に 認め られ た と 過ぎ な か つ 

4。 核酸 は 釣 虫 体 の 消化 管 及 び 生 殖 器 細胞 に は 濃密 に 
認め られ た に 反し て 顕 虫 体 に 於 て は 粗 に 認め られ た 。 

5. 顕 虫 , 釣 虫 及び 日 本 住 血 吸虫 の 3 者 に つい て , 腸 
上 記 細 胞 内 の フォ ス 活性 と グリ コー ゲン 量 を 比較 し , 
叉 卵細胞 内 に お ける 民 YA 量 と グリ コー ゲン 量 を 夫々 比 
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較 し , 3 種 の 寄生 に お ける それ ら の 相違 が , 含水 炭素 
の 吸収 貯蔵 , 卵 の 発育 の 遅 速 と 関係 し て 意味 づけ られ る 


だ な を 考察 レ た 。 
御 指導 , 御 校 開 を 頂い た 松林 教授 に 深 席 する 。 
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SummarY 


Distribution of nucleic acids, glycogen and phos- 
phatases in the body of pig ascaris, human and 
canine hookworms was histo-chemically exa- 
mined. Findings obtained were compared with 
those in the body of Sc/zsZos の 2 7 の の 7C74 which 
were reported in the first paper of this study。 In 
the intestinal wall of ascaris, glycogen and phos- 
phatase were detected for more densely than in 
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the intestinal wall of hookworm. This fnding 
indicates that intestine of ascariS are Working 
more actively than the intestine of hookworm in 
secretion, digestion and assimilation of nutrient. 
This difference in the activity of intestinal wall 
is comprehensible when we compare their feeding 
habits. Ascaris feeds on the intestinal contents 
and hookworm feeds on blood and tisSue Sap of 
the host. Intestinal contents are less nutritious 
than the blood and tissue Sap and require rmnOre 
active activity of intestine for the digestion and 
assimilation. In the intestine of Sc/zsZos の 7 の 79- 
カ 9242C22。 glIYycOgen waSs not detected and phospha- 
tase activity was less prominent than in ascariS 
and hookworm. The nutrient of Schistosoma 
seems to be mainly absorbed from body surface 
as waS discussed in the first report. 

In the uterus and eggs of Schistosoma, RNA 
was detected densely and glycogen WaS SCarcely 
detected.。 Contrary results were Seen in gSC3riS : 
RNA was scantily and glycogen waSs ampy de- 
tected in the same tissue and cells. The hook- 
worm came between them in the density of these 
substance. Di 丘 erences in the amount of these 
substances seems to have relationship with the 
development of germs cells in the eggs. Schjsto- 
soma eggs complete their development in the 
host tissue and can obtain necessary nutrient 
from surroundings through the egg shell. There・ 
fore, they do not have glycogen reseve. Their 
development seems to be rapid and they contain 
much RNA. On the contrary, SC2riS eggSs COTm- 
mence their development only after they were 
discharged from host intestine. They have thick 
wall and cannot obtain nutrient from outside. 
So, they contain much glycogen reserve. Their 
development was very Slow and RNA content js 
rather poor. Hookworm eggs Seemm to come bet- 
ween them as to the aspect of development. 
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附 図 』 

1. 映 虫 体 食道 部 横断 面 , メ チー ル 緑 ・ ピ ロニ ン 染 色 。 

2. 顕 虫 体 子 宮部 横断 面 , 子宮 璧 上 皮 細 胞 の RNA は 
卵巣 及び 卵細胞 に 比較 する に 極め て 濃 窓 に 認め あら れる 。 
染色 同上 。 

3. 占 躍 体 卵 巣 部 横断 面 , 胡 層 部 卵巣 に DNA が 濃 窒 
に 認め あら れる 。 フォ イル ゲン 反応 。 

4。 遇 躍 体 室 丸 部 横断 面 , 擬 丸 内 精細 胞 に RNA 夫 に 
認め あら れる 。 メ チー ル 緑 ・ ピ ロニ ン 染 色 。 

5. 釣 虫 体 食道 部 横断 面 , 外皮 上 層 に 接する 部 より 当 角 
部 に 向 つ て RNA 交 に 認め あら れる 。 染色 同上 。 

6. 釣 虫 体 頭 腺 膨大 せる 部 横断 面 , 中 腸 上 皮 細 胞 の 
RNA は 比較 的 大 き な 占 粒状 と し て 認め あら れる 。 双 頭 腺 
中 心 部 は 稽 ょ 粗 に 認 あ られ る 。 染色 同上 。 

7. フォ イル ゲン 反応 , 勉 躍 体 朋 層 部 卵巣 に DNA が 
濃 に 認め られ る 。 中 腸 壁 上 皮 細 胞 の DNA ゃ 赤 粒 状 
と し て 認 あ らち れ る 。 

8. メチ ー ル 緑 ・ ビ ロニ ン 楽 色 。 釣 虫 体 卵 巣 の 腔 層 部 
の RNA は 濃密 に 誤 あ ちら れる 。 受精 論 壁 上 皮 細 胞 の 
RNA % 密 に 認め らち れる 。 

9. 釣 中 体 擬 丸 部 横断 面 , 抄 丸 内 精細 胞 に RNA 及 び 
DNA が 濃密 に 認め あら れる 。 中 腸 上 皮 細 胞 に は 黒色 顕 粒 
の 沈着 を 認め ある 。 染色 同上 。 

10. 釣 虫 体 を メン ト 腺 部 横断 面 , RNA 窒 な 小 体 が 
数 個 認 あら れる 。 駐 腸 管内 に 血球 誤 あ られ RNA 及び 
DNA が 窓 に 認め あら れる 。 染色 同上 。 

11. フォ イル ゲン 反応 。 受 精 褒 内 精細 胞 の DNA が 
濃密 に 認 あ られ る 。 

12. 釣 中 体 子宮 部 横断 面 , 子宮 内 卵細胞 の RNA が 
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客 に 認め あら れる, メチ ー ル 緑 ・ ビ ピロ ニン 染色 。 

13. メチ ー ル 緑 ・ ピ ロニ = ニン 上 染色, 卵巣 及び 頭 腺 に 
RNA が 濃 密 に 認め られ る 。 

14. 虫 体 食 道 部 横断 面 , 平板 部 基礎 組織 内 に 稽 ょ 
窪 に グリ ュー ゲン が 認め られ る 。 怒 体 壁 筋 細胞 に は 濃 
密 に 認め あら れる 。 Hotchkiss McManus 氏 多 糖類 染色 。 

15. 普 虫 体 卵 巣 部 , 多量 の グリ ュー ゲン 認め あら ち れ る 。 
染色 同上 。 


附 図 

16. 顕 忠 体内 丸 部 , 系 丸 内 精細 胞 に は グリ コ ュー ゲン 
が 認め あら ちら れ な い 。 染色 同上 。 

17. 映 虫 体 子 宮部 横断 面 , 子宮 内 卵細胞 に グリ コー 
ゲン 濃 容 に 認め あら れる , し か し 肺 層 部 卵 層 に は 苑 ん ど 認 
め あられ な い 。 染色 同上 。 

18. 映 虫 体側 線 部 。 染色 同上 。 

19. 釣 号 体 体 壁 筋 層 に グリ ュー ゲン 窒 に 認め あら れる 
も, 峯 丸 に は 認め られ ず 頭 腺 に は 稽 ょ 密 に 認め あら れる 。 
染色 同上 。 

20. 釣 躍 体 卵巣 部 に は 極め て 粗 に 認 あ られ る に 過ぎ 
な い 。 洒 色 同上 。 

21. 顕 虫 体 腸 上 皮 細 胞 ic 強 謀 の フォ ス 活性 を 認め 
る 。 酸 性 フォ オス ・ 染 色 。 

22. 飼養 24 時 間 後 の 画 虫 腸 上 皮 細 胞 , 張 度 の フォ オス ・ 
活性 は 条 線 層 及 び 透 明 層 に の み 認 あら れる 。 酸性 フォ 
ス 染 色 。 

23. 釣 束 体 腸 上 皮 細 胞 部 , 条 線 層 に フォ ス ・ 活 性 を 
認め ある 。 酸性 フォ オス ・ 染 色 。 

24. 釣 虫 体 腸 上 皮 細 胞 核 に も フォ ス ・ 活 性 を 認め る 。 
酸性 フォ オス ・ 染 色 。 

25. アル カリ 性 フォ オス ・ 上 染色 , 釣 虫 体 中 腸 上 皮 細 胞 
の 条 線 層 に フォ ス ・ 活 性 を 認め る 。 中 腸 上 皮 細 胞 基底 部 
て 認 め ら れる 暴 色 上 粒 は , フォ メス ・ 活 性 で は な い 。 
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ヅ ビ ニ 多 虫 に 災 け る サー レス 現象 に 関す る 研究 


第 1 篇 


氷 井 


グ ビニ = 多 束 仔 虫 定量 感染 と サー レス 現象 発現 状況 に つい て 


光 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 意 教 授 ) 
(昭和 30 年 10 月 24 日 受 領 ) 


1. 緒言 

寄生 虫 の 感染 免疫 に 関す る 研究 は , 近年 に 到 つ て 瀬 く 
多数 の 報告 を 見 , 央 貝 類 の 免疫 現象 も 細菌 や 原虫 の 免疫 
現象 と 同様 な 機 序 を 持つ て 現われ る 事 が うか が われ る 様 
に な つて 来 た "?。 

それ 等 種々 の 寄生 点 の 免疫 現象 の 内 極め て 特異 な も の 
と し て , 1988 年 Sarles? が ん 7 ヵ の os/7 の gy/zS 227S ( こ 
感染 させ た 白眼 の 血清 と , その 効 虫 を 'zz 977 の で 作用 さ 

せる と 口 , 肛門 。 排 港口 , 陰 門 等 の 仔 昌 体 開口 部 及び 虫 
体 周囲 に 沈降 物 (Precipitate) を 生ずる 事 を 発見 し た 報 
告 が ある 。 彼 は 更に その 翌年 Taliaferro と 共に zz 92 の 
で も 同様 現象 が 見 られ る 事 を 証明 し ?。 此 の 様 な 沈降 物 
形成 が 免疫 され た 宿主 の 再 感 染 仔 虫 殺 小 現象 に 重要 な 役 
割 を 演ずる 事 を 提唱 し た の で ある かがり", 爾 来 この 種 の 
実験 に 対す る 関心 が 高まり , 他 の 線 虫 類 に つい て も 次 々 
と 同様 な 現象 が 証明 され る に 到 つ た "9799iD。、 今 まで 
に 此 の 現象 の 認め られ た 線 虫 名 を 発表 年 順に 整理 すれ 
ば , 第 1 表 の 如く に な る 。 

第 1 表 に 見 られ る 様 に 今 ま で に 試験 され た 線 虫 の 種類 
と 実験 動物 の 関係 は , 固有 宿主 の も の ば か り と 限ら ず , 
Otto? 及び Oliver-Gonz4lez? は 非 固有 宿主 の 動物 を 用 
いて 同様 の 現象 を 認め て いる 事 は 興味 深い 。 

と の 事実 か ら 本 現象 は 固有 宿主 , 非 固 有 宿 主 を 問わ ず 
該 仔 虫 感染 が あれ ば 出現 する 可能 性 が あり , 感染 し た 仔 
虫 が その 宿主 体内 で 発育 し て 母 虫 と な る 所 調 寄生 の 成立 

到 そ の 母 虫 の 産卵 と は 必ず し ゃ 関係 する も の で な い 事 
が 推 祭 さ れる 。 

又 Sheldon 等 "の 実験 は ecg7oz 74277C の が 245 を 用 い 





44zzg ん gg: Studies on the Sarles' phenomenon 
with 4zcy/os7oZ の zo の ez27e (Report 1). Quanti- 
tative studies on the Sarles'” phenomemnon in the 
infection by the larvae of 4zcy/os/ の zzZ の zz の 624276。 
(Department ot parasitology, Institute for Mi- 
crobiai Diseases, Osaka University ) 


宿主 の 人 血清 中 に 於 いて , 本 現象 の 営ま れる の を 発見 し 
た 最初 の も の で ある が , 宿主 糞便 内 卵 の 多少 と 現象 の 陽 
性 度 が 一 致 せ ず そ の 解釈 に 苦 しみ, 本 現象 出現 に 要する 
因子 と し て 8 つの 条件 を 考察 し て いる が 結局 決定 的 な 結 
諭 は 示し 得 な か つた 。 

先述 の 如く と の 現象 が 線 虫 仔 虫 に よる 感染 免 商 と 密接 
な 関係 に ある も の と 想像 され る に 拘ら ず , 感染 動物 に 於 
ける 現象 成立 機転 に つい て は 今 尚 多く の 点 で 不明 の ま ゝ 
残さ れ て いる の で ある 。 

その 理由 は 実験 に 供 さ れ た 仔 虫 の 種類 に より , 仔 虫 の 
発育 欄 , 感染 能力 等 を 異 に し , 実験 を 遂行 出来 な い 場 合 
が 生じ て 来る の で 宛 明 範囲 が 限定 され , 従 つて 系 統 的 に 
追求 する の が 困難 な 為 と 思わ れる 。 故に と の 目的 に 適し 
た 線 虫 を 選ん で , 且 定 量 的 感染 実験 が 可能 で ある 場合 
この 現象 に 関す る 研究 が 更に 進 民 する も の と 考え る 。 

私 は 本 邦 に 多数 の 感染 者 を も つ ツ ビニ 釣 虫 4zcy7o- 
s7o2zZ の zogezg7e を 用 いて , 家 兎 に 定量 的 感染 を 行い , 
本 現象 の 成立 を 認め た の で , と の 仔 虫 に よる 同 現 象 の 成 
立 状況 を 先 づ 究明 する 事 に し た 。 

本 現象 は 従来 知ら れる 免疫 反応 と は 性 質 上 大 い に 異 な 
る 所 が ある の で , と れ に 対し 最初 の 報告 者 の 名 を と つて 
サー レス 現象 (Sarles'” phenomenon) と 呼称 する と と を 
提案 し , 本 文 に 於 いて は と の 名 を 用 いる 。 と の 現象 は 上 
述 の 如く , 種々 な る 線 東 類 に つい て 見 られ る 外 , 吸 了 
類 " ゆ や 。 条 貝類 "に も 類似 の も の が 認め られ て いる 。 
吸虫 類 , 条 虫 類 で の 反応 像 は それ 等 の 報告 に よれ ば , 線 
貝類 の 場合 と 余 程 異 る が , 同様 の 機構 に よ つ て 発現 する 
や の と 考え られ る (例え ば Vogel 及び Minning の Cer- 
carienhillenreaktion 或 は CHER 現 介 は 吸虫 天 で の サ 
ー レ ス 現 象 と 私 は 考え て いる ") の で , サー レス 現象 と 
は こと れ ら 宿主 感染 免疫 と 関係 の ある 沈降 物 形成 反応 を 弧 
括 し た 名 称 と し て と れ を 用 いた い 。 

本 論文 で は 線 虫 に 於 ける サー レス 現象 を 4zcyJos7gkeg 
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[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 4 巻 ・* 第 4 号 


第 1 表 サー レス 現象 を 認め あら れ た 線 虫 名 








線 東 名 報 千 者 生 免疫 動物 
ん 7 の の の s な の 2g9/S 24477S Saries, M。 P.? 1938 rat 
2c770s7 の が 42 CG2472472 Otto, G. F.5 1939 dog and rat 
zzc/e/72 s の 272S Oliver-Gonzalez. J.? 1940 rat 
S ぐ 7 の 7/ の es 7g7 が が Lawler, H. F.? 1940 rat 
人 ecg7 の 7 の 74677C27274S Sheldon, A. J. and Groover,M.E.? 1942 human 
4scgZ7S 7 の 77C07 の 6S の の ア , SZ7422 Oliver-Gonzalez. J.? 1943 rabbit 
4sc772Z gg/77 Sadun, E. 革 .! ゆ 1949 chicken 





gzogexzge を 用 いて 追求 し , 寄生 量 虫 全般 の 同 現象 に つ 
いて 考察 する 。 
2. 実験 材料 及び 観察 方 法 

実験 に 供し た ツ ビ = 釣 虫 仔 虫 は , 感染 者 の 糞便 内 卵 を 
培養 し て 得 た 。 即 ち 準 水 法 に 依 つ て 糞便 を 数 回 洗 敬 し て 
可 及 的 上 清 が 透明 と な る の を 待つ て 得 た 沈 済 と 共に , 普 
通 演 紙 上 に 盛り 。 それ を 少量 の 水 を 入れ た シヤ ー レ 内 に 
水面 より 少し 高く し た 台 の 上 に の せ て , 濾紙 の 一 端 が シ 
ヤー レ 内 の 水 に つか る 様 に な し , シヤ ー レ は ヅ ビ ニ ミ 釣 由 
卵 鋼 化 の 至 適温 度 で ある 28~80' で の 保温 器 内 に 入れ て 培 
養 する 。 1 生 ち 4ep 
性 に より シヤ ー レ 下部 の 水中 と 渡 出 する の で ある が , 

状 開 始 後 8 >15 日 を 経て , 第 2 期 の 感 4 
Pe レス 現象 の 観察 に 使 
用 する 。 

仔 虫 は 肌 化 流出 後 , 実験 に 供する 迄 に 死滅 する も の が 
ある の で , 使用 の た び 毎 に , 直前 に Baermann 氏 法 を 
用 いて 活 湊 な も の を 集め , 直接 或 は 稀 息 法 に よ つ て 定量 
する 。 

実験 動物 は 非 固有 宿主 の 家 兎 を 使用 し , 体重 1.5> 3 
kg の 主として 雄 を 選ん だ 。 
サー レス 現象 の 観察 方 法 は , 免疫 家系 血液 を 耳 静脈 より 
採り , 血清 を 分 離し , 働 性 の ま > これ の 約 0.8cc を ホ 
ー ル オブ ェクト 内 に 入れ る 。 一 方 上 述 の 感染 型 仔 虫 を 
20,.000 倍 マ ー ソ ニン 液 に 30 分 聞 浸 漬 する 事 に よ ょ つて 消 
毒 し , 更に 3 回 小 菌 燕 汐 水 で 洗 敬 し た 後 , 1 枚 の ホー ル 
オブ ェクト 宛 約 100~ 300 隻 の 割 に 入れ る 。 ホ ー ル オブ 
エク ト は 大 型 カ バー グラ ス (22X40m 環 ) で 被 い ,。 パラ フィ 
ン (52'C 融 点 の の ) で 周囲 を 閑 ぢ お , 88 で 角 卵 器 内 に 入 
れる 。 か くし て 2 日 目 と 5 日 目 の 沈降 物 形成 の 有無 , 量 
を 観察 する 。 

実験 動物 は 使用 前 に あら か じ め 対 照 的 に 採 箇 し て ,。 サ 
ー レ ス 現 象 陰性 で ある 事 を 確か め て か とら 実験 に 供し た 。 


( 52 ) 


ホー ルオ ブ エ ェクト,。 カ バー グラ ス 等 は 乾 熱 滅菌 を 行 つ 
た も の を 使用 し , 以上 の 採血 か ら 仔 虫 を 投入 し て パラ フ 
イン で 封じ る まで 可 及 的 無菌 的 に 操作 し た 。 

3.。 ヅ ビ ニ 釣 虫 仔 虫 に よる 沈 隆 物 形成 像 

ジ ビ ニ 釣 虫 の 感染 型 仔 虫 を 家 兎 血清 中 に 入れ る と , 大 
部 分 の 仔 虫 は 間もなく 脱皮 し て 第 3 期 幼 り となり, 血 
清 中 で 数 日 間 活 湊 に 運動 し て いる が , その 間 発 育 は 認め 
られ な い 

本 仔 9 る 沈降 物 は , Sarles'? の AZ カカ 9s7 の gy/24S 
ZS (に 於 ける 所 見 と 非常 に よく 似 て 居り , 透明 精 緑色 

無 構造 な 物質 で 多 型 性 , 光 を つよ くま げ る 。 然し 本 仔 下 
の 運動 * 血 清 中 で 88'C に 保温 し た 場合 は 非常 に 活 湊 な 
為 , 免疫 血清 と 接触 後 約 6 時 間 で 沈降 物 が 認め られ る 様 
に な る の で ある が , 48 時 間 以 内 で は 一 且 形 成 さ れ た 沈降 
物 が 仔 虫 体 か ら 離 れ て 血清 中 に 流離 し , その 後 , や ゝ 仔 
虫 の 活動 の 衰え た 頃 に な つて は じ め て 口 端 。 排 港口 に 附 
着 し て いる の が 認め られ る 場合 が 多い の が その 特徴 で あ 
。 それ 等 の 沈降 物 は 徐 後 4 5 日間 は 潤 次 増加 し て 来 


の 
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に 認め られ る 例 は 比較 的 少く , 且 か な り 時 間 を 
する も の ゝ 様 で , 5 日 以後 の 観察 で 認め らち れる 様 に な 
場合 が 多い 、。 双 本 仔 広 の 生 黄 原 器 際 近 か ら 殆 ど 際 物 
を 生 じ な い 。 し か し 脱 上 記し て 残さ れ た 輸 度 の 頭 部 ( こ ゝ 
みか ら 虫 体 が 脱出 し て 次 期 仔 虫 と な る )- と 著 明 な 沈降 物 が 
見 ちら れる 場合 が ある の は 甚だ 興味 深い 所 で , と れ も 釣 虫 
仔 昌 に よる サー レス 現象 の 特有 像 と 考え られ る 。 口腔 内 
及び 消化 管内 に 沈降 物 を 生ずる 事 る ああ る が , こ とれ も を 時間 
を 要する 場合 が 多く , 5 日 以上 の 経過 を 要する 。 

沈降 物 形 成 は 上 記 培 養 感染 型 (第 2 期 ) 仔 了 由 に よる 
外 , と れ を マウ ス に 感染 させ 48 時 間 後 その 肺 よ り と り 出 
た 仔 虫 (感染 マウ ス の 肺 を ハサミ で 細か く 切 りき ざん 
で Baermann の 装置 に か けれ ば 超 温 性 に より 仔 虫 が 移 
行 し , 底部 に あつ まる ) 作 よ つて や 同様 の 像 を も つ で 発 
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現す る 。 

又 56'C30 分 加 温 し て 非 動 化 し た 血清 , 或いは 3.8% ク 
エン 酸 ソ ー ダ 水 を 5 量 含ま せ て 採血 分 離 し た 血 妊 中 で 
や 同様 の 像 を 呈す る 。 

仔 虫 が 沈降 物 を 口 端 或 は 排 港口 と 附 着き させ たま ゝ , か 
な り 長 時 間 ( 約 1 週間 ) 活 湊 に 運動 し て いる 状態 を し ば 
し ば 目撃 し た 。 か よう に 沈降 物 の 虫 体 開口 部 へ の 附 着 は 
仔 虫 の 殺 滅 に は 関係 が な い 様 に 思わ れる が , 口腔 内 , 消 
化 管内 に 沈降 物 を 見 る 場合 は , 殆ど 仔 虫 が 死ん で いる の 
を 認め る の で 免疫 動物 体内 で の humoral な 仔 由 殺 小 作 
用 に 於 て 後者 が 相当 重要 な 役目 を 演じ て 居る も の と 考え 
て いる 。 と の 点 に つい て は 更 ら に 後述 する 。 4 が が o の 
地 清 中 に 投入 する 仔 上 は , 前 述 の 様 に マー ソ = ニン 液 で 消 
毒 し て ある が , カビ 類 の 混入 を まぬがれ 得 な い 時 が あ 
り , と の 場合 は 血清 は 池 次 混濁 し て 来 。 5 > 7 日 で 全く 
不透明 な も の と な つて 来る 。 と の 様 な 時 は 。 対照 血清 中 
で も Y 日 以上 生存 する 仔 虫 は 殆ど 無く な る 。 従 つて 現象 
の 強 さ の 表現 に は Gonz4lez が 7zcgze//g 及び 豚 顕 虫 
仔 昌 で 行 つ た 様 に ""。 一 定 日 数 後 の 沈降 物 形成 を 示す 
仔 虫 数 或 は 死滅 仔 虫 の 百 作 率 を 用 いる 事 が 不可 能 で ある 
の で , 沈降 物 の 量 を サ 一 で 表現 する 外 は 無い 。 

沈降 物 は 一 た ん 形成 され る と 可 成 り 安 定 で , 10 日 位 は 
その ま ゝ 観察 きれ る の で ある が , 本 文 で の 観察 の 標準 
は , 仔 東 と 血清 と 作用 させ て 32 日 目 と 5 日 目 に 行い , 血 
清 中 , 仔 虫 口 部 ( 脱 上 度 し た 輔 皮 頭 部 の 沈降 物 は 口 よ り の 
分 泌 物 に 由来 する と 見 艇 され る の で それ を 含め る ) , 排 
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浴 口 , 肛門 部 の 4 ケ所 の 沈降 物 の 有無 を 確か め て 記録 す 
る 事 に し た 。 (第 1 図 乃至 第 3 図 参照 ) 
4. 実験 成績 

ジ ツジ ビ ニ = 釣 虫 仔 虫 は 経 護 的 に も 経口 的 に も 動物 に 感染 さ 
せる 事 が 出来 る の で ある が , いづ れ の 場合 も 仔 虫 は 宿主 
体内 を 可 成 り 速 か に 移行 する 事 が 知ら れ て いる %。 私 は 
と の 仔 虫 の 非 固有 宿主 で ある 家 兎 を 使用 し て 実験 し た の 
で ある が , そ の 目的 は 固有 宿主 で の 感染 実験 と 於 いて は 
仔 虫 の 体内 移行 終了 と 同時 に 当然 お と つて 来る 所 の 寄生 
々 活 に よる 影響 を 可 及 的 に さけ た い 為 で ある 。 し か し 。 
一 方 それ が と の 実験 の 弱点 と も な つて , 固有 宿主 の 場合 
の 状態 に つい て は 厳密 に 観察 出来 な いこ と と に な る の は 
む を 得 な い 。 

と まれ ジ ツ ビ ニ 釣 虫 仔 虫 は 定量 感染 が 非常 に 容易 で あ 
り , 且 宿 主体 内 の どの 部 分 に 注入 し て も 感染 が 成立 する 
の で 誠に 便利 で ある 。 

私 は 感染 方 法 と し て 次 の 4 つの 経路 を 用 いた 。 即ち) 
仔 虫 の 経口 投与 (ガラ ス 管 を 用 いて 経口 的 に 仔 虫 の 浮 済 
液 を 口腔 内 に 注入 する ), i) 仔 虫 を 右 心 内 に 注入 する 。 
(注射 鑑 を 用 いて , 普通 の 心 職 空 刺 と 同様 に 右 心 を さ 
レ , 静脈 血 の 噴出 を た し か め た 人 後 。 極 く 除 々 に 仔 虫 浮 漠 
液 を 注入 する 。 仔 虫 は 直ちに 肺 に 達し 。 他 の 臓器 に 急 散 
する 事 が 少 い 。) 巡 ) 腹部 皮下 に 注入 する 。 iv) 腹 朋 内 
に 注入 する の 四 つ で ある 。 そ れ 等 の 成績 を 第 2 表 に ま 
め る 。 


第 2 表 に よれ ば 4 つの 感染 方 法 の いづ れ も 現 象 陽性 を 
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(120 倍 で 撮影 , 仔 虫 口 部 より 
沈降 物 を 形成 し て いる ) 


(240 倍 で 撮影 , 仔 虫 口 部 及び 排 港 
口 よ ょ り 沈 降 物 を 形成 し て いる 。 昌 
体 の まわ り に 散在 する 小さ ぃ い 丸い 
も の は 混入 し た 赤血球 で ある ) 


( 58 ) 


(100 倍 で 撮影 , 仔 昌 の 口 , 肛門 , 更 
に 被 輌 幼虫 の 頭 部 , 脱皮 し た 輔 度 
の 頭 部 に 沈降 物 が 附 着 し て いる ) 
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示す の が 見 られ る 。 

感染 後 現象 陽 転 迄 の 潜伏 期 は 感染 量 の 多少 に 拘ら ず 10 
妃 至 11 日 で ある 。 

又 本 成績 に 関す る 限り , 最低 感染 量 prokilo 25 隻 の 1 
回 感染 で も 陽性 に 出 て 居り ( 家 兎 番号 26 号 ), そ れ 以 上 の 
感染 量 の 家 兎 で 生存 し た も の , 全部 が 上 記 潜 伏 期 を 経て 


坦 転 し て いる 
oN 
に 採血 (次 々 と 感染 させ る 直前 に 採血 し て 行く ) し 


た (番号 27 号 ) で は 仔 虫 総数 80 隻 と な つた 時 に 土 と 
な り , 100 隻 で 陽 転 し た 。 家 兎 体重 2.700kg で あつ た の 
で prokilo 87 隻 で 陽 転 し た 事 に な る 。 

ー レ ス 現 象 の 持続 日 数 は 感染 量 の 多 宮 に 影響 され る 
る の > ゝ 如く , prokilo 7,000 隻 以上 の 1 回 感染 で は 4 ケ 
月 後 商 強く 陽性 を 示し , prokilo 180~ て 1,300 隻 の 感染 
最 ご は 3 て 5 ヶ月 の 内 に 潤 次 反応 が 弱く な つて 再び 陰 転 
する 。 

Moo か が ちら わし て な い が , 感染 量 に 比 
例 す る の が 認め られ , 個々 の 例 で は 感染 後 2 > 6 週間 が 
最も 強く その 俊 Pr 々 に 弱く な る 傾向 が ある 。 

5。 考 閑 

ゲ ビ ニ 魚 虫 仔 虫 を 寺 相 覆 ま の 兎 に 感染 (経口 的 或 
er 的 に ) させ れ ぱ ば , 上 は 健 内 疹 行 を る 営み , 日 を 
追う て その 場所 を 異 に する が , 佐古 田 "" に よれ ば , 感染 
後 約 15 日 を 経 れ ば , 宿主 の 肺 気 管 。 信 導 胃 , 小腸 , 菅 等 
owa は よ , Baermann 氏 法 で は 仔 虫 は 発見 され 
な く な り , 且 仔 虫 は 第 3 回 脱皮 以後 発育 を 遂げ る も の 
は 殆ど な く , 従 つて 母 虫 7 ょ ない 。 非 固有 宿主 で 
は 人 虫 は と の 様 に 体内 移行 を 行う が , ae 経た 
後 , 終 未 臓器 の 筋肉 に 到 つ WM 人 失い 。 と * で 
も 発育 を 遂げ 得 ず 。 数 ヶ月 生存 し うる も の も 稀 に は ある 
が , 瀬 次 その ま 、 死 破 : る も の と 考え られ る 99 和 9。 

面 し て 私 が 試み た 4 つの 感染 方 法 (経口 的 , 経度 下 , 
経 右 心 , 経 腹腔 ) で いづ れ も サ ー レ ス 現 象 が 陽 転 し , 長 
期間 持続 する 事 を 認め し it 仔 虫 感染 が あれ ば , と こと 
の 現象 が 出現 する 可能 性 を 生ずる 事 を 証明 する も の で 
その 暴 敵 半 を 4 本 人 潮 いわ 
母 則 と な る 寄生 の 成立 と 本 現象 の 出現 と は 直接 の 関係 は 
無い 事 が 明確 と な つた 。 

感染 後 サ ー レ ス 現 象 陽 転 する まで の 潜伏 期 は 感染 量 の 
多少 に 拘ら ず , 10 刀 至 11 日 で あつ て , Oliver-GonzAlez" 

が 豚 普 虫 成熟 仔 虫 包 蔵 卵 を 同じ く 家 兎 に 経口 的 に 投与 し 
て 得 た 成績 (感染 後 9 乃至 12 日 ( と 陽 転 し て いる ) と 暗 一 


欠 多 9 
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致し た 事 は 甚だ 興味 深い 所 で , その 他 の 線 昌 仔 昌 に よる 


サー レス 現象 も , それ ぞ れ 体内 移行 に 要する 時 間 (感染 
後 各種 臓器 を 通過 する 時 間 は それ ぞ れ 仔 虫 の 種類 に ょ り 
異 る ) と は 無関係 に , 同様 の 潜伏 期 を 要 し て 発現 し て 来 
る も の morie 事 が 出来 る 。 

現象 発現 に 最低 感染 量 は 僅か prokilo 25 隻 万 至 
Peer る 場合 で あり , 又 反復 感染 例 
で も S prokilo 37 隻 に 達する と 陽性 に な る の を 認め た 事実 
は , と の 現象 の 鋭敏 度 を 指示 する も の と し て 重要 な 所 見 
で ある 。 勿論 これ は 使用 線 虫 の 種類 及び 宿主 の 選定 如何 
に ょ より, 多少 の 変動 は ま ぬ が れ な いで あろ う 考え られ 

実験 中 生存 し た 例 で は , 上 記 潜 伏 期 を 経て ww 
レ , 可 成 り 長期 に わた つて 陽性 を 示す 事 を 認め 得 ※ 
て 
出来 る 点 で 有意 義 で ある 。 即 ち 固 有 宿 主 の 場合 は , 忠 卵 
排出 に よる 感染 証明 ( 重 抹 \ の 場合 は 仔 虫 の 侵入 人 後 約 

1 ヶ月 以後 79) より や 早期 に 感染 後 10 こ 11 日 で そ # 
を 知り うる わけ で , 臨床 的 に も , 基礎 実験 の 際 に も 釣 東 
感染 に 関し て と の 現象 の 証明 は , 重要 な 意味 を 持つ 様 に 
な る も の と 思 つ て いる 。 

双 私 は 釣 下 寄 生 者 人 血清 に よる サー レス 現象 を 試験 レ 
た 結果 6 名 中 2 名 に 陽性 を 認め た が , 現象 陽性 と 糞便 内 
卵 の 多 宴 と は 平行 し な か つた 。 こ と れ は 先 に Sheldon 等 9 
が ecg7oz の XeZzcg24S に つい て 報告 し て いる の と 同様 
な 所 見 で ある が 。 こ の 事実 も 以上 の 実験 成績 か ら 見 て 容 
ee 
係 が あつ て , 母 虫 寄生 と は 若 し あ つて も 間接 の 関係 し 
な く , 従 つ て 貝 卵 の 有無 多 宴 と の 関係 も 同様 で ある と 考 
え 半生 め ある 。 若 し 仔 由 感 染 化 サー レス 現 祭 陽 転 
目 虫 卵 陽 転 が お こる と し て も 各々 次 の 如き ミ 時 間 的 レ 
も つて あら われ 来る る の と 考え られ る 。 即ち 先 10 万 到 
11 日 間 は サー レス 現象 は 潜伏 期 に あたり 陰性 , 勿論 糞便 


内 虫 卵 は 陰性 ご ある 。 但 し と の 間 若 菜 病 の 様 な 本 仔 到 感 
染 こ と よ ら 切 床 症状 が 認め られ る 場合 が あり 得る P の 。 そ 
の 後 虫 卵 が 許 出 され る ま て の 期間 (と れ は 印 応 で 村 旦 ま 


ヶ月, 全線 届 の 竹 天 に ト り それ ぞ れ 異 る ) は サー レス 現 
梨 は 陽 転 し て 居り , 感染 の あつ た 事 を 既に 知り 得る が 。 

了 卵 は 尚 陰性 で ある 。 更に 糞便 内 に 虫 卵 を 産出 し る 時 
期 が その 後に 続い て 来る 。 し か し 母 虫 と な つた 線 昌 が 
zzc 刀 ze772 277277S の 様 に 糞便 内 に 虫 卵 を 産出 し な い 様 
な 場合 に は と の 時 期 は 久 除 し て 来る が , と の 様 な 場合 
ー レ ス 現 象 は 仔 虫 の 感染 を 知る 最も 簡単 で 便利 な 証明 方 
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法 と な る も の と 皿 われ る 。 糞便 内 に 虫 卵 が 陽 転 する 場合 
に は , 由 体 が 成 部 し 産卵 し て いる 間 帳 卵 が 持続 的 に 可 成 
り 長 期 に わた つて 証明 され る の で ある が ,。 サー レス 現 象 
の 方 は 感染 量 の 少 か つた 時 に は , 双 再 感染 の な い 限 り 取 
卵 消 失 よ り 比 較 的 早く 数 ケ ヶ月 で 陰 転 する 経過 を た どる や も 
の と 推 祭 され る の で ある 。 

ダ 固 有 宿 主 に 反復 感染 が 行わ れ ゝ ば , 宿主 は 尊 次 防 人 
力 を 持つ 様 に な る か ら , 母上 虫 と な る まで に 宿主 体外 に 排 
出 き ー ド や SURWWWoherteo 和 
029 。 と の 様 な 場合 に は し ろ 下 卵 の 増加 より も サー 
レス 現象 の 増強 の 方 が AXAANC 人 RY 

は 本 あめ 析 に 陽性 を 
示す 可能 性 が ある が , その 事 に 関し て は サー レス 現象 と 
PPP 
で 記載 する 。 

6. 結 論 

ツジ ビ ニ 釣 虫 仔 虫 を 家 各 に 感染 させ て その 血清 を 分離 
し , 働 性 の ま ゝ w が 7o に 於 いて 仔 虫 と 作用 きせ る と , 
口 , 排 浴 孔 , 肛門 か ら 沈降 物 を 形成 し , 又 血 清 中 に 遊離 
し た 沈降 物 を 認め る 事 を 証明 し た 。 こ の 現象 は 仔 虫 の 感 
染 方 法 の 如何 を 問わ ず , 仔 虫 が 宿主 体内 に 入れ ば 発現 す 
Pr の 本 生地 殺 近 ppb 6 生 て 給 cw 
合 が ちり, 反復 感染 例 ご は prokilo 37 隻 で 陽 転 する 
認め た 。 感染 実験 家 兎 の 内 生存 し た 例 で は 感 : we 
に 拘ら ず , 10 乃 至 11 日 の 潜伏 期 を 経て 全 例 陽 転 し た 。 反 
応 の 持続 日 数 は 感染 量 に 影響 され , prokilo 7,000 隻 以 
上 の 1 回 感染 で は 4 ヶ月 を 経て 商 強 く 陽性 を 示し , pro- 
kilo 130 隻 乃至 1.800 隻 ご は 約 3 妃 至 5 ヶ 月 て 漂 次 反応 
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は 減 史 し 再び 陰 転 し て 来る 
生 : 打 
第 2 編 の も の と まとめ て 記載 する 。 


Summary 


When the Iarvae of 4zcy/osZozz2 40ezg/e are 
incubated in the serum of immunized rabbit in 
vitro, the precipitates are formed at the oral, 
excretory and anal openings of the larvae or 
found free in the medium. This phenomenon 
appeared with the sera of infected animals regard- 
less of the infection routes, orally or intracardially 
or intraperitoneally. or subcutaneous1Y. 

The minimal infectious dosis to make the 
phenomenon positive was 25 Iarvae per kilograms 
of body weight of animal. In a case exposed to 
repeated infections the positive turn for the phe- 
nomenon occurred after total dosis of larvae ino- 
culjated had reached 37 per kilograrmSs. 

The incubation period was not affected by the 
amount of larvae applied, being 10 to 11 daySs, 
while the duration of the positive result was 
somewhat affected. Thus in a case which received 
a single inoculation with over 7.000 1arvae per 
kilograms, the phenomenon remained positive 
Still after 4 months, whereas in the cases ino- 
culated with 130 to 1.300 1arvae the phenomenon 
deteriorated gradually and became negative in 
the period from 3 to 5 months. 

The author should ike to propose the name 
*Sarles”phenomenon ′ from such reaction Orijgi- 
nally described by Sarles with 人 ん? カ ヵ os77ogy7zeS 
2277S including all related phenomenonS. 

















昭和 30 年 12 月 (1955) } 





コト ン ラ ツ ト 和 糸 次 虫 2772 の s97es c277227 に 関す る 研究 
第 1 報 実験 室内 に 於 ける 果 代 感染 法 に つい て 


若 艇 


幹 太 郎 


東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 (指導 佐々 学 助教 授 ) 
(昭和 30 年 10 月 25 日 受領 ) 


1. まえ が き 

系 状 虫 上 科 (Filarioidea) に 属す る 1 群 の 線 虫 類 は , 我 
が 国 に 於 いて も 人 及び 家畜 に 種々 の 重要 な 疾患 を 起 し て 
いる 。 中 で も , 人 の バン ク ク ロ フト 糸状 虫 は , か つて の 
沖縄 か ら 九 州 南部 及び その 島 典 に 風土 病 と し て 浸 淫 し て 
いる ほか 本 州 各 地 に も 点 在 し て お り , 八丈 小島 に は マレ 
ー 系 状 虫 の 流行 も 見 られ る 。 家 畜 に 於 いて は Oxc ん cezco 

に こよ る 和牛 の ワ ヒ 病 , 馬 の 和 夏 医 , Se/gzz2 属 こ に よる 壮 , 
山羊 , 牛 。 馬 な どの 疾患 も その 被害 少な か ら ぬ も の が あ 
る 。 か ゝ る 疾患 の 研究 は 近年 急速 の 進歩 来たし た の で 
ある が , 人 畜 糸 状 虫 症 研究 の 一 助 と し て 実験 室内 に 於 い 
て その 生態 を 観察 し , 且つ 薬剤 試験 を 行う に は , 実験 動 
物 の 必要 で ある と と は 言う まで も な い 。 我々 は これ ら に 
関す る 基本 的 な 実験 研究 の 目的 で , 小 実験 動物 に 寄生 す 
る 系 状 虫 Zooso2es cg が 2 (Travassos, 1919) を 我 
々 で 始め て 供 試し た 結果 を , と ゝ に 報告 する 。 なお, 本 
種 の 和 名 と し て コト ン ラ テッ ト 和 糸状 虫 と いう 名 称 を 用 いる 
と と に し た 。 

コト ン ラ テット 系 状 虫 が /ooso7Zes cgZ7722 は 。 Tra- 
vassos (1919) に より Brazil, Sao paulo に 於 いて 。 リ 
ス の 一 種 Sczzzxs sp. の 胸腔 及び 腹腔 か ら 発 見 され , 
婦 /272 cg が 8 と 記載 され た も の で ある 。 同様 の 虫 体 は 
その 後 Mazza (1928), Chandler (1931), Ochoterna 
& を Cabaliero (1932)。 Vogel 乏 Gabaldon (1932), 
Cbitwood (1934) 等 に より 各地 で 発見 され , 新種 成 い は 
新 属 が 設け られ た が , Vaz(1984) は と れ ら の 資料 を 比較 
検討 し て 。 何れ も Travassos の も の と Synonym で あ 
る と と を 明らか に し , 学名 と し て 77/ の 0S0 の 6S Cg が 77 
(Travassos 1919) を 採用 すべ きこ と と を 唱え た の で ある 


ル 7 ん 772zZo の Zs の : 





Studies on the 介 aria of 


cotton rat 9 の ses cg7727、 AA method of ex- 
perimental transmission。 (Departiment of Dara- 
sitology Institute for Infectious Diseases Uni- 
versity of Tokyo) 


( 57 ) 


Williams 錠 Brown (1945, 1946) は 本 糸状 虫 が イエ ダ 
ニ に より 媒介 され る と と を 報告 し て いる が , 更に た 同 ミ ク 
ロフ ィ ラ リア の 周期 性 に 関し て は Bell, S. D. Tr., 及 
び W, Brown, (1945), 同じ く ミ クロ フィ ラリ ア が イェ 
ダニ の 体内 で 発育 する 大 略 の 経過 に 関し て は Williams, 
R. W. 及び Bertram H. W.(1945) ある い は 了 J 
Allen, Scott (1945) 等 の 研究 が あり , Scott (1946) 
及び Bertram (1947, 1950) は コト ン ラ テット の 糸状 委 
感染 に つい て 幾つ か の 実験 を 行 つ て いる 。 区 erschaw, 
W. E. (1949) は 未 醒 循 環 血 液 中 の 第 1 期 仔 昌 の 研究 を 
行い 。 また Bertram (1950) は イエ ダニ = の 媒介 能 に 影 
響 を 与え る 因子 の 研究 を 行 つ て いる 。 
2. 実験 材料 
実験 に 供し た コト ン ラ テッ ト 和 糸状 虫 7z/oyzoso7Zes cg の が - 
28 は Texas 大 学 Dr. J. Allen Scott が 実験 室内 で イ 
エダ ニー geozysszs の gco2 (Hirst 1918) Fonseca 
1941 に 感染 させ た も の で , 航空 便 に より 1953 年 8 月 6 日 
当 教 室 主任 佐々 学 助教 授 に 屈 け らち れ た 。 こ と の 送ら れ た イ 
エダ ニ 約 60 匹 を 実験 動物 中 央 研究 所 より 入手 し た コト ン 
テット 5Szgyoggz 7s カ 77zs 7s の 77s (に 感染 させ 果 代 飼育 
レ た 。 な お その 人 後 の 感染 に 用 いた イエ ダニ は 本 研究 室 の 
実験 動物 に 自然 に 見 出さ れ た 1 群 を 繁殖 させ た も の で あ 
3. 詞 育 及び 感染 方 法 

最初 は スタ ム の 保存 を 主 目標 と し , それ に 伴 ひ 基礎 的 
な 研究 を 行 つた 。 飼育 条 は イエ ダニ と コト ン ラ テッ ト を 同 
居 さ せ て 飼育 する も の に 便利 な も の を 用 いた 。 実験 動物 
中 央 研究 所 設計 に な る 鉄板 金網 製 , 塗装 A 駐 型 が それ 
で , 巣箱 , 運動 場 の 二 室 が 開閉 誹 で 境 さ れ , 前 者 に イェ 
ダニ の つい た 綿 及 び ガ ー ゼ を 入れ , 同居 の コト ン ラ テッ ト 
か ら 吸 血 さ せ て 感染 繁殖 を は か つた 。 飼料 は 固 型 飼料 
野菜 を 用 い , その ほか 水滴 場 に よる 水 の 供給 を 行 つ た 。 
コト ン ラ ッ ト の 飼料 か ら 発 生 す る ゴミ コナ ダニ な ど が , 
イエ ダニ の 第 殖 を 著しく 阻害 する と と が 判 つ た が , と れ 
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も 本 飼育 箱 ご は か な り よ く 防 ぎ 得 た 。 更に 外部 に 逃亡 す 
る イエ ダニ = は, 縮 の 下 た 水 の 入 つた パペット を 置く と と に 
ょ り 防 い だ 。 如 上 の 飼育 箱 を 比較 的 低温 (実験 目的 上 
22'C 以 下 ) の 晩秋 か ら 初 春 に 至る 間 , 温度 22C 湿 度 70~ 
80 多 の 般 卵 器 に 入れ て 飼育 及び 感染 を 行 つ た 。 

4. 感染 実験 

実 験 1 

寄贈 され た , コト ン ラ テッ ト 和 糸状 虫 に 感染 (感染 日 時 不 
明 ) し 長期 経過 し た 空腹 状態 の イエ ダニ = 約 60 匹 を , 1953 
年 8 月 7 日 当 研 究 室 に 於 いて 。 モミ ガラ を 敷い た チリ ニ 
デル に 飼育 中 の コト ン ラ テッ ト 3 頭 (以下 コト ン ラ テッ ト , 
1 号 を C 民 -1 の 如く 略称 する ) た 吸着 せしめ CER- 1 に 
は 4 日 間 , CR-2, CR-3 に は 6 日 間 同 居 吸 和 面 さ せ , 


以後 イエ ダニ と 離し て 飼育 を 経 続 し た 。 第 45 日 目 尾 より 
の 検 血 で は ,。 ミク ロフ ィ ラ リア (以下 mf と 略称 す ) 陰 性 


策 


1 
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で あつ た が , 第 Y6 日 , に は CR-1 第 72 日 に は CR-3 の 
計 2 頭 (CR-2 は 死亡 ) の コト ン テ ッ ト が 末 柄 血液 中 
に mf を 出し て いる 事 を , 濃 滴 標 本 に より 証明 し, 感染 
を 確認 し た 。CR-1, OR-8 が コト ン ラ テッ ト 系 状 下 
7 の 5s の 7es cg77222 感染 第 1 代 で ある 。 

実 験 2 

上 記 実 験 1 . に 使用 し た イエ ダニ =60 忠 の 一 部 を 綿 に つ 
け て 。1953 年 8 月 Y 日 の 吸血 より 10 日 後 の 8 月 17 日 に 3 
頭 の コト ン ラ テット CR-4,。 5, 6, に 着け 長期 イェ エダ 
ニ と コト ン ラ ッ ト を 同居 の 状態 で 飼育 し た 。 140 日 目 の 
検 血 で 何れ も mf が 出現 せ ず 。 感 染 が 行 は れ な か つた と 
推定 され た 。 そ と で 感染 幼虫 を 体内 に 有する イエ ダニ = の 
コロ ニー を 作る た め , 既に mf を 保 有する CR-1 に 20 
日 間 室温 で 同居 させ て , 引続き 翌 21 日 目 の 1954 年 6 月 15 
日 か ら 12 時 間 , 健康 な コト ン テ ラッ ト OCR-4 を 入れ た と 


実験 1 及び 2. 既に 感染 幼虫 を 体内 に 保有 する と 推定 さ ミ ん れる イエ ダニ の コロ ニー に よる コト ン ラ ッ ト へ の 感染 


実験 


順 序 同居 時 間 


コロ ニー 中 に コト ン ラ ッ ゥ 
ト を 入れ た 年 月 日 


1953。 8。 7 策 1 回 4 日 
< 第 2 回 上 
月 

人 第 3 同 長 期 

レ 4 

ア 


着 ダ = か ら 検 血 


感染 成立 
ネズ ミ 午 号 。 所 の 経過 日 数 の 有無 
C-R 1 76 日 mf 「 十 ) 
CR 2 
C-R 3 72 日 mf ( 二 ) 
C-R 4 140 日 mf (一 
C-R 5 140 日 mf (一 

mf 一 ) 


C-R 6 140 日 


実験 4。 1954. 10. 5 感染 し た イエ ダニ コロ ニー に よる 感染 実験 


和み か ア イェ ダニ = 感染 


し 

ト を 入れ た 年 月 日 順 庁 。 肥 の 経過 日 数 
1954。 10. 8 第 1 回 に 尼 
8 。 邊 第 2 回 中 月 
10. 13 第 3 回 8 日 
10. 14 第 4 回 きき -。 挟 


イェ ダニ = 感染 


ュ コロ エー 中 に ヒコ トン ラッ 順 序 
ト を 入れ た 年 月 日 役 の 経過 日 数 
1955. 3. 2 第 1 回 10 日 
3。 29 第 2 回 15 日 
4。 3 第 3 回 21 日 
4. 9 第 4 回 27 日 


実験 5. 1955. 3. 14 か ら 10 日 間 吸 血 感 染 し た イェ ダニ ュ ロ ニー に よる 感染 実験 
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語 居 時 剛 ネズ ミ 着 ゲ = か ら 検 査 感染 成立 の 
同居 時 番 号 千 の 経過 日 数 有 無 
24 時 間 C-R 18 89 日 剖 見 mf (一 ) 
24 時 間 C-R 19 94 日 mf (一 ) 
C-R 20 94 日 mf (一 ) 
24 時 間 C-R 21 26 日 前 見 (一 ) 
C-R 22 4 日 前 見 (一 ) 
24 時 問 C-R 18 80 日 剖 見 (一) 
EAA 
OO ネズ ミ 着 〆= か ら 検 査 感染 成立 の 
皿 局 時間 番 号 所 の 即 骨 日 数 有 舞 
5 日 C-R 29 48 日 mf ( 十 ) 
但し 5 日 (一) 
5 日 C-R 30 65 日 mf ( 十 ) 
但し 63 日 (一 ) 
6 日 C-R 31 81 日 前 見 一 ) 
6 日 C-R 32 100 日 mf 一 ) 











索 な 本 び dE 
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ナブ 
\ ン 
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第 
。、z ュ 既 感染 イエ ダニ と コト ン ラ ッ ト の 
ネズ ミ 番 号 既 感染 に 人 6 ッ 

C-R 1 7/VIIIZ53 ン 11/VIII753 (4 日 ) 
C-R 3 11/VIII753>17/VIII/53 (6 日 ) 
C-R 4 15/V (12 時 間 ) 
C-R 7 4/VI 及び 9/VIZ54 ょ り 各 12 時 間 
C-R 20 29/XII/54>24/1/55 (26 日 ) 
C-R 25 11/XII/54>29/XII/54 (17 日 ) 
C-R 26 15/XII/54->12/I/54 (27 日 ) 
C-R 27 5/I755<26/TY55 (20 日 ) 
C-R 28 5/I 一 26/I (20 日 ) 
C-R 29 24/III 一 29/III (5 日) 
C-R 30 29/IIIー3/IV (5 日) 


第 3 表 スタ ムッ 保存 成績 (4 代 11 頭 ) 


(し ) 





ウ 2 や 3 〇 既 感染 イェ ダニ = 
WM : 既 感 上 コ トン ラッ ト 
[ の Cx : 未 感染 コ トン ラテ ラット 
②⑥_ で) ⑥) (⑳ い 内 や 放 ー 
CA | 』 6.@, @ ら , @, らら 
ミート ーーーーー 
OO 
2 9 3 3 


と ろ 8 月 20 日 , 66 日 目 に 検 血 で mf ( 十 ) を 証明 し た 。 

実 験 3 

第 2 代 コ トン ラッ ト CR-4 か ら 吸 血 感染 し て 長期 経 
過 し た イエ ダニ だ, 健康 コト ン テ ラッ ト CER-7, を 6 月 
4 日 及び 6 月 9 日 の 2 回 に 理 り , 12 時 間 づつ 同居 させ 
た 。75 日 目 の 8 月 20 日 に は ミク ロフ ィ ラ リア が 検出 され 
た 。 更に 同様 に し て , 室温 26 日 間 , 17 日 間 , 2 日間, 
20 日 間 , 20 日 間 既 感染 イエ ダニ の コロ ニー に と 夫々 健康 コ 
トン ラテ ラット 5 頭 (CCR-20, 25, 26, 27, 28) を 同居 さ 
せ た が , 同居 させ た 日 か ら 算 えて それ ぞ れ 65 日 , 78 日 
(68 日 目 は 陰性 ) 7 日 65 日 目 は 陰性 ) 93 日 G80 日 目 は 

会 性 ) 98 日 (80 日 目 は 陰性 ) で 何れ も mf ( 十 ) を 認め 
た 。 

実 験 4 


コト ン ラ テット 体内 で の ミク ロフ ィ ラ リア の 成熟 と 同時 


(イエ ダニ 体内 で の 発育 , すなわち イエ ダニ = 体内 の ミク 
ロフ ィ ラ リア が コト ン ラ テッ ト に 感染 する 能力 を 持つ に 至 
る まで の 経過 日 数 を 推定 すべ く , 下記 の 実験 を 行 つた 。 
未 感染 の イエ ダニ の 1 群 を 温度 22 で 湿度 7080%% の 通 卵 
器 内 で 約 3 日 間 空腹 状態 に 置き , 次 いで 24 時 間 吸 血 感染 
させ , 以後 第 3 日 , 6 日 , 8 日, 9 日 , と 5 匹 の 健康 コ 


ae 検出 直前 検 血 日 
( 着 ダ = か ら の 経過 日 数 ) 


( 59 ) 


表 


人 計 
 ( 着 〆= か ら の 経 骨 日 数 ) 


21/IX/53 (45 昌 ) 22/X (76 日 ) 

検査 せ ず 22/ 双 (72 日 ) 

ク 20/VIII (66 日 

ク 20/VIII (75 日 ) 

ク 3/III (65 日 ) 

18/II55 (68 日 ) 28/II (78 日 ) 

18/II/55 (65 日 ) 28/II (75 日 ) 

27/III (80 日 ) 9/IV (93 日 ) 

27/III (80 日 ) 9/IV (93 日 ) 

8/V (45 日 ) 11/V (48 日 ) 
30/V (62 日 ) 27V_ (65 日 ) 


トン ラット を 順次 24 時 間 づ つ 同 居 さ せ た が , 何れ も 感染 
し な か つた 。 

実 験 5 

完 腹 状態 の 未 感 染 イ エダ = ニ に, 10 日 間 吸血 感染 の 機会 
を 与え を , これ に 引 続 いて C R-29 を 11 日 目 か ら 5 日 間 O 
R-30 を 16 日 目 か ら 5 日間, OR-18 を 21 日 目 か ら 6 日 
間 , CR-82 を 27 日 目 か ら 6 日 間 同 居 さ せ , 計 4 頭 の 
感染 実験 を 行 つ た が , CR-29 は 同居 させ て か ら 38 日 目 
(45 日 目 陰性 ) CR-80 は 65 日 目 (63 日 目 陰 性 ) に 多数 
の mf を 証明 し た 。 し か し CE-31, は 81 日 目 の 解剖 検 
血 で CR-32 は 100 日 目 の 検 血 で 共に m) で あつ た 。 
実験 1 一 5 を 通じ て 我々 は 次 の 様 な 知見 を 得 た 。 す 
な わ ち コト ン ラ ッ ト の 流血 中 の ミク ロフ ィ ラ リア が イェ 
ダニ = の 吸血 に 伴 つ て その 体内 に 取 込 ま れ , と ゝ で 一 定 の 
発育 を し て , 感染 能力 の ある 幼虫 と な る に は , 第 1 表 
(こも 示す 如く 実験 3 か ら は 20 日 間 以 内 , 実験 5 か ら は 
10 日 以上 15 日 以内 で あつ た 。 し か も ゃ 実験 4 か ら 温度 22 
や 湿度 70<80 多 で 10 日 以内 に は 所 定 の 発育 が 完了 レ し ない 
と 推定 され る 。 また 実験 1 及び 5 か ら も 明らか な 様 た 
> 既 感染 イエ ダニ の コロ ニー に 健康 コト ン テ ラッ ト を くり 
みえ し 何 頭 も 入れ る と き , イエ ダニ = 感染 化 第 1 次 。 第 2 
次 の 吸血 に あつ た 。 コ トン ラッ ト の 感染 は 成立 し た が 。 
3 次 , 第 4 次 の も の は 感染 不成立 に お わり , 感染 イエ 
ダニ は 吸血 を 行う と 糸状 虫 効 由 を 失 つ て し まう こと と が 推 
定 さ れ た 。 ま た イエ ダニ を 介し て コト ン ラ ッ ト に だ 感染 レ 
た mf が 同体 内 で 成 部 し て 次 代 mf を 示 醒 血液 中 に 出す 
まで に は 少く と も 48 日 , 最長 9 日 , 平均 76.1 日 で あつ 
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1。 我々 は コト ン ラ テッ ト の 系 状 虫 7 の oso7 ガ es cZ77277 
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を 綿 当 (コト ン テ ラット) を 終 宿主 と し , 日 本 産 イ エダ = ニ 
ge77ozysss gcog を 中 間 宿 主 に 用 いて 4 代 に わた り 昧 
代 感染 に 成功 し , 同時 に その 生物 学 的 性 状 を 検討 記述 し 
/ こ o 

2。 ミク ロフ ィ ラ リア を 摂取 し た イエ ダニ と 健康 コト 
ン ラ テット を 同居 させ た と と ろ , 22C で 摂取 後 10 日 以内 で 
は 何れ も 感染 不成立 で あつ た 。 し か し 10 日 目 か ら 15 日 目 
に いた る 5 日 間 同 居 さ せ た 1 頭 及び 15 日 目 か ら 20 日 目 の 
5 日 間 同居 させ た 1 頭 に 感染 し た 。 ま た 同一 の 感染 イエ 
ダ = 群 に くり か え し 何 頭 も の コト ン テ ラッ ト を 5 日 間 ご と 
に 吸血 させ る と 3 回 目 以 後 の も の に は 感染 が み ら れ な か 
つた 。 

3。 コト ン ラ ッ ト 人 感染 し た ミク ロフ ィ ラ リア が 成熟 
し て 次 代 の ミク ロフ ィ ラ リア を 流血 中 に 出す まで に は , 
イエ ダニ の 同居 第 1 日 か ら 数 えて 少く と も る 48 日 , 最長 93 
日 , 平均 76.1 日 を 要 し た 。 

終り に 本 研究 に つい て 終始 御 指導 御 羅 擁 を 賜 わ つ た 
佐々 学 助教 授 また 絶え ず 御 援助 と 協力 を 惜しま れ な か 
つた 林 滋 生 博 士 は じ め 寄生 虫 研究 部 の 各 員 に 深 甚 の 謝 
意 を 表す る 。 

本 研究 は 文部 省 科 学研 究 費 (糸状 虫 天 , 分 担 者 , 佐々 
学 主任 ) の 補助 を 受け た 。 
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Morphological variations of ZZ の 2 の SO76S C77227 
(Travassos, 1919) , Ann. Trop. Med. Parasit., 28: 
143-149. 


Summary 


1. The larial worm of cotton rat, 7940S077es 
cg77277 has been succesfully maintained in our 
jaboratory for 4 generations, employing the mi- 
tes, ぢ ge//ozyssgS の gco72 as the intermadiate host. 

2. The infection failed in all of the 6 coton 
rats which were put in contact with the mites 
kept at 22c/k less than 10 qays after they inges- 
ted the blood meal containing microfilariae. The 
transmission waSs Successful only by the mnites 
which were kept for onger periods to allow the 


filarial larvae develop fully. However, in a series 
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of experiments in which the cotton rats were put 
in contact Successively for 5 days with the same 
colony of the infected mites,tranSrmiSSiOn OCCur< 
red only in two of the cotton rats which were 
attacked by the mites for the period of 10th to 
15th days and 15 th to 20 th days of the infection。 
and not in the other animals put in contact with 
the mites thereafter, Such results were probabIy 
due to the fact that the mites were cleared from 
the infective arial larvae by the first and second 
contacts with the final hosts. 

3. The incubation periods in the fnmal hosts, 
or the days required for the appearance of the 
microfilariae in the peripheral blood of the cotton 
rats after the contact with the infected imite 
colonies。 were presumed to be 48 to 93 days in 
our experiments, the mean being 76.1 dayS. 











[寄生 忠 学 雑誌 第 4 巻 ・ 第 4 


7?y カ 272050774 の 2772 の 67256 の マウ ス 体 内 に お ける 
抗原 変 美 機 作 に つい て 


中 条 


敏夫 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 昌 原 虫 学 部 (部長 森下 薫 教授 ) 


( 四 導 猪木 正三 教授 ) 


(昭和 30 年 11 月 2 日 受領 ) 


まえ が き 

Trypanosoma の 抗原 変異 は ah 較 
し て 知ら れ て いる 。 と の 原虫 が 化学 療法 剤 の 検定 に 用 
られ た 今世紀 初頭 以来 。 い つた ん 半 手 し た 先 に 何 日 か の 
潜在 期間 を 経て 自然 再発 を 来 し た 場合 , と の 再発 株 が 抗 
原 変異 株 で ある 事 は 多大 の 関心 を 集め て いた 。 こ と れ に 関 
する 報告 と し て は Franke (1905), Ehrlich (1909), 
Ehrlich et al (1909), Levaditi et Mc Intosh (1910), 
Neuman (1911) , Ritz (1916), Mutermilch et Sala- 
mon (1928) , Lourie et O'Connor (1937) 等 が ある が, 
その 中 で 変異 機 作 を めぐ り 今 日 まで 対立 する 見 解 と な っ 
て いる の は Ehrlich 等 の 適応 説 と Levaditi 等 の 突然 変 
異説 で ある 。 

実験 動物 体内 で の 潜在 期間 ! 6 原虫 
様相 に つい て は , まだ 十分 な 
と れ は 供 試 原 虫 で ある 
い は 77. eg の eZ の zz 等 の 培養 が きわ wm 事 や 
動物 価 内 で の 特殊 な 発育 形態 が 知ら れ て いな い 事 等 に よ 
3 衝 上 の 不全 の の え や 。 光学 折 不 人 
あっ た 事 等 に 因 る も の と 思わ れる 。 

猪木 等 (1949) (1952) (1953) は 7. gz が ezse を 
用 いて 抗原 型 同 定 に agglomeration を 応用 し , 再発 抗 
原型 を 統一 し , 変異 方 向 に 規則 性 を 与え , 更に in vitro 
に お いて 各種 の 検討 を 加 この 変異 が 対応 する 抗体 に 
対す る 原虫 の 適応 変異 ご あろ うと の 根拠 PWR 

いて の Sonne- 
Ephrussi (1952), Beale (1954) は , 
原虫 に お ける る 細胞 質 選 葉 伝 学 の 新しい 研究 分 野 を 開拓 し , 


osgo ge が yo が: On the mechanismn of anti- 
genic variation in 7 ルカ 2 の SO の 6 gg72 の 762S@ in 
mouse. (Department of Parasitology, Research 


の 所 在 及び 変異 の 


ンー: を 
軸 見 は 得 ら れ て お ら な い 。 


た 


『 人 ン we 7 が zzcef ある 
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また , Paramecium の 抗原 変異 に つ 


pborn 一 派 の 研究 


Institute for IMicrobial Diaeases, Osaka Univer- 
Sity.) 
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輝かしい 業績 を 示し て いる 。 

と の 観点 に 立つ て , 私 は 感染 マウ ス 体 内 に お ける 人 血 
消 治 度 後 か ら 再発 まで の 潜在 期間 中 の 原 眼 の 動向 , な 
わ ち , いつ, ど と で , どの 様 に し て 抗原 変異 が 行わ れる 
か を 知る 目的 で と の 実験 を 行 つ た 。 

実験 材料 及び 実験 方 法 

使用 し た 7. gg/zezse TR 1 株 は 当 教 室 ど で マウス 時 
代 接種 に より 保存 中 の も の で ある 。 原 下 接種 , 人 血清 に 
よる 治療 , 抗 血清 採取 , 凝 塊 反応 術 式 等 の 方 法 は お よ 
既報 , 猪木 等 (1949), (1952) の 通り で あり , ここ に ! 
略記 する に 止め る 。 

マウ ス へ の 原虫 接種 は 感染 マウ ス の 尾 敵 部 より の 血液 

を 材料 と し , 新 マ ウス に 腹腔 内 注射 を 施し た 。 抗 血清 採 
取 は 毛細 管 法 に より 尾 端 血液 か ら か , 断 首 し 滴下 する 血 
液 か ら 血 清 を 分 離 し た 。 凝 塊 反 応 は スラ イ ド 上 に 抗 血清 
と 感染 マツ ウス 慣 敵 血液 と を 混合 し , 顕微 鏡 下 に 原虫 の 集 
塊状 態 を みて 判定 し た 。 本 実験 で の 治療 は 血液 中 の 原 由 
数 が 鏡 検 (820 倍 ) で 1 視野 20<50 に 達し た 頃 に 新鮮 正 
常人 血清 の 0.15 て 0.8 cc を 腹腔 内 に 注射 し た 。 (より 大 
量 を 注射 する と 完全 治癒 の 傾向 が 強く , 再発 機 作 を 探る 
目的 に 沿わ な く な る 。) 治療 後 24 時 間 以 内 に 原 昌 は 流血 
中 か ら 消 失 す る の が 普通 で ある が ,。 な お 原 昌 が 検出 し え 
る 時 に は 再 治療 を 行う か また は 実験 外 と し た 。 

治療 後 の マ ウス は 治療 翌日 か ら 数 えて 1 9 日 の 間 の 
任意 の 時 期 を 選ん で 殺し , 各種 の 隊 器 また は 組織 乳剤 を 
作り , その 各 を 健常 マウ ス に 皮下 接種 を 行 つ た 。 と の 期 
間 を 選ん だ の は , 現在 まで の 再発 例 約 400 の 大 半 が と の 

期間 中 に 観察 され て いる か ら で あ る 。 接種 材料 は 脳 , 肺 , 
肝 , 腫 , 腎 。 心 , 騰 , 血液 の 他 に , 背 騰 。 胸骨 部 , 大 
腺 部 また は 腹部 筋肉 , 横隔膜 等 で ある が 。 と れ ら の 中 で 
1 例 の 実験 に は お よそ 6 て 8 種 の 材料 を 任意 選択 し た 。 
血液 は 殺す 前 の 尾 端 部 血液 の 約 7 10 滴 を 用 いた が , 1 
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部 は 断 首 時 の 滴下 血液 を 使用 し た 。 他 の 材料 は ほぼ 同 大 
( 約 ( 0.5cm)* を 規準 と し た ) の も の を 洲 菌 乳鉢 中 で 
磨 砕 し , 生理 的 食塩 水 乳 剤 と し て 用 いた 。 各 材料 を 注射 
され た マウ ス の 慣 端 部 血液 を 接種 後 2 週間 連日 また は 隔 
日 に 鏡 検 し, 出現 し た 原虫 に つい て あら か じ め 準 備 し た 
ore 
定 し 変異 の 有無 を 判定 し た 。 

マウ ス は すべ て 体重 15 g 前 後 の も の で ある 。 な お 成績 
中 の O, Ri, R。 等 の 記号 は 抗原 型 の 表示 と し て 用 いた あぁ 
の で O は 千 。 匠 奈 半 早計 で 時 は それ を 更に 分 類 す 


ラミ ムー 
や や も の て も る 。 


実験 過程 の 1 例 を 図示 する と 第 1 図 と な る 。 
第 1 図 実験 方 法 


虫 / 人 人 邊 済 / 溢 在 期間 


人 re プー 
マ 

Ta23456----7/ \ 再 
ーーーーー ーー 1ーーー*! ! 

の (っ 

Pc いこ と こ ン 


各種 騰 馳 剤 
マウ ス 接 種 


な さと で 


で と 浴 伏 期間 っ 
有 ao 、 
『 H + 
ん 各種 標準 型 抗 血清 丸 塊 反応 
を (抗原 型 の 同定 ) 


実験 成績 

1. 各 日 別 及び 材料 別 の 感染 及び 変異 成績 

各 日 別 及び 材料 毎 に 実験 散 , 感染 数 及び 変異 数 を 表記 
する と 第 1 表 と な る 。 た さぶ ゞ し , 例 数 の 少な い 材 料 は 一 括 
し て 他 の 項 低 示 し た 。 

イ . 各 日 毎 の 感染 及び 変異 成績 

日 毎 に 成績 を 通 覧 する と 感染 素 は 第 1 日 47.922, 第 2 
reo 
で は 逆 に 上 昇 の 傾向 を 示 レ し, 第 9 日 は 再び 低下 し て い 
る 。 と の 日 毎 の 感染 率 の 各 材 料 間 に 見 られ る 差 は , 検定 
に より 有意 の も の と は 考え られ な か つた 。 

感染 率 の 多少 が マウ ス 体 内 に お ける 当日 の 原虫 数 の 多 
少 を 示す も る の と すれ ば 。, 第 1 日 は 鏡 検 で 検出 で き な い が 





実際 に は マウ ス の と れ ら 騰 器 組織 中 に 原虫 は か な り 多 く 
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生存 し て いる 事 に な る 。 第 2, 3 日 と 原虫 は 減少 する が 
NRpxeeeds あ 225 和 er 
マウ ス 体 内 の 抗体 量 が 急速 に 増加 し つ > あ る か , また 

は 最高 値 に 達し た 時 期 に 相当 し , し た が っ て と の 時 期 に 
堆 す る 原 上 は 当所 具 洪 。 ナ な むち 提 発 上 
な けれ ば ぼ ば ならない 。 と の 事 は 変異 率 が 第 1 日 か ら 第 5 日 
へ と 急上昇 し , 以後 は は な は だ し い 変 動 を 示さ ず に 持続 
する 事 か ら ゃ 間 衣 で きる 。 と の 感 当 事 及 び 変 只 事 の 昌和 
の 変動 は 接種 材料 の 各 に つい て も 同様 の 傾向 が 察知 し え 
られ る 。 

ロ 各 接種 材料 別 の 感染 及び 変異 成績 

接種 材料 別に 全日 数 を 通じ て 成績 を 見 る と 感染 率 及 び 
変異 率 は 第 1 表 に 示す 値 を と る 。 接種 材料 間 に は これ ら 
両者 の 値 こ それ ぞ れ 若干 の 差異 が 見 られ る が , 等 質 性 
検定 の 結果 ., それ ら は 共に 有意 の 差 を 示す も の と は 考え . 
られ ず , し た が っ て 感染 率 及び 変異 率 は 各 の 総合 計 素 及 
びそ の 98 の 2 信頼 区 間 27.82 (81.7 且 p 且 28.3 め ) 及び 
69.4 狐 (76.5 導 p 有 60.9 用 ) に ょ よ つて 代表 され る 。 た . 
だ , 変異 率 が 感染 率 の 比較 的 小さ い 肢 , 等 に 高い 傾 
を 示す の は , 抗原 変異 遂行 の 前 後に お ける 原虫 の 分 布 の 
差異 表わす も の と ゃ 思わ れる 。 

2. 治療 後 の 潜在 原虫 の 所在 

治療 より 再発 まで の 潜在 期間 中 の 原虫 の 所 在 に つい て 
は Moore et Breinl (1907) , Ehrlich (1909) , Ritz 
(1916) , Mutermilch et Sajamon (1928) 等 の 報告 が あ 
る に すぎ な い が , 少な く と や も 7 gz の ezse に つい て は 

マウ ス 体 内 で の leishmania 型 の 発育 蘭 は 知ら れ て いな 
い 。 そ と で 本 成績 を と の 点 か ら 検 討 し た 。 

第 1 の 検討 は 材料 別 感染 率 に よ つ て 与え られ る 。 感染 
率 の 高い 臓器 組織 中 程 原虫 潜在 率 が 高い 事 が 予測 され る 
が , 前 記 の 様 に 感染 率 間 に は 有意 な 差 が 認め らち れず, た 
ゞ 変異 前 後 の 原 虫 の 分 布 に 若干 の 差異 が 考え られ る の み 
で ある 。 

第 2 の 検討 は 材料 別 平均 潜伏 日 数 に 基づく も の で あ 
る 。 (第 2 表 ) 

平均 潜伏 期間 と は 各 接 種 材 料 を 新しい マウ ス に それ ぞ 
れ 注 射 し た 後 , その マウ ス の 流血 中 に 原虫 を 始め て 検出 
レ し た 日 まで の 期間 の 全 感 染 例 に つい て の 材料 別 平均 日 数 
で ある 。 (治療 後 再発 まで の 日 数 は 潜在 期間 と し て と れ 
と 区 別 し た 。) ゆえ に と の 値 の 小さ い 程 その 材料 中 の 原 
虫 数 が 多い と 考え られ る 。 材 料 別 全 例 平均 日 数 間 に は 
4.8 よ り 5.0 ま で の 差 が 見 ちら れ る が , 等 平均 値 検定 に よ 
れ ば 有意 の 差 と は 認め られ な い 。 ま た 変異 例 及 び 不変 異 
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第 1 表 日 別 及び 接種 材料 別 の 感染 及び 変異 成績 
B 数 | 1 | 2 | 3 | | 可 まあ 物品 絶 箕 計 | 感 | 衝 
! 6 呈 ・ に 
材 V V V 4 Vi V V V V 3 ッ ン 
料 | BI4HEGE 記 EE Y|g TFT| を | 多 
(as is 2 Sa が pr いこ ES 
| 0 0 1 人 4 2 19 
9 4 9 js ユエ 1 41S |、4 ま 4 る 19 | 28.3 73.1 
34 を GEGEJESRJEIEIESE | 4 | ELJESEJ EL 
| 0 | 0 
も 岳人 が に を 1 会 和 4 3 14 
用 |6| テ 110 エ |15| テ EE コ LEEJE ELJE3ELIP3 に OIL て 
財 0 2 PMP き 三 時 Pe 4 2 18 | 
| 0 4 1 ma13|I1s13| el 4 4 “ .3 | 
遍 |5 ELLEIESELIE3EIEBE 3 9 を 9 全部 1 技 8164.3 
に まあ 際 雪 昭和 人 区 69 0 
0 1 0 2 | 3 | 2 | 2 4 | 2 16 
り エ り る |101 マ | る 和 ろ 16 
43 まま は FE4 を EEEES 還 3 衝 且 EE し 
| オ す 「 1 3 1 0 講和 まま | 
陳 2 人 16 計 5 生き |H3 攻 3 9614 514 2 区 |50j789 
ーー デーリー 一 | 一 ーーーー ーーー ei EE ーー で っ an ニー ニモ キー に に に ERR テ 15 
| 。|o 1 1 1 1。]*| 1 3 4 16 
| el ひ ! + ュ 2 1212| gl 16 
時 6 全 | 9| 訪 8 7 EE3 朗 8| テ 9| 人 4180| 半 131.8 64.0 
トー リー 一 | 一 ーーーーー リ ーーーー|ーーーー| 一 ーーー|ーーー ゴ ーーーーーーーー-ー に ーーー ヒ ーー トレ ーー 
ぁ plglOlol は 016|12|1 |21ol3|4|2 3 0 gz|13 | 722.2 
EL まい EE 還 | 10| き | 4 | 3 7| さ | 7 19| 生 |26.9 
| | 0 1 1 生還 生 際 の 2 0 |。l9 
4 ーー し に 証 に 3 | 2 
時 4| 全 1 8 訪 10 エ | 4 主 | 7 9| 記 | 3| 6| 令 16| で |W| 入 | 呈 1|750 
| | o 0 人 に ト まれ 。 まま 1 fg 1 1 | 。|* [ 

好 |19jno SS 212 る | 271 ミ き | ol 2 4| 革 |451 々 | 2.2 100.0 
Eh」 人 ko 重 入 記 欄 人 26o 生 | | タ | 1 上 | | すま た ED 
1 1 | 1 | 1 

4: 人 5 6 1.。|nml。 |gz 21 。|19 29 16 |.。。|129 
ー ーー | | 39 ! EE | 三 ーー .3 | 69.4 
いし TE に 2:J に 3 F 当 した 5 
感 ※ PWR MI 8 | _ |(31.7 |76.5 
革 売 | 47.9 | 6.8 | 107 | 30.8 | 26.2 | 22.7 | s9.0 | sm.5 | 222 | 27.8 | 一 | 一 
ー ズ 0 守 | | 23.3). 60.9) 
| 
し 29.4 46.2 68.8 100.0 | 95.5 | 82.6 | 85.3 ,100.0 | 69.4 | 信頼 度 98 
証 1. E: 実験 数 1: 感染 数 V: 変異 数 司 染 率 ニ ーー トー 突 典 率 =ー エ ー 
2. 材料 別 感染 率 の 等 質 性 検定 ぞ 写 11.31 (d.f. 8, P(* 且 11 .507) ニ 0.05) 
3. 材料 列 奏 異 率 の 等 費 性 検定 巡 写 5.27 ( ヶ / 
例 毎 の 検定 の 結果 も 同様 に 等 平均 値 の 仮説 は 棄て られ な 第 8 の 検討 は 1 種 ま た は 2 種 材料 の みか ら の 感染 例 を 


い 。 (第 2 表 , 往 '2, 8, 4 ) ゆえ に 平均 潜伏 日 数 は 各 算出 する 事 に よっ て 人 得 ら れる 。 と れ は 数 種 の 材料 を それ 
の 平均 値 及 び 952 信 頼 区 間 , すなわち 全 例 4.8 日 (5.10 ぞ れ 接種 され た マウ ス 中 で た だ 1 種 ま た は 2 種 の 材料 か 
且 m 且 4.50 日 ), 不変 異例 5.6 日 (6.22 且 m 且 4.98 日 ) 及 ら の み 感 染 し た 例 数 を 材料 別に 算出 し た も の で , と の 数 
び 変 異例 4.4 日 (4.72 且 m 且 4.08 日 ) に よ つ て 代表 され の 多い 程 そ の 材料 中 に の み 原 虫 が 潜在 する 機会 が 多い 事 
る 。 次 に 全 変 異例 及び 全 不 変異 例 の 平均 日 数 問 に は 明 ら を 示す も の で ある 。 1 種 材 れ の み の 感 染 数 は 血 疲 3, 脳 
か に 有意 の 差 が 認め られ , 前 者 は 後者 より 短期 間 で ある 3, 肺 6, 腎 1 で 他 は 無く 。 2 種 材 料 の 場合 は 血液 3, 
と 言い える 。 (第 2 表 , 計 5) これ は 前 者 が 変異 原虫 の 腎 8, 脳 2, 腫 1, 心 1 そ の 他 は 無く , と の 結果 の みか 
増殖 中 の 材料 に 因 る の に 反し, 後者 が 不変 異 原虫 の 急速 ら で は 血液 , 脳 , 肺 , 腎 等 に 潜在 の 機会 が 多い と 言え 
な 消失 途上 の 材料 を 基 と する も の で ある 事 に よ つ て 説明 る 。 

レ え る 。 レ か し 以上 の 考察 を 弧 合 すれ ば , と の 原虫 潜在 場所 を 
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第 2 表 疾 得 材料 列 の 原 良 伏 日 数 







































































接 種 科 料 | 
本 | | | | 音 
| 笛 疲 | 勝 | 肪 | 用 隊 | 革 | 6 | 店 | 人 
1 2 1 1 1 1 1 7 
2 4 1 1 1 1 |1 全 に いら 
3 生生 全 ま 合作 と 2 生ま を 人 、。 作 2 2 8 22 
4 生き 3 1|14 36 
5 旨く 7 生還 ': 6 和義 5 2|1 3 8 30 
6 2 まま 人 和合 3 る 本 1 8 13 
7 二 1 二手 。 多重 l3 2|1 2|10 8 
8 1 |1 1 本 
9 1 1 1 家人 
10 1 1 2 
11 1 1|1 3 る 
12 
13 1 | 1 
例 数 |7 19|19 14|10 1818 16l6 17|9 16l5 13 | 3 9 7 | 57 129 
計 26 | 23 28 24 特 | 交 : 和幸 了 鞭 7 186 
日 数 |42 7?1|56 esleo gola1 71l30 76l46 72|31 57|14 41 34 | 320 567 
計 | 113 | 121 140 112 ] 106 | 118 | 88 | 55 34 887 
ャ 二 ロ 雪 9.03.7 | 6.2 4.6 | 6.0 4.4 5.1 4.4 | 5.0 4.5 | 5.1 4.5 | 6.2 4.4 | 4.7 4.6 4.9|5.6 4.4 
ap 4.3 | 5.3 5.0 4.7 | 4.6 に 者 | 4.3 4.9 4.8 
誕 各 列 の 左側 は 不変 異例 , 右側 は 変異 例 数 を 示す 。 
材料 別 不変 異例 の 等 平均 値 検 完 F ニーク = テー1.75 (df 飼 P(F 放 3.322) ニ 0.05) 
材料 別 交 異 例 の 等 平均 人 検定 ニュ オー1.92 (df. 5 PF 且 2.016)=0.05) 
材料 別 全 例 の 等 平均 検定 ーー イジ ーー2. 62 (d.f.177 P。(F 且 2.962) ニ 0.05) 
全 不 異例 と 全 秦 異例 の 仁平 均 値 検定 F ーーoe 一 14.88 (df. Pr(F 且 6.775) ニ 0.01) 
各 総 平均 日 数 の 98 多 信頼 区 間 , 不 奏 異例 6.22 且 m 三 4.98 答 異 例 4.72 且 m 三 4.08 
会 例 5.10 有 m 三 4.50 
簡単 に 推定 する 事 は 不可 能 と 言わ ね ば な ら ず , また try- (に きわ め て 興味 深い 事実 で , 原虫 適応 説 の 1 根拠 と も な 
panosoma 型 以外 の 形態 が 認め られ て いな い 事 か ら も , る ほか , と れ に 基づい て 第 1 表 と は 別に 日 別 の 成績 を ま 
本 原虫 は 潜在 期間 中 も 流血 中 や その 他 の 体液 中 ある い は と め る 事 が で きる 。 
各種 農 器 組織 中 の 毛 祖 血 管 腔 内 に 生息 し て いる と 解釈 す 4. 日 別 感染 及び 変異 成績 
る の が 最も 妥当 と 思わ れる 。 第 5 表 は 日 毎 の マウ ス 体 内 の 原虫 の 存否 及び 抗原 型 変 
3. 各 実験 例 に お ける 感染 原虫 の 抗原 型 異 の 有無 を 第 1 表 よ り 簡 単に 表現 し た も の と な る 。 
第 3, 4 表 に その 2 例 を 示す 様 に 1 回 の 実験 例 ぐ それ 既 述 の 様 に 第 4 日 以後 の 感染 は 変異 原虫 が 主役 と な る 


ぞ れ の マウ ス に 出現 し た 原虫 は すべ て 同一 の 抗原 型 を 示 事 は 変異 束 か ら も 首 育 で きる 。 ゆえに 第 1 5 日頃 の 間 
す 。 言 すれ ば , 治療 後 の あ る 時 期 の マウ ス 体 内 の 原虫 の 感染 率 の 変動 は 変異 前 後 の 原 豆 の 消長 に 因 る も の と 考 
は 常に 同一 抗原 型 を 有する 。 こ と れ は 変異 機 作 を 論ずる 上 えら れる 。 第 6, 『, 8 日 の 各 1 例 の 不変 異 感染 例 は と 
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5. 自然 玩 を 基準 と し た 実成 
自然 再 低 438 例 の 個 清 治療 後 の 各 日 別 の 時 策 占 度 及 


第 3 表 実験 45 (不変 異例 ) 


ス No.304 (抗原 型 R2) 








ま 潜 在 し える 可能 性 を 示 レ 


30 日 /10 月 (原虫 接種 ), 1/11 桂 (人 血清 0.2 cc) , 


311 ( 殺 ) 
<| 村 | 姜 | 栓 査 日 
ウ | ! 種 | 一 ーーーーーーーーーーーーーー-ーーーーーー ーー ーー 
ろ | 料 月 |4 5 6 7 8 10 12 14 16 18 
着座 3 昌一 ーーーーーーーー 
2 | 肺 EE ーー 士 時 (Rs) 
3 | 半 と ーー 十 世 (R2) 
4| 腫 | クリ ーーー 十 過 (R2) 
時 刊 |%1ーー ーー キ - 二 GRg 
6| 府 | ヶ | 一 十 冊 (R5) 
ンー 
8 | 心 | 一 ーー 二 杜 (R%2 
第 4 表 実験 63 ( 論 異例) 
マウ ス No. 316( 抗 原型 ひ ) 
10 日 /11 月 (原虫 接種 ), 15/11 (人 血清 0.2 cc), 
16/11 一 , 20/11 一 , 23/11 ( 殺 ) 
マ | 村 | 接 検 査 日 
ウ 種 | 一 ーーーーーー ーー 一 
ぇ | 料 | 日 | 26 27 28 29 302/12 4 7 
1 | 脱 !23 日 | 一 十 持 (R5) 
2 | 肺 ヶ 十 半 (R。) 
3 | 肝 ヶ ー 一 士 填 (R2) 
区 
5 |! 了 騰 ' ヶ | 一 一 一 ーー-ー- 一 一 
6 | 箇 ヶ | 十 冊 (Rs) 
証 ii 
8 第 5 表 日 別 感 
日 数 | 1 2 3 4 
実 験 数 16 18 9 
感 染 数 5 5 5 
感 ゾ 率 | gs5.7 s1.8 27.8 55.0 
変 異 数 0 1 2 3 
不要 異 数 6 4 3 2 
容 典 率 レイ 0 20.0 40.0 60.0 


100.0 80.0 80.0 80.0 100.0 | 61.7 
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び 第 5 表 の 感染 率 及 び 変 異 率 を 図 志す る と 第 2 図 と な 


日 再発 度 は 83 日 を 頂点 と する 対数 正規 型 分 布 を 
と る 事 が 推測 され た が , 適合 度 検定 の 結果 。 そ の 仮説 は 
棄却 され た 。 レ か し その 値 に より 日 毎 の お > よそ の 変動 
を 知る 事 が で きろ 。 再発 数 は 第 4, 5 日 より 急速 に 増加 
レ 。 第 8 て 9 日 を 頂点 と し て 減少 する 。 変異 率 が 第 2 
5 日 間 に 急 上 昇 す る の は と の 期間 中 に 抗原 変異 が 起 る 機 
会 が 急速 に 増加 する 事 を 示し て いる 。 感染 率 は 第 2, 8 
日 と 著 明 に 下降 し , 第 4 日 以後 は や ゝ 上 昇 に 転じ て い 
ろ る 。 と の 下降 期 は 不変 異 原虫 の 死滅 期 に 当り 原虫 は 減少 

の 一 途 を た どる が , 第 3 日 頃 を 移行 期 の 頂点 と し て 抗原 
変異 が 起 る の で ある 。 マ ウス 体内 で の 変異 と その 増殖 に 
ょ る 再発 と の 間 に は 当然 33 日 の 増殖 期間 が 必要 で 
ある 。 ゆ え に 再 発 累 積 句 度 曲線 と 変異 率 曲線 と は 2 て 8 
日 の ずれ を も つて 相 重 な る も の と 考え られ 。 第 2 図 は 明 
腰 に その 事実 を 媒 づけ て いる 


第 2 図 自然 再発 頻度 を 基準 と し た 変異 及び 感染 率 
100 


50 











| 昌 数 |213 4| 5 |e | 7 sl9 1011- 1516-20. 年 | 





再発 数 1 | ュ 14| 85 gg 2 86 | 17 438 





染 成 績 太 び 秦 異 成 病 


5 6 7 8 9 | 計 
14 13 6 9 10 102 
6 5 5 5 5 47 
42.8 38.5 8. 5 55.0 50.0 | 46.1 
6 4 4 4 5 29 
0 1 1 1 0 18 
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考察 及び 純 括 
Trypanosoma の 再発 に 伴 な う 抗原 型 変異 の 中 心 問題 
と し て 興味 を 持た れ た と と が ら は , マウ ス 体 内 の いつ 。 
ど と で , どの 様 に し て 変異 が 起 つ た か の 疑問 で あつ た 。 
私 は と の 実験 で その 幾 分 か を で ゃ 解明 し ょ うと 試み た 。 
一 度 変異 し た 原虫 は マウ ス 昧 代 接種 に より 永続 的 に そ 
の 抗原 型 を 維持 し 続け する ゆえ に , と の 変異 機 作 の 説明 に 
は 遺伝 学 的 考慮 を 踏ま ず し て は その 具体 性 の 乏 し き を 補 
いえ な か つた 。 古く か ら 両 立 する 見 解 は Ehrlich の 適応 
説 と Levaditi の 海 汰 説 で ある 。Ehrlich 等 に よる と , 
治療 和俊 の 原虫 は 可 級 的 抗体 の 作用 を 受け 難い ど と か に ヵ 
避 し つ ゝ , 抗体 の 作用 に 抗 し て 積極 的 に 自ら の 抗原 型 を 
変異 する と の 考 で あり , 新 Rezeptoren 生成 を 以 て その 
説明 の 論拠 と し , いわ ゆる Ehrlich*s method 及び re. 
infection test が と の 見 解 の 基礎 と な つて いろ 。 他方, 
Levaditi 等 は 当初 より 混在 する spontaneous mutant で 
ある 抗体 抵抗 性 原虫 が 再発 原虫 の 由 因 で ある と し , 抗体 
は 単なる 海 革 条件 と し て の み 意 義 あ る も の と し た 。 以 来 
と の 両 説 を めぐ る 多く の 論説 を 見 る 事 が で きる 
最近 , 猪木 等 は 再発 株 の 種類 や 出現 問 度 ある い は 変異 
の 方 向 性 を 続 一 し , jn vitro に お いて 抗 血清 が 変異 を 誘 
導 す る 事実 を 認め , 原虫 適応 説 に 1 論拠 を 与え た 
本 成績 で 治療 後 の あ る 時 期 に は 常に 同一 抗原 型 が 出現 
し , 決し て 混在 し な い 事 実 Nvy 4 表 ) は 少な く と も 
無 方 向 に 起 る 突然 変異 に よる と し て は 説明 し 尽 し え ず , 
しろ 抗体 に 抗 し て 原虫 が に と 同一 方 向 の 変異 を 遂行 
し た と 考え る 方 が より 愛 当 と 思わ れる 。 
今日 まで 7. gz の zezse に 関し て は leishmania 型 の 
発育 環 が 確認 され て いな いた め に 再発 まで の 潜在 期間 中 
の 原虫 の 所 在 に つい て は 明らか で な い 。Moore et Brein1 
(1907) は いわ ゆる latent body と な つて 人 造血 有職 器 中 に 
残存 する も る の と し て , 変異 及び 再発 る これ に よ ょ つて 説明 
し た 。 ま た MMinchin は chromidial buds, Henry et al 
は infective granules な る 特殊 な 形態 の 存在 を 呈 出 し 
た 。 し か し MMutermilch et Salamon (1928) は 原虫 の 
主要 な 生息 場所 は 血液 で ある と し , その 海 汰 説 主 張 の 寄 
り 所 と し た 。 
今日 , これ ら の 特殊 な 形態 の 存在 は 認め られ る た 至ら 
ず , また 原虫 の 変性 途 次 の 形態 と も 見 られ て いる 。 本 実 
で も 原虫 の 特殊 な 潜在 部 位 を 認め る 事 は で きず 。 む し 
ろ 血 液 そ の 他 の 体液 中 ある い は 組織 内 毛細 血管 中 に 広く 
分 布 す る も の の 様 に 思わ れ た 。 と の 潜在 部 位 に つい て の 
考察 と 先 に 述べ る 抗体 適応 の 考察 と は 互 に 相 容 れ ぬ も の 
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を 蔵 する 様 で ある が , 少な く と も 抗原 変異 誘導 因子 と し 
て 抗体 の 存在 は 重要 な 環境 条件 た る 事 は 疑 の 余地 が な 
い 。 原虫 の 抗原 変異 こつ いて は ア 4z27z2czz22 76742 (ご 
お いて Sonneborn 等 が 確立 し た 細胞 質 遺 伝 の 新しい 欠 
点 より 考察 され ね ば な ら ず , 本 原虫 に つい て や も nucleo< 
cytoplasmic relation の 立場 より その 変異 が 究明 され る 
べき で ある 。 

変異 時 期 に つい て は 成績 を 統 括 し て 次 の 様 に 表現 し え 
る 。 治療 後 の 原虫 は 多く の 場合 , 第 2, 3 日 まで 急速 に 
減少 ! レン (完全 治癒 の 場合 は 原虫 は 消滅 する 。 う , 第 3 日 前 
後 を 頂点 と し て 再び 増加 と 転じ る 。 抗 原 変異 は と の 最 減 
少 期 頃 よ り 第 5 日 の 間 に 遂 行 さ れ , その 2~ 8 日 後に 自 
然 再発 と な る 。 ゆ え に 第 3 日 以後 の 原虫 増加 は 変異 原 下 
に 由来 する 。 ま た と の 時 期 は マウ ス 体内 に 初め の 感染 原 
虫 と 同型 の 抗体 が 急速 に 増加 し つ ゝ ある 時 期 に 当る が 。 
変異 株 は その 抗体 に な ん ら の 抵抗 を 受け る 事 な く 増殖 し 
再発 と な る の で ある 。 

不変 異 原虫 が 第 7 , 8 日頃 ま で 残存 し える 事 は 潜在 原 
了 虫 が 不変 異 の ま ゝ 存続 し える 可能 性 を 示す も の と 考え ら 
れ , と れ が 長期 日 後 の 再発 の 一 由 因 で も あろ う が , 果 レ 
aripbteo み rh シ え た か は 明らか で は な く , な 

追求 され わ ね ば な ら 広 も の で あろ う 。 

む す び 
で の 人 科 
発 ま ・ 寺 WormnwmE 

を 探索 結論 を 得 た 

1. ee び 変 異 素 は それ ぞ れ 27.3 多 及 

び 69.4 狗 で 示さ れる 。 材料 別 平 均 潜 在 日 数 は 全 例 4.8 
日 , 不変 異例 5.6 日 , 変異 例 4.4 日 で ある 。 不変 異例 と 
変異 例 間 に 認め られ る 有意 の 差 は , 原虫 減 少 期 と 増加 期 
の 材料 差 に 因 る も の と 推測 され る 。 

2. 治療 後 の 潜在 原虫 の 所 在 を 明確 に 指摘 する 事 は で 
き な か っ た が , と れ は むし ろ 血 液 及 びそ の 他 の 体液 ある 
い は 組織 内 毛細 血管 腔 内 等 に 広く 分 布 し 生息 する も の と 
考え られ る 。 

3. 原虫 数 は 治療 後 第 2 ~ 3 日 の 間 は 急速 に 減少 し つ 
づけ る が 第 4 日 以後 は 逆 に 増加 の 傾向 に 転じ る 。 

4。 原虫 数 の 最 減少 期 頃 よ り 第 5 日 頃 に 原虫 の 抗原 変 
異 は 遂行 され , 以後 の 原虫 数 の 増加 は 変異 原 皮 の 増殖 に 
因 る も の で ある 。 と の 推定 の 正 し さ は 日 別 自然 再発 果 積 
頻度 曲線 に より 裏づけ られ た 。 

5. 治療 後 の マ ウス 体内 の 原虫 は 常に 同一 の 抗原 型 を 
示し , 暴 抗 原型 原虫 が 混在 する 事 は な い 。 
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6. 時 に 原虫 が 治療 後 第 7, 8 日頃 まで 不変 異 の ま ゝ 
潜在 する 場合 が ある 。 

7。 マウ ス 体 内 で の 原虫 の 抗原 変異 は 対応 する 抗体 へ 
の 適応 現象 と 考え る 事 が で どき る が , その 詳細 な 分 析 や 変 
異 方 向 に 関与 すべ き マ ウス 体内 条件 等 に つい て は 今後 の 
解明 を 待た ね ば な ら な い 。 

稿 を 終る に 当り , 御 懇 人 篤 な 御 指導 及び 御 校 闘 を 賜 わ つ 
た 森下 薫 教 授 並び に 猪木 正三 教授 に 深 席 し , また 種々 の 
有益 な 御 助 言 を いた だ いた 伏見 純一 博士 及び 尾崎 女 雄 , 
福 宮 多重 光 両 氏 に 感謝 し ます 。 

本 研究 は 文部 省 科学 研究 費 に ょ り 支 電 さ れる 事 が 多 
大 で あつ た 。 附 記し て 謝意 を 表す る 。 (猪木 正三 ) 

本 論文 要旨 は 第 21 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 に な いて 発 
表し た 。 
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Summary 


The relapse Strains of 7. gg の 727Se in rmiCe 2TG 
always differentiated from the orjginal one by 
either agglomeration or the other serological 
tests. Regarding to this antigenic variation in 7. 
g272 の eSe, adaptation theory by Ehrlich and se- 
lection theory by Levaditi have set up an ODDOSi< 
tion since the beginning of this century. 1noki 
and his colleagues gave the results in which the 
variation could be induced directly by antiserum 
in vitro as well as in vivo and the conclusion that 
this should be explained by the consideration of 
the cytoplasmic inheritance. 

To solve the questions when, where and how 
this antigenic variation in mouse body can be 
conducted in the latent period after the termporary 
cure with the human serun injection, the folloW- 
ing experiments were carried out.、The saline 
emulsions of various organs or tissues of the 
mouse treated with human serurn were inoculated 
separately in normal mice and their blood were 
examined for two weeks. And if the parasites 
appeared in these mice, they were subjected to 
the type determinated by agglomeration. 

・ The results obtained were itemized below : 

1) The parasites do not invade into the organ<- 
or tissue-cellS. 

2) After the serum iniection, the parasites 
disappeared quickly from the blood of mouse, 
but increased from 3rd or 4th days. This in<- 
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crease was found to be caused by antigenic vari- 
antS. 

3) Occasionally, it was found that the parasites 
had remained invariably in mouse for over 7 to 
8 da2yS. 

4) It was assumed that the antigenic Variation 
in 7 ア . gg が ezse Should be understood by the 
adaptation to antiserum. In further studies, 
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however, it will be necessary to analyse it in 
detail. 

5) The infection rate of each of the inoculated 」 
materials is represented by 23.3 per centages and 
the variation rate of it iS represented by 69.4 
per centages、 The average incubation periods of 
them are 4.8 days in all cases, 4.4 in variation 
caSeS and 5.6 in non-variation C2SeS. 

















肺 吸虫 772go72222S の 6572772227 の 体外 飼育 


(CI) 股 玩 幼虫 (excysted metacercariae) の in vitro に 
むけ る 生存 期間 に つい て 


横 川 祭 雄 大 島 


智 夫 木 畑 美 知 江 


国立 公衆 箱 生 院 
(昭和 30 年 11 月 3 日 受領 ) 


は し が まき 

人 体 寄 生 下 の 幼虫 避 い は 成虫 を in vitro で 飼育 し 
よう と する 試み は 既に 多く の 人 達 に よ つ て な され て 来 て 
いる が 何れ も 充分 満足 すべ き 結 果 を 得 た も の は な い 。 由 
ち ち 苑 上 で は Hoeppli (1937??『) 等 が 肝 吸 虫 の 脱 衰 効 息 

を Tyrode 液 で 稀釈 し た 血清 中 で ed 週間 生存 させ 
介 た か. 発育 の 徴候 は 殆ど 認め られ な か つた と 報告 し て 
いる 。 祥 McCoy (1936)? は Trichinela spiralis の 交 
虫 を 鶏卵 胎児 内 或いは 妊娠 白 渦 の 子宮 内 等 に 入れ て 完全 
な 発育 を 認め た が , Larvae を 産出 する 迄 に は 至ら な か 
つた と 報告 し て いる 。 成虫 の 例 で は , Hoeppli 及び Chu 
(1987)" お 日 本 住 血 吸 虫 及 び 肝 吸虫 の 成虫 を 血清 に 赤 血 
球 そ や の も ゃ の を 加え た Medium 中 で 最長 5 ケ月 生 
存 き させ 得 た と 云う 報告 が か あり, 恐らく これが 成虫 の mm 
vitro で の 最長 の 生存 期間 と 思わ れる が , と の 場合 も 産 
卵 そ の 他 の 固有 宿主 価 内 に お ける と 同様 な 生活 現象 は 認 
め ら れず ぞ , 辛 じ て 生存 期間 き 生長 き させ 得 た に 過ぎ な い 。 
従 つて 効 上 豆 か ら 成 虫 に まで 宿主 体外 で 発育 させ 得 た 例 と 
し て は 。 0 2 の 例 一 之 は in vitro と は 云え 
な い が 唯 一 で ある 。 こ と の と と か ら を 寄生 里 虫 の 効 
虫 或 い は 成虫 と in vitro で 飼育 する こと が 如何 に 困難 
で ある か が 根 像 され る 

と れ に る か ヽ わ ら ず 。 多く の 人 々 が 之 を 試み る の は , 
寄生 虫 の 新 中 代 謝 機能 等 の 生理 を 知る た め ば か り で な く 
治療 の 面 で 薬剤 の 効果 を 見 る 上 か ら も in vitro で の 実 
験 を 必要 と と し て いる か ら で あ る 。 

著者 等 は 思 吸 虫 の メタ セル カリ ア を 人 工 的 に 脱 要 させ 
た も の を 種々 の Medium の 中 で 飼育 する 実験 を 行 つ て 








ル 74zeo 了 Yooggog, 7o2z の の Os/2Z and Ac 
7g7Z . Studies to maintain excysted metacer- 
Cariae Of ZZg024224S 2 の 6S/277227 im Vitro。 (Divi- 
sion of Parasitology, Institute of Public Health, 
Tokyo, Japan.) 





いた が , と れ 等 の 中 の ある も の は (昭和 30 年 5 月 28 日 餅 
育 開始 ), Hoeppli 及び Chu (1937) 等 の 吸虫 類 の in 
vitro に お ける 生存 期間 の 最長 記録 で ある 5 ヶ月 を 既に 
超え て いる に も か ゝ わら ず 商 生存 中 で , 然 か る 最初 の 脱 
間 当 時 の 体長 が 0.6m 前 後 で あつ た の に 比較 する と 現在 
(202 日 目 , 昭和 30 年 12 月 18 日 ) で は 静止 時 で も 体長 3 
1 
倍 に 迄 成長 さす こと と に 成功 し た 。 然 か も る 尚 本 実験 は 継続 
中 で , 今後 どれ 位 の 期間 生存 させ 得る か 又 ど と まで 発育 
成長 させ 得る か は 明か で な い が , 束 に 角 吸 虫 類 の 幼虫 の 
生存 期間 と し て は 既に こと れ ま で の 最長 記録 を 突破 し て お 
り , 然 も 著 明 な 発育 を た 示し た と 云う の は 恐らく 最初 の 例 
で ある と 思わ れる の で , と り 敢 え ず その 経過 こつ いて の 
み と ゝ 人 報告 する 。 
実験 材料 及び 実験 方 法 

肺 吸 虫 メ 人 久 セ ルカ リア : 

及 吸 虫 症 流行 地 で ある 新 江 県 直江 津 地方 及び 静岡 県 狩 
野川 流域 で 集 し た モク ヅ ツガ ニ 万 ce 72 の oz7cS の 鯉 
及び 筋肉 より 分 離し た 。 

脱 府 幼 虫 : 

モク ヅ ガ ニ よ り 分 離し た メタ セル カリ ア を Penicillin 
及び Streptomycin 含有 Tyrode 液 で 洗 敬 し た 人 後 約 20 ケ 
宛 内 経 8 陣 高き 100 中 の 小 試験 管 に 3 cc の Tyrode 液 
(pH 8.0) と 共に 入れ て 密栓 を し , 39C<40'C の 恒温 
槽 に (10~12 時 間 ) 放置 し て お く と , 翌朝 は 凡そ , その 
802 以 上 が 脱 裏 し, 活発 に 運動 し て いる 

飼育 容器 : 

小 試験 管 : 最初 の 3 週間 迄 は 内 経 8 10m 忠 高 さ 100 
の 小 試験 管 に 5 匹 妃 至 10 匹 の 幼 昌 と 共に -2 cc の Medi- 
um を 入れ た 。 

カレ ルフ ラス コ : 

飼育 開始 後 約 3 週間 以上 に な る と 幼 東 も か な り 大 きぐ 
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衝 b の > 本 禁 か 0 の あ ャ ルツ キス 9 を 誠 い その 遇 6 


飼育 温度 : 

飼育 容器 は すべ て 37'C の 明 卵 器 内 に 納め た 。 
Medium : 

、 間 呈 。 猫 , 馬 , 和牛 及び 兎 で , Tyrode 液 で 稀 息 し 


や の を 用 いた 。Tyrode 液 は っ 7.4 と し Penicillin 
100 00 cs 及び Streptomycin 1007/cc を 加え た 。 

球 浮 湾 液 : 

猫 の 拘 縁 酸 加 血 液 1 cc を 生理 食塩 水 で 3 回 遠心 沈 激 し 
て 洗 肖 し た 後 , 沈 済 に 1 cc の Tyrode 液 を 加え て 血球 浮 
流 液 と し , Tyrode 稀釈 血清 1 cc に 対し 血球 浮 済 液 を 1 
滴 (/4o cc) 宛 加え た 。 

Chick Embryo Extract : 

口 立 予 防衛 生研 究 所 病理 部 より 分 与 を 受け た が , 之 を 
飼育 液 1 cc に 対し 0.1cc の 割 に 加え た 。 

Medium の 交換 : 

飼育 用 開始 か ら 3 週 迄 の 幼虫 の 未だ 小さ い 時 期 に は , 
4 日 乃至 5 日 お き に 交換 し た が ,。 カレ ルフ ラス コ に 入れ 
て か ら は 8 日 乃至 4 日 お き と し た 。 交換 に 際 し て 東 体 は 
一 度 容器 より 出し て , Tyrode 液 で よく 洗 汐 し た 人 後 新 ら 
し い 容 器 に 移し た 。 貝 体 を 傷つけ な いよ うに と, 先端 の や 
ゝ 太い ピペット で 及 い 上 げ て 移動 させ た 。 時 に Medium 
(に カビ を 生ずる が , 虫 体 に は 致命 的 影響 な たく , 頻 回 の 洗 
共 と 頻 回 の 液 の 友 換 で 消失 させ 得 た 。 

生死 の 判別 は 主として 東 体 の 運動 の 有無 に ょ り 決 定 し 
た が , この 鍋 察 に は 容器 の 必 部 を 透 し て 鍋 察 出 
に 装置 し た 双 眼 解剖 顕微 鏡 こ に よ つ た 。 

実験 成績 

(1) Tyrode 液 に よる 血清 の 稀釈 度 と 
生存 期間 と の 関係 ・ 

日 本 住 血 吸 下 或 い は 肝 吸 虫 の 飼育 の Me- 
dium と し て は 動物 の 血清 が 最も よく , それ 
や Tyrode 液 で 2 倍 に 稀 息 し た 方 が 血清 の 
みよ り 好い と 云わ れ て いる 。 そ と で 馬 血 清 0 : 
を Tyrode 液 に よ つ て 種々 の 割 に 稀 息 し た 
Medium 中 で の 生存 期間 を 検討 し て みた 。 
その 結果 は Fijg. 1 に 示す ど ごとく, 血清 原液 2 : 
より も , 血清 4, Tyrode 液 6 の 割 に 稀釈 


来る よう 


ま < 


さき.3 
し た も の が 最長 の 生存 期間 を 示し て いる 。 
その 人 後 血清 と Tyrode 液 を 等 量 に 加え た も 4 : 
の で は 生存 期間 は 更に 延長 し て いる の で , 10 : 


以下 の 実験 で は すべ て 血清 と Tyrode 液 を 


Dilution of 
Serum 


Serum 
Tyrode Sol. 


等 量 に 加え た も の を 用 いた 。 
(II) 各 動 物 の 正常 血清 中 に 


ける 生存 期間 : 
犬 猫 は 実験 的 に も 肺 吸 虫 に 感染 し 易い が 。 束 , 白 少 な 
ど で は 例え メタ セル カリ ア を 与え て や 成 昌 に まで は 発育 


し 難い 。 又 和牛 , 馬 な どの 草食 動物 で は 未だ 感染 し て いた 
と 云う 記録 は 見 当ら な い 。 従 つて 好適 終 未 宿主 と 。 そう 
で な い 宿 主 と で は これ ら 動 物 の 血清 問 に 差 が ある か どう 
みか を みた 。 す べ て 血清 は 等 量 の Tyrode 液 で 稀釈 し た も 
の を 用 いた 。 そ の 結果 は Fig. 2 に 示し て ある 如く 38 週 
間 ま で の 飼育 成績 ご では, 何れ の 血清 中 で も 殆ど 途中 で 死 
滅する も る の は な か つた 。 即ち 飼育 開始 後 最初 の 2 週間 迄 
は 何れ の 血清 中 で も 脱 雪 幼虫 の 運動 は 極め て 活 鞍 で , 然 

も 成長 も 速 か で 最初 の 大 ほ き さ の 約 2 >3 倍 大 (体長 約 1 
~ 3 mm) に は な ら が 。 3 選 月 を すぎ る 上 半 から 軍 時 な 訂 3 
な り 成 長 も 停止 し , 23 日 を 経過 する 頃 か ら 急 激 に 虫 体 は 
死 浅 し 始め , 28 日 目 に は 何れ の 血清 中 に も 生存 する も の 
は 1 匹 も な か つた 。 従 つて 3 週 以後 で は 一 各種 動物 の 血 
清 を 問わ ず ー 血 清 の み で は 虫 体 の 飼育 に は 不適 当 と 思わ 
れる 。 

(III) 正常 血清 と 免疫 血清 中 に お ける 生存 期間 : 

日 本 住 血 吸 虫 の 虫 卵 民 は ミラ シ ジ ウ ム ス を 感染 動物 の 血 
清 中 に 入れ た 場合 に 見 られ る Precipitation'" 或いは 
Immobilization? 或いは セ モル カリ ア の Agglutination" 
と か Precipitatiom'1915 の 現象 は 既に よく 知ら れ て い 
る 。 著 者 等 は 等 量 の Tyrode 液 で 稀 息 し た 猫 の 正常 血清 
及び 肺 吸虫 に 感染 させ て か ら 約 10 ヶ 月 以上 を 経過 し た 猫 
の 血清 を 用 いて 脱 朗 幼虫 を 飼育 し , 両者 の 血清 中 で 脱 要 


Fig. 1 
Average Length of Life of excysted Metacer- 
cariae invarious Dilution of the Horse Serum 
with Tyrode Solution. 
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Fig. 2 


Temperature: 37 C. 


S{ ps 
Serum No. Larvae started 0 い 


Rabbit 18 
Horse 20 
Cattle 17 
Dog 17 
Cat 7 








Days 


Fig. 3 


Cultures using Normal Cat Serum. 
No. Larvae 


Serum Started 
TI. a. Infected Cat Serum 9 


1. b. Infected Cat Serum 19 人 

Inactivated at 56C. | 1 

| 1 。 8 

II. a. Normal Cat Serum 30 8 な ia 
No. 1 


II.b. Normal Cat Serum 20 
No. 1 Inactivated at 56 C. 


HIJII.a. Normal Cat Serum 29 
No. 2 


III.b. Normal Cat Serum 19 
No. 2 Inactivated at 56 C. 


Tyrode Solution 10 
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効 虫 の 生存 期間 に 差異 が 見 られ る か どう か , 双 或 い は 脱 の 血清 中 で も 生存 期間 に は 差 は な い の は 勿論 , 脱 幼 下 
舞 幼 虫 が 免疫 血清 中 で 何等 か の 変化 を 起す か どう か を 鈴 の 運動 その 他 に も 何等 変化 は 認め らち られ な か つた 。 商 56C 
ミ し よう と 試み た 。 そ の 結果 は Fig. 3 の 如く で 。 何れ 80 分 で 非 動 化 し た も の と , し な いも の と で も る 何等 差異 は 


Comparison of Length of Life of the Larvae in the Media using 
sera of various Animals, Rabbit, Horse, Cattle, Dog and Cat。 
Serum : diluted with the same amount of Tyrode Solution. 
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Comparison of Length of Life of the Larvae in the Cultures using Serum 
from Cat infected with Paragonimus westermani and in the 
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Fig. 4 


Comparison of the Length of Life of the excysted Metacercariae 
in the Media with Blood Cells and Chick Embryo Extract, 
with Blood cells only and without the both. 







Medium No. Larvae 








Cat Serum 1.5cc 34 
Tyrode Sol. 1.5 cc 

With Cat Blood cells 

and C.E.E. 

Cat Serum 1.5 cc 34 
Tyrode Sol. 1.5cc 

With Cat Blood cells 


Cat Serum 1.5cc 39 
Tyrode Sol. 1.5 cc 
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認め られ な か つた 。 

(IV) 血清 に 赤血球 及び Chick embryo extract を 
加え た 場合 の 生存 期間 : 

血清 を cw 液 で 稀釈 し た Medium 中 だ け で も 3 
週間 迄 は 容易 に 生存 させ 得る こと と は 既に 述べ た 通り で あき 
る が 。 = 二 ぶ ナ ど る る 頃 か ら 貝 体 の 運動 も 不 活発 に な り , 
成長 の 速度 も お そく な る よう で あつ た 。 そ と で 8 週 迄 獲 
の Tyrode 稀釈 血清 で 飼育 し た も の を それ 以後 は カレ ル 
瓶 に 移し て , こと れ に 猫 の 赤血球 浮浪 液 と Chick embryo 
eXtract ee みた 。 対照 と し て は 猫 の 赤血球 の み を 
加え た も の 。 何 も 加 えな いも の と を 略 ぽ 同数 づつ 用 い 
た 。 最初 ! 総計 107 匹 を 用 いた が , III 群 の Tyrode 液 
稀釈 血清 の み の も の で は 28 日 目 か ら 急 激 に 死滅 し 始め 
28 日 目 に は 1 匹 も 生存 する も の は な か つた 。 之 に 反 し て 
1 群 の 赤血球 及び C.E.E. を 加え た も の 及び MI 群 の 赤 
血球 の みみ を 加え た も の で は , 矢 張 り 23 日 か ら 26 日 目 迄 の 
間 に は 約 s 以上 が 死滅 し て し まつ た が , それ 以後 は 死 
滅する も の は な か つた 。 最 初 の 中 は どの 位 の 期間 生存 す 
る の か 見 当 が つか な か つた た め 。, 10 日 目 刀 至 20 日 目 毎 に 
で mer が WWAederedfehyapth の 9 

い は ブ ア ン 固定 を 行 つ て ,。 ヘマ トキ シリ ン 染 色 を 施し た 
の で TI 群 で は 83 日 目 に 1 匹 も な く な つた 。 1 群 で も 26 
日 以後 は 自然 死 を た 来 し た も の は 1 匹 も な か つた が , 現在 
は 8 匹 の み に な つた 。 従 つて 最初 の 実験 開始 の 時 の 使用 
昌 体 数 と 現在 生存 虫 体 数 と の 比較 か ら 各 群 の 優劣 を 論 ず 
る と と は 出来 な い が Fig. 4 に 示す 如く に , 1 エ 及 IT 群 
の 赤血球 及び C. E.E. を 加え た も の と , 赤 血 基 の みみ を 
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加え た 群 と , 両者 と も 加え な い III 群 の 間 に は 著しい 勘 
が 認め られ る 。 然し 第 エ 群 の 赤血球 と C.E.E. を 加え 
た 群 と 第 TI 群 の 赤血球 の み を 加え た 群 の 間 に は 生存 期 
2 し て , と の 実験 の みか ら は 差 が ある か どう か は 云 
えな い 。 そ の 後 の 実 験 か ら 両 者 の 中 で は 赤血球 の 方 が , 
より 重要 な 栄養 源 と 思わ れ た が と の 点 に 関し て は , 商 検 
討 し た い 。 AE 場合 , Medium 中 の 
虫 体 は 直ちに 之 を 摂取 する も の > ゝ 如く, 10 数 分 後 《 まお 
迄 明か に 見 えな か つ た 腸 は 赤褐色 に 強く 着色 し 
ee 
明 の 部 か 』 5 間 避 的 に 排出 され て 来る の も 認め る 事 が 
出来 た 。 Wnt か の 消費 量 或 い は , 赤血球 の 如 
0 成分 が 虫 体 の Pi も 必要 と する か に つい 
て は 明か に し 得 な い が , 且 肌 上 が 窒 六 促 内 て 者 ま の 打 
球 を 主要 な 栄養 源 と し て いる と と は 間違い な いと 思わ れ 


と 
ン 


考 察 

著者 等 は 肺 吸虫 脱衣 幼 虫 を 猫 の 血清 を Tyrode 液 で 等 
量 に 稀 息 し た Medium に , 猫 の 赤血球 及び C.E.E. を 
加え 387 で で 飼育 を 試み た 所 現在 220 (12 月 18 日 現在 ) 
日 に 至る る その 中 の 3 匹 は 生存 し , 然 か も 最初 の 大 き さ 
の 体長 0.6 咽 前 後に 比べ る と , 静 上 時 の 体長 8 4 画 。 
巾 1.5 叫 。 伸長 時 に は 6 て 7 画 に 達する 程 に 成長 発育 し 
て いる 。 和尚 末 だ 内 部 蔵 器 の 発育 状況 に つい て は 検討 中 で 
ある が , 82 日 目 迄 飼育 し た 虫 体 で は 飼育 当初 と 比べ る と 
卵黄 細胞 及び 話 丸 の 細胞 の 増殖 が 明か に 認め られ た 。 純 
を に invitro で 人 体 寄生 吸虫 類 の 幼虫 を か くも 長期 に 理 
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つて 飼育 し 得 , 然 か る 最初 の 大 き さ に 比べ て か くも 著 し 

く 成長 さ せ た と 云う 例 は 未だ 報告 を あみ な い 。 

実験 的 に 肺 吸虫 メタ セル カリ ア を 犬 或いは 猫 に 与え た 
場合 , 10 数 時 間 後 か ら 24 時 間 後 の 間 に は 脱 斉 幼虫 は 既に 
腹腔 内 に 認め られ , 2 乃至 3 週 後に 至 つて 始め て 本 脱 
幼虫 は 胸腔 内 に あら われ る 。 然 か し と の 期間 内 に 腹腔 内 
或いは 胸腔 内 より 検出 し た 幼虫 は , 未だ 発育 も 著 明 で な 
く , その 腸管 も 着色 は 著 明 で は な い 。 感染 3 週 を すぎ て 
4 週間 に 至る 頃 に な つて 始め て 効 虫 は , 肺 表 面 より 肺 実 
質 内 え 侵 入 を 始め る も の ゝ 如く で ある が , 2 匹 宛 或 い は 
それ 以上 が 一 諸 に な る 迄 は 一 ケ所 に 落 つ か な いで , 侵入 
し た り 出 た り し て いる ょ よう で ある 。 然し と の 頃 に は 腸管 
は 赤褐色 に 強く 着色 し て いる の が 認め られ る 。 4 週 或 い 
は それ 以上 , 時 に は 数 ヶ月 に 達する も 肺 の 実質 内 え 侵入 
せ ず 胸腔 内 に 1 匹 の み 残 つ て いる 場合 は , 発育 が 非常 に 
遅れ て いる と と も ゃ 観察 され て いる 。 以 上 の 事実 は 今回 の 
著者 等 の 実験 で も , 2 週 万 至 8 週 ま で は 血清 の み で 充分 
に 発育 する が , これ 以後 に は 赤血球 を 加え て や る と と が 
必要 で ある と と > よく 一 致し て いる 。 双発 育成 長 が 甚 し 
く 遅延 し て いる の は , 狭い 計 内 に 2 匹 以 上 が 同棲 する こ 
と が 必要 な の か 或いは , 赤血球 以外 に 尚 肺 の Extract そ 
の 他 の も の を 必要 と する の か 排 常に 興味 ある 問題 で あ 
る 。 と れ 迄 は 幼虫 に し ろ in vitro で は 辛 じ て その 生存 
期間 を 延長 し 得 た に すぎ な か つた が , と の 実験 で 少く と 
も 飼育 虫 体 の 発育 増大 が み ら れ た と 云う と と は , 今後 の 
研究 に 大 き な 進 歩き 持た ら す も の と 思わ れる 。 今後 は 
Medium の 検討 を 行う と 共に 肺 吸虫 の Metabolism に 
関す る 研究 及び と れ ら の 和 虫 体 を 用 いて 肺 吸 虫 に 対す る 薬 
剤 の 効力 の スク リー ニン グ テ ス ト を 行い た いと 考え て い 
る 。 

結 論 

著者 等 は 人 工 的 に 脱 裏 させ た 肺 吸 虫 メタ セル リア を 
in vitro で 飼育 し た 結果 次 の と と を 明か に し 得 た 。 

1) 和牛 , 馬 , 犬 , 猫 及 び 兎 の 血清 を Tyrode 液 で 倍 に 
笑 釈 し た Medium 中 で は , 3 週間 の 飼育 期間 で は 何れ 
の 血清 中 で も 同じ 様 に 生存 し , 差 は 認め られ な か つた 。 

2) 猫 の 正常 血 清 と 肺 吸虫 に 感染 し た 猫 の 血清 と を 用 
いて 生存 期間 を 比較 し た が 何れ も 差 は 認め らち れ な か つ 
た 。 

3) 猫 の 血清 に 赤血球 浮 激 液 と C.E.E. を 加え た 場合 
は , 生存 期間 は 極め て 長く , 発育 成長 も 著しい と と を 認 
め だ 。 

4) 肺 吸虫 の 発育 成長 に は , 最初 の 2 週 乃 至 3 週 迄 は 
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血清 の み で よい が , それ 以後 は 赤血球 を 栄養 源 と し て 必 
要 と する と 思わ れる 。 

5) 肺 吸 虫 腕 要 幼虫 は 血清 中 で 容易 に 生存 させ 得る の 
で , 之 を 薬剤 の 効力 判定 に 応用 出来 る の で は な いか と 考 


え られ る 。 
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SummarY 


Three excysted metacercariae Of 72g の 777448 
20@S7e72 の 7 have been maintained in vitro for 202 
days thus far (as of 13, Dec. 1955). From an 
average length of about 0.6mm and width of 
0.26 mm at rest immediately after excystation, 
these forms have grown to 2.5-3.0 mm in length 
and 1.5 to 2.0mm.in width at rest: stretched, 
they reach up to 6-7 mm long. Signs of beginn- 
ing development of the male reproductive Systemn, 
especially of the testes, are being observed. 

107 excysted metacercariae were used to Start 
the cultures. Carrel fasks closed by rubber capS 
were employed, the cultures incubated at 37“C 
and kept as sterile as possible including the use 
of antibiotics. The medium used for the first 
three weeks after excystation consisted of equal 
parts of cat serum and Tyrode solution. Chick 
Embryo Extract and cat blood cells were added 
to the medium of one third of the cultures and 
cat blood cells only was added to another third 
of the cultures after that time. The comparison 
of Length of Life of the larvae in the cultures is 
shown in Fig. 4. All of the larvae in the media 
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without both blood cells and C.E.E. died within 
4 weeks: None of the worms jn the media with 
both cat blood cells and C.E.E. and in the media 
with blood cells only was died. The red blood 
cells and C.E.E. seem to be the irmportant re- 
quirements for maintaining the larvae: It was 
observed that the red blood cells were ingested 
and also the digested red blood cells were eXCre<- 
ted. 

It is felt that many more than the three worms 
presently surviving would have jived up to thiS 
time: however, five to ten wormS were fixed and 
stained with hematoxylin for checking the deve- 
lopment of the internal organS every ten Or 
twenty days : thus reducing the number of Survi< 
voOrS greatIY. 

The survival period of the 1arvae in cultures 
using Serum from cat infected with ア . zees7eZ2742 
did not differe signifcantly from the survival 
period of those cultures in normal cat serumm 2S 
Shown Fig. 3. 

The comparison of the survival period of the 
larvae in cultures using Sera frorm variOuS ani- 
mals, Cat, Dog, Horse, Cattle and Rabbit, is shown 
in Fig. 2. 
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地方 支部 大 会 


第 15 回 東日本 支部 大 会 演説 目録 


期日 昭和 30 年 10 月 22 日 ( 土 ) 
会 場 東京 都 武蔵 市 境 日 本 獣医 畜産 大 学 講堂 


家 部 大 会 長 清 水 重 矢 


赤 交 アメ ー バ の 免疫 学 的 研究 . ( 二 ) ……・………… 
が wii ee weee eee eee の ee の の る 佐藤 礼 治 ( 慶 大 e 寄生 虫 ) 
培養 赤痢 アメ ー バ の ハム スタ ー 肝 内 感染 実験 , 特に 
共 棲 細 商 転換 の アメ ー メ 性 肝炎 発生 に 及ば す 影 響 ・ 
eeeeoooooeoeeeoeoeooeoeee 松元 陽 郎 ( 慶 大 ・ 寄生 虫 ) 
二 , 三 寄生 性 アメ ー バ 及び 自由 生活 性 アメ ー バ の 激 
粉 ee 並 と 衝 白 分 解 酵素 に つい て (EEEEOREEEN 
が : 六 WW 0 30*eie:9 50:e 7 あ ゃ e ee ひも 9 og る 金子 信 ( 慶 大 e 寄生 虫 ) 


一 乳幼児 院 に お ける ジア ル ジ ア 症 の 流行 に つい て 


…・ 〇 野村 弘 ・ 阿 部 道夫 ・ 浅 見 敬三 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 ) 

守 川 光 ・ 古 本 浩 (育児 会 病院 ) 
大 腸 バ ラン チ ジ ウム の マウ ス , ラッ テ 腹 腔 , 皮下 接 
種 試験 。 特 に ムチ ン の 影響 に つい て ・ ポ ド トト 
OPECOKKEOCK KK ト 部 計 也 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 ) 
コク シ ジ ウ ム オ ー シ ス ト の 人 工 培地 内 で の 脱 殻 に 関 
する 研究 (2 ) 人 工 培地 の 脱 殻 に 及ぼ す 影 響 ・…… 
PO ミミ ミミ すさ ミミ ミミ 小山 力 ( 予 研 ・ 寄 生 躍 ) 


日 本 に お ける トキ ス に つい て 。 第 三 
報 ・ ト キソ ブ プラズマ 感染 動物 に 於 ける 免疫 に 関す る 
研究 …… 宮 川 米 次 ・ 永 堀 善 作 ・ 宮 川 逸 部 ・ 石 者 大 三 
角 原 進 ・ 〇 田沼 息 正 ・ 美 田 秀夫 ・ 稲 神 寿 志 (東生 病 
院 ) 

結核 性 髄 膜 炎 及 び 脳炎 患者 に お ける Sabin-Feld- 


ソプラ スモ ー ジ 


man test… バ ドド ドド ドド ドド トピ ドド 
〇 田崎 光 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 ) 瀬 長 良三 郎 ( 慶 大 ・ 小 児 
和 ) 

培養 腔 トリ コモ ナス の 増殖 に 及ぼ ば す 真 菌 並 に 嫌気 性 
菌 の 影響 …・…・…… 久保 田 一 彦 (済生会 中 央 病院 ) 
クジ ャ ク の 黒 頭 病 に 就 て ・…・…・ 角田 清 ( 家 者 衛 試 ) 
Trypanosoma 感染 マウ ス に 於 ける 血清 及び 肝 和 蛋白 
原 敬 造 ・ 〇 岡 裕 孝 ・ 高 木 香 二 ・ 永 田 恭 治 ・ ( 千 大 ・ 
衛生 ) 
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賃 説 目 多 


富士 川沿 岸 の 日 本 住 血 吸 虫 病 有 毒 地 の 発見 に つい て 
杉浦 三郎 ・ 〇 大 田 秀 浄 ・ 佐 藤重 房 ・ 清 水 清久 (山梨 
医 研 ) 
薬剤 に 対す る 宮入 上 貝 の 耐性 に つい て 
の で eee me eee の 〇 佐藤 重 房 大 田 秀 洛 (山梨 医 研 ) 
日 本 住 血 吸虫 の 生体 外 飼育 (第 二 報 ) 人 工 合成 飼育 
液 に お ける 生存 期間 OCTPVPPTTTYPYEYYT さ で すさ すさ すさ すす 
〇 伊藤 二郎 ・ ( 静 大 ・ 教 ・ 保 健 ) 小宮 義 葉 ( 予 研 ・ 
寄生 昌 ) 
ミヤ イリ ガイ の 行動 (3) 陰影 反応 …・…………… 
eeeeeeeeeeeoeeeeeeee 安 羅 岡 一 男 ( 予 研 ・ 寄生 虫 ) 
殺 貝 剤 ペン タク ロルフ ェ ノ ー ル に よる 中 毒 死 の 一 例 
… 〇 杉浦 三郎 ・ 大 田 秀 浄 ・ 佐 藤重 房 (山梨 医 研 ) 
新潟 県 に お ける 肺 吸 虫 症 の 流行 状況 …………………… 
〇 伊藤 淳一 ・ 浅 利 譲 ・ 平 野 多 開 ・ 中 川 地 子 (新潟 大 * 
医 動物 ) 
肺 吸 昌 メ タ セ ルカ リア の 体外 飼育 …………………… 
… 横 川 宗雄 ・ 大 島 智 夫 ・ 木 畑 美智 江 (公衆 衛生 院 ) 
肺 吸虫 症 の “rapid flocculationtest "トー・・・・ 
fee る ee28227G の が 横川 宗雄 (公衆 衛生 院 ) 
肺 吸虫 メタ セル カリ ア の 脱衣 機転 Crowding Effect 
(つい て ‥ ト ドド トド ドド ーー・ 大 島 呑 夫 (公衆 衛生 院 ) 
宮城 県 と お ( ナ る ら 肝 吸虫 の 分 有 布 PE 
Seeeeoseeseoeegeoeeeeooe 鈴木 了 司 ( 予 研 ・ 寄生 虫 ) 
吸虫 類 第 一 中 間 宿 主 の 飼育 及び 保存 の 研究 ……・…・ 
‥ 〇 佐々 学 ・ 三 浦 昭子 ( 伝 古 ・ 寄 生 虫 ) 
神奈 川 県 で 発見 し た 大 複 殖 門 条 和 虫 症 の 一 例 ……・・…・ 
〇 金子 義一 ・ 藤 沢 俊雄 (国立 横浜 病院 ) 
寄生 帳 虫 類 の 組織 化学 的 研究 エ 日 本 住 血 吸虫 の 組 
織 化 学 的 研究 …・……… 山口 正 ( 慶 大 ・ 寄 生 東 ) 
犬 釣 虫 の 組織 化学 的 研究 (1 ) 特に 脂肪 を 中 心 と せ 
る 感染 仔 虫 の それ に つい て ーー (ーー ドド ドッ 
OCPLCYEYEYYEKYYYYYYY 佐藤 洗 唱 重 ( 予 研 ・ 寄生 虫 ) 
田川 炭鉱 の 釣 虫 経 皮 感染 に つい て 
すす で す で と すす で すす で すす 玉井 太郎 (日 医大 ・ 赤 木内 科 ) 
実験 的 釣 広 感染 に よる エ オ ジノ フィ リー の 推移 に つ 
も で ・ ペ や ・ の "< 氷 野 卓 (国立 療養 所 久里 泊 病 院 ) 
ecg7o7 の 6277C の 4S 幼虫 の 鶏卵 内 発育 に つい て ・ 
は お の 6 お OiG26eWC 6 梶原 信夫 ( 群 大 ・ 衛 生 ) 
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犬 欧 虫 雌 下 単 独 寄生 例 に お ける 取 卵 の 検索 に 就 て 
(第 二 報 ) cocoeeoeecooooee る eoeieeeeeee 衝 の ee の eeeeee@ 
柳沢 利 喜 雄 ・ 水 野 哲 夫 ・ 矢 島 ふ き ・ 町 田 喜 一 ・ 〇 伊 
佐 博夫 (千葉 大 ・ 公 衆 衛 生 ) 

区 昌 卵 腸 性 事 検 査 の た め の 被 検 者 選出 に つい て の 考 
祭 …‥ 柳 沢 利 喜 雄 ・ 〇 水野 哲夫 (千葉 大 ・ 公 衆 衛生 ) 
積雪 地 ( に お ける 釣 昌 の 研究 ・・・ ト トー ドド … 
ceeoceeeeoeeeee の る る の ゃ 高橋 正文 (横浜 大 e 寄生 虫 ) 
各種 釣 虫 仔 昌 に 対す る 各種 薬品 の 殺 滅 試験 (1) 犬 
釣 虫 。 ツ ビ = 釣 到 に 対す る 影響 ・… バ ・・・…… 
本 (あの? 9 01:W03: (の: の: 0 を 0: 安田 一 郎 ( 予 研 e 寄生 東 ) 
コバ ルト 60 の ガン マー 線 照射 が 顕 虫 卵 の 発育 に 及ば 
す 影 響 (1 上 ト 和 ーー…‥…ー ド ドド トト ドド トト ト トレ トト ドット ッッ ・・ ここ 
〇 浅見 敬三 ・ 斎 藤 昭三 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 ) 小林 昭夫 

( 予 研 ・ 寄 生 昌 ) 

水中 に お ける 顕 虫 卵 の 落下 速度 に つい て ‥………… 
の あす むか る た か を な: も 6 も る も 3 が 中 山 ク = 了 チ ( 予 研 e 寄生 虫 ) 
いわ ゆる 殺 卵 剤 の 各種 作用 条件 に お ける 顕 虫 卵 殺 減 
効 果 試 験 oo ceeoeeeeoeoeeeoeooeoeeooeoeoeoeoeee の る o る る 
原田 婦 雄 (神奈 川 ・ 衛 研 ) 内 田 昭夫 (千葉 大 ・ 公 乗 
衛生 ) 柳沢 十 四 郎 ( 子 研 ・ 寄 生 束 ) 児玉 威 (神奈 川 * 
衛生 ) 柳沢 利 吉 雄 (千葉 大 ・ 公 衆 衛生 ) 小宮 義孝 ( 予 
研 ・ 寄 生 虫 ) 

低温 に お ける ネオ ヂ ク ロン , 二 硫 化 炭 素 の 急 東 卵 殺 
卵 試験 と その 効果 判定 に つい て ooeoeeeeeeeeeeeeee 
eeeeoeeeeoee ee oo eeee 久 津 見 晴 彦 ( 予 研 ッ 寄生 虫 ) 
虫 卵 の 変性 に 関す る 研究 (1 ) 化学 薬品 に よる 魚 
虫 卵 変 性 の 形態 に つい て すす ミミ すす PEEYEEEYKKRY」 
eeoeeeeeeeeoeeeeeeee 柳沢 十 四 郎 ( 予 研 ・ 寄生 虫 ) 
人 顕 虫 卵 及 び 豚 顕 虫 卵 の 抵抗 に 関す る 比較 試験 ・… 
ecoeeeecocoeeceeeeeeeeere 斉藤 敏昭 ( 予 研 四 寄生 虫 ) 
四 秀 を 通じ SzC と 拡散 薬 に よる 芝 池 内 顕 虫 卵 の 死 
減 試験 ・ 〇 中 中 一 ・ 藤 田 飯 子 (日 医大 ・ 赤 木内 科 ) 
アス カラ ミン 酵素 製剤 の 顕 虫 卵 に 及ぼす 影 響 に つい 
て (予報 ) ……… 脇田 政孝 (東京 酵素 医学 研究 所 ) 
尿 中 アン モニ = ニア と 草子 油 の 殺 卵 作用 ・…・………… 
LLCIXL 〇 国井 喜 章 ・ 池 内 まき 子 ( 農 技 研 ) 
釣 束 駆虫 剤 の 研究 YY で すす / き YY て トス メス トル と や セル ャ ミッ 
… 松 崎 義 周 ・ 〇 山崎 俊幸 その 他 (横浜 大 ・ 寄 生 虫 ) 
釣 昌 集団 駆虫 に お ける 駆虫 薬 の 検討 ……・…・…・"* 
柳沢 利 吉 雄 ・ 内 田 昭夫 ・ 〇 小関 芳 昌 (千葉 大 ・ 公 衆 
衛生 ) 

新 駆 昌 化学 薬品 の 研究 (その 三 ) ベン チー ル ア ル コ 
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( 7 ) 


ー ル の 殺 息 e 殺 歯 e 駆虫 作用 ceeeceeceeeeee な が で る ee 
〇 星 直 利 ・ 森 崎 新 吉 ・ 田 中 吉 次 郎 (東京 都 衛生 局 予 
防 部 ) 

ピラ ジン 錠 に よ る 顕 虫 駆除 実験 ceoo ooeeoeeeeeee 
〇 辻 昭 ニ ・ ト 部 譜 也 ・ 問 川 通 典 ・ 伊 従 茂 ・ 斎 藤 昭三 
( 慶 大 ・ 和 寄生 東 ) 

繰り 返 え し サン トニ ン を も つて 駆虫 せる 場合 の 虫 卵 
非 陰 転 者 の 臨床 的 研究 seooeoceeeeoeeceeeoeeeoeeeeoee 


小宮 義 才 ・ 〇 石崎 達 ・ 市 川 洋一 ・ 佐 藤 浴 子 ・ 久 津 見 
晴 彦 ( 予 研 ・ 寄 生 虫 ) 高山 久 郎 ( 伝 研 ) 苫米地 孝之 
助 (公衆 衛生 院 ) 

クロ モ サ ント ニン の 斑 由 駆虫 効果 に つい て ・……・…・ 


… 〇 小宮 義 却 ・ 大 竹 省吾 ・ 塚 越 邦 二 ( 予 研 ・ 寄 生 虫 ) 


台 虫 寄生 者 の 自律 神経 緊張 状態 に 関す る 研究 …・・… 
OCPLPETPTEY ミ すす ミミ すす 吉 仲 武 仁 (横浜 大 ・ 寄 生 昌 ) 
釣 虫 と 環 昌 と の 括 抗 性 に つい て 上 ドド ドド 
UCOMSL 〇 谷川 久治 ・ 山 脇 和 (千葉 大 ・ 衛生) 
画 虫 感染 の 長期 観察 1 トバ ドド ドド 
re 栗本 安 基 ・ 武 川藤 吉郎 ・ (横浜 大 ・ 寄 生 東 ) 
暁 虫 駆除 と ピ ペ ベラ ジン と の 関係 ・… バ ババ ……… 
岸田 隆 ・ 鎌 田 為 夫 ・ 小 竹 恵 美子 ・ 〇 伊東 享 ・ 綿 貫 恵 
太郎 ・ 海 野 泉 ・ 熊 谷 睦 ・ 奥 村 和 夫 (日 医大 ・ 赤 木内 
科 ) 

暁 虫 の 代謝 研究 (第 一 報 ) oooeoeoeoooooeoeooeeeeeeee@ 
eeseeeoeeeeeeeee る の ゃ 岩城 保 仁 ( 日 医大 e 赤木 内 科 ) 
親 園 に お ける 厚生 省 式 改良 便所 の 効果 に つい て …… 
PCCPCPPPYPYYEYYYS す を 高橋 安雄 (栃木 県 大 田原 市 ) 
受刑 者 の 検便 成績 及び それ に よる 諸 種 寄 生息 伝播 経 
牙 の 考察 ・・…………… 上 田 春 人 ( 慶 大 ・ 寄 生 東 ) 
糞便 検査 ご お ける 所 調 「 み か け の 陰性 ] と み の が し 
に つい て (1 ) 犬 釣 東 のみ かけ の 陰性 に 就 て *・・… 
柳沢 利 喜雄 ・ 〇 町 田 喜 一 ・ 矢 島 ふ き ・ 伊 佐 博夫 ( 千 
葉 大 ・ 公 衆 衛生 ) 

業 便 検査 ご お ける 所 調 「 み か け の 陰性 ] と みみ の が し レ 
に つい て (2 ) 各種 糞便 検査 活 に お ける 変動 ・……・ 
柳沢 利 喜 雄 ・ 〇 矢島 ふき ・ 町 田 喜 一 ・ 伊 佐 博 夫 ( 千 * 
葉 大 ・ 公 衆 衛生 ) 

余 等 の 考察 し た 一 新 集 卵 法 に つい て "* 
eowewe&eeeeee み ゃ e 分 島 整 ・ 〇 保阪 幸男 (埼玉 ・ 衛 研 ) 
釣 昌 卵 検査 法 の 研究 (3 ) 齋 内 虫 卵 濃度 の 日 々 変動 
eee:9e る る る みみ で eeeeoroeeee 佐藤 澄子 ( 予 研 ・ 寄 生 昌 ) 
メタ ・ ア クリ ー ル 樹脂 球 に よる 和束 卵 計算 法 に つい て 
(分 島 氏 虫 卵 計 算法 の 改良 法 ) oo cococeeceeoeeeee 








396 


横川 宗雄 ・ 大 島 知夫 ・ 木 畑 美智 江 (公衆 衛生 院 ) 吉 
村 稿 之 (金沢 大 医学 部 ) 石川 行 一 (千葉 大 医学 部 ) 
実験 動物 の 寄生 虫 に 関す る 研究 , 第 一 報 マ ウス の 内 
部 寄生 虫 の 種類 と その 感染 状況 ee 
で 高田 敦 徳 ・ 林 淡 生 ( 伝 研 ・ 寄 生 虫 ) 
61 コト ン ラ ッ ト 系 状 虫 に 関す る 研究 (第 二 報 ) 
EPR 〇 者 杉 幹 太郎 ・ 田 中 寛 ( 伝 研 ・ 寄 生 虫 ) 
時 第 五 幸 発病 素因 の 遭 伝 学 的 考 
宗 補 遭 ・‥…・…・… 石原 忠雄 ・ 上 野 計 (家畜 製 試 ) 
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第 11 回 西日本 支部 大 会 演説 目録 


期日 昭和 30 年 11 月 3 日 ( 木 ) 
会 場 米子 市 西町 島 取 大 学 医学 部 臨床 講堂 


部 大 会 長 長 花 


る 肺 吸虫 


操 


1 - 鳥 5 取 県 に に 於 
1 西伯 町 MK る 調査 ・…… ト ーー ト ーー トー ドー・・・ 
…… 〇 外山 寛 樹 ・ 西 田 弘 (鳥取 大 ・ 医 ・ 公 衆 衛生 ) 

2 四国 産 衣 に 彼 可 する 二 未 知 種 の 分 布 , 形態 に つい て 
宮川 三男 ・ 〇 中 瀬 勝 (徳島 大 ・ 医 ・ 第 二 内 科 ) 
3 徳島 県 下 に お ける 淡水 産 河 貝 子 寄生 の モル カリ ア に 
… 宮 川 三男 ・ 〇 清水 稚 (徳島 大 ・ 医 ・ 第 二 内 科 ) 

4 日 本 住 血 吸虫 流行 地下 流 地 帯 の 患者 に つい て 
の MA か キャ ペッ 岡部 浩平 (久留 米 大 ・ 医 ・ 寄 生 昌 ) 

5 開陳 昌 隊 あの キワ ザム 太 机 思 際 る 梓 末 0 
画 供覧 ) …‥・……… 岩 全 弘 三郎 (大 阪 医 大 ・ 病 理 ) 

6 Oi 座 サ る 梗 鳥 住 血 吸虫 症 に つい 
て ーー 〇 伊藤 康夫 ・ 田 中 実 (大 阪 医 大 ・ 病 理 ) 

7 豚 に 於 ける 肝 星 寄生 例 ・…・ バ トト トーー ル ーー ルビ ゆ ツ ド uu 


9 AS0 ま 20 6 seeteipne 東風 弘 (浪速 大 獣医 ) 
8 鶏 条 昌 の 感染 実験 トド ドド 
OCT AA 5 
9 テン に だ 寄生 せる リグ ラジ ラ 状 幼 条 に つい て ・………… 
8063 oe ああ ree 岩田 正俊 9 s 良 学芸 大 ・ 生 物 ) 


10 美 小 条 虫 の 代謝 に 関す る 研究 (第 6 報 ) …・……… 
守屋 沿 二 ・ 〇 磯 川 貞 和 ・ 福 島 淳 仔 ・ 福 田 正 道 ( 阪 市 
大 ・ 医 ・ 舌 衆 衛生 ) 

11 陳 二 圭二 杉 幸 よ れ ン トッ 要職 9 よ り 摘 出さ れ 
た Capiliaria 属 線 昌 に つい て トッ ル レル ツ ッ uu 
DOLLEZLKKGXL 〇 森下 薦 ( 阪 大 ・ 後 研 ・ 寄 生 虫 ) 
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[寄生 虫 学 雑 誌 ・ 第 4 巻 ・ 第 4 号 
谷 恒雄 (大 阪 回 生 病 院 ) ( 基 ノ 2 ) の め y/72zzx 
cg22222 の 寄生 例 に つい て 
森下 為 ・ 西 村 猛 ( 阪 大 ・ 後 研 ・ 寄 生 東 ) 田淵 幸 博 ( 孤 
大 ・ 後 研 ・ 附 属 病 院 ) 
虫 体 壁 筋肉 細胞 の 微細 構造 に つい て 
生生 石川 道雄 (名 大 ・ 医 ・ 解 前) 
所 講 不 明 吸 虫 卵 の 本 態 に 蹴 い て oeweeeoeeee る ぁ eeeee 
ooooeooeeeeeeeeeeeee 森山 貞 信 (神戸 披 済 会 病院 ) 
糞便 内 寄生 貝 卵 検査 た つい て (第 5 報 ) 
〇 和 守 屋 尚 二 ・ 福 島 淳 仔 ・ 福 田 正道 ・ 機 川 @ 
大 ・ 医 ・ 公 衆 衛生 ) 

高知 県 に 於 ける 寄生 和 虫 調査 一 主として 欧 虫 , 虫 及 
ア に 就く 
阪本 芳 久 (国立 高知 病院 ) 〇 吉田 幸雄 ・ ト 部 昭 ・ 中 
西 靖 郎 ・ 泉 正巳 ・ 青 野 宗 ( 京 府 医 大 ・ 医 動物 ) 
最近 愛知 県 下 に お ける 顕 虫 の 受精 , 未 受 精 卵 の 検出 
状況 に つい て バッ ・・・ ト て くく くく し で な ゃ ここ 


EE 


EE 人 人 


員 和 ( 阪 市 


び デ ォ ジ グリ 


加藤 俊 一 ・ 〇 武田 正義 (中 部 日 本 寄生 虫 予防 協会 ) 

岐阜 県 の フィ ラリ ア 症 に つい て 上 ーー トーーー ド ーー 
8 ご 森下 哲夫 ・ 近 藤 厚 (岐阜 医大 ・ 寄 生 躍 ) 

岐阜 県 の 顕 口 虫 症 に つい て ドム ・ バ トー ム バー ドー ーー 
〇 森下 哲夫 ・ 小 林 瑞 穂 ・ 中 松 正 男 (岐阜 医大 ・ 寄 生 
東 ) 

日 本 顕 口 虫 の 研究 ・・ ト ドド ドド トド ーー・ 


〇 森下 哲夫 ・ 小 林 瑞 穂 ・ 中 松 正男 ・ 古 山幸 雄 ( 岐 
医大 ・ 寄 生 虫 ) 

山陰 に 於 ける 名 口 虫 (第 2 報 ) 
PKK 西田 弘 (鳥取 大 ・ 医 ・ 公 乗 衛 
原爆 10 年 , 広島 市 に 於 ける 寄生 虫 の 実態 …・・……・ 
7LY ス KKKAIO 松田 鎮雄 (広島 県 寄生 虫 予 防 協 会 ) 
四国 に お ける 多 貝 分 布 調査 (第 1 報 ) 
7 HB 995 "0 山口 富雄 (徳島 大 *・ 医 
釣 仔 昌 の 脱 機 転 の 研究 ・・・ ト トー 
の も 宮 や あの: ya 百 山幸 雄 (岐阜 医大 es 寄生 虫 ) 
久 虫 卵 の 遇 化 に 関す る 研究 (第 四 報 ) 
ooo 須永 徹 (大 阪 医大 e 内 科 ) 
釣 昌 の 産卵 に 関す る 研究 ババ トード ドド 
〇 今井 田 二 三 子 ・ 小 林 瑞 穂 ・ 古 山幸 雄 (岐阜 医大 ・ 
寄生 虫 ) . 

釣 虫 不 受精 卵 に つい て バー ドド ドド に つつ に 
〇 森下 哲夫 ・ 小 林 瑞 穂 ・ 中 村 正男 ・ 古 山幸 雄 (岐阜 
医大 ・ 寄 生 虫 ) 

硫化 炭素 乳化 剤 の 釣 虫 卵 殺 滅 力 ・…・………・… 


ee 


EE 福 写 まま 生生 


PE 王 全 まま 生ま 胡 
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30 年 12 月 (1955) ] 
ees る eeeeoeee み ee ゃ ee 中 村 正 男 (岐阜 医大 ・ 寄 生 虫 ) 
有機 角 農 薬 に 対す る 釣 虫 仔 虫 の 抵抗 性 に つい て …… 


oooooeeeeeooeee 武田 勝美 ( 岡 大 ・ 医 ・ 内 科 ) 
犬 策 吸 虫 症 の 肝 脈 管 系 の 形態 学 的 研究 (予報 ) 合成 
樹脂 鋳 標本 に よる 研究 ・・・ ト ーー トート ーー 
と すす すす で すす で すす すす すす 高橋 一 郎 (山口 医大 ・ 病 理 ) 
釣 昌 仔 虫 の 無菌 的 培養 法 に 就 で トバ バー バー…ー… 
〇 原田 義道 ・ 伊 藤 敬 昔 ・ 森 納 ・ 松 島 正 東 (鳥取 大 ・ 
医 ・ 第 二 内 科 ) 
ES 形態 と 
中 村 叙 ・ 〇 三浦 格 桜 ・ 好 井 敏 昭 ( 大 阪 医大 ・ 内 科 ) 
釣 虫 生殖 器 の 発生 学 的 研究 , 附 , アイ ソト ー プ に よ 
る 発育 障 品 ・……・…… 小林 瑞穂 (岐阜 医大 ・ 寄 生 虫 ) 
Pi こ ょ る 釣 虫 免 商 の 研究 ・・・ ト トト トト ーー ドー 
〇 森下 哲夫 ・ 小 林 瑞 穂 ・ 中 村 正 男 ・ 古 山幸 雄 (岐阜 
医大 ・ 寄 生 東 ) 
cossce た MD 
鉄 代 謝 こ に つ 


釣 虫 放 


テー 


ン 」 に よる 治療 と , そ 
の 衝 電 肖 昌 ・ ba 浦野 和雄 (大 阪 医大 ・ 内 科 ) 
| | 王 2022 | 條 よ る 釣 息 駆除 実験 まま 注 まま きまま まま) 
岩田 繁雄 (大 阪 医大 ・ 内 科 ) 〇 福本 圭 士 ・ 緒 形 一 保 
(南大 阪 病 院 ) 

犬 器 虫 の 先天 感染 続報 並び に 自然 感染 大 に お ける 生 
後 感染 の 調査 成績 野田 亮二 (浪速 大 ・ 農 ・ 獣 医 ) 

異常 宿主 に 於 ける 線 虫 症 (第 2 報 ) 石 中 の マウ ス 


に 田 
所 月 


〇 蘭 保 忠 三 郎 (客員 ) 西村 猛 ( 阪 大 ・ 微 研 ・ 寄 生 虫 ) 
ー 効 稚 園 に 於 ける 顕 虫 寄生 の 年 次 的 触 察 並 びに その 
園児 に 及ぼ す 影 響 に 就 て バード トト トー…・ 
PCOPPPKCYYYEYEPEKYYYYYTOP 木村 静子 (大 津 市 衛生 課 ) 
京都 府下 一 農村 に 於 ける 寄生 虫 問題 , (第 6 報 ) 改 
良 便所 と 土壌 中 名 虫 卵 数 の 関係 ・… バ ーー… 
です で ミ で ミミ ミミ すす さす すす すす 藤井 満 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 ) 
ょ る 皮膚 反応 に つい て …… パ ーー・…… 
ミサ で ササ で で で すす 山本 好 明 ( 阪 大 ・ 微 研 ・ 和 寄生 虫 ) 
各種 昌 卵 の 人 工 般 化 実験 トバ ババ ーーー…ー… 
6 ザ 6. 析 生ま 9:w 0. の 南風原 助 素 ( 阪 大 ・ 微 研 ・, 寄生 昌 ) 
一 農村 部 沙 に 於 ける 顕 虫 卵 分 布 の 時 系 的 鉛 察 (第 2 
報 ) RCIERIIEREREEYEERERERERRRRRRRRRERREERRRN 
森下 燕 ・ 〇 西村 猛 ・ 今 村 南 ( 阪 大 ・ 微 研 ・ 寄 生 虫 ) 
ファ ロー 氏 崎 形 に 随 作 し た 寄生 昌 卵 栓 塞 症 ………… 
岡野 錦 紙 ・ 坂 口 昭二 ・ 加 納 治男 ( 阪 大 ・ 医 ・ 第 二 病 
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( 79 ) 


S97 


理 ) 天野 順 夫 ・ 秋 山 勇 ・ 箇 原 坪 ・ 岸 本 進 ・ 禁 殿 順 
( 阪 大 ・ 医 ・ 第 三 内 科 ) 
各種 駆虫 薬 適 用 後 の 人 体内 問 虫 の 動態 に 就 て ・・・・・ 


合成 サン トニ ン の 駆虫 効果 に 関す る 研究 ・…・・・…・ 
岩田 繁雄 ・ 柳 治 ・ 〇 阿部 秀夫 ・ 緒 形 一 保 (大 阪 医 大 ・ 
内 科 ) 

ベッ クマ ン ,。 ス ペク トル フォ トメ ー タ ー に よる サン 
トニ ン 星 色 物質 の 定量 に つい て 上 ババ ーー ドー… 
ecoee で ee の eeeee で <。 ーー 柳 治 (日 赤 阿 武野 療養 所 ) 

Organic peroxides の in vitro の 作用 比較 ・・・・ 
の o や みる の ぐ e'e る る さす 理 wiea 伏見 純一 ( 阪 大 ・ 後 研 ・ 寄生 虫 ) 

漢 薬 “使用 子 "に よる 学童 集団 駆 昌 ( 上 虫 ) の 効果 
(第 1 報 ) OCPLKKRERRKKRRRRRERRRRRI ノ 
〇 高橋 真太郎 ・ 大 西 昇 ( 阪 大 ・ 薬 ・ 生 薬 ) 

カイ ニン 酸 並 びに 関連 化合 物 の 駆虫 作用 に 関す る 研 
究 (1) w 一 アロ カイ ニン 酸 に 依る 顕 貝 駆除 成績 


竹本 常松 ・ 競 然 遇 ・ 醍 醐 崎 二 ・ 窒 達 英 ( 阪 大 ・ 薬 * 
生化 学 ) 


に 関連 化合 物 の 駆 下 作用 に 関す る 研 
ィ ニ ン 酸 に 依る 顕 下 駆 除 成績 
要 開 貼 二 ・ 指 達 英 ( 阪 大 ・ 薬 ・ 


カイ ニン 酸 並 び 
完 (2 ) ジヒドロ カ 
竹本 常松 ・ 疲 レ 然 昌 ・ 
生化 学 ) 

カイ ニン 酸 並 びに 関連 化合 物 の 駆虫 作用 に 関す る 夫 
究 (8 ) @ー カ イニ ン 酸 , @ ア ロカ イニ ン 酸 に よ 

環 虫 駆除 成績 ・・・ 竹 本 常松 ・ 六 然 昌 ・ 醍 醐 同 二 ・ 
達 英 ) 阪 大 ・ 薬 ・ 生 化学 ) 

カイ ニン 酸 並び に 関連 化合 物 の 駆虫 作用 に 関す る 研 
究 (4) w 一 イソ カイ ニン 酸 , カイ ニン 酸 ラ クト ン 
條 よ る 頭 虫 駆除 成績 coccoeeooeseeeeoeeseoeoeeeee る る る ecoee 


竹本 常松 ・ 北 杖 員 ・ 醒 醐 貼 二 ・ 窒 達 英 ( 阪 大 ・ 薬 ・ 
生化 学 ) 


カイ ニン 酸 並 びに 関連 化合 物 の 駆虫 作用 に 関す る 研 
究 (て 5) NN 一 アセ チル ー〆 一 カイ = ニン 酸 ,。 NN 一 アセ 
チル ーー カイ ニン 酸 に 依る 顕 虫 駆除 成績 ……・… 
竹本 常松 ・ 然 昌 ・ 醍 醐 同 二 ・ 答 達 英 ( 阪 大 ・ 葉 ・ 
生化 学 ) 

ピ ペ ラ ジン の 駆 由 効 果 ・ ト トト トー ロ ーー 
PP で すす YY すす すす 川本 谷 二 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 ) 
ビ ピ ペ ラ ジン 誘導 体 の 駆虫 効果 (第 1 報 ) …………… 
守屋 商 二 ・ 〇 福田 正道 ・ 磯 川 頁 和 ・ 福 島 淳 仔 ( 阪 市 
大 ・ 医 ・ 公 秒 衛 生 ) 

肺 吸 虫 症 治療 に 関す る 実験 的 研究 (』) 2, 3 薬物 
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57 
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68 
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66 


67 


68 
69 


70 


併用 時 に 於 ける エメ チン 臓器 内 濃度 に つい て ……… 
…… 宮 川 三男 ・ 〇 田中 倫 (徳島 大 ・ 医 ・ 第 二 内 科 ) 

の zo772Z が 2 2 が 22S の ミク ロフ ィ ラ リア に と 対す る ス 
z% 下 ニン の 作用 (に こつ いい て ・… 上 ーー トト ーーーーーーー・ ド ーー 
の が 中 林 敏夫 ・ 田 島 功 ( 阪 大 ・ 後 研 ・ 寄 生 虫 ) 

レゾ トレ ン に よる アメ ー バ 赤痢 の 治験 例 ・…・・… 
木谷 威 男 ・ 田 村 宏 ・ 森 雅 和 ・ 松 岡 弘 ( 阪 大 ・ 医 ・ 第 
二 内 科 ) 中 林 敏夫 ( 阪 大 ・ 後 研 ・ 寄 生 虫 ) 

ア /2szzo7z が 2 の ezgZe 感染 マウ ス に だ 於 ける 原虫 の 消 


長 に - jp の あめ 1096 生地 4 


彦根 市 に 於 ける マラ リア の 対 原虫 的 処置 と その 効果 
アー ルー 小林 弘 ( 痛 根 マラ リア 研 ) 
マラ リア 経過 者 の 血液 所 見 及び マラ リア 薬 の 著 効 あ 
る 皮膚 科 疾患 紅斑 性 狼 疹 患者 の 血液 所 見 と の 比較 


(原因 不明 疾患 紅斑 性 狼 着 の 本 態 ) ・……………… 
OCPLKCLOLKELOCKCKKKK て さか 奥山 一 也 ・ 奥 山 紀美 子 
マラ リア 未 経 過 者 を 吸血 せる 夷 の 胃 中 血液 の 所 見 
poemesseseeesocnoeosoessess 奥山 一 也 ・ 奥 山 紀美 子 
Pewny 氏 菩 養 法 変性 法 に より 保存 せる マラ リア 未 
経過 者 の 血液 所 見 ……・…… 奥山 一 也 ・ 尋 山 紀 美子 


アァ yg の so が 2 gg が 2 の eSe の 免疫 学 的 変異 に 関す る 
研究 (第 16 報 ) 抗体 接種 に よる 変異 型 の 出現 に つい 


〇 福 喜多 重光 ・ 尾 崎 文 雄 ・ 中 林 敏 夫 ・ 
大 ・ 後 研 ・ 寄 生 虫 ) 

アカ 2 の Ss の 2 の gg72 の es6 の 先 疫 学 的 変異 に 関す る 
研究 (第 17 報 ) マウ ス に 於 ける 抗体 価 の 永続 性 と 変 


ル デ テー 


異 (と つい て ーー が ーー・・ こ こく こと ここ 
〇 尾崎 文雄 ・ 福 喜多 重光 ・ 中 林 敏 夫 ・ 猪 木 正三 ( 孤 
大 ・ 後 研 ・ 寄 生 虫 ) 

の の gzoso が 2 CZ2f の 培養 所 見 ーー… 
で すす です すす すす すす 高田 秀久 ( 阪 大 ・ 敏 研 ・ 寄生 虫 ) 

Trichomonae の 多糖 類 に 関す る 細胞 化学 的 知見 … 
と 〇 片岡 猛 ・ 中 林 敏 夫 ( 阪 大 ・ 微 研 ・ 寄 生 虫 ) 


猪木 正三 ( 孤 


油 及 び 野 兎 の 鞭 虫 ・ 野 田亮 二 (浪速 大 ・ 農 ・ 獣 医 ) 
釣 虫 及び 銅 昌 の 疫学 的 考察 と 駆 正実 験 ……………… 
〇 吉田 幸雄 ・ 藤 田 裕 ・ 川 平 善 直 ・ 三 谷 和 合 ( 京 府 医 
大 ・ 医 動物 ) 正直 ー セ 子 (香川 県 財田 村 ) 

米子 市 並 に 鳥取 県 西伯 郡 地 方 の 顕 虫 侵 触 状況 ( 小 , 
中 学校 生徒 を 対 と する 調査 ) 
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村 江 通 之 ・ 坂 口 平 ・ 今 村 隆 ・ 山 本 益子 ・ 岩 村 昇 ・ 須 
山 康夫 ・ 戸 崎 茂樹 ・ 石 原 要 博 ・ 作 野 守 (鳥取 大 ・ 
医 ・ 公 乗 衛生 ) 


ツ ビ ニ =, アメ リカ 両 釣 虫 仔 虫 の 生存 期間 の 差異 に つ 
いて 上 ーー ドー ドーーーー・ 三谷 和合 ( 京 府 医 大 e 医 動物 ) 


アク リナ ミン に よる 条 曳 駆除 *… 上 ーー ドー… 
〇 横田 生 .・ 竹 内 覚 ・ 尾 上 信 一 ( 京 府 医大 ・ 川井 内 科 ) 


紙上 発表 


73 日 照 時 間 の 土壌 内 虫 卵 に 及ば す 影 響 に つい て ‥… 
CX て 川本 谷 二 ・ 伊 藤 薦 子 ( 京 府 大 ・ 医 動物 ) 

74 C.L. . 駆虫 剤 に 関す る 基礎 的 研究 に 就 て …・… 
0239.92219202 今泉 厚 二 ・ 辻 守 康 (金沢 大 ・ 医 ・ 病 理 ) 

75 駆虫 生薬 の 研究 (6) アラ ント ラク トン に 依る 頭 虫 
駆除 誠 纏 ・・… い ee 
竹本 常松 ・ 然 昌 ・ 醍 醐 同 二 ・ 窒 達 英 ( 阪 大 ・ 薬 ・ 
生化 学 ) 「 

76 カイ ニン 酸 , サン トニ ン 複 合 剤 (市 販 ) に 依る 上 也 
肛 除 成績 …… バ バト トド ドド ドド 
竹本 常松 ・ 然 昌 ・ 醍 醐 劇 二 ・ 答 達 英 ( 阪 大 *・ 薬 ・ 
生化 学 ) 

77 二 , 三 抗 瘍 性 物質 の Trichomonas へ の 作用 1, ・・ 
SW が 7193723963 浜田 義雄 ( 阪 大 ・ 微 研 ・ 寄 生 下 ) 

特別 講演 
家斉 , 野獣 , 小 実験 動物 に 於 ける 肺 吸虫 症 の 比較 病理 
組織 学 的 研究 , 附 , 三種 及 吸 虫 卵 の 鑑別 ‥……………・* 

一 色 於 葉 四 郎 ・ 富 村 保 (大 阪 府立 浪速 大 学 農学 部 獣医 学 

科 ) 

第 8 回 南 日 本 支部 大 会 演説 目録 
期日 昭和 30 年 10 月 30 日 (日 ) 
会 場 熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 
第 一 講堂 
衣 部 大 会 長 岡村 一 郎 

1 鳥 マ ラリ ア の 研究 (5): ア 7!. Ge77Zggcex 感染 
の 組織 呼吸 に 就 いて eeeowoeeeepeeeoeeeept も る る る る o の ゃ る 
2 る の 衝 が 永井 利 承 (長大 風 研 第 一 病理 ) 

2 時 の 吸虫 類 に 就 い て …・…*・… 小野 典 雄 ( 久 大 寄 う 
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28 


遠賀 川沿 岸 肝 吸虫 に つい て …… 長 本 誰 ( 久 大 寄 ) 
ロ 林 住友 用 の 隊 素 消 量 に 癌 て CO は 
人 20 人 下村 実 ( 久 大 審 ) 
日 本 住 血 吸虫 症 の 沈降 反応 (第 5 報 ) 
で だ プチ WP に ペン アツ て たと デフ 松瀬 幹也 ( 久 大 寄 ) 
時 本 住 血 吸 虫 症 の 集団 治療 ・・・・ 岡 原 哲 倫 ( 久 寄 大 ) 
大 平 及 吸 虫 の 忠 腫 の 出来 方 ベト トド トー… 
OCREKTRRKESSN 富田 千載 ( 九 大 寄 ) 
リコ ッ ト 肺 吸虫 と アメ リカ 産 と の 
比較 ・・ い て いい 宮崎 一 郎 て 九 大 寄 ) 


FE 


すす で 松瀬 幹也 ・ 第 原信 男 ( 九 大 寄 ) 
マン ソン 孤 の 拡散 試験 ・…… 加茂 正和 ( 久 大 寄 ) 
マン ソン 低 頭 条 虫 の 幼虫 に よる 陰 衣 腫 交 の 一 例 に つ 


HO 石井 洋一 ( 九 大 寄 ) 池尻 勝 (福岡 通信 病院 ) 
ナメ ク ヂ (7zc7zzzg Coc を gze/7) に 寄生 する 線 東 
2 の 2S 7c277Z7 が 6 2. S の . に 計 て *・・ ト パト … 
生生 篠原 信男 ( 久 大 寄 ) 
熊本 県 に お ける 有理 顕 口 虫 の 新 分 布地 …・・…… 
な 磯部 親 則 ( 久 大 寄 ) 
有 理 口 虫 の 幼虫 に よる クリ ー ピ ング ・ デ ィ ジ ー ズ 
NM てこ ss 長尾 正 業 ( 九 大 寄 ) 
有 瑞 台 口 虫 第 3 期 幼 虫 感染 家 兎 及び 顕 口 虫 乳剤 注射 
家 兎 に 於 ける 血清 違 白 像 の 変化 …・ バ ・‥…・…… 
KS 木 附 徹 雄 ( 九 大 寄 ) 
有 瑞 顕 口 虫 第 3 期 効 虫 の 移行 経路 ナン キン ネズ ミ 
の 背部 皮下 に 封入 し た 場合 ・‥… 植木 敏之 ( 九 大 寄 ) 
有意 嶺 口 虫 雌 成虫 殖 器 の 微細 構造 …・・・・…・… 
人 0 人 武市 任 ( 九 大 審 ) 
有 旧 顎 口 虫 虫 体 の 化学 的 成分 に 就 て …・・…・…… 
0 安藤 哲郎 ( 九 大 寄 ) 
有 顎 口 虫 第 3 期 幼 虫 の 拡散 因子 に つい て 
は る 補 の 22 が 2 松田 是 充 ( 九 大 寄 ) 
有 瑞 顕 口 虫 効 上 の ワー ル ブ ル グ 検 圧計 に よる Os 消 
費 量 の 測定 oooooooooeeeooooe ゃ 大 場 直 材 ( 久 大 寄 ) 
佐賀 県 三 鞭 基 郡 下 の 牛馬 の Setaria 検査 成績 … 
バリ 生ま 岡部 浩 洋 ( 久 大 寄 ) う 
自衛 隊 に 於 ける 糸状 虫 症 ( エ ) 
伊集院 武 文 (自衛 際 針 尾 地区 病院 ) 藤巻 博 教 (長大 
風 研 臨床 ) 

分 論 島 の フィ ラリ プア 糸状 虫 症 に 関す る 研究 ……・・… 
阿部 康 男 ・ 佐 藤和 八郎 ・ 米 沢 藤 士 ・ 指 宿 英 造 ( 鹿 大 寄 
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鹿 大 第 二 内 科 ) 
フィ ラリ ア 症 に 於 ける 拡散 因子 に つい て ・…………・ 
OPCY と と 尾辻 義人 ( 鹿 大 佐藤 内 科 ) 


トリ コマ イシ ン に よる 系 状 虫 症 の 治療 に つい て ・…… 
佐藤 八郎 ・ 米 沢 藤 士 ・ 福 島 英 雄 ・ 尾 辻 義人 ( 鹿 大 佐 
藤内 科 ) 
ビ ペ ラチ ヂ ン 剤 服用 に よる 精 系 汐 巴 管 災 の 発生 ……… 
SN チャ 片 峰 大 助 ・ 藤 巻 博 教 (長大 風 研 臨床 ) 
犬 釣 虫 症 , 特に 急性 死 例 の 病理 組織 に 就 て ………… 
OKEEEEI ま きま まま まき まき 河野 針 三 郎 ( 鹿 大 農 獣 医 ) 
四 塩 化 エ チレ ン 1 回 駆虫 が 及ば す 釣 息 症 患者 の 主訴 
へ の 影響 ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ すす 財津 吉 憲 (門司 市 ) 
釣 虫 症 の 疫学 的 研究 一 感染 要因 の 解析 ……………… 
か る と の の で る で を と が ちの ee る の ea 新 門 空 
炭 抗 従業 員 の 釣 昌 定 の 研究 (第 一 報 ) 
EK すす すす ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ すす きす すま 中 村 実 ( 久 大 寄 ) 
寄生 下 感 染 状 態 の 地理 的 表示 法 一 釣 昌 を 題材 と し て 
その 分 布 度 及び 優 占 度 に つい いて 上 ドド トー・…・ 
永吉 康 自 (串間 市 国保 病院 ) 牟田 口 利 幸 (大 牟田 三 
井 病 院 ) 
寄生 和 虫 感染 状態 の 地理 的 表示 法 釣 虫 を 題材 と し 
て 。 感染 の 重心 に つい て バー ト bー ム ーー トー トート ドーー・・・・ 
氷 吉 康 訪 (串間 市 国保 病院 ) 牟田 口 利 幸 (大 牟田 三 
井 病 院 ) 
時 虫 の ビ ペ ニン 療法 ‥………・‥…… 三浦 剛 ( 九 大 児 ) 
ビ ペ ニン の 使用 経験 ・ 貴 田 夫 ・ 浜 田 昭 ( 熊 大 児 ) 
実験 的 虫 定 と 組織 球 貧 喰 能 (第 一 報 ) 
iiiriririririliltililtilileililtilitet 巡 桂 吉 ( 熊 大 寄 ) 
結核 患者 と 非 結核 患者 と の 寄生 虫 感染 度 の 比較 …… 
た お あ Se を 池田 稔 正 (長大 風 研 第 一 病理 ) 
畜 界 諾 島 に 於 ける 寄生 中 調査 , 其 の 1 相 之 島 ・・・ 
ポカ ポル 古賀 元 鞭 ・ 有 田 道 夫 (古賀 胃腸 病院 ) 
修論 島 に 於 ける 寄生 由 調査 ドド ・…… 
阿部 康男 ・ 山 下 博 ・ 米 沢 藤 士 ・ 指 窒 英 造 ( 鹿 大 寄 ・ 
鹿 大 第 二 内 科 ) 


外国 産 顎 口 昌 の 標 木 と 写真 の 供覧 バー……・ 
て て すす で トミ キア 宮崎 一 郎 ( 九 大 寄 ) 
遇 虫 の 電子 顕微 鏡 的 研究 ・……・… 岡村 一 郎 ( 熊 大 寄 う 
人 体 眼 結膜 より 検出 され た 一 線 虫 に 就 て ・…………… 
す 上 和 充 ・ 鈴 田 貢 ( 熊 大 寄 ) 
放射 性 婚 PY? の 体内 分 布 に 関す る 実験 的 研究 1.。 


ee 
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顕 由 卵 陰 転 率 ( 克 10 20 30 40 50 60 20 80 99 100 
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強力 テキ サン ト 3 錠 中 に カイ = ニン 酸 5mg 
サン トー ニン 0.05g 10G. 25G. 100G. 


効果 : 確実 で 安定 性 が ある 白 石 薬 品 株 基 会 和 
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純白 で 吸湿 性 が な い 

飲 ろ 易 く 副 作用 が な い 本 社 大 阪 市 東 区 渓 路 町 三 の ー モ 
ーーーーーー 支 店 東京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 一 の 一 大 
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駆虫 率 高 く 
下剤 不要 で 


昌 ! 作 用 の 少な い 





os 


本 剤 の 駆虫 効果 は 極め て 高く 、 忠 卵 陰 転 率 編 81.2 多 と の 報 
告 が あり 、 副 作用 も 少な く 、 学 校 、 職 場 に 於 ける 集団 駆虫 


5 に 好適 と 推奨 され て いま ま 
包装 5 錠 ・500 錠 (集団 用 ) 


条 虫 駆除 剤 


PE お 5pDP 本 四条 


オキ シテ ッ ク ズ 補 法 に 華 づ く 暁 虫 駆 除草 で ドイ ツ O・F・ ボ ー リ ン ゲ ル 祉 より 輸入 本 剤 
1 角 中 ケン ゴ 子 脂 0.02&、 ビ サ チ ン 0.003g は 条 虫 、 十 二 指 腸 中 に 強力 な 効果 を も つ 
を 含有 し 、 副 作用 は ほとん あり ませ ん 。 フィ イルマ ロ ン を 村 物 油 に 界 解 し た も の で 


包 義 . 20 錠 _ 100 純 10g 中 フイ マロ ン 1+ ぁ を 含有 し て いま す 。 
旬 装 10z( 成 入 1 回 茜 ) < 劇 >。。 
三 共 株 革 会 : 社 
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